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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ちょっと、おさらいをしましょうか。




　最も単純な『第一の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』と言えば、やはり自己の上書きの話でございますわね。

　例えばの話ですけど、空想って度が過ぎれば制せい御ぎよ不能の被ひ害がい妄もう想そうになったりするでしょう？　でも、もしもその力を自在に制御できれば、抜ばつ群ぐんのアイデアに化けるのでございますわ。企き業ぎようの新企画にしても発明家の一品にしても、それは巨きよ万まんの富を授けてくれますわよね。

　いえいえ、何も頭脳労働だけに限った話でもございませんわ。スポーツ選手や軍の狙そ撃げき手しゆなどが雄お叫たけびだのゾーンだので自ら頭のリミッターを外す技術だってあったはず。

　紀元前から現代まで続く技術として、動物の毛皮を被かぶる事でその動物になりきったり、特とく殊しゆな化け粧しようや面をつけてこの世ならざる者と同じ役割をもらおうとしたり……。所しよ詮せんは内面の上書き、外界に物理的影えい響きようが出る訳ではないなどと侮あなどる事なかれ。それは時に個人の社会的地位向上から超ちよう国家間の歴史の変動さえ可能とする、大きな力を生み出すものなのでございますよ。

　確実な理論に基づく一定の手順によって、一〇〇％の精度で自己の内面を上書きする技術。それでもって確実な利益を獲かく得とくするための方法論全体を指して定義したもの。

　ねっ☆　そう考えると『召喚』っていうのも割かし身近なものだとは思いません？　そりゃ有名企業のお偉えらいさんが顧こ問もんとして胡う散さん臭くさい占うらない師を雇やとったりする訳だー、っていうか。

　さて。

　まずはこの前提を押おさえてもらった上で、わたくしからこう質問させてもらいましょうか。




　もちろん、そんなミニマムな話で満足するあにうえではございませんよね？




『第二の召喚儀礼』。自己の精神を通常の心理学では説明不能な領域まで励れい起きさせる事で、魔ま道どう書しよの悪魔を呼び出し、神話の神々に具体的な交こう渉しようを迫せまり、まさしく人じん智ちを超こえた現象を操る方法論。円の中の五角形だのロータスワンドだの薔薇ばら十字のシジルだの……ま、この辺を何とかしようとしたのが一九～二〇世紀前半に進化を極めた近代西洋魔術結社でございましょうか。あるいは冷戦中のスターゲイト計画だの旧ソ極ごく秘ひ研究だのの超心理学なんかも一部当てはまるかもしれませんが。ぬはははは!!　雨あま乞ごいや暗殺から世界の救済まで何でもござれ。これぞまさしく『求める者が思い描えがく、都合の良い召喚術』のイメージってヤツでございますわ。

　でも。




　一九九九年。さらにその奥おくで発見された『第三の召喚儀礼』。

　正直に言って、ここからが本番でございますよね。あにうえ？
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　さて、四〇階建ての高級マンションがあるとしよう。住むとしたら建物のどこに住んでみたいだろうか？

　やっぱり見晴らしの良い最上階？

　───でも火事が怖こわいし、停電でエレベーターが止まったらどうするんだ。

　なら非常口や階段の近くにしてみようか？

　───その階段を伝って強ごう盗とうさんや空き巣さんはやって来ないのか。

　いっそ、できるだけ地上近くはどうだろう？

　───上の階で水のトラブルがあると下は洩もれなく巻き添ぞえだが。

　……結局のところ、最良の答えなんてないのかもしれない。メリットを取ってデメリットも抱き合わせで美味おいしくいただく。そんな覚かく悟ごを決めないと部屋選びはできないのかもしれない。

　ちなみに、フード付きのパーカーにスポーツブランドのジャージという、おはようからおやすみまでどこでも通用しそうな凡ぼん庸よう極まる格好をした少年、城しろ山やま恭きよう介すけが入ったのは、最上階とその一個下の階を階段や吹ふき抜ぬけでぶち抜き、二フロアを丸々使った最上位クラスの部屋だった。正確には、屋上も空中庭園・家庭菜園としてキャッシュでご購入済み。都合三フロア分の空間を呼ぶ名前はカタカナで二五文字以上あった気がしたが、恭介は覚えていない。

　自分が住んでいる訳でもないので、そこまで気にする必要もないだろう。

　インターフォンも押おさずに入ってきた恭介のドアの開閉音を耳にしたのか、やたらと長い廊ろう下かの向こうから少女の声が聞こえてきた。

「おかえりなのです、お兄ちゃん……」

「おかえりではないよ血も繫つながっていないし兄妹でもないし。いらっしゃいとかよくぞ来たとか、そんな感じだろう。あなたの家なんだから、自分で片づけくらいしてくれないと困る訳よ」

　右と左の手にそれぞれビニール袋ぶくろや荷物を下げながら、恭介は少女の声がした方に向かう。

「なんか表は大変な事になっていたよ。道だか橋だかが壊こわれて交通渋じゆう滞たい。モノレールが止まったせいかあっちこっちで人混みがひどくてさー……。まぁ、ひきこもりのあなたにとっては関係ないかもしれないけどね」

　まんまテニスでもできそうなほど広いリビングに、『彼女』はゆったりと腰こし掛かけていた。

　椅い子すに？　ソファに？

　いいや。

「ああっ！　『トロピカルジュエリー』のルビー林りん檎ごのまるまる全部シャーベット！　電話口ではなんだかんだと文句を言いながらも行列に並んでくれるお兄ちゃん愛しています。さあさあ、良い子良い子してあげるのでその供く物もつをこちらに……」

「いや、あなたの愛も屈くつ辱じよく的てきな躾しつけも一切不要な訳なんだが」

「ああっ！　しかも朝昼夜に三〇個ずつしか出さないあっぷるちーまでついてます!?　お、お兄ちゃんは一体どこまでご褒ほう美びが欲しいのか……。今日はお風呂でも一いつ緒しよに入りますか？」

「というかね、さっきから僕ぼくは怖こわいんだよ！　あなたが腰こし掛かけている、その、ワシントン条約にガッツリ抵てい触しよくしているっぽいタイガーがさー!!」

　部屋の主が腰掛けているのは、体長五メートルに届く巨きよ大だいな虎とらだった。

　毛皮を使ったソファとか、ソファの形に整えた剝はく製せいとか、そういう話ではない。

　今も眠ねむたそうに寝ねそべり、ゆらゆらとゆっくり尻尾しつぽを振ふっている……生きた虎である。

　すると少女はぷくーとほっぺたを膨ふくらませて、

「お兄ちゃん、この子はタイガーじゃないです。ライオンとホワイトタイガーを掛かけ合わせて作ったホワイトライガーなのです。動物園に貸し出したら年間で七億円は堅かたい超ちよう希少種なのですよ……？」

「その秘ひ密みつ兵器みたいな名前のバケモンが、さっきから物もの珍めずらしそうな目でこっちを見ている訳だが」

「がおがおー……なのです」

「やめなって！　いくら召喚師だって不意打ち受ければ普ふ通つうに死ぬと思うよ、これ！」

　ちなみに少女自体は色白で小こ柄がらなＡカップ、茶色い髪かみは細い三つ編みを二つ作った上で大きな円を描えがくように頭の両サイドでまとめるという……ああ面めん倒どう臭くさい、トリッキーなツインテールみたいな髪型をしているのだが、もっと分かりやすい特とく徴ちようがあった。

　水着なのだ。

　四月中旬だというのに蛍けい光こうグリーンのビキニだけを、いや今度は説明が足りなかった、蛍光グリーンと白のシマシマのビキニだけを纏まとい、適度で心地よい暖だん房ぼうと肉食動物の体温にまみれてうとうとしている訳である。

　城しろ山やま恭きよう介すけは手て摑づかみで限定デザートにがっつこうとする少女を押おし留とどめ、使い捨てのおしぼりとフォークをビニール袋ぶくろから取り出して手て渡わたしつつ、

「あのね、愛あい歌か。今さらあなたの頭の中身についてどうこう言うつもりはないけどさ、せめて日常生活では下着と衣服を装備しようではないか」

「文句があるのですか？」

「あるから言ってんの！　まあ洗せん濯たくが簡単なのは認めるが！」

「服が……つまりニーソックスが足りないと嘆なげいているのですね？　だが大だい丈じよう夫ぶ!!　すでに一二色耳を揃そろえてネット通つう販はんで手配済み！　さあさあお好きなバリエーションでどうぞ……」

「裸はだかにニーソックスは着衣とは呼ばねえよ!!　アワード50くらいの子飼いをそんなくだらない事に駆かり出して……!!　おやおやどうした、こいつはもう本格的なカウンセラーにお願いするしかないっていうのかなー？」

「またまた照れちゃって、妹のニーソックスを追い求めてない男性などいません。数は余っているので、何なら二、三足くらいは勢い余って食べちゃっても大だい丈じよう夫ぶなのですよ……？」

「いくら何でも、あなたが腰こし掛かけているライガーと一いつ緒しよにされるのはあんまりだと思う訳だよ」

　愛あい歌かと呼ばれる少女は、ソファ代わりにしているホワイトライガーから身を乗り出し、ガラステーブルの上に置かれた『生の林りん檎ごを丸ごとくり抜ぬいて、中に果実と洋酒のシャーベットを詰つめ込んだお菓か子し』と格かく闘とうしながら、

「このお兄ちゃんめ。正直な話、ホワイトライガーは毛皮の脂あぶらがギットギトなので、普ふ通つうの服を着たままじゃれつく事はできないのです」

「そこで何故なぜこの子は衣服を諦あきらめて獣けものに飛び付く方を優先してしまう訳よ……？」

　そのせいなのか、愛歌の柔やわ肌はだは温かい照明の光をぬるりと照り返していて、妙みように艶なまめかしかった。多分、この格好でサバンナを練り歩いても他の動物に襲おそわれる事はないだろう。

　と。

　水着猛もう獣じゆう少女愛歌がシャーベットに専念したため、ようやく世の混こん沌とんが静まりつつあったというのに、横から別の手が伸のびてきた。

　より正確には、城しろ山やま恭きよう介すけの分の林檎を分ぶん捕どろうとする女性がもう一人。

　濡ぬれたような長い黒くろ髪かみに透すき通るブルーの瞳ひとみ。真っ赤なチャイナドレスをさらに肉にく抜ぬきして露ろ出しゆつ度どを増やした、『担任教師かアパートの管理人だったら天国』な感じのお姉さんだ。

　恭介は尋たずねた。

「で、あなたはそこで何をしているのかを言ってみなよ」

「何って、そこの妹キャラが恭介ちゃんを『トロピカルジュエリー』の行列に並ばせてるとか自じ慢まんメール送ってきたもんだから、まあお姉さんとしておこぼれに与あずかって台無しにしてやろうかな、と」

「なんと、悪意しかなかった!!」

「そうです、私は妹キャラではなくガチの妹なのです……」

「口を挟はさむのではないよややこしい。そもそも愛歌だって血が繫つながっている訳でもなければ義理の家族でもない、単なる赤の他人だろう！　というか、どうして『仕事』の面めん倒どうを見てもらうべき僕ぼくが、仲介人のあなたの身の回りの面倒を見なくてはならないのか……!?」

「ふふふそんなお兄ちゃんのためなら私は全身の骨こつ髄ずいを移植してお兄ちゃんと全まつたく同じ血液を生産する事も辞さない構えなのですよこうしている今もすでにひっそりとお兄ちゃんの皮ひ膚ふ組織を採取し再生医い療りよう分野とも連れん携けいを取って計画は着々と進められているのです同じ血が流れているのに遺伝的にはノープロブレムとか全世界全男性の夢と理想がこれでもかってくらいぎゅうぎゅうに詰まっていますよねうふふふふふ……」

　小こ柄がらな少女の口から排はい水すい口こうを逆流する粘ねん液えきのようにバイオケミカル系の気持ち悪い妄もう想そうがだだ洩もれになってきたので、もう恭介はそっちには触ふれないようにした。……ただの妄想で止まっていてほしいと切に願うが。

「愛あい歌かも愛歌でとんでもない水着ガールだけどね。リューさんもここのところ節操がなくなっているように思うよ」

「ああ、これ？」

　ちゃっかり林りん檎ごのデザートにフォークを突つき刺さし、的確に『つばつけた』状態にしながら、緑リユウ娘ニヤン藍ランは自分の格好を見下ろす。全体的に真っ赤なチャイナドレスだが、胸むねの中央からへそにかけて縦たてにガッツリ肉にく抜ぬきされている上、髪飾り、ガーターベルト、ストッキング、長なが手て袋ぶくろなど洋風レース系の装飾品でさらに艶なまめかしさを上げている。胸の中央の切り込みといい、腰こしのスリットといい、どう下着をつけているんだ？　と非常に気になるデザインではある。

　……説明が長くなった。結論だけ覚えておいていただければ支障はない。簡潔に、擬ぎ音おんで表現すると以下のようになる。

　ぱっつんぱっつーん!!

「言っておくけど、これお姉さんの趣しゆ味みじゃないわよ。ほら、何だったかしら？　トム＝ジョストの最新作。ああもう、どれもこれも二丁拳けん銃じゆうでカンフー交えて撃うち合うヤツばっかりだからごちゃまぜになって思い出せない……」

「ブラックタイガー？」

「『……おい、今度の主人公はエビフライなのか？』のネットスラングでお馴な染じみなのです……」

「そうそれ。まあ中ちゆう華か街がいのキャンペーンでね、コスプレさせられているのよ。というか、あの映画自体Ｃ区画でロケやってたから、イベント用のセット組み立てる必要もないの。となるとできるだけ元を取りたくなるのが人情でしょう。スタントマン達が街中で不定期にアクションショーやっているし、昼夜問わずの空くう砲ほうがうるさいったらないわ」

　猛もう獣じゆうをソファ代わりにする水着少女に、映画の主演女優が霞かすむほど改造チャイナドレスを華か麗れいに着こなす美女。

　宇宙人が地球人のサンプルが欲しくなったら真っ先に目をつけられそうなくらい悪目立ちしまくっている二人だが……実は、『この街』ではそう珍めずらしくもないのかもしれない。

　フード付きのパーカーにスポーツブランドのジャージなんてありきたりな格好では、年中無休で仮装パーティをやっているような『この街』の中では埋まい没ぼつしてしまう。

　点つけっ放しのテレビはこんな事を言っている。

『先月、正式に財政破は綻たんに陥おちいった事を認めた春はる川かわ市ですが、先ほど、民間資本としてトイドリーム社が全面的なバックアップを約束するという声明を公式に発表しました。今後、春川市は四〇番目の国際再生都市として……』

『米国、デトロイトの再生事業からついに四〇番目になりましたか。早いものですな。世界中に巨きよ大だい遊園地をばら撒まいて笑顔と活力を与えるというトイドリームの思想は、暗い話題ばかりの昨さつ今こん、皆みなが待ち望んでいた明るいニュースとして定着しつつありますな』

『一方で国外の外資系一企き業ぎようが地方政治を丸ごと掌しよう握あくする、という状じよう況きように懸け念ねんの声も上がっているようです。中には軍縮政策により撤てつ退たいを続ける在外米軍基地と入れ替かわりでＣＩＡの資金源や軍事活動拠きよ点てんが増えているとの過激な反対意見もあり……』

「早いわよねえ」

　改造チャイナドレスの緑リユウ娘ニヤン藍ランが、凍こおった林りん檎ごをプラスチックのフォークでジャコジャコ崩くずしながら適当な調子で呟つぶやいた。
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「ちょっと前はトイドリーム35とか言って、この街もてんやわんやの大おお騒さわぎだったのに。もう四〇に増えている。ま、この分だとすぐに五〇のキリ番に霞かすみそうだけど」

「ネット漬づけの妹とて時代の流れにはついていけないのです。つまり永遠の一四歳さい。お兄ちゃん愛して……」

　なんか『うまい事言った』的なドヤ顔をしている愛あい歌かを軽く無視する城しろ山やま恭きよう介すけ。

「早い早いって言えば、僕ぼく達がこうして集まっているのも不思議なような。というか、より正確には愛歌とリューさんがお化け退治だの古文書封ふう印いんだの本来の業務そっちのけで仲良く笑顔で殺し合っていた訳なんだが」

「何を言っているのですかこのお兄ちゃんめ。『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』のお兄ちゃんが涼すずしい顔して一番暴れ回っていたのです」

「いやいやいや。そんなまさか」

「ああ、確かにあれは酷ひどかったわ。年中水着のアホの子も相当だったけど、恭きよう介すけちゃんは頭一個飛び出ていたし」

「……オカルトを一切用いずに隠かくし武器だけで渡わたり合う年増にあれこれ言われたくないのです。多分あんなのはかなりの年の功がないと為なし得ないのです」

「あー肩かた凝こる。おっぱいって邪じや魔まよねえ」

「年増が黄金の鉄板ワードで挑ちよう発はつしてきたのです!!　ラぁぁイガーぁぁぁ……!!!!!!」

「ふふふはは。そのペットちゃんは獣としても依代としても優ゆう秀しゆうでしょうけど、あなたが指鳴らす前に急所を五つは破は壊かいする自信があるわよ。『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』を舐なめないでちょうだいね？　まな板ならともかく肋ろつ骨こつ浮ういている洗せん濯たく板いただとちょっと痛々しく見えるわよ誰だれが年増だ」

　ガカァ!!　と両者の間で落らく雷らいのようなオーラが炸さく裂れつしたので、恭介はそっと輪の外へ避ひ難なんしようと考えた。もう林りん檎ごのシャーベットも奪うばわれたし、今から五メートルの猛もう獣じゆうが暴れるって言っているし、その五メートルを生身で仕留めると公言するお姉さんが不敵に笑っているしで、ここに残っていたって良い事は何にもなさそうだからだ。

「おっと、そうは問屋が卸おろさないのですお兄ちゃん……。というか、妹のバトルをコンマ一秒で見捨てる兄とかどういう了見なのですか」

「というかね、愛あい歌かから頼たのまれたおつかいも終わったし、僕ぼくはもう帰って寝ねたいんだけ……」

「ライガー」

　ビキニの少女が軽く指を鳴らす。途と端たんに彼女のソファが動き、母はは猫ねこが子猫を運ぶように上着の首根っこを甘あま嚙がみされた恭介は大人しくなった。

　ソファを失った愛歌はガラステーブルへぐでーんと上半身を投げたまま、

「おつかいは口実に決まっているのですお兄ちゃん。大事な話があるのを忘れてないですか？」

「何がよ」

「『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の通り名を持つお兄ちゃんが、何を血迷ったのか召しよう喚かん儀ぎ礼れいの業界から足を洗うなんて言い出した事についてですこのすっとこどっこい」

「だんだっ、だんだんっ、だだだらっだだだだーん♪」

「ちょ、恭介ちゃん。なにイントロ口ずさみながらコンビニの小さなケーキ取り出している訳？」

「なにって召喚業界卒業記念な訳だが」

「セルフケーキとか哀かなし過ぎる!!　じゃなくて、あれが冗じよう談だんじゃなかったとしたらお姉さんも困るわよ！　というか引退するくらいならお姉さんがもらっちゃう!!」

「お兄ちゃんは私のなのです……！　もしもお兄ちゃんが他の誰かになびくというなら、その顔にデカデカと愛歌ちゃん印を焼印でスタンプしてやるのです。お兄ちゃんが一体誰のものなのかを、いつでもどこでもすぐに思い出せるように……!!」

「恋れん愛あい沙ざ汰たを絡からめただけで『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』もらえるっていうなら私だって本気出すわよ！　ストーカー気質の自覚があって自らに恋れん愛あいを禁じた大人の女がスイッチ入るとどうなるか教えてあげるわ。ペットボトルの水の味がおかしい？　それは私の残り湯だから当然よ！　カッ!!」

「やめてどっちも気持ち悪いッッッ!!!!!!」

　何やら不ふ穏おんな名前で呼ばれているワケアリ恭きよう介すけが女の子みたいな声で叫さけんだ。

「……そもそも、これって二人には半年前から相談してきた事だろう？　事件に一区切りがついて、僕ぼくは召しよう喚かんに使う依より代しろを失ったんだ。卒業したっていう方が正しいけど。そして半年経たっても新しい依代と巡めぐり合えなければ、そこですっぱり召喚儀ぎ礼れいの業界から足を洗うって」

「うっ……。そんな約束も、していたような」

「今日が期日の半年。でもって、僕の横には新しい依代なんていない訳さ。なら、そういう事で。そもそも召喚師って言ったって依代がいないと何も呼び出せないんだし、縁えんがなかったって事なんだってば。僕はほら、最強の召喚師になるとか、まだ見ぬ被召物マテリアルの可能性を模も索さくするとか、そういう目的を持って息巻いている訳でもないんだし」

「……逆に不思議よね。特別なモチベーションもなく、そこまでのらりくらりとやっていて、どうしてあんな上位まで上り詰つめる事ができたのかしら」

「僕だって知らないよそんなの。『呪のろいの言葉』を耳にするたびに仕方なく人を助けてきた。で、気がつけば妙みような通り名で呼ばれるようになっていたんだろう？　それ以外には何もないね」

「そこに痺しびれるお兄ちゃんなのです……。具体的には『呪いの言葉』を言うごとに毎日妹のご飯を作りに来てくれて、水着を洗ってくれるので助かるのです」

「いやこれからは自分でやらないと駄だ目めだろうが。僕は引退するって言っているんだからさ」

　だから、と恭介が続けようとした時だった。

　恭介の衣服の首回りを甘あま嚙がみしていたホワイトライガーが口を離はなすと、ぐるぐると唸うなり声をあげた。愛あい歌かは小さく首を傾かしげつつ、

「そういえば、お兄ちゃんが来た辺りからライガーが落ち着かないのです。お兄ちゃん、途と中ちゆうで唐から揚あげとか肉まんとか買い食いしてきたのですか……？」

「ああ、多分あれの事ではないかな」

　呟つぶやくと、恭介は部屋から出て行った。

　廊ろう下かか玄げん関かんに何かを取りに戻もどったのかな、と二人の女性は考えたが、直後に脳裏に別の考えが浮うかんだ。

　……さりげない流れを作って逃とう亡ぼうしたのでは？

　ガタガタン!!　と慌あわてて廊下へ飛び出す愛歌と緑リユウ娘ニヤン藍ラン。

　だがそこで、彼女達は何かに足を引っ掛かけてどったんばったん転げ回った。

　足を引っ掛けたもの。そこにあったものとは。




　ごろり、と。広く長い廊ろう下かのど真ん中に、何か大きな塊かたまりが転がっていた。

　それは全身あちこちを血の滲にじむ包帯で雑に手当てした……意識のない巫女さんだった。




　仰あお向むけともうつ伏ぶせとも違ちがう、とりあえず四し肢しを投げ出したままの苦しそうな体勢にも拘かかわらず、その巫女さんはピクリとも動かない。長い髪かみは茶というより金に近く、革かわのヘアバンドのようなものでアクセントを加えていると思いきや、よくよく見ればそれは目め隠かくしだった。同様に、首飾りに見えたものも競走馬の口に咥くわえさせる轡くつわである。

「ホワイトライガー、とか言ったかな？　血の匂においで興こう奮ふんするかなと思って、ちょっと扱あつかいに困っていた訳なんだけど」

「お、お兄ちゃんが私の家に他の女を連れ込んできたのでぶぎゅう!?」

「その子どうしたのかしら？」

　ややこしくなりそうな芽を物理的に摘つんだ改造チャイナドレスの美女が尋たずねた。

　恭きよう介すけは肩かたをすくめて、

「いや、愛あい歌かのおつかいの途と中ちゆうで倒たおれているのを見つけて、『たすけて』ってお願いされちゃった訳だからさ、つい……っていうか……」

「……ああ、なるほど」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランの返事には複雑な色があった。納得とも諦あきらめとも言える。人差し指で自分のこめかみをぐりぐりする彼女に向かって、恭介はこう締しめくくる。




「やり残しがあるのも気持ち悪いし、これを召しよう喚かん師しとしての最後の仕事にするよ。『たすけて』と頼たのんだ彼女の命と人生を一通り保護する。その程度なら依より代しろがいなくても何とかなるだろう」
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　……時間は少しだけ遡さかのぼる。

　ある双ふた子ごの巫女みこが、『失敗した』と即そく座ざに気づいたその瞬しゆん間かんまで。

「くそっ!!」

　国際再生都市・トイドリーム35。旧名・夏なつ海み市。財政破は綻たんのツケを外資系怪かい物ぶつ企き業ぎようにオマカセした結果、市政一個分の行政権限を丸ごと明け渡わたし、ドル箱の巨きよ大だい遊園地に生まれ変わった子供達の夢と大人達の希望の街。今では米国・日本のみならず、あらゆる大陸に広がる新しい常識となった風景の、その一角。

　沿岸部の港こう湾わん地帯だった。

　夜と死。それらを象しよう徴ちようするような暗い海がどこまでも広がっている。

　大量消費の権ごん化げたる遊園地を支える、物資の玄げん関かん口ぐち。どこもかしこも電飾と花火で埋うめ尽つくされた光の祭典の中、ぽっかりと穴が空いたように暗くら闇やみに支配されたスポット。その『大おお飯めし喰ぐらい』に見合う広大な闇が、『彼女達』の戦場だった。

　冥めい乃の河かわ蓮れん華げ。

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん。

　共に艶つややかな長いストレートの髪かみに、滑なめらかな肌はだを持つ少女だ。身に纏まとうのも緋ひの袴はかまの巫女装束。ただし、蓮華が黒髪に色白の肌という『巫女のイメージ』そのままであるのに対し、彼岸は金きん髪ぱつに青い瞳ひとみと、そのイメージの対極に位置している。

　そして。彼女達の役割もまた。

　召しよう喚かん師しの蓮華と、依より代しろの彼岸。どちらかが欠けても召喚儀ぎ礼れいは為なし得ない。

　姉の蓮華は獣けものが唸うなるように口の中で呟つぶやく。

「しくじった……。いや、これも連中にとっては予定通りなのか？　どっちみち、このままじゃヤバい。彼岸、戦う事は考えないで！　依い頼らいなんてもうどうでも良い。さっさと安全圏けんまで逃にげ切りましょう！」

「お、お姉ちゃん、その、どういう事なの？　予定通りって……？？？」

　オドオドとした声が返ってきたが、蓮華にはいちいち説明している余よ裕ゆうはなかった。

　簡単な仕事のはずだった。

　トイドリーム35の港湾地帯に『白い女』の幽ゆう霊れいが出るという。召喚儀礼の世界では、こういう手合いは様々な条件が重なり行き場に迷った力の塊かたまりと相場は決まっている。それが物質的か情報的かはさておき、魂たましいはある、とするのが召喚師達の常識だ。そして何かしらの条件が狂くるってエラーが生じると、死人の魂は行き場を失う。その場に留とどまる。落ち葉の詰つまった排はい水すい溝こうに、雨水が溜たまっていくように。

　だから大たい抵ていの場合、召喚師は戦う必要さえない。現場に赴おもむき、『この世ならざる者を呼び出す準備』を整えるだけでつっかえ棒が外れて勝手に消失してしまう。それが現象としての消しよう滅めつに過ぎないのか、本当に天国へ行ったのかは知らないが、とにかく怪かい現象は解決する。この手のお化け退治だの古文書封ふう印いんだのは、秘ひ奥おうを尽つくしてしのぎを削けずる召しよう喚かん師し同士の戦せん闘とうに比べれば小こ遣づかい稼かせぎの雑用、傘かさ張はり浪ろう人にんと同じ副業の内職みたいなものだ。そんな話だった。

　とんでもなかった。

　かち合った瞬しゆん間かん、冥めい乃の河かわ姉妹含ふくむ捨て駒ごまの召喚師全員がこう思った。

　失敗した、と。

（……何が『白い女』よ。敵情視察っていうか、強行偵てい察さつが本当の目的か。何が潜ひそんでいるか知らないけど、私達が撃げき破はされるスコアを確認する事で、敵さんの真の実力を計ろうとしている。わざわざフリーの召喚師がかき集められていた時点で怪あやしいと思うべきだった!!）

　ズズン……!!　という、アスファルトの地面全体を揺ゆさぶるような震しん動どうがあった。

　巨きよ大だい倉庫の壁かべに背を預けて身を隠かくす姉妹は、その正体を知ると嫌いやな汗を噴ふき出す。貨物船からコンテナを下ろすために使われる、ガントリークレーン。その二倍に匹ひつ敵てきするサイズの巨体が複数、港こう湾わん地帯をゆっくりと移動しているのがここからでも見えた。黄金色に、碧みどりの光。暗がりの中、辺りを睥へい睨げいする怪物達の瞳ひとみの位置はそれだけで恐きよう怖ふを感じさせるほどに、高い。

　味方が召喚したものだ、と考えるほど、姉妹は楽観的な思考はしていない。

「お姉ちゃん、あれ……。ファフニールに、あの、その、ヤマタノオロチ……だよね……」

「ちくしょう。神格級の被召物マテリアルまで呼び出されているじゃない！」

　あそこまでの高純度かつ高出力の怪物が、ただ勝手に現れるはずがない。昔々はいつでもどこまでも神様は来てくれるものと信じられてきたが、改めて計算してみれば宗教関係者が絶句するほど降りてこられる場所や条件は少なかったのだ。こうなると心当たりは一つしかない。

　同業者がいる。あれは間ま違ちがいなく人間の手で……召喚儀ぎ礼れいで人工的に呼び出されたモノだ。

　複数の巨きよ竜りゆう。

　それは……殴なぐりかかるでも、喰くらいつくでも、口から炎ほのおや毒を吐はき出すでもなかった。




　一度体を大きく伸のばすと、その巨体でもって勢い良く前方へ倒たおれ込む。




　あまりにもシンプルで、だからこそ回かい避ひの困難な一撃。巨人の掌てのひらで羽虫を叩たたき潰つぶすような運用方法。だが引き起こされた結果は甚じん大だいだった。

　ゴッ!!!!!!　と。

　爆ばく心しん地ちを中心に、倉庫やコンテナの山やクレーンが宙へ舞まい上げられた。分厚いアスファルトの地面が液体のように数メートル台の高さで大きく波打つのが、ここにいても分かる。分かっていて、迫せまりくる壁に対してどうする事もできなかった。

　蓮れん華げと彼ひ岸がんは、猛もう牛ぎゆうの角つのに真下から突つき上げられたように宙を舞う。

　同時に、今まで身を隠かくしていた巨きよ大だい倉庫が、基部を丸ごと破は壊かいされて倒とう壊かいを始めた。

　爆ばく心しん地ちにいたターゲット……姉妹と同じフリーの召しよう喚かん師し達がどうなったのかなど、いちいち気に留めている暇ひまさえなかった。

　背中から地面に叩たたきつけられた姉の蓮れん華げは、同じように呼吸困難で喘あえぐ妹の彼ひ岸がんの巫女みこ装束を摑つかみ、強引に引きずる。崩くずれ落ちる巨大倉庫に潰つぶされないように少しでも距きよ離りを稼かせぐ。

（こんな所で死んでたまるか……）

　鉄の味のする歯を食いしばり、冥めい乃の河かわ蓮華は妹の彼岸の体を引きずる。

（世界より大切な妹を、顔も知らない連中のための捨て駒ごまなんかにさせてたまるか……!!　何としても、ここを脱だつ出しゆつする。逃にげ切る！　そのためならどんな事だってやってやる!!）

「彼岸！　立って、無理でも何でも良いから自分の足に力を込めるのよ！」

　三〇〇メートル先のフェンスを越こえれば港こう湾わん地帯から脱出できる。だが途と中ちゆうに遮しや蔽へい物ぶつがないので丸見えだ。照明も多く、迂う闊かつに近づけば一発で見つかる。何か別の経路や手段を探す必要があった。

「お、おねえ、お姉ちゃ……その、励起手榴弾インセンスグレネードの数は……？」

「残りは三つよ。緒しよ戦せんで使い過ぎた。さっきも一緒に数を数えたでしょ、ポケットの中のビスケットじゃないんだから数え直したって増えたりしない」

「じゃ、じゃあ……」

　彼岸が息も絶え絶えなのは、まだ呼吸が整っていないからだろう。

　それに恐きよう怖ふや混乱も輪をかけているのかもしれない。

「『こっちから仕し掛かけられる』回数は、その、あと三回しかないって事なの……？」

「向こうは神格級を持ち出すほどの高レベルの召喚師をあれだけの数揃そろえている。これじゃどれだけあっても足りないよ。……戦う事は考えないでって言ったでしょ。避さけて通る事を念頭に置かないと、あっという間に追い詰つめられるに決まってるんだから」

　一人一人が精強な兵士が、埋うめ尽つくすような軍勢で攻せめてくる。対してこちらは弾たまの不足に嘆なげくような有り様。まるで古い戦争映画のような絶望的戦せん況きようだった。『倒たおして勝つ事』から『生き残る事』に目的をシフトしない限り、待っているのはヒロイックな犬死にだけだ。

　ズン……!!　という低い震しん動どうが再び響ひびく。

　思わず息まで止めて様子を窺うかがう冥乃河姉妹だが、幸い、風景から頭一個以上突つき出た巨きよ竜りゆうのファフニールやヤマタノオロチなどは、彼女達に気づいていない。離はなれた所をゆっくりと移動している。それは同時に、他の味方が苛か烈れつな攻こう撃げきを受けている事を意味していたが。

　青い顔をした妹の彼岸が、口の中で何かを呟つぶやいているのを蓮華は耳にした。

「（……尋じん常じようならざる戦いくさを勝利に導く『白き女王』よ、脆もろき人の子の魂たましいへ手を差し伸のべたまえ……。に、苦手なピーマンも食べるしお姉ちゃんの言う事もちゃんと聞きます。だから……）」

『この業界』では珍めずらしくもないおまじないだった。その垢あか抜ぬけない様子を見て、改めて蓮華は思い出す。

　───世界よりも大切な妹を生きて逃にがすためなら、どんな事だってやる。

　自分自身で誓ちかったその内容を、蓮れん華げは強く唇くちびるを嚙かみ締しめながら、強く強く。

「……召しよう喚かん師しなら願がん掛かけ以外にだって神様に語りかける方法があるでしょ。行くよ彼ひ岸がん」

「ど、どこに……？」

「家に帰るに決まってんでしょ。あとピーマン克こく服ふくは必ひつ須すだから」

　答えながら、蓮華は身を低くして巨きよ大だい倉庫の残ざん骸がいの陰かげに隠かくれつつ、移動を再開した。すでに頭の中に港こう湾わん地帯の見取り図は浮うかんでいる。『安全な出口』にも心当たりはあるが、途と中ちゆう、かなりの距きよ離りがあった。一・三キロ。ほぼ港湾地帯を縦じゆう断だんする形になる。闇やみ雲くもに進めば即そく座ざに見つかるが、針の孔あなを通すように慎しん重ちように進めば命は保障される。そういう道だ。

　瓦が礫れきから瓦礫へ、短く跳とぶように移動する。

　光を避さけ、影かげの中に溶とけ込むように位置取りを行う。

　至近。二メートル以内の位置を怪あやしげな人影が───おそらくは敵方の召喚師達が───通り過ぎる時も、必死の思いで息を殺してやり過ごす。

　ジリジリと喉のどがひりつくような緊きん張ちようの中、時に妹の口を片手で塞ふさぎながらも、蓮華は少しずつ確実に『出口』へと近づいていく。

　その時だった。

　ガラリ……と、近くの瓦礫が崩くずれるような音が聞こえてきた。

　まばらな街がい灯とうの光の中、あちらこちらに、何か大きな塊かたまりが点在していた。それは一抱えもある恐きよう竜りゆうの卵のようにも、大の大人が転んだゼンマイ人形のように手足を空回りさせているようにも、枯かれ木のようにも、口を半開きで見えない車のエンジンをかけようとする人影のようにも、地面に落ちたアイスのようにも、ぺたりと座り込んだままブツブツ言う女のようにも見える。

『敗北者』だ。

　召喚師はこの世ならざる存在『被召物マテリアル』を自由に呼び出して戦う。それは神にも等しい力を持つが、逆に言えば、目の前で撃げき破はされれば神を殺されるのに等しい衝しよう撃げきを心に刻まれる。それは神話の終わり、世界の終わりに見る絶望そのものだ。『抵てい抗こうする』という当たり前の選せん択たくすらできず、ただ呆ぼう然ぜんと迫せまりくる災さい禍かの壁かべを眺ながめるしかなくなってしまう。

　気絶しているのとは違ちがう。

　意識があるのに動けない。

　旧来のイメージで語るなら、ミイラ取りがミイラに、よりも正しい意味でのゾンビに近いか。ひたすら無意味な行動をゆっくり続け、シンプルな身み振ぶり手振りを見れば誰だれのものでものろのろと従うだけ。使役者の末路としては、気味が悪いほど皮肉が利いている。

　医学的には、激しい閃せん光こうと音おん響きようをばら撒まくスタングレネードを間近で受けた直後にどんな人間でも必ず十数秒間は陥おちいる『自分が今生きているか死んでいるかも分からず、あらゆる認識が弾はじけ飛ぶ』衝しよう撃げきが、丸一日以上続くと思えば良い。気合だの努力だの空くう虚きよな精神論を挟はさみ込む余地はなく、そもそも人間の構造的に耐たえられない。

　それだけなら死なない。見み逃のがしてもらえる事もある。だが、港こう湾わん地帯で徹てつ底てい的てきに侵しん入にゆう者しやの掃そう討とうを行う『彼ら』にその慈じ悲ひは期待できるか。

　いつでも殺せるから、抵てい抗こうもできず言葉も返せず手を引いて歩けば金属の煮にえたぎる溶よう鉱こう炉ろまでついてくる状態だから、『勝利者』はまず動ける敵の殲せん滅めつを優先している。

　移動中にたまたま見かければ、あるいは戦せん闘とうが全すべて終われば、その都度目についた者から殺害される。道みち端ばたに落ちている生卵を踏ふみ潰つぶすように、あっけなく。

「（お、お姉ちゃっ、お姉ちゃん！　あの人達、見つかる前に早く助けないと……!!）」

「（ダメよ彼ひ岸がん！　私達も人を抱えて走り回れるほどの余よ裕ゆうはないの!!）」

　敗北者達は誰だれの身み振ぶりでも手を引いてもついてくるため、棒の先にハンカチでも縛しばって軽く振れば蓮れん華げ達も誘ゆう導どうできる。だが、あれだけの数をのろのろと動かせばいやでも目立つ。殺してくれといわんばかりだ。

　思わず飛び出そうとする妹の彼岸を、姉の蓮華が慌あわてて止めようとする。

　しかしその前に動きがあった。

　冥めい乃の河かわ彼岸の巫女みこ装束の袴はかまを弱々しく摑つかむ、血まみれの手があった。

「……やめて、おけ……。お宅もこうなっちまうぞ……」

　くたびれたスーツを着た中年男性だった。どちらの所属かは問うまでもない。今まで暗い影かげに隠かくれていたのと、倉庫の瓦が礫れきの山に両足を喰くわれた状態だったので、二人は気づけなかった。

「アンタも、負けた、の……？」

「ああなるのを防ぐために、とっさに被召物マテリアルを退去させたんだがな。そうなると自分の守りも失う。心を手放す代わりに瓦礫に挟はさまっちまった。依より代しろもこの中さ」

　彼岸は絶望的な眼まな差ざしで山のようなシルエットを見上げる。

　中年の召しよう喚かん師しは自じ嘲ちよう気味に笑いながら、

「『ガードオブオナー』だ……」

「何ですって？」

「ヤツらは自分達をそう呼んでいる。俺おれ達を殲滅してでも情報を隠したがっているヤツだ。きっと、この単語が広まれば一いつ矢し報むくいた事になるんだろう。……依い頼らい人にんに伝えろ、この単語には必ずそれだけの意味がある……」

（……儀仗兵ガードオブオナー……？）

　蓮華は思わず眉まゆをひそめた。

　表社会で使われる意味の通りであれば、豪ごう華かなパレードなどのために編成される特とく殊しゆな兵士達の事だ。だが本来、儀ぎ仗じようには儀式に使う武具、さらには儀式そのものを示す意味もある。つまり儀ぎ式しきのための兵士、儀式を執しつ行こうする兵士。召しよう喚かん師しや依より代しろが名乗る場合、どちらの意味を強く押おしているのかは判断が難しい。

　そして、悠ゆう長ちように考えている暇ひまもなかった。

　ズズン!!　という凄すさまじい衝しよう撃げきがもう一度遠方で響ひびき渡わたった。

　巨竜がその体たい軀くを使って何かを押し潰した轟ごう音おんだ。

　ただでさえ砕くだけていた地面が爆ばく心しん地ちを中心に再び大きく波打ち、かろうじて残っていた建物も、瓦が礫れきの山も、派手に崩くずれていく。姉妹も宙に投げ出され、背中を打って咳せき込んだ。

　そして、もう眼前にはあの男の姿はなかった。

　巨きよ大だいな顎あごのようになった瓦礫に吞のみ込まれ、その隙すき間まから赤黒い液体が漏もれ出るだけだった。

　これが現実だ。

　そして悪夢はまだ終わらない。勝手に覚めてくれるものではない。

「……げほ、ごほ……。し、『白き女王』よ、失われし人の子の魂たましいの行く末を……」

「彼ひ岸がん、いちいち死者に祈いのっている場合じゃない！　くそ、こっちにも来る!!」

　直後だった。

　転がって光の下へ出てしまった彼岸を狙ねらうように、別の物もの陰かげから何かが投げ込まれた。ヘアスプレーくらいの大きさの、円えん筒とう形の金属缶だった。

「励起手榴弾インセンスグレネード……!?」

　もはや猶ゆう予よはない。

　姉の蓮れん華げもまた、照明の冷たい光の中へと躍おどり出ていく。

　直後に爆発があった。

　とはいえ、普ふ通つうの手しゆ榴りゆう弾だんと違ちがって、爆風や破片が彼岸を引き裂さく事はなかった。代わりに周囲一帯へ噴ふき出したのは、透とう明めいな霧きりだ。深しん山ざん幽ゆう谷こくを流れる清流のほとりのように、機械油の匂においで満たされた港こう湾わん地帯の空気が一気に質感を変えていくのが実感できる。

　同時。

　カッ!!　と、爆発地点を中心に、路上に光を使った複雑な紋もん様ようが描えがかれる。青白い、うっすらとした光が空間全域を満たす。さほど知識のない者でも直感的に分かるだろう。オカルトの技術体系に基づいて精せい密みつに計算された、ある種の『陣じん』……人工霊れい場じようだ。

　それは檻おりだ。

　この現代において大規模・高純度な召喚儀礼を可能とする区切られた領域にして、器物も一いつ般ぱん人じんも素通りさせる代わりに、召喚師・依代……あるいは、それらから標的と定められた人物だけを正確に閉じ込める、一辺二〇メートルの四角い檻。

（始まる……）

　冥めい乃の河かわ蓮華は正確に状じよう況きようを把は握あくした。

　変化はあった。いつの間にか、爆心地に誰だれかが佇たたずんでいた。それは赤と黒のライダースーツを纏まとった白人女性達だ。黒い衣装の方は、その首に太い首輪をつけている。

　……彼ひ岸がんの額ひたいの目め隠かくしや、首から下げた轡くつわと同じだ。依より代しろは必ず『戒いましめの象しよう徴ちよう』を身に着ける。自身の心理状態を外部から制せい御ぎよする事で、怨おん霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいなど、『呼び出してもいないもの』に憑ひよう依いされないようにするため、だ。

（召しよう喚かん師し同士の戦いが。最悪のタイミングで!!）

　蓮れん華げは巫女みこ装束の懐ふところへ手を伸のばすと、和紙でできた束を空中へ撒まき散らした。ビュゴ!!　と、それらは宙で小さな渦うずを作り、あっという間に一八〇センチほどの長大で硬かたい棒を形作る。

　とはいえ、人間が単体でできる魔ま法ほうなど、この程度が限界。

　手から火を噴ふき出す事も、ホウキに乗って空を飛ぶ事も叶かなわない。せいぜい手品で使う魔法のステッキを、タネも仕し掛かけもなしで生み出すくらいが関の山。

　であればこそ。

　脆ぜい弱じやくな人の子は、より強きよう靭じんな力を持つ高次存在へ執しゆう着ちやくするのもまた道理。

「彼岸！　準備して!!」

　叫さけぶと同時、ライダースーツの二人組にも動きがあった。グラマラスな美女の片割れが、蓮華に呼応して片かた腕うでを水平に振ふるい、砂を操って二メートルに届く棒状の物体を形成したのだ。

（『唯ゆい一いつ無む私し』……？）

　長大な棒の側面に刻まれた文字を読み、蓮華は眉まゆをひそめる。

（『通り名』としては耳にした事はない。でもこの局面で名乗りたがりのルーキーが出てくるとも思えない。表のアワードに出てこない隠し球か!?）

　その『長大な棒』は冥めい乃の河かわ蓮華と『唯一無私』両名の手の中でゆらりと揺ゆれ動き、先せん端たんではテールランプのように赤い尾おを引かせる。

　種々様々な宗教により名めい称しようは変わるが、職業的召喚師の間では簡潔にこう呼ばれる事が多い。




　契約に用いる血の筆跡ブラツドサイン、と。




　励起手榴弾インセンスグレネードによって区切られた人工霊場の内部、冥乃河姉妹とライダースーツの二人組が対たい峙じする中心点に、ホログラムのように何かが浮うかんだ。一見して、カラフルな模様をした一辺六〇センチのサイコロ状の立方体にも思えるが、違ちがう。

　林りん檎ごほどの大きさの、血のように真っ赤な球形の光。

　低、中、高音、そして極低音。真しん紅くの一つ一つを『花弁』、都合二一六個を凝ぎよう縮しゆくしたその塊かたまりを、召喚師達は『薔薇ばら』と呼ぶ。和装の蓮華達には馴な染じみが薄うすいが、確かルーツは大天使召喚の秘ひ奥おうを薔薇の紋もん章しようの中に隠いん匿とくした、ある西洋魔術の象しよう徴ちようだったはずだ。

　その『薔薇』の出現が合図となった。

　蓮華と『唯一無私』を名乗る美女の手元に、突とつ如じよとしてこれまでとは異なる白い球形の光『白しろ棘とげ』が三つほど浮うかぶ。彼女達はそれに疑問を抱かない。長大な棒……ブラッドサインを握にぎる右手に力を込め、前へ伸のばした左手の二本の指でもって支えると、足あし腰こしの回転から全身へと伝導する全すべての力を使い、勢い良くその先せん端たんで自分の『白棘』を突つき飛ばす。

　ゴッ!!　と、両方向から挟はさまれる形で衝しよう撃げきを受けた『薔薇ばら』が、バラバラに飛び散った。低、中、高音。内部に様々な音の因子を秘ひめ、真しん紅くの色を放つ球形の光『花弁』があちこちへ流れる。地面、壁かべ、瓦が礫れき、そして人工霊れい場じようの端はし。様々なものにぶつかって乱反射を繰くり返すが、冥めい乃の河かわ姉妹やライダースーツの美女達の体は素通りしていく。本質的に、『物体』ではないのだ。

　それらが動きを止めるのを待つ必要はない。

　蓮れん華げは手元に浮かぶ二つ目の白光『白棘』へ吸い寄せるように、ブラッドサインの先端を突き付ける。

　───戦場に変化があった。

　箱状に整えられた『薔薇』が崩くずれると同時に、励起手榴弾インセンスグレネードによって区切られた空間全域に、『球形の虚空スポツト』が生じたのだ。地面、壁際、瓦礫の隙すき間ま、そして空中。あらゆる場所に浮かび上がった『全方位、どこから接せつ触しよくしても落ちる握り拳こぶし大の穴』の数は都合三六ヶ所。その内、冥乃河蓮華の視界が捉とらえているのは、

（……一四。半分以上は行方不明かっ、くそ!!）

　そうこうしている内に、乱反射を繰り返す真紅の光『花弁』が、数あるスポットの一つと接触して、その中へと落ちていくのが分かった。

　全ての『花弁』には、法則に従ってアルファベットが一文字ずつ刻まれている。遠方にあろうが何だろうが、その光を見ただけで召しよう喚かん師しなら『意味』を直接感じ取る事ができる。

　低音はｂｃｄｆｇｈｊ。

　中音はｋｌｍｎｐｑｒ。

　高音はｓｔｖｗｘｙｚ。

　極低音はａｉｕｅｏ。

　二六文字ワンセットのアルファベットから、五つの母音を極低音に、残る二一の子音を三つに分けて低、中、高音に割り振ふったものと考えれば良い。

　蓮華がスポットに落としたのは『高音のｓ』だ。

　ここからが本番である。

「始まるよ！　彼ひ岸がん、意識を強く持って!!」

「う、うん。分かった。その、頑がん張ばる……！」

　言葉が終わる前に、変化が来た。

　召喚師はこの世界に存在しない生命体『被召物マテリアル』を、依より代しろの肉体に憑ひよう依いさせる事で呼び出し、一時的に固定させてから使役する。端たん的てきに言えば、これがシステムの全体像だ。

　びゅるんっ!!　と。

　粘ねん質しつな音を立て、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの肉体が身に纏まとう巫女みこ装束ごと大きく形を変えた。それは炭酸飲料のように不自然に黄色く色付けされた、全長三メートルの巨きよ大だいな粘液の塊かたまりだ。どこまでも不快で、醜しゆう悪あくで、冒ぼう瀆とく的てき。透すけた粘液の奥おくに、一メートル程度の滑なめらかな人ひと影かげ『人じん郭かく』が浮うかぶ。

　冥乃河彼岸。

　怪かい物ぶつをこの世界に縫ぬい止める『人郭』。他は全すべて飾りで、ここを潰つぶされれば一いち撃げきで終わる。

（『高音』のコスト１、『始祖の黄ｓ』か。相手は……）

　同じような音が響ひびいた。

　ただし、『唯ゆい一いつ無む私し』の美女の隣となりで渦うずを巻くのは、不健康なほど着色された赤色の物体だった。

（『低音』か、くそっ!!　このままじゃ『三つ巴どもえ』の関係で一方的にやられる!!）

　蓮れん華げは即そく座ざに思考を切り替かえる。

　ようは、手持ちの『白しろ棘とげ』で三音の球を叩たたいてスポットに突つっ込めば、その数や組み合わせで被召物マテリアルが変化していく。極低音はひとまず無視。低、中、高音が三つ巴の関係で、自分達が不利な状じよう況きようだと悟さとったら、さっさと別の音域、別の個体の被召物マテリアルに切り替えてしまえば良い。

　当然。

　殺し合いをしている最中なのだから、敵が黙だまってそれを眺ながめているとは限らないが。

（チッ！　やっぱり上手うまい。単純な技術の問題じゃない、こっちの狙ねらいが先読みされてる!!）

　ドカカッ!!　と、蓮華と『ガードオブオナー』の刺し客かくの双そう方ほうから『白棘』が突き進んだ。『白棘』と低、中、高、極低音の『花弁』が激げき突とつするたびに血のように真っ赤な軌き跡せきが複雑に描えがかれ、『花弁』がスポットに打ち込まれていくたびに様々な音おん響きようが炸さく裂れつする。それはピアノの鍵けん盤ばんやギターの弦げんを乱雑にかき乱す、聞く者を錯さく乱らんに陥おちいらせる原初の壊こわし歌だ。光と音の強きよう烈れつな乱らん舞ぶでもって、異い形ぎようの『被召物マテリアル』は次々と形を変えていく。

　血まみれの斧おのを持つぬいぐるみに、子供の悪戯いたずらで脚あしや鋏はさみをもぎ取られその代わりに車輪やカミソリの刃はを取り付けられた巨大なクワガタに、自由に動き回る超ちよう重量の歯車に。

　虚こ空くうに浮かぶ白い球形の光『白棘』は一〇秒程度で補ほ充じゆうされるので、やろうと思えばかなりハイスピードで打ち出す事もできる。

　……これは、言ってしまえば『名を刻む行こう為い』だと蓮華は解かい釈しやくしている。

　超常の名を呼ぶとそれを招き寄せる。神様の名前を簡単に呼んではならないとか、妖よう精せいの事を話す時には隠いん語ごを使えとか、世界のどこにでもある因習だ。これを儀ぎ式しきの形まで高めたのが近代西洋魔ま術じゆつの『シジル』で、特とく殊しゆなアルファベット表の上に薄うすい紙を敷しき、呼び出したい天使の名を一筆書きで繫つないでいく事で、天使召しよう喚かんの符ふを作る、といったものだった。

　現代の召喚儀ぎ礼れいはそこからさらに一歩先へと進んでいる。

　自己満足的な精神論の話ではなく。

　来るか来ないかを神様任せにしてしまう話でもなく。

　一〇〇％……確実に神話の存在を現実の世界に呼び出す方法論。神が人に協力するのではなく、人が神を従わせる技術の完成。

（まったく罰ばち当あたりな話よね。単なる精神論の域じゃなくて、『向こう』に漂ただよう被召物マテリアルを具体的に引きずり出して直接使役するだなんて!!）

　現代の召しよう喚かん師しは、手持ちの『白しろ棘とげ』と低、中、高、極低音の『花弁』を操り、限定された人工霊れい場じようの中で規格外の怪かい物ぶつを自在に操る。

　問題なのは全すべてを決める『白棘』とブラッドサインの使い道だ。

　いかに有利な音域の被召物マテリアルを手に入れようとしても、敵が先回りするように『その被召物マテリアルのさらに弱点となる音域』へ変化させてしまえば、不利な状じよう況きようは延々と続く。

　時に的確に『花弁』をスポットへ叩たたき込み、時に蓮れん華げの『白棘』の軌き道どうを弾はじくために自らの『白棘』をぶつけてくる。ライダースーツの女の手札は一つでなく、しかもそれが流れるように切り替かえられていく。

　そうこうしている間にも……、

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　怒ど号ごうと共に、蓮華達の頭上を追い越こすように、巨きよ大だいな怪物同士が激げき突とつしていた。

　すでにその形状は、最初にあったカラフルな粘ねん液えき状のものとは似ても似つかなくなっていた。というより、リアルタイムで千変万化を繰くり返す。あるいは金属製の顎あごを持った巨大な狼おおかみに、あるいは全身が炎ほのおに包まれた大だい蛇じやに、あるいは大空を切り裂さく巨大魚に、あるいは人の顔を持つ蜂はちの女王に。絶え間なく、ともすれば数秒単位の短時間の内に、錬れん成せいが終わる前に次の錬成を始めていく。

　流動する錬成の道筋そのものをぶつけ合って戦うような所業。

　より強い進化の道に乗った方が勝つ。そんな印象を与える、異い形ぎようの生命の貪むさぼり合い。

　その内部では、依より代しろたる冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんと呼び出された被召物マテリアルの意識が強きよう烈れつな激突を繰り返していた。

《ぐっ、く……!!　狙ねらいが、その、ブレる……!!》

　本質的に、依代は被召物マテリアルの肉体を完全に操る事はできない。たとえそれが最弱、コスト１のカラフルな粘液の塊かたまりみたいなヤツであってもだ。

　肉を喰くいたい、血を吸いたい、目に映うつるモノを破は壊かいしたい、石化した上で砕くだきたい。

　行動の源泉たる『欲望』自体は被召物マテリアルから湧わき出て、依代に止める事はできない。彼女達にできるのは、それを『誰だれに』向けるかという間に合わせの照準制せい御ぎよだけだった。

　個体が一つだけなら、その癖くせを見み抜ぬいて折り合いをつける事も容よう易いかもしれない。

　だが数秒単位で次々に切り替かわるとなれば話は別だ。折り合いをつけるどころか、気を強く持たないと依より代しろ側の意識を丸ごと翻ほん弄ろうされ、錯さく乱らんの内に無む秩ちつ序じよな破は壊かいを撒まき散らす羽目になる。

《でもやる……。意識のカーソルを合わせて、その、波に乗って一気に押おし切る！　お姉ちゃんが呼び出してくれた被召物マテリアルを、チャンスを、私の手で台無しにはしないんだから……！》

　現在、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの肉体はちょっとした巡じゆん視し艇てい程度なら圧あつ搾さくできるほどの、巨きよ大だいな烏賊いかの形を取っていた。個体名『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』。それは黄金色の瞳ひとみを輝かがやかせ、触しよく手しゆ状の腕うでの代わりにジャラジャラと音を立てる一〇本の太い鎖くさりを使って、一気に敵方の被召物マテリアルを締しめ上げにかかる。

　がづん!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　地面から直接大木のように生えた巨大な腕……『ガードオブオナー』側の被召物マテリアル『樹木手tzf・qux・o・alc・a・ge』が鎖の締め付けを嫌きらって暴れた途と端たんに、振ふりほどかれた鎖の群れが冥乃河蓮れん華げの真上へと勢い良く落ちたのだ。超ちよう重量のタンカーを縫ぬい止める錨いかりにも匹ひつ敵てきする太さと重さ。その重量と速度だけで、中型のトラック程度なら輪切りにできそうな規模の一いち撃げきが、だ。

《お姉ちゃん!?》

（頭の中で喚わめくな。『防護円』があるから、どっちみち大だい丈じよう夫ぶよ）

[image: ]

　確かに、アスファルトの粉ふん塵じんの中に立つ蓮華には傷一つなかった。

　旧来の召しよう喚かん術じゆつでは、特に重視される円形が二つある。分かりやすい召喚用と、術者を守る防護円だ。

　よって、現代の召しよう喚かん儀ぎ礼れいでも、被召物マテリアルの力を利用しながら、第一の目的は自分で呼び出した怪かい物ぶつに儀式を邪じや魔まされないようにする事。効果は大きく分けて二つで、あらゆる外的要因を食い止めるのと、寿じゆ命みようや病気など内的要因によって儀式の途と中ちゆうで倒たおれるのを防ぐ（つまり、ありえない事ではあるが、仮に外から防護円を貫つらぬかれても召喚師は死なない。解かい除じよされた途と端たんどうなるかは知らないが）。いずれも怪物が人間を労いたわるというより、パソコンの停電対策に近い。倒れるなら安全に儀式を終わらせてからにしろ、という訳だ。儀式のため、自らの存在をもそのように扱あつかえる人間だけが、技術を完成に導いた。

　ただそれが、実戦でも役に立つというだけの話。

　よって、召喚師同士の戦いとは言ってしまえば互たがいが呼び出した被召物マテリアルと被召物マテリアルの激げき突とつ。これに限る。召喚師は被召物マテリアルを切り替かえ、強化する事はできても、それ以上の干かん渉しようはできないし、相手の召喚師を直接殺すのも不可能。良くも悪くも、防護円の中で傍ぼう観かんを続けるしかないのである。

　そう。

　被召物マテリアルが生きて活動を続ける『限り』は。

（とはいえ、まずい……。まずいまずい!!）

　ブラッドサインを使って手持ちの『白しろ棘とげ』を打ち出しながら、蓮れん華げは歯は嚙がみしていた。

　防護円があっても安心はできない。感覚としては、薄うすいガラスで作った有人探たん査さ艇ていを使って、光も届かない深海を延々と潜もぐり続けるのに近い不安感が付きまとう。被召物マテリアルは『人間より優すぐれた存在』であるのが大前提なので、人間単体でその攻こう撃げきを避さけたり防いだりする事はできない。つまり実質、防護円という薄いガラスが破れた時点で死は避けられない。敗北者……ゼンマイのオモチャ状態でさらに一撃もらえば、海かい溝こうの水圧に押おし潰つぶされるより無残な死に方をするのは間ま違ちがいないのである。

「……っ……」

　ゾワリ、と敗北のビジョンが蓮華の脳裏を埋うめる。神々を殺される衝しよう撃げきを真正面から叩たたき込まれ、妹の彼ひ岸がん共々赤子のように体を丸めて震ふるえる光景を。敵は即そく座ざに踏ふみ潰すか。あるいは、正しい意味でのゾンビに近い状態で無む抵てい抗こうの召喚師と依より代しろの手を引いて、えげつない公開処刑にでも誘いざなうか。

（打つ手がない。どんな手を使っても回り込まれて封ふうじられる!!）

　手札はそれこそ無限にあって、どんな方向にも進めるはずなのに、何をやっても『唯ゆい一いつ無む私し』が一歩先にいる。あらかじめ待ち伏ぶせているのではなく、こちらの動きに合わせてうねるように手を変えてくる。まるで予知だ。何十回ジャンケンを繰くり返しても必ず負け続ける。そんな状態がずっと続く。単なる技術なのか精せい緻ちなトリックなのかが分からなくなってきてしまう。

　だからこそ。

　蓮れん華げは、普ふ段だんなら絶対しないようなミスをした。

　そうと気づいた時には、すでに手持ちの『白しろ棘とげ』を全すべて打ち出してしまった後だった。

（しまっ……弾たま切ぎれ!?）

　白い球形の光『白棘』は時間と共に自動的に補ほ充じゆうされ、最大で七つストックできる。なので、ペースを計算していれば打ち尽つくす事はない。

　混乱が、そのペースを見失わせた。被召物マテリアルを切り替かえるという意識を優先し過ぎた。

『白棘』の補充は、およそ一〇秒で一つ。

　一分間の六分の一。だが、その間は低、中、高、極低音の『花弁』には干かん渉しようできない。被召物マテリアルを切り替える事もできない。

　まさしく致ち命めい的てきな結果は、直後に襲おそいかかってきた。

　その時、彼ひ岸がんは太い鎖くさりを持つ巨きよ大だいな烏賊いかのような被召物マテリアル『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』となり、地面から生えた大木のような腕うでの形をした被召物マテリアル『樹木手tzf・qux・o・alc・a・ge』に絡からみついていた。

　ガカッ!!　と。ライダースーツの美女が放った『白棘』が、新たな『花弁』をスポットへ打ち込んだのはその時だった。

『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』が締しめ上げていたターゲットが、召しよう喚かん師し『唯ゆい一いつ無む私し』の操作によってぐにゃりと形を変える。それは人間の腕ほどもある太さの有ゆう刺し鉄てつ線せんをぐしゃぐしゃに丸めた、直径五メートルもの球体だった。

　個体名『敵視する巨眼cuw・nu・o・qux・o・ag・du』。

　中心にある紅あかい瞳ひとみがじっとりと標的を見み据すえる。有刺鉄線の球体の中央で淡あわい光が瞬またたいた直後、その全身が爆ばく発はつするように全方位へ膨ぼう張ちようする。

　カッ!!　と。

　たった一いち撃げきで、一〇もの鎖が弾はじき飛ばされ、彼岸の巨体が大きく仰のけ反ぞらされる。

《きゃあ!?》

　敵の『音ぞく域せい』は中音から低音へ。

　現在、高音の被召物マテリアルで固定されている彼岸にとっては、致命的な相性だ。

　次々と、有刺鉄線の塊かたまりは爆発と収しゆう縮しゆくを繰くり返す。そのたびに彼岸が形作る巨大烏賊の被召物マテリアル『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』が削けずり取られていく。半はん透とう明めいの腹に埋うめ込まれた柔やわらかい彼岸の輪りん郭かくに亀き裂れつが届けば終わりだ。基本的に、相性の悪い相手には何をやっても勝てないのがセオリーだ。こういう時はさっさと有利な『音域』を持つ別の被召物マテリアルに切り替えるべきなのだが……『白棘』のストックが切れた召喚師の蓮華には、それができない。

　三つ巴どもえの『音域』は全すべての基本だ。よほど被召物マテリアルのコスト差が開かない限り、これを無視して力技で相手を押おし負かす事はできない。

　一〇秒。

　たった一〇秒。

　ガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリ!!　と。

　濡ぬれた紙や発はつ泡ぽうスチロールの塊かたまりのように、次々に『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』の各所が削けずり取られる。内部にある彼ひ岸がんへと破は壊かいの爪つめ痕あとが近づいていく。太い鎖くさりでできた触しよく手しゆ状の腕うでが千切れて吹ふき飛び、近くの街がい灯とうを丸ごとへし折った。

　頭の中に直接響ひびく彼岸の悲鳴を耳にして、蓮れん華げは歯を食いしばる。

（ストック……『白しろ棘とげ』の補ほ充じゆうはまだなの!?　このままじゃ彼岸が……!!）

　じりじりと、ただ『その時』を待ち続ける蓮華だったが、そこで彼女は気づいた。

　目の前。ライダースーツを纏まとった美び貌ぼうの『唯ゆい一いつ無む私し』が、さらに手持ちの『白棘』をブラッドサインで突つき出そうとしている事に。

（……間ま違ちがった）

　ごくり、と喉のどが鳴る。

　すでに弱点の『音域』を確保し、有利な状じよう況きようをキープしているなら、『ガードオブオナー』側に被召物マテリアルを切り替かえるメリットはない。となると、手持ちの『白棘』を使う理由は他にある。

（敵の手を見誤った!!）

『唯一無私』が狙ねらっているのは、低、中、高、どれも外れだ。

　白。

　打ち尽つくした後も、未いまだに地面や壁かべをゆっくりと反射している、蓮華が放った『白棘』だ。『白棘』は一度打ち出し、動きを止めると自然消しよう滅めつする。つまり、召しよう喚かん師しが干かん渉しようできるのはブラッドサインによる最初の一打だけだ。逆に言えば動いている間は『無防備』となる。新しい『白棘』をぶつけて軌き道どうを曲げる以外は、ただその行く末を眺ながめるしかない。

（禁きん忌きの三。『白棘』のストックがない時に、まだ場にある『白棘』が誤ってスポットに入った場合、召喚師は問答無用で殺される。被召物マテリアルの組成が暴走し、『清濁万象を吞み干す「漆黒nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・」の顎a・xw』と呼ばれる最大最悪の化け物に切り替わって召喚師を喰くらい尽くす……）

　鉄則とまで呼ばれるその基本を思い出して、蓮華の全身を冷たいものが埋うめ尽くす。

　敵は被召物マテリアル同士の激げき突とつなんて視野にも入れていなかった。

『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』の禁忌を使い、召喚師を直接殺しに来ていたのだ。

（まずい、まずい!!　あと何秒？　五秒？　三秒？　どっちみち、補充が来るまで何もできない!!　召喚師の私が殺されれば彼岸は何の力も使えなくなる……!!）

　ゴッ!!　と。

　ライダースーツの『唯一無私』が、渾こん身しんの力を込めてブラッドサインを突ついた。弾だん丸がんのように放たれた敵方の白い球形の光『白棘』は、一度倉庫の壁に当てて反射させてから蓮華が放った『白棘』にぶつけてスポットにぶち込むつもりらしい。頭を抱えるほど的確なコースだった。

　手持ちはない。

　蓮れん華げには何もできない。

　ストックゼロ。この状態で自分の『白しろ棘とげ』をスポットに叩たたき込まれれば、問答無用で殺さつ戮りくされる。

　だから、もはや蓮華は己の力を当てにしなかった。

「彼ひ岸がん!!　左手側の倉庫をぶっ壊こわして！　今すぐ!!」

「っ!?」

　ライダースーツの『唯ゆい一いつ無む私し』の顔色がわずかに変わった。

　直後に、有ゆう刺し鉄てつ線せんの爆ばく発はつで身を削けずられ続ける巨きよ大だい烏賊いかが、倒たおれ込むように倉庫を押おし潰つぶした。金属でできた建築物が、紙箱を踏ふむようにあっさりと破は壊かいされる。

　敵は、倉庫の壁かべに当てて反射させてから、蓮華の『白棘』を狙ねらおうとしていた。

　その壁が丸ごと失われたため、『ガードオブオナー』の召しよう喚かん師しが放った『白棘』は反射できずに予定のコースからすっぽ抜ぬけていく。

（敵方の被召物マテリアルの組成は、極低音の母音六つは無視するとして、低音三、中音二、高音二で音域『低音』……個体名『敵視する巨眼cuw・nu・o・qux・o・ag・du』。これなら『アレ』が使える）

　同時。

　わずかに稼かせいだ時間が、蓮華の手元に補ほ充じゆうの『白棘』を与える。

　虚こ空くうから生じた、たった一つのストック。

　宙に浮うかぶ『白棘』へブラッドサインの先せん端たんを突つき付け、蓮華は即そく座ざに打ち出す。パニックに陥おちいった訳でも、考えなしでもない。今度こそ、冷れい徹てつで正確な計算に基づいた、攻せめの一いち撃げきだ。

　狙ったのは敵の召喚師が放った『白棘』だった。

　ちょっとした意い趣しゆ返がえし。

　二つの『白棘』は激げき突とつすると軌き道どうを大きく変え、『唯一無私』が放った『白棘』が宙に浮かぶ中音と高音の『花弁』を立て続けに叩く。叩かれ、押おし出された二つの『花弁』がスポットへと吸い込まれる。

　これで低音三、中音三、高音三。

「禁きん忌きの一」

　蓮華の呟つぶやきを聞き、ライダースーツの美女の顔が凍こおりついた。

　きっと、思い出したのだろう。その頭の中を読むように、蓮華は宣告する。

「低、中、高音の三つを同数揃そろえてはならない。そうした場合、自らの錬れん成せいした被召物マテリアルは『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』へと形を変えて召喚主を丸まる吞のみする!!」

　ぐぢゅり……!!　という粘ねん質しつな音が響ひびいた。

　有刺鉄線の塊かたまりだった敵方の被召物マテリアル『敵視する巨眼cuw・nu・o・qux・o・ag・du』が真っ黒な粘液の渦うずへと形を変える。それは蛇へびのように首をもたげる。竜たつ巻まきの最上部の内側は、びっしりと牙きばで埋うめ尽つくされていた。

　悲鳴はなかった。

　その前に、真上から襲おそいかかった『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』が、ちっぽけな人間を一いち撃げきで吞のみ込んだ。

　気味の悪い音と共に命が失われた。

　それを証明するように、『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』は再び形状を変える。意識を失った依より代しろの女が、徹てつ底てい的てきに砕くだけた地面へと無造作に投げ出される。

　救いはなかった。召しよう喚かん師しは死に、『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』を宿した依代の精神は砕くだかれている。瓦が礫れきに吞まれた同業者、フリーの召喚師の中年男も生きてはいないはずだ。

　勝利の特典など何もない。

　山のように積まれた瓦礫が元に戻もどる訳でも、失われた命が冗じよう談だんのように蘇よみがえる訳でもない。

　ただ、勝ったと、生き残ったという単純な事実が残るだけ。

　それが召喚師の世界だ。

　繫つながった意識を通じて、妹の彼ひ岸がんの心の呟つぶやきが姉の蓮れん華げにまで伝わってくる。

《『白き女王』よ、失われし人の子の魂たましいの行く末を見届けたまえ……》

「感傷に浸ひたっている暇ひまはない。彼岸、このまま一気に走るから。もう隠かくれていられない。『チェイン』を使って突とつ破ぱするしかない!!」

　通常、励起手榴弾インセンスグレネードを使った召喚師同士の戦いは、決着がつくか、最大でも一〇分程度で人工霊れい場じようが自然消しよう滅めつする。

　だが敵対する召喚師を撃破した直後に限り、九〇秒程度の時間は人工霊場を連れたまま自由に移動できる。現代の召喚儀ぎ礼れいは『闘とう争そう』を軸じくに神々を呼び出す技術だが、標的撃破後も場に残る『余熱』を使い、敵の意思に縛しばられず敵の存在だけを借りてシステムを回していると考えれば良い。この九〇秒の間に次の敵対者を捉とらえて戦せん闘とうに持ち込めば、現状の被召物マテリアルを保った状態で戦いを始める事ができる。

　そのメリットは大きい。

　敵は最弱の被召物マテリアルから錬れん成せいしなくてはならないのに対し、蓮華達はすでに強い被召物マテリアルをぶつけられる。時間が経たてば経つほど、とても一〇分間では呼び出せない複雑で高度な被召物マテリアルへ膨ふくれ上がる。当然、受けた外傷ダメージは継けい続ぞくするし、一秒でも途と切ぎれればご破算、全すべて一からやり直しだが、繫げればやがて最強に手が届く。どんなルーキーでも、続ける限りは努力が報われる。

　戦場である埋うめ立たて地ちの港こう湾わん地帯。その対岸で吞のん気きに巨きよ大だいな花火が打ち上げられるのを合図に、召喚師の蓮華と被召物マテリアルに形を変えた彼岸の姉妹はアスファルトの上を駆かけ出す。

　もはや隠れる意義はない。

「彼岸、速そつ攻こう!!　敵は必ず最初期の被召物マテリアルから始めるしかない。育てる前に叩たたき潰つぶして!!」

　敵を、倒たおして、倒して、倒して、倒して。

　負の連れん鎖さを繫げるようにしながら、蓮華と彼岸は夜の港湾地帯を駆け抜ぬけていく。

　破は壊かいして、狩かり出す。

　そうしながらも、彼ひ岸がんに宿る被召物マテリアルはさらに膨ふくらんでいく。

　二人の駆かけ抜ぬけた道をなぞるように、バタバタと人間が転がっていく。禁きん忌きを犯して暴走した『漆しつ黒こくの顎あご』と違ちがい、正せい攻こう法ほうで被召物マテリアルを倒たおすだけなら召しよう喚かん師しを殺す事はない。自らの奉ほうじる神を目の前で殺された衝しよう撃げきにより、一つの行動を繰くり返すゼンマイ人形のようになるのだから。もっとも、普ふ段だんであればここからさらにとどめを刺さすのがセオリーである訳だが、時間がなかったのは互たがいにとって幸運だっただろう。

　召喚師・依より代しろともに一いつ般ぱんの銃じゆう火か器きは通用せず、敵が密みつ集しゆうさえしていれば延々と『チェイン』で戦せん闘とうを続行できる。彼らが重宝される所以ゆえんだが、やはりそれも万能とは言えない。

『ガードオブオナー』側の対応は的確だった。

《人の気配が消えた……。お姉ちゃん、その、これって……》

「『チェイン』を解くために、人を遠ざけたか。一度、人工霊れい場じようを解かい除じよして彼岸を元の人間に戻もどしてから仕切り直そうとしているのね。でも好都合!!」

　召喚師と被召物マテリアルは一気に目的の場所まで駆け抜ける。

　九〇秒ほどで『チェイン』が崩くずれ、人工霊場も失われた。彼岸の体が、得体のしれない化け物から元の可か憐れんな少女へと戻っていく。これで継けい続ぞくの力はご破算となった。

　巫女みこ装束を纏まとう彼岸の体が、ぐらりと横に揺ゆれる。

「……づっ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、彼岸!?」

『チェイン』による連続戦闘は裏技のようなもので、本来の一〇分間の縛しばりを大きく越こえる負ふ荷かを、時間の経過と共に依代へ与えていく。気を失わなかっただけでも僥ぎよう倖こうだ。

　そして蓮れん華げが妹に肩かたを貸した途と端たん、一いつ斉せいに取り囲まれた。

　都合二〇人。召喚師と依代のペアなら一〇組。『チェイン』状態で強力な被召物マテリアルを扱あつかえる状態ならともかく、一から仕し掛かけるにしては圧あつ倒とう的てきに不利な数の差だ。

　ぐるりと周囲を見回した蓮華は、そこで顔をしかめる。

　ブラッドサインの形やサイズは様々だが、一つの特とく徴ちようがあった。

（全員『唯ゆい一いつ無む私し』の銘めいを持っている……？　くそ、個人の名前じゃなかったのか）

　埋うめ立たて地ちと陸地を繫つなぐ巨きよ大だいな橋の真下だった。上には自動車用の道路が、下にはモノレールの線路が、中には電線や通信ケーブルが走る多目的橋だ。名前が何だったかは覚えていない。

　ガコンガコンガコン!!　という激しい騒そう音おんの中でも、『ガードオブオナー』の召喚師……何番目かの『唯一無私』の声が滑なめらかに蓮華の耳に滑すべり込んできた。

「終わりだ」

「そいつはどうかしらね」

「こいつが見えないのか？」

　その召喚師は、片手で何か小さな缶を揺らしていた。ピンと安全レバーで上部が彩いろどられたそれは、励起手榴弾インセンスグレネードだ。その炸さく裂れつと共に人工霊れい場じようが展開し、最後の戦いが始まる。

（ったく、缶一本で神様呼び出すとか、どこの誰だれだか知らないけどとんでもないもん開発してくれたものね……）

　改めて自分達の扱あつかうものを想おもい、蓮れん華げは巫女みこ装束の内側で、全身から嫌いやな汗が噴ふき出すのを自覚する。

　そうしている間にも、『唯ゆい一いつ無む私し』は続ける。

「追い詰つめた者には皆みな、依い頼らい主ぬしの名を聞いている。どいつもこいつも意見がバラバラでな。正直、あまり期待はしないが君にも試しておこう。何でも良い。答えれば一いち撃げきで殺してやる」

「ねえ」

　妹の彼ひ岸がんを庇かばうように前へ立ちながら、蓮華は口を挟はさんだ。

「何だか悪いし。こっちは励起手榴弾インセンスグレネード余っているし、引き金はこちらに引かせてもらって良い？　どうせ、どっちが人工霊場張ったってやる事は変わらないんだし」

「……あらゆる希望を失い『生けるマネキン』状態でへらへら笑いながら、人食いの怪かい物ぶつに自ら腹を差し出して死ぬのがお好みか」

　呆あきれたように言う召しよう喚かん師しに、蓮華はぴくりとまぶたを痙けい攣れんさせた。

　だが笑みを固定したまま続ける。

「一つ、励起手榴弾インセンスグレネードはただ使っても意味はない。標的となる人物を目視で確認しながら使わなければ、人工霊場は発生しない」

　キンッ、という小さな高音が響ひびいた。

　安全レバーを握にぎり込んだまま、励起手榴弾インセンスグレネードのピンを抜ぬいた音だ。

「二つ、励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ時、召喚師と依より代しろがどこに立っていようが、発生した人工霊場の中心点へ自動的に移動させられる」

　蓮華は言ってから、励起手榴弾インセンスグレネードを勢い良く投げつけた。

　ただしそれは自分の足元にでも、敵てき陣じんの中央にでもない。

「三つ、励起手榴弾インセンスグレネードは炸裂時に接せつ触しよくした『面』を基準に人工霊場を構築する。床ゆかや地面に限った話ではなく、例えば壁かべや天井を基準にした人工霊場を発生させる事も、壁や天井を自在に走り回る事もできるようになる!!」

　真上。

　覆おおい被かぶさるような巨きよ大だい総合橋の裏側。

　より正確には、橋の下面を沿うように敷ふ設せつされた線路を高速で走り抜ける、無人制せい御ぎよの貨物モノレール車両へと。

　バン!!　という炸裂音が響き渡わたった。

　直後に冥めい乃の河かわ姉妹の体が見えないワイヤーで繫つながっていたかのように、勢い良く空中へ投げ出された。呼吸が詰つまり、首に異音が鳴るほどの衝しよう撃げきだったが、おかげで敵だらけの港こう湾わん地帯からは抜ぬけ出す事に成功した。時速八〇キロ近くで高速走行する貨物モノレールの底面へと、蓮れん華げと彼ひ岸がんの二人は凄すさまじい速度で激げき突とつしていく。ラッピング車両の表面に塗と装そうされた三頭身のライオンの顔がわずかにへこんだ気がする。

「がう!!」

「づっ……。彼岸、大だい丈じよう夫ぶ？　とにかく立って、人工霊れい場じようは一〇分くらいしか保もたない。何か結べる物ないかしら？　体を固定しないと効果が切れた途と端たんに真っ逆さまよ」

　上下逆さまになったまま、こうもりのように双ふた子ごの姉妹はモノレールの底面に立つ。

　あれだけ恐おそろしかった港こう湾わん地帯が小さくなっていく。

　ちなみに蓮華達を取り囲んでいた召しよう喚かん師し達の内、一人だけは高速移動する人工霊場に引きずられる形で同行しているだろう。が、ようは時速八〇キロで進む巨きよ大だいな壁かべで引っ叩ぱたかれたのだ。被召物マテリアルを呼び出す時間がなかった以上、超ちよう常じようの防護円も機能しない。おそらくは挽ひき肉にくだろう。

　とりあえずは助かった。

　そう思っていた。




　直後。

　ランドマークとしても機能する巨大な橋が、丸ごとへし折られた。




　一いつ瞬しゆん、何が起きたか蓮華達には理解できなかった。

　ムチャクチャに揺ゆさぶられる視界が、真下の暗い海の上に一艘そうのクルーザーがあるのを確認する。デッキの上には、ピンク色のナース服を着た女が立っていた。そして、その女が長大な棒……ブラッドサインを肩かたに担かついでいるのを目もく撃げきする。

（召喚、師……!?　割り込まれた!!）

　同時に、橋を破は壊かいしたものの正体も視界に入ってきた。それはクルーザーのデッキの上で、召喚師の隣となりに佇たたずむショートヘアの小こ柄がらな少女だった。全身の要所を紫むらさき色いろの布で最低限覆おおった、踊おどり子のような衣装。しかし、その露ろ出しゆつした肌はだに蠱こ惑わくよりも病的なものを感じ取ってしまうのは、ボロボロに錆さびた車くるま椅い子すの上にだらりと腰こし掛かけているからか。斜ななめに傾かしいだ首、半はん端ぱに前髪かみのかかる碧みどり色の瞳ひとみ、そこには意思らしき意思がない。『彼女』はいやに細い人差し指を、ついっ……と小さく動かしていた。

　それだけだった。

　数百トンに及およぶ巨大な橋が切断された。

　ズガガガガッ!!!!!!　と。凄まじい量の海水が巨大な壁のように噴ふき上がり、数百メートルもの空間を強引に引き裂さいていく。レーザービーム状の閃せん光こうがあらゆる構造物を内側に巻き込み、ブラックホールのように圧あつ搾さくし、物体の連結を引き千切っていく。

「神格級の、さらに上……」

　……ブラッドサインを用いた現代の召しよう喚かん儀ぎ礼れいは、結局のところ、気き紛まぐれな神話の神々を可能な限り簡略に、高純度で呼び出して利用するため、徹てつ底てい的てきに手間を削そぎ落とした技術だ。

　おかげで、何十年もかけて岩を切り出して神しん殿でんを作り、星の流れを読んで適切な時期を算出して、同じ人間の生いけ贄にえまで用意した、にも拘かかわらず、来るんだか来ないんだかは結局神様任せ……なんていう時代は終わった。依より代しろ、励起手榴弾インセンスグレネード、ブラッドサイン。この三つだけあれば、『とりあえず、確実に』人ならざる者を招く事が可能になった。

　蓮れん華げや彼ひ岸がん達が扱あつかってきた『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』や『敵視する巨眼cuw・nu・o・qux・o・ag・du』といった規定級は、あくまでも神格級に届くための踏ふみ台として、人の手で人工的に組み立てて埋うめ込んだものに過ぎない。サーモバリック弾だん頭とうもレーザー爆ばく撃げきも通用しない本物の怪かい物ぶつはもちろん戦せん闘とうに利用できるが、そんなものは神々へ至る道具の副産物でしかない。

　だが、人類は知ってしまった。

　世界の法則の最終到とう達たつ地点と思われた神格級の、その奥おくに。

　さらなる領域が隠かくれていた事に。

　それこそが。そこに淀よどむ秘ひ奥おうの住人こそが、

「未み踏とう級……」

『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　そして。

　今、彼女達に猛もう威いを振ふるっているのが、

「『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』!?」

　彼岸が名を呼んだ直後、貨物モノレールの車両が連結を失ってバラバラに海へと投下されていった。表面塗と装そうされたマスコット達が満面の笑みのまま叩たたきつけられ、冷たい海へ沈しずんでいく。蓮華も彼岸も打つ手はない。大量の瓦が礫れきと共に、いっしょくたになって落下していく。

　失敗した。

　何度も何度も考えてきた事が、再び蓮華の脳裏をよぎる。

　それでも必死に、虚こ空くうへ投げ出された妹の彼岸へと手を伸のばそうとする。

「……彼岸……!!」

　やはり、願いは叶かなわなかった。

　手は届かず、冥めい乃の河かわ蓮華は暗く冷たい海面へと勢い良く叩きつけられた。







　───その時、何を考えただろう。

「がうっ!?」

　妹の冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは、姉の蓮れん華げとは違ちがって海の中には落ちなかった。慣かん性せいの力によって投げ出された少女の体は運河を飛び越こえ、対岸の堤てい防ぼうまで突つっ込んでしまったのだ。

　一帯に停められている水上ボートの群れ。その一つの上へと墜つい落らくしたらしい。呼吸困難に陥おちいり、意識さえ明めい滅めつする状じよう況きようの中、彼岸は起き上がる事もできずにそう思う。

　───その時、何を願っただろう。

（……ちゃ……）

　ろくに言葉は出ない。咳せき込む事さえできない。ギリギリと千切れそうになっている意識を集中して、彼女は頭の中だけで強く思い浮うかべる。

　ドン！　パン!!　と、夜空には彼女の心境とは裏腹に様々な花火が大輪の花を咲かせていた。その陽気さが、平和さが、何もかもが彼岸を冷れい徹てつに拒きよ絶ぜつしているように見える。

（……お姉ちゃ、ん……）

　敵方の召しよう喚かん師しが未み踏とう級の『紫し電でんの淑しゆく女じよ』を呼ぶために張っていたはずの人工霊れい場じようは、彼女達を捉とらえなかった。

　だがそれを幸運とは思わない。何の意味もなくそんな事が起こるはずがない。

　敵は、まず召喚師と依より代しろを引き離はなしたのだ。

　蓮華が海に落ちたのもまずい。人工霊場は足場を基準とするため、深い水とは相性が悪い。そして蓮華も彼岸も、片方だけでは被召物マテリアルを呼べない。無防備な彼女達を各個撃げき破はするため、すぐに追っ手は来るだろう。瓦が礫れきに潰つぶされた男は、命を削けずって伝えてきた。彼らは『ガードオブオナー』なる組織だと。そして、その情報が持ち帰られる事を敵方の召喚師達は絶対に認めない。

　ざりっ、という小さな音が彼女の悪い予感を証明した。

　水上ボートの群れの方にも、あらかじめ『ガードオブオナー』は包ほう囲い網もうを敷しいていたのだ。彼岸は予定通りに網あみの中に放り込まれた訳である。

　銃じゆう弾だんも爆ばく弾だんも通用しない被召物マテリアル相手に、片方ずつの召喚師や依代だけでどう立ち向かえというのか。

　だが、絶望的な状況にも拘かかわらず、彼岸が真っ先に考えたのは自分の身の心配ではなかった。もっと大切なものの事で頭がいっぱいに占しめられた。

　彼岸の方にはあらかじめ待機していた敵の別動隊が来た。なら、姉の蓮華の方は？　海の中にフロッグマンでも控ひかえているか。あるいは、クルーザーで呼び出された『紫電の淑女』が直接狙ねらうか。何にしても蓮華の勝算は限りなく低い。『戦せん闘とうの図式』を作る事もできないだろう。

（じ、尋じん……らざる戦いくさ……利に導く『白き女王』よ……）

　幼い頃ころから、ずっとずっと繰くり返してきた『おまじない』を、口の中で呟つぶやく。実際には、それは文字通りこの世のものでない被召物マテリアルと違い和わ感かんなく心を馴な染じませるための反復練習という側面もあったのだが、同時に、彼女は無む邪じや気きに信じてきたのだ。呼びかければ、心の中で強く意識すれば、それだけで何かしらの繫つながりが生じるのではないか、と。

（……脆もろき人……の魂たましいを……たまえ）

　だが、助けなど来ない。

　来る訳がない。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいは厳げん密みつな技術だ。世界中のありとあらゆる儀式の長所を再統合して完成させた、一〇〇％確実に神々（や、その向こうにいる存在）へ働きかける人の技だ。それなくして従来の神かみ頼だのみになどすがったところで、救いが訪れる確率などそれこそ『神のみぞ知る』である。

　だから。

　目の前が真っ暗になったその時、すでに冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは祈いのりの対象を見失っていた。

　ただ、漠ばく然ぜんと呟つぶやいていた。

「……け、て」

　このままでは姉を失う。

（誰だれか）

　血を分けた家族を、自分の姉を。

（誰でも良い。お姉ちゃんを……）

　文字通りに嚙かみ砕くだかれて殺される。




「……た……すけ、て……」




　返事なんて、あるはずがなかった。

　助けなんて、来るはずがなかった。

　なのに。




　次の瞬しゆん間かん。

　ドガドガドガッ!!!!!!　という、凄すさまじい金属質の轟ごう音おんが連続した。




　何かが転がってきた。それは夜に溶とけ込むような漆しつ黒こくのスーツを纏まとう男だった。力と意識を失ってぐにゃりと四し肢しを投げ出したその様子は、もう人間というより捨てられた人形のように見えた。『ガードオブオナー』。ここまで近づかれた事にも驚おどろきだったが、何よりも驚きよう愕がくなのは、知らない内に接近された敵方の召喚師が、知らない内に完かん膚ぷなきまで倒たおされた事だ。

　誰が？

　何が？

　元から明めい滅めつし、まともに働かない頭を必死に動かすが、答えは出ない。だが、ぼやけてぐらつく視界の中で、冥乃河彼岸はその音を聞いた。

　ヒゥン、と。

　バットを振ふるよりは軽く、それでいて鋭するどく空気を引き裂さく音。何度も聞いた音だった。召しよう喚かん師し達が『白しろ棘とげ』を突つく時に使う長大な棒……ブラッドサインの音だ。とはいえ、先せん端たんで鋭く突き出す時とは違ちがう、何の気なしに、手持ち無ぶ沙さ汰たでくるくる回す時に出るような音なのだが。

（……ブラッド……サイン……？）

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは必死に顔を上げようとした。

（でも、被召物マテリアルは、いない。召喚儀ぎ礼れいじゃ、ない。じゃあ、あれで……その、槍やりみたいに突いて薙なぎ倒たおしたって、いう、の……？）

　しかし無理を強しいた途と端たんに目の前は真っ暗に染まってしまい、もうすぐそこに誰だれがいるのかも見えなくなってしまった。

「くそっ。まさかこんな所で『呪いの言葉たすけて』を聞くだなんて……」

　だから、彼女は。

　その少年の声だけを聞いて、意識を手放した。

「……ちょっと寄り道するけど。林りん檎ごのシャーベット、融とけたりしないだろうね？」
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「……そんな訳で、お兄ちゃんがいまいちこの妹に萌もえてくれないのは白いスクール水着じゃなかったから、というお話でしたとさ」

「でしたとさ、ではないだろう！　今かなり真しん剣けんな話を聞いていたよね!?　それも人の生き死に級のヤツをだ!!」

「蛍けい光こう色しよくのビキニではピュアさが足りないというお兄ちゃん的真理ですよね。分かります。お兄ちゃんはシマシマなら何でも美味おいしく食べるだろうと安あん易いに慢まん心しんしていたのが間ま違ちがいでした。ただいま猛もう省せい中ちゆう……」

「いかん狂くるった理論に押おし切られるぞ。常識人の方が苦労する世の中ってどうかと思うだろう？　ねえ、ねえってば！　僕ぼくの目を見て、首を縦たてか横のどっちかに振ふってみてはどうなのか！」

　場所を変えていた。

　といっても、同じマンションの中ではあるのだが。愛あい歌かの住居は最上階とその下のフロアを階段や吹ふき抜ぬけでぶち抜いて丸ごと利用しているため、とにかく部屋が多くて広い。

　廊ろう下かに転がされていた巫女みこさんは、どうやら息があったらしい。

　遅おくれて目を覚ました彼女から、ちょっとした話を聞き終わったところだった。

　ちなみに、場所を移した理由は二つある。

　一つ目は愛歌がソファ代わりにしているホワイトライガー。巫女さんが怪け我がをしているため、血の匂においで獣けものの食欲（獣欲にあらず）をうっかり滾たぎらせないよう、別室に移る必要があった。

　そしてもう一つが……、

「『ガードオブオナー』……。最近、私達の方でも耳にする名前ではあるのです」

「愛歌達の……『ガバメント』の方で？」

「お兄ちゃん。私の所属する『ガバメント』は六〇の政府、宗教、巨きよ大だい企き業ぎようの出資でできた正義の味方なのです。いわばオカルト用の国連軍。ヤバい連中に目を光らせるのは当然なのです」

　水着姿の愛歌は軽く人差し指を振って、

「三大勢力の一角、およそ三三〇の犯罪集団の寄り合い所帯『イリーガル』の中でメキメキ力をつけている新興組織。それが『ガードオブオナー』という話なのです」

「『イリーガル』……って事は、やっぱり」

　恭きよう介すけは部屋のドアの方を見た。改造チャイナドレスの緑リユウ娘ニヤン藍ランはここにはおらず、ホワイトライガーと一いつ緒しよにリビングでくつろいでいる。『「ガバメント」絡がらみのゴタゴタなんて聞きたくなーい』という台詞せりふから分かる通り、彼女は彼女で『イリーガル』の道具屋だ。

　ちなみに城しろ山やま恭きよう介すけと金きん髪ぱつの巫女みこさんは共に上下関係のしがらみが存在しない個人召しよう喚かん師しで、一応の分類は『フリーダム』になる。召喚儀ぎ礼れいの業界は、大体この三つ巴どもえと考えれば良い。

「……それにしても、あの美女と猛もう獣じゆう。飼い主いなくても大だい丈じよう夫ぶなのかな？　襲おそわれたりしたら一大事なのでは」

「ふふふライガーは脂し肪ぼうの多い霜しも降ふり肉が好物ですからあんな脂肪の塊かたまりかじり取られてしまえばよいのです……」

「よいのですじゃねえよ。それにあの二人（？）が取っ組み合いになったら、危ないのはホワイトライガーの方だと思うんだけど」

　という訳で、ここにいるのは城山恭介と愛あい歌か、そして包帯だらけの巫女装束の少女。どうやら、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんという名前らしい。

　長い金髪に青い瞳ひとみ。巫女、というイメージからは離はなれているものの、楚そ々そとして清せい潔けつな印象は不思議と和装の神職服と似合っていた。その馴な染じみ方そのものが、長年にわたって付き合ってきた証しよう拠こなのかもしれない。

　冥乃河彼岸からの話をまとめるとこんな感じだった。

　───バケモノに襲われて双ふた子ごの姉と離はなれ離ばなれになった。今も姉はバケモノを操る連中に追われているはずだから、早く見つけて保護しないと彼女が危ない。

「……お兄ちゃん。どう思います？」

「『ガードオブオナー』とかいう組織が港こう湾わん地帯で何をやっていたかは謎なぞだけど、その事実を知られたいとは思わないだろうね。となると、あそこから逃にげた連中はとことん追って皆みな殺ごろしにしようとするのでは？」

　こうして『ガバメント』の拠きよ点てんにすっぽり収まった彼岸はともかく、今も外をふらふらしている蓮れん華げなど格好の標的だ。何しろ組織の盾たてもなく、依より代しろと離れ離れになったため、召喚儀ぎ礼れいも使えないのだから。

　見つかった瞬しゆん間かんに、彼女は殺される。最悪を想定するなら、そう考えた方が良いだろう。

　冥乃河彼岸が、おずおずと口を開く。

「あ、あの、ここも、『ガバメント』の窓まど口ぐち、なんだよね。ここだと高くつく代わりに見捨てられる事はない、って話を……その、そっちの、召喚師の人に聞いたんだけど……」

「保険とは事前に加入しておくからいざという時に活用できるのです。必要な出費をケチってアコギな仲ちゆう介かい人にんに捕つかまったのは、そちらのミスなのではないのですか……？」

　水着少女の愛歌は腰こしに両手を当てて鼻から息を吐はきながら言う。

　横から城山恭介がツッコミを入れた。

「いやあのね、『ガバメント』の都合で『フリーダム』の召喚師達を煽あおって『イリーガル』内の新興派は閥ばつに激げき突とつさせたんだからね、その責任は愛歌達『ガバメント』が取らなくてはならないに決まってんだろう。え、正義の味方って自分の過ちは認めないって意味での真っ白なの？」

「ふん。『ガバメント』も一枚岩ではないのです。色んな派は閥ばつがあるのです」

「……これだよ。こいつら、一つの巨きよ大だいな組織って謳うたっているのに」

「お兄ちゃんは嫌いやな所をつついて妹を涙なみだ目めにするお兄ちゃんなのですか？　間ま抜ぬけな身内の尻しり拭ぬぐいなんてやっていたら、それだけで人生が終わってしまう。敗残兵の救きゆう援えんなんて私の知った事じゃないのです。でもところによりお兄ちゃんが何とかしてくれるのです……」

「……今サラリと何言いやがったのかねこのクソ野や郎ろう」

「ざんざーかざーん!!　こちらにおわします城しろ山やま恭きよう介すけお兄ちゃんは『フリーダム』アワード９０２、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の通り名を持つ凄すご腕うでの召しよう喚かん師しなのです！　中身の方も『エース撃げき破は』『未み踏とう級召喚』『白の寵ちよう愛あい』『被召物マテリアル永着』『ハイヴ潰つぶし』、その他色々何でもござれ。……つーか、初見で見抜けなかった時点で無礼であるぞこのルーキーめ。『フリーダム』所属の双ふた子ご姉妹って事は、彼はあなた達の先せん輩ぱいにあたるのです……」

「やめなって！　何で余計なセールストーク始めているのかな？　ねえ愛あい歌か!?　僕ぼくの目を見て、あなたの口から説明しなって!!」

　何があっても笑顔で目を逸そらしまくる愛歌の肩かたを摑つかんでがっくんがっくん揺ゆさぶるも、水着少女のだだ洩もれセールストークは止まらない。

　そして疑いを持たない冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの瞳ひとみが純じゆん粋すいにキラキラし始めた。

「あ、アワード９０２……」

　声がうわずるのも無理はないかもしれない。

『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』。三大勢力はそれぞれ低、中、高音の頂点に位置する被召物マテリアル『大三角』のいずれかと契けい約やくを結び、所属する召喚師はその言動の結果によって『向こう』の住人からアワードという形なき褒ほう賞しようを、その魂たましいに直接刻み付けられる形で与えられる。

　一いつ般ぱんに、獲かく得とくアワードが多ければ多いほど召喚師の腕が高いと評価される。

　そして召喚師達は、ある『伝説』を信じている。

　アワード１０００。

　各おの々おのの組織で規定数に達した召喚師は……棲すむ世界が逆転するという。現世と異界がひっくり返り、『向こう』の生命になる。神々を呼び出すのではなく、神々のいる世界で、神々と並び立ち、彼らに引けを取らない、新たなる神話の主役となるのだと。

　アワード９０２ともなれば、もはや『伝説』に手が届く場所だ。

「九〇〇番台!?　そ、そんなにもすごい人が、本当にお姉ちゃんを助けるために協力してくれるんですか、その、それもタダで!?」

「こいつもサラッと自分の願望を混ぜ込んできたね!?　タダって何だタダって!!」

「あ……でも私、まとまったお金は持ってなくて。お財布はいっつもお姉ちゃんに管理してもらっていたから。すると報ほう酬しゆうのお支し払はらいにはまずお姉ちゃんと合流しないとダメな訳で、事情を知らないお姉ちゃんと改めて交こう渉しようする必要がある訳で、お姉ちゃんは口ゲンカなら負け知らずな訳で、城しろ山やまさんは見ての通りな訳で、まあ最終的にはタダで丸く収まるのかな、って」

「もう帰って寝ねる事に決めたよ」

「待って待って待って！　し、真実を言ったのは謝るから、そっその、もうちょっと待って!!」

「何だ何だ何なんださっきから!!　ピュアな瞳ひとみでザクザク言葉を刺さすのがお好きなタイプって結論になってしまうけどそれでオッケーなのかな!?」

「ショックを受けてはいけませんお兄ちゃん。あれがお兄ちゃんの求める純真（笑）の本来の形のはず。つーか、打算や顔色窺うかがいができない者に心の機き微びなんて読める訳がないのです……」

「な、何にしたってお姉ちゃんの身が危ないのは本当なの！　あ、あ、あの時だって……み、未み踏とう級の『紫し電でんの淑しゆく女じよ』に襲おそわれているかもしれなかったし……」

「……人類が生身のままで被召物マテリアルとかち合ったら、未踏級に限らずどんなザコ相手でも瞬しゆん殺さつなのではないですか……？」

「お姉ちゃんは絶対に生きてる!!」

　そこだけは、ほとんど絶ぜつ叫きようするように冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが断言した。

　巫女みこ装束の金きん髪ぱつ少女は指折り数えるようにして、

「今、お姉ちゃんがどこにいるかは分からないけど……よ、依より代しろの私がいないと被召物マテリアルは呼び出せない。追っ手の『ガードオブオナー』に見つかったら為なす術すべもない。どんなに最弱の被召物マテリアルだって、その、生身の人間じゃ絶対に敵かなわないのは知っているでしょう……!?」

「『知った事じゃない』というのが私の本音なのですが……お兄ちゃん、どう思うのです？」

「保もって三日、街の外には出られない。……ってところではないかな」

　城山恭きよう介すけはあくまでも冷静に、デジタルに答えを弾はじき出した。

　水着少女の愛あい歌かも同意した上で、

「冥乃河姉妹が『ガバメント』の要よう請せいで『ガードオブオナー』を攻こう撃げきした……という証しよう拠こでもあれば話は変わりますが、他勢力の召しよう喚かん師しを捨て駒ごまにするようなアコギな仲ちゆう介かい人にんなのです。どうせそんなものは抹まつ消しようして知らんぷりに決まっているのです」

　そして誰だれだって『勇いさみ足』で不要な戦いなんかしたくない。

　愛歌は『ガバメント』を巨きよ大だいな軍と見ている。共とも倒だおれも辞さないゲリラやテロリストとは違ちがう。勝ち組の巨大組織は目的の達成よりも味方の損そん耗もうの削さく減げんを優先するものだ。

　一〇万人の敵を倒しても、そのために一〇〇〇人の味方が倒れれば大敗として記録される。『勝つ事が当然』が常態化すれば、そういう風に常識は書き換かえられる。

「そ、そんな……」

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは顔を青くしながら、

「『ガードオブオナー』は聞いていた以上にずっと強大で、その、巨きよ大だい組織の力もあてにならない……。じゃ、じゃあ、一体誰だれがお姉ちゃんを助けてくれるっていうの……（チラッチラッ）」

「愛あい歌か。あいつ絶対ピュアなんかではないよ!!　何故なぜなら今まさに自分の目的のために僕ぼくを死地にぶち込んで殺そうとしているように見えるし!!」

「だから本気の純真って自分の欲望を隠かくそうともしないヤツの事を言うのですよお兄ちゃん。というより、隠かくす隠さないの区別がついていないというべきか。くすくす、ぷぷーっ……」

　涙なみだを堪こらえたか？　では条件をまとめよう。

　冥乃河姉妹は今も『ガードオブオナー』に追われている。

　姉の蓮れん華げは召しよう喚かん師しだが、依より代しろの彼岸と離はなれ離ばなれになっている以上、召喚儀ぎ礼れいは使えない。

　このままだと蓮華は近い内に『ガードオブオナー』の追っ手に捕つかまって殺される。

　正義の味方（自じ称しよう）の『ガバメント』は役に立ちそうにない。他の三大勢力『イリーガル』『フリーダム』にはそもそも助ける義理がない。

　たとえ冥乃河姉妹の本来の所属が『フリーダム』であろうが、『フリーダム』は『五〇〇人の「個人」召喚師』だ。直接の知り合いでもない限り、同どう胞ほうに救きゆう援えんを送る事はない。

　ただし城しろ山やま恭きよう介すけは召喚師で、冥乃河彼岸は依代である。

　恭介は『フリーダム』アワード９０２の凄すご腕うでで、単たん騎きで一組織を壊かい滅めつさせる『ハイヴ潰つぶし』の偉い業ぎようでもレコードを持っている。

　二人でなら。

　欠けた者同士が補おぎない合えば……成功の目は、まだ残されている。

「……あ、あの時」

　冥乃河彼岸が、包帯だらけの自分の肩かたを抱くようにしながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「『ガードオブオナー』側の被召物マテリアルがひしめいている中でも、お、お姉ちゃんは最後まで私を逃にがすために、それを第一に考えて行動してくれた。その、口では言わなかったけど、私だってそれくらい分かる。お姉ちゃんは、自分だけが安全に逃げる方法なら他にいくつかあっただろうに、それを振ふり切って私を逃がしたの」

　恭介は冥乃河蓮華を知らない。

　同じ『フリーダム』の所属らしいが、有力アワードの中に双ふた子ごの姉妹の情報はなかった。第三者が勝手に語り合う『通り名』を持っている訳でもないようだ。

　しかし、現に妹の彼岸はここにいる。

　その事実が、端たん的てきに冥乃河蓮華という召喚師の生き様を示していた。

「だから、今度は私がお姉ちゃんを助ける。助けたい！　依代は一人じゃ被召物マテリアルを呼べないけど、未み契けい約やくの召喚師がいるなら話だって変わってくる。あなたさえ協力してくれれば、今もどこかで苦しんでいるお姉ちゃんへの道筋が見えてくるの……!!」

　自分はどうだった？　と、恭きよう介すけはふと考えた。

　書類上の数字やアワードではない。腕うでの良し悪あしなんていう話でもない。

　家族を守る。

　ただそれだけのために、正しい答えなんてどこにもない死地において、究極の選せん択たくを『譲ゆずる』事ができるような召しよう喚かん師しなのか？　と。

「……お願い」

　震ふるえる唇くちびるを動かして、彼ひ岸がんは言った。

　最後の希望、小さな光、細い細い糸。迂う闊かつに触ふれれば砕くだけてしまいそうだと思いながらも、それでも摑つかまずにはいられないものへと、必死で手を伸のばすような声で。

「お願い……!!　私のお姉ちゃんを助けるために、あなたの力を貸して!!」

　城しろ山やま恭介はその言葉を聞いて、わずかに息を吐はいた。

　横では、水着少女の愛あい歌かが軽く肩かたをすくめていた。

　彼は『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』と呼ばれる凄すご腕うでだ。そう呼ばれるからには、そう呼ばれる所以ゆえんがある。

　……これを最後の仕事にすると、少年は決めた。

　であれば、ここで採とるべき最良の選せん択たくは何だ？　城山恭介の持つ全すべてを並べた上で、何を手に取れば良い？

　今にも全てを失い、泣なき出してしまいそうな女の子を前にして、自分にできる事は？

　良く考え、そして彼は言った。




「やなこった、だね」




　　　　２




　城山恭介は愛歌の高級マンションを出ると、一人、街中を歩いていた。

　すでに時刻は深夜〇時を回っている。

　だがここは巨きよ大だい遊園地トイドリーム35。ぶっちゃけて言えばおはようとおやすみの概がい念ねんはない。こうしている今も観覧車やジェットコースターのレールに沿って派手な電飾が瞬またたき、ビルの壁へき面めんにはプロジェクターで様々な映像が投とう影えいされ、沖おきに停てい泊はくしている船上から大量の打ち上げ花火が放たれ、レーザーアートと共に夜空を彩いろどっている。

『ハワード軍ぐん曹そうのＡＲサバイバルゲームはこちらになります！　劇中の火力発電所で撃うち合いをしたい方はぜひどうぞ!!　参加は一〇〇トイチップ。こちらが最さい後こう尾びになりまーす!!』

『ロイヤルカジノで楽しみたい方はこちら、赤いうさぎちゃんの指示に従ってちょうだい。ワンゲーム三〇〇トイチップから挑いどめるわよ』

『ござるござる。ゴザルサムライだぞー！』

　扇せん情じよう的てきなボディラインを見せつけるバニーガールから得体のしれない着ぐるみまで、行き交う人々もまた雑多。どこまでが従業員でどこからが観光客なのかも区別がつかない。

　そもそもにおいて、恭きよう介すけが立っている場所からしておかしい。

　ここは高層ビルと高層ビルを繫つなぐ巨きよ大だいな陸橋のようなスペースだった。駅前などでたまに見かけるものを、街の隅すみ々ずみに配していると言っても良い。

　真下を覗のぞけばネオンやレーザーアートで彩いろどられた暗い海水が満たされていた。地上の概がい念ねんはない。インテリなデザインのビルはどれも海中から突つき立っていた。一階、二階部分はどこもガラス張りで、半天然の水族館となっているはずだ。幹線道路代わりの巨大水路には、屋や形かた船ぶねや海かい賊ぞく船せんなんかが自由に行き交っている。

　反対に、真上を見上げれば似たような巨大ブリッジが何重にも折り重なっている。『花火を真上から眺ながめる』くらい、このテーマパークの街なら全まつたく珍めずらしくもない訳だ。

　そんな事を考える城しろ山やま恭介の耳に、ガランガランガラーン！　という音が飛び込んできた。

　振ふり返ると、何故なぜか四月の夜だというのにミニスカサンタのお姉さんがハンドベルを元気にぶん回していた。

「じゃんじゃじゃーん！　この道をゆく二〇〇万人目、キリ番おめでとうございます。さささこちらは粗そ品しなになりま……って、何だ、城山君じゃない」

「あれ、まさかの図書委員ちゃんでは？　春先にサンタ少女なんてまた攻こう撃げき的てきなシフトを」

「クラスメイトなんだから名前覚えろや。あ、ちなみにこれ『帰りそびれたサンタ少女』との合同キャンペーンなの。絶賛上映中なので最も寄よりの映画館にお越こしくださーい。レイトショーならまだ間に合いまーす」

「……そいつは聞きたくなかったよ」

「あ、一応学校の方には内ない緒しよでお願いね。バイトしているの知られたくないのだよ」

　……学校の校則どころか日本の法律では未成年の深夜労働は禁止されているはずなのだが、ここはトイドリーム35。フェンスで区切られた在外基地ほど分かりやすくはないが、やはり『ルールの違ちがう場所』なのだ。

　恭介はクリスマス商戦みたいにラッピングされた箱を受け取ると、小さな顔の前で両手を合わせて『おねがい』ポーズをする図書委員に片手を振り、再び歩き出す。

　が、すぐに立ち止まった。

　振り返ると、半分以上本気で泣なきそうな巫女みこ装束の少女、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが立っていた。両ひざに手を当てて荒あらい息を吐はいている。

「ぜえ、ぜえ……ちょ、ちょっと待って。待ってよ、ねえってば……！」

「何か？」

「おねえ、お姉ちゃんが危ないって話をした、よね。私は依より代しろで、その、あなたは召しよう喚かん師し。『契けい約やく』を更こう新しんすれば、私達は手を組む事ができる。お姉ちゃんを助けに行ける。だから……!!」

「でも」

　恭きよう介すけは巨きよ大だい陸橋の手すりに背中を預けて言う。

「それはあなたの目的であって、僕ぼくが命を懸かける理由にはならないね。それとも、そうしたものも用意していただいたとでも？」

「わっ、私は今、その!!」

　人混みの中で、彼ひ岸がんは叫さけぶ。

　きゅっ、と両手で巫女みこ装束の緋ひの袴はかまの中ほどを摑つかむと、




「シマシマのパンツを穿いているのッッッ!!!!!!」
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　カッ!!　と謎なぞの効果音が発せられた。

　真下の水路を通る海かい賊ぞく船せんの砲ほう台だいから空砲が発射されたようだった。

　……一ミリも意味が分からなかったので、城しろ山やま恭介は素直に質問する事にした。

「え、ええと……。巫女さんって下着を穿くものなのかな？　バイトじゃなくてガチの方は伝統的に穿かないものだとばかり思っていた訳だが」

「あ、いえ。ほんとは穿はいていないのがデフォなんだけど、その、今日だけは特別。『お兄ちゃんはシマシマしていれば何でも口に入れてしまう天才肌はだなのです……』という話を小耳に挟はさんだから仕方なく!!　ち、ちょうどあのマンションには『最終兵器』ってラベルの貼はられた、シマシマしたので埋うめ尽つくされた衣装タンスも、あ、あったものだから!!」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………さて、これはもうどこからツッコむべきなのか」

　シマシマした模様さえ見せつければ死ぬ事も辞さないヤツだと信じ込まれている辺りからか。

　目的のためなら他人の家のシマシマしたのを盗ぬすむ事も良しとする辺りからか。

　つーか、根本的に第三者の下着を地肌に直じかで穿く行こう為いを容認してしまっている辺りからか。

　……何にしたって、普ふ段だんは大人しくて物静かな子ほど追い詰つめられて爆ばく発はつした時はトンデモナイ事になる、というワイドショーの理論は案外的を射ているようだった。

　一方、常じよう軌きを逸いつした彼ひ岸がんにも羞しゆう恥ちのメーターは（壊こわれているなりに）一応存在するらしく、

「く、くうう……！　そ、その顔は信じていないのね。で、でも私は本当に穿いている！　それを証明しない事には先には進めない、と。い、良いでしょう。お姉ちゃんを助けるためなら、その、わ、わわわわわ、わひゃい！　舌嚙かんだ……。わ、私はこの場で両手を使って緋ひの袴はかまをたくし上げる事も覚かく悟ごしているんだから！　ふ、ふうう……、ん!!」

「待って待って待った待った待とうではないか!!　第一にツッコミを入れるとすればここだぁぁぁ───!!」

「み、未み踏とう級の中においても最大の力を持つ気高き『白き女王』よ、私にお姉ちゃんを助けるための恥はじを忍しのぶ勇気を与えたまえ……!!」

「恥ずかしいって分かる常識があるならやめろや!!　アンタ天下の往来で何やろうとしているのかな!?　ん？　そもそも袴ってスカートみたいにたくし上げられる構造なのか……？」

「あ、あのね、その辺は流派や様式によって、その、スカート型ズボン型と色々分かれるから。私の場合は行あん灯どん袴のデザインなのでノープロブレムなの……」

「トピックは脇わき道みちだよ!!　そもそもこんな往来でうら若き乙女おとめが両手でたくし上げる行こう為いはプロブレム過ぎるって話をしているんだろう、まったくさあ!!」

「……つ、つまり、密みつ室しつであればノープロブレム、と……？　ガタガタ」

「何で怯おびえた小動物みたいな瞳ひとみでこっち見るのか。これは、あなたが勝手に仕し掛かけてきて僕ぼくが止める側の構図のはずなのに」

「で、でも」

　題名『お嬢じよう様さまロングスカートで水遊び』みたいなギリギリのラインに留とどめながら、彼岸は小首を傾かしげる。

「往来だろうが密室だろうが、その、私達にとっては関係のない話じゃないの？」

「……ま、それはそうなんだけどさ」

　恭きよう介すけが答えた直後、真後ろでハンドベルのけたたましい音が鳴り響ひびいた。

　ミニスカサンタの図書委員ちゃんは言う。

「通算二〇〇万人目のキリ番おめでとうございまーす！　……あれ？　記念品はどこ行ったかしら？　ま、予備があるから大だい丈じよう夫ぶよね」

　物忘れが激しいのではない。あれで正しいのだ。

「そんなこんなで二〇〇万人目っ!!　あっ、こちら『帰りそびれたサンタ少女』との合同キャンペーンになっていて……」

　城しろ山やま恭介は『粗そ品しな』を軽く上に放って、片手でキャッチする。

　召しよう喚かん師しや依より代しろ。被召物マテリアルに深く関わる者は、大体アワード１００を獲かく得とくした辺りからその存在が希き薄はくになってくる。というより、全力で意識から逸そらされる。目で見る事はできても、視界から外れた途と端たんに忘れ去られる。召喚儀ぎ礼れいが世に広まらない理由は単純で、闇やみの組織が隠いん蔽ぺいしているからではない。『大きすぎる存在』とその痕こん跡せきを真正面から受け止められるほど、人間の精神は強くないのだ。

　友人でも。

　恋こい人びとでも。

　家族でも。

　付き合いの深さなど、関係なく。

「でも、すぐに忘れられると分かっていたって、気分ってものがあるではないか。いやだよ、こんな中で素すっ裸ぱだかになって全力疾しつ走そうなんて。そんなの完全に人間やめているし」

「さ、さっきから反応が薄うすいと思ったら、その、ただのたとえ話でそんなラインまで求めるっていうの……!?　あうあう、ひゃああああー!?　こっこの変態!!　あうあうあう!!」

「ばぶはあ!?　り、両目をきゅっと瞑つぶり、袴はかまをたくし上げたままおみ足で全力のケンカキックを突つき込んでくる前に、今のはダメな例の話だったというのを把は握あくするところから始めようではないか……!!」

　もうさっきから叫さけびっ放しで喉のどが痛くなってきた恭介だった。

　……彼自身はそう奇き行こうに及およんではいないはずなのだが、周囲が奇人変人だらけというのも悲劇だ。たとえ当人が落ち着いた大人の俳はい優ゆうであっても、過か酷こくなお笑いの舞ぶ台たいに上げられれば顔面にパイをぶつけられてしまうのである。

「わ、私は、どうしても、その、お姉ちゃんを助けないといけないの！」

「……そ、それはさっきも聞いた訳だが。ガハゴホ……」

「そのためにはあなたの力がいる。こ、こんな所で立ち止まっていられないの。召喚師の世界が厳しいくらい私達だって知ってるもの。その、そ、そ、それでもこの世界でお姉ちゃんと頑がん張ばっていくって決めたんだから！」

「……ん？」

　と、そこで恭きよう介すけは眉まゆをひそめた。

　今のはちょっと毛色の違ちがう話だ。

「姉を助ける助けないの話は、まあ、分からなくもないけど、この期ごに及およんでまだこんな世界に留とどまりたいなどと考えているのかな？　『痛い目』なら、僕ぼくの想像もつかないくらい見てきたはずだろう。姉を助けた後は、さっさと足を洗うべきだと思うけどね」

「だって……その、私達にはこれしかないから……」

　勢い余ってたくし上げてしまった袴はかまを自分でもどう処理して良いのか分からないのだろう。中ちゆう途と半はん端ぱな位置でふらふらさせながら、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんはわずかに恭介から顔を逸そらした。

「元々あった神社だって、もう取り上げられたもの。し、借金はかさむばかりで、未成年の私達じゃ返すあてもない。このままじゃ居場所を取り戻もどすどころか、その、お父さんやお母さんも更こう生せい施し設せつから追い出されちゃう……」

「……、」

　不ふ穏おんな単語がいくつかあった。

　深入りしてもろくな事にはならない。分かっていたが、つい城しろ山やま恭介は口を滑すべらせた。

「……ちなみに、『原点』をお尋たずねしても？」

「両親のギャンブル依い存そん症しよう」

　やけに。

　冷えた夜風が、両者の間を吹ふき抜ぬけていった。

　世界中に乱立する国際再生都市にはあらゆる娯ご楽らくが国境を越こえて展開される。カジノくらいはこのトイドリーム35でも珍めずらしくない。今はそういう『時代』なのだ。

「あ、あなたも召しよう喚かん師しなんだから、その、あの、依より代しろの出自なんて誰だれも彼も『ろくなものじゃない』のは知っているんじゃあ……？　ほ、本来なら借金のカタで私だけが使い潰つぶされる予定だったけど、お姉ちゃんが買い手の男をぶん殴なぐって私と契けい約やくしてくれたの。……お姉ちゃんはそういう人なんだ。いっつも真っ先に矢や面おもてに立つくせに、その、じ、自分自身がどれだけ華きや奢しやで繊せん細さいかを全まつたく分かっていない」

　この場にいもしない少女の事を、少しだけ恭介は考えた。

　双ふた子ごの妹、冥乃河彼岸が生きている事が、姉の蓮れん華げの価値を端たん的てきに示している。

　そう思っていた恭介だったが、それは正しくもあり、間ま違ちがってもいたのだ。

　彼岸がここにいる事。

　それは、今夜の事件『だけ』では済まされない、もっとずっと長くて過か酷こくな道のりを越えてきたからこそ成なし遂とげられた事だったのだ。

「……今でも『家族』って言葉が温かいものだって思えるのは、その、間違いなくお姉ちゃんのおかげだと思う。もしもお姉ちゃんがいなかったら、きっと私は『家族』って言葉に暗い笑みを向けるような人間になっていた」

　彼ひ岸がんはそう言った。きっぱりと。

　命だけの問題ではない。もっと柔やわらかい部分においても、たった一人の恩人。

「だから、お姉ちゃんを助けたいの」

　現実か思い出か。

　どこに視点が定まっているか分からない、ガラス細工のような瞳ひとみで。

「助けられっ放しで終わるなんて、そんなのやだ。ほ、本当はお姉ちゃんだって、私と同じくらい助けを必要としてるんだから。なら、どんな事だってやる。し、し、下着くらい、何だっていうの。もう一度『ガードオブオナー』の地じ獄ごくに飛び込めっていうなら構わない。お姉ちゃんを……その、世界でたった一人しかいないお姉ちゃんを、こんな所で失いたくないのよ!!」

　言葉に噓うそはないだろう。

　そもそも噓を隠かくし通せる器用さを持ち合わせていないのは、短い会話の中でも窺うかがえる。

　冥めい乃の河かわ彼岸は、自分の姉を助ける世界で唯ゆい一いつの方法を提示されれば、たとえそれが自分の命を失うものであっても躊ちゆう躇ちよなく喰くいついてくるだろう。

　それは美しいのかもしれない。

　しかし。

　だからこそ。




「それでは犬死にだよ。そんなものに人を巻き込まないでほしいね」




　冥乃河彼岸の顔色が明確に変わった。

　心臓に太い杭くいでも刺さされたような表情になる少女に、城しろ山やま恭きよう介すけは的確に続ける。

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいは召喚師と依より代しろのどちらが欠けても成立しない。あなたは姉を助けたいと思うあまり、とても冷静な計算ができる状態ではない。……これでは組むだけ無む駄だな訳だが。あなたは自分の姉どころか、その姉が命をなげうってでも守りたかったものまで奪うばう事しかできない」

「な、何よ……」

「頭を冷やせ、と言っているんだよ。勝てない戦いを挑いどんでも得られるものはない。『ガードオブオナー』は神格級を呼び出す凄すご腕うでをゴロゴロ擁ようする強大な新興組織って話ではないか。具体的にどうやって勝つか、そのビジョンはあるのかな。『フリーダム』アワード９０２、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の城山恭介。だからって、別に僕ぼくは魔ま法ほうのランプをこすれば出てくる訳ではない。願いを口に出せば後はどこかで帳尻を合わせてもらえるほど、世の中は簡単にはいかないんだ」

「何よ!!　その、わ、私だって、自分が冷静じゃない事くらい分かってるよ！　だ、だけど、その、仕方がないじゃない。じ、自分の家族が命を狙ねらわれているんだよ。頭を冷やせば冷静になれるなんて本気で考えているなら、その、あなたは悪あく魔まみたいな冷血漢なんでしょうよ!!」

　溜ため込んでいたものが爆ばく発はつしたような、強い口調だった。

　金切り声の一歩手前といったその声を聞きながら、しかし恭きよう介すけはこう答えた。

「でも、そうでなければ、勝てない」

「……っ!!」

　ゆっくりと、区切るように言うと、彼ひ岸がんはそれだけで黙だまり込んだ。

　そして、

「勝てなければ、どのみちあなたの姉は救われないではないか。一人死ぬか、二人死ぬか、ひょっとしたら僕ぼくも入れて三人死ぬか。そんな選せん択たく肢ししか用意できない時点で、僕からできる助言は一つしかない。……あなたは、こんな酷ひどい戦場には、足を運ぶべきではないね」

　話は終わった。

　恭介は一度彼岸に背を向け、それから思い出したように振ふり返って、付け足す。

「戦う力がないのを理解したなら、すぐにでも愛あい歌かのマンションへ引き返した方が良いだろう。お姉さんの心配ばかりしている訳だが、『ガードオブオナー』なる組織は逃とう走そうした姉妹を両方追っているはずだし。あいつは面めん倒どう臭くさがりだけど、庇ひ護ごを求める者は見捨てたりしないから。猛もう獣じゆうと一いつ緒しよに暮らすのは大変そうだけど、当面は安全に匿かくまってくれる事だろうね」

「……、」

「『最後の仕事』はもう終わった。あなたの命は救われたんだからさ」

　言うだけ言うと、彼は雑ざつ踏とうの中へと身を投じる。

　特筆すべき事は何もない。こんな話は、あのマンションの中ですでに終わっている。

「……、ない……」

　どこか遠くから、か細い少女の声が、恭介の背中を叩たたいた。

「私が『たすけて』って言ったのは、こんな意味じゃない……!!」

　そんな事くらいは、分かっている。
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　城しろ山やま恭介の『仮の宿』は、高級マンションを掌しよう握あくする愛歌に比べればずっと地味なものだったが、それでも普ふ通つうの中高生からはややかけ離はなれたものなのかもしれない。

　一戸建てではない。アパートやマンションでもないし、学校の学生寮りようでもないし、旅館やホテルに長期滞たい在ざいしている訳でもないし、テントや段ボールハウスなどでもない。

　では一体何なのか？

　答えは広大な水路の左右側面にびっしりと係けい留りゆうしてあるクルーザーの群れの一つだ。小型船せん舶ぱくと言ってもキャビンは学生向けワンルームマンションよりは広いし、ダブルベッドの寝しん室しつ、簡かん易いキッチン、バスルームやトイレも完備している。台風の夜が怖こわいのと海鳥の糞ふんにうんざりする事を除のぞけば、住み心地はそう悪くない。

　このハーバーにはエンジンさえついていないオンボロを中古で買い叩たたいて居住空間だけを確保しているような輩やからもいるが、恭きよう介すけの船は一応クルージングもできる状態を維い持じしてある。

「ふう……」

　明かりも点つけずに寝室に入った恭介はズボンの中のスマートフォンをサイドテーブルに置くと、そのまま広いベッドに飛び込んだ。

　目を瞑つぶると、今夜、自分自身の口で何度か放った『通り名』が脳裏をよぎった。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。

『通り名』は一部の例外を除いて、自分でつけるものではない。そして恭介にとっては屈くつ辱じよく的てきな呼ばれ方でもあった。それを敢あえて使った。下手へたな回り道をせず、必要な情報を伝えるための選せん択たくだったが、どうしてそこまでしたのかを考えてみた。

　答えはすぐに出た。

「……結局、あの子には死んでほしくないって事かね……」

　そう呟つぶやくも、自分にしてやれる事は特にない、というのも事実ではあった。冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんとペアを組んでも戦力不足……との理由とは別に。しかし、それを言っても始まらない。できないものはできない。それだけ分かれば問題ない。

　倒たおれたまま、サイドテーブルの方へ目をやる。

　そこには写真立てがあるはずだ。今収まっている写真は『誰だれのもの』だったか……。暗くら闇やみの中でしばし考え、それからやっと思い出す。

　オリヴィア＝ハイランド。鮮あざやかな金きん髪ぱつをした一二歳さいの少女で、確か生き別れになった母親の行方を探す調査費用を捻ねん出しゆつするために依より代しろとしてその身を差し出していたはずだ。都合三週間ほど一いつ緒しよに行動していた。今はもういない。彼女は無事に陽ひの当たる世界へと帰った。

　城山恭介は、一度組んだ依代を絶対に死なせない。

　別れ際、彼女の最後の言葉は何だったか。

　思い出し、そして後こう悔かいした。

　直後にスマートフォンが通話の着信を知らせてきた。軽い振しん動どう音おんと共にバックライトが点てん灯とうし、置かれていた写真立ての中の笑顔をぼんやりと照らす。

　寝ね転ころがったまま摑つかむと、愛あい歌かからの通話だった。

『……お兄ちゃん、ただいましっぽりしているのですか？』

「何なの、今時のケンカは電話越ごしに押おし売りしてくるものなの？」

『ふむ。お兄ちゃんのクルーザーが愛の巣になっていた場合、ひきこもりを卒業してライガーと共に夜や襲しゆうを仕し掛かける事も辞さなかった訳なのですが……そうでないとすると、やっぱりこいつはかなりヤバそうな雰ふん囲い気きなのです』

　きな臭くさい匂においを嗅かぎつけ、城しろ山やま恭きよう介すけはベッドから起き上がった。

「簡かん潔けつに」

『例の冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが帰ってきません』

「……、」

　ぞわり、とした感かん触しよくが背筋を這はった。

　それは死の感触だ。

『可能性は三つありました。一つ、お兄ちゃんのクルーザーでお泊とまり会。二つ、外をうろつく彼女は「ガードオブオナー」に見つかって拉ら致ちられた。三つ……』

「業ごうを煮にやして一人で姉を捜さがしに行った、か。くそっ!!」

　思わずその場で叫さけんでいた。

　電話の向こうから、仲ちゆう介かい人にんとしての愛あい歌かが淡たん々たんとした言葉を放ってくる。

『これで、召喚師さえ応じなければルーキーの依代・冥乃河彼岸は死地に戻らなくても済む、というお兄ちゃんの目もく論ろ見みはご破算になりましたね……』

「ああ。期日は最大で三日。それまでに冥乃河姉妹に仕事を斡あつ旋せんした『ガバメント』の仲介人を突つき止めて、騙だましの証しよう拠こさえ摑つかめば巨きよ大だい組織全体の責任って事にできた訳ではないか。後は『ガバメント』全体の力で『ガードオブオナー』を港こう湾わん地帯から退けて、行方不明の冥乃河蓮れん華げの捜そう索さくをじっくり行う事だって。……そういう流れなら、非力な彼女が凶きよう悪あくな被召物マテリアルの前に立つ事なく解決できたかもしれなかったのに!!」

　召喚師と依代がいれば、ペアを組んで戦う事ができる。これも簡単に言っていたが、実際には問題がなかった訳でもない。

　すでに契けい約やくを済ませた依代に第三者が新しく契約を迫せまれば、『上書き』はできる。が、できるだけで詳くわしい仕組みは解明されていない。どんな負ふ担たんをかけるか分かったものではないのだ。

『その正義の味方「ガバメント」について、お兄ちゃんに話しておく事があるのです』

　嫌いやな予感はした。

　だが声は構わずに恭介の耳へ飛び込んできた。

『「ガバメント」は行方不明の冥乃河彼岸を敵対者として公式に登録せざるを得ないのです。理由は、お兄ちゃんなら説明しなくても分かりますよね？』

「……ああ……」

『我々「ガバメント」はおよそ六〇の政府、宗教、多た国こく籍せき企き業ぎようが出資する事で設立された正義の味方なのです。そしてその第一の意義は、召喚儀ぎ礼れいという見えない資産を適てき正せいに管理する事。……単なる「フリーダム」の頃ころと違ちがい、一度「ガバメント」に庇ひ護ごを求めて管理下に収まりながら、個人の都合で勝手に行方を晦くらましたという冥乃河彼岸の行動は、致ち命めい的てきなのです。我々は、誰だれの手でも悪用可能な『徘はい徊かい資産』を迅じん速そくに口座凍とう結けつしなくてはならない。たとえ通帳を破り捨ててでも』

　銀行に入金するのは良い。善ぜん人にんの資産が増えるのはもちろん、悪人の資産も把は握あくすれば監視や弱体化に役立つ。だが、誰だれのものか分からない、誰でも引き落とせる大金が転がっていたら？　『ガバメント』は自ら信しん頼らいする名義の下で管理するか、破は棄きするに決まっている。

（最悪だ……）

　ただでさえ冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんには『ガードオブオナー』だけで手に余るのに、そこへさらに『ガバメント』まで少女を追い回す構図。狼おおかみと猟りよう師しの両方が赤ずきんを狙ねらっているようなものだ。

　もちろん、こんなものは愛あい歌かの個人的感情による決定ではない。

　そういう次元で丸く収められる範はん囲いを超こえたから、わざわざ電話をしてきたのだろう。

　度を越こした裁さい量りようをすれば、愛歌自身も『徘徊資産』のレッテルを貼はられかねない。

「……『ガバメント』は誰が動いているのかな？」

『レプリグラス小隊一つにつき、召しよう喚かん師しと依より代しろのワンセットなのです。それが五つ』

「軍、か。厄やつ介かいだね」

『あれ？　召喚師の方ではなくて？』

「『ガバメント』なら分かるだろう。部隊がひたすら逃にげに徹てつして『チェイン』を阻そ止ししたり、高高度爆ばく撃げき機きに一万五〇〇〇メートル上から自由落下型の爆ばく弾だんで絨じゆう毯たん爆撃されるだの、巡じゆん洋よう艦かんに水平線の向こうから艦かん砲ほう射撃されるだの、目視不可能な状じよう況きようで地形ごと消されたら元も子もない。……一番怖こわいのは普ふ通つうの戦力だ。なんだかんだで世界を支配する『力』なんだからさ」

『あのうー、お兄ちゃん。これは召喚師の戦いなのですよ……』

「むしろ召喚師同士の方がやりやすいさ。一番強力な召喚師の名は？」

『「ガバメント」アワード９３０、「瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー」。同時に、米系多た国こく籍せき企き業ぎようクアッドモータースの会長令れい嬢じようでもあるのです。つまり、「出資元」の一角です。市街戦や屋内戦など入り組んだ立地で特に好成績を叩たたき出している傾けい向こうがあるのです。そして好んで呼び出す被召物マテリアルは……』

　わずかに、そこで彼女は言い淀よどんだ。

　その意味を、聞いてから恭きよう介すけは理解した。

『「穢れなき真実の剣持つ『白き』女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz」。神格級のさらに先にある、未み踏とう級ってヤツなのです』

　それまでの気分が一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛んだ。

『女王』の名は召喚師なら誰でも知っている。規定級、神格級の先にある未踏級の中でも、最強の名を冠かんする被召物マテリアルである。『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』は三つ巴どもえの関係にあるが、その全すべてが皮肉にもピッタリと一いつ致ちする結論を導き出している。

　最強は『女王』の一いつ択たくで召喚と同時に勝利が確定してしまうほどだが、何しろ召喚の条件が特とく殊しゆ過ぎる。広大な実験場での模も擬ぎ戦せん以外、互たがいの手を潰つぶす実戦で呼び出せる者は珍めずらしい、と。

　それを、得意なものとして扱あつかう。

　机き上じようの空論とは違ちがう。現実の命のやり取りの中で、敵の命を奪うばうために。

「……、」

　彼もアワード９０２だが、それはあくまで『フリーダム』内部のもので、『ガバメント』内部の数字と混同してはならない。しかも恭きよう介すけは半年ほど仕事を受けていない。かつての力を一〇〇％使える保証がない以上、全力を出しても勝てるかどうかは分からない相手だ。

　ついでに言えば、アワード９３０は愛あい歌かとホワイトライガーのペアより強い。

　本当に『女王』を呼び出せるとしたら、アワード１０００に届くかもしれない。

「冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの行方については？」

『分かれば電話はしていないのです』

「では『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』を中心とした討とう伐ばつ部隊の展開状じよう況きようは？　彼女達が僕ぼく達の先を行っているのなら、おそらく包ほう囲い網もうの内側にいるだろうさ」

『……？　いやに乗り気なのですね、お兄ちゃん』

「元から見殺しにする気はなかったよ。それに、ちょっと『嫌いやな事』も思い出してさ」

『Ｒ区画に展開中。港こう湾わん地帯へのルートを塞ふさぐようにしているのです。ただし流動的なので、探さぐりを入れている状態なのです。辺りにいる事は分かっているので、虱しらみ潰つぶしに調べている状態。といった感じなのではないですか……』

「そうか……」

　呟つぶやきながら、恭介はパーカーのフードへと手を回した。彼はどんな時でも励起手榴弾インセンスグレネードを必ず一つは持ち歩く。それをサイドテーブルに置くと、ベッド下の収納用引き出しを開けた。半年ほど仕事をせず、ろくに物資の補ほ充じゆうもしていないが、励起手榴弾インセンスグレネードの余りが三つほどあった。

　重さは三〇〇グラム程度。缶コーヒーよりはずしりとした感かん触しよくを手で確かめる。

（全部で四つ。『ハイヴ潰つぶし』を想定した殲せん滅めつ戦せんならともかく、行って逃にげて帰ってくるだけなら可能性はある……）

『ちなみに「嫌な事」って何なのですか？』

「オリヴィア＝ハイランド。僕の前の依より代しろ、愛歌も覚えているだろう」

『……ええ、それはもう、ええ!!　この私を差し置いて、お兄ちゃんお兄ちゃんと寝ね言ごとを吐はいては屈くつ託たくのない笑顔でその腕うでに絡からみついていた外道の中の外道なのでした……!!　ああ今思い出しても腹立たしい……!!』

「いやそんな事はどうでも良い訳だが、彼女の最後の言葉については？」

　尋たずねると、愛歌がわずかに黙だまった。

　合点がいったのだろう。彼女は声こえ真ま似ねまでしてこう答えた。




『うん、でも、怖こわくはなかったよ。だって何があっても必ずお兄ちゃんが助けてくれるって信じていたから。アリスのウサギはこんな世界に迷い込んだ女の子の味方だもんね！　だから、お兄ちゃんが私が幸せになるように願うっていうなら、私からもお願いしてあげる。これからも、もっと、もっと、私みたいな依より代しろがお兄ちゃんと出会って幸せになれますようにって。えへへ、最高の未み踏とう級の「白き女王」にお願いしてあげるっ!!』




　わずかに恭きよう介すけは顔をしかめた。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。かつてアリスだった少女達の一人の、その言葉。

「……ちょっとしたトラウマだね」

『ま、数週間の付き合いではお兄ちゃんの「本当の悩み」なんて分かるはずもないのです』

「でも、それを思い出して思い知らされた訳だ。冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん……今日初めて会って、何の縁えんもなかったけど、彼女もそうなるかもしれなかった、いいや、そうなりたかった、一人の人間なんだって」

『もう書類に並ぶ名前の一つ、とは見れなくなったのですか？』

「元からそんな扱あつかいをした覚えはないんだけどさ……まあ、考えてしまった以上は無理して我が慢まんする必要もないのではないかな、という訳だよ」

『ふうん。なら、兄を愛する一人の妹としてはこう呼びかけるしかないのです』

　一いつ拍ぱく置いて。

　彼女は囁ささやくようにこう告げた。




『お帰りなさい、お兄ちゃん。そして行ってらっしゃい』




　　　　４




　トイドリーム35は中央広場を中心に、ピザのように区画が切り分けられている。ＡからＺの二六。それぞれの区画にコンセプトがあり、それを示す英単語の頭文字を区画の名前にあてているらしいのだがあまり浸しん透とうしておらず、当の住人達さえ自分の暮らしている場所以外についてはまるで知らなかったりする有り様だった。

　冥乃河彼岸は、花か壇だんの陰かげに身を潜ひそめていた。

　どこにでもある学校の中庭。

　Ｌ字の旧校舎と長方形の新校舎に囲まれた、全体ではコの字の中央に位置する中庭。

　より正確には、トイドリーム35のＲ区画にある高校だ。これ自体も海の上にある人工的な陸地で、一辺三〇〇メートルほどの正方形の陸地が、およそ四〇本の柱によって支えられている。上にも下にも巨きよ大だいな陸橋が走っているのが『この街』らしい多層構造と言える。

　コの字の内、唯ゆい一いつ開けた方向はフロートの端はしであり、崖がけのような落差にも拘かかわらず、潮しお風かぜの匂においがここまで漂ただよっている。

　遊園地の街は眠ねむる事を知らないが、場所によっては例外があるらしい。夜の学校や病院が持つ冷たい静せい寂じやくは、年中お祭り騒さわぎのこの街の中であってもじわじわと空気を侵しん蝕しよくしていた。

　姉の蓮れん華げがどこにいるのか、見当はついていなかった。

　最後に別れた港こう湾わん地帯を中心に、その周辺へ少しずつ捜そう索さく範はん囲いを広げていけば、いつかは当人か、当人に届くヒントが手に入るのではないか。それくらいの目算しかなかった。

　だが。

（……な、何あれ？）

『ガバメント』の仲ちゆう介かい人にんのマンションがある区画から、一度中央広場に出て、そこからＲ区画を通って港湾地帯に向かう。

　それだけだったのに、実際にはＲ区画の半分も進む事はできなかった。

　夜の学校になど興味はない。なのに、異い形ぎようの人目を気にして迂う回かいし続ける内に、気がつけばこんな所に足を踏ふみ入れていた。まるで、大暴れの許される開けた場所へと誘ゆう導どうされたように。

（召しよう喚かん師し？　お姉ちゃんを狙ねらう『ガードオブオナー』の……ううん、違ちがう。な、なんていうか、毛色が違う。違うんだけど……その、どっちみち危険な事に変わりはない……!!）

　ガシャンガシャンガシャン!!　という機械音がいくつもあった。

　そう思った時には、行く手を阻はばむように何かが落ちてきた。

　それは人間だった。全身を漆しつ黒こくの外がい殻かくで覆おおい、二本の足とは別に後方へ流れるように追加の脚あしを備えた人間が複数、何の気負いもなく降ってきた。まるでバッタの後ろ脚のようなユニットを備えた人間達にとって、一〇メートル以上の落差など、階段を上り下りするのとさして変わらないのだろう。

　それだけではない。

　人間の上半身に蜘蛛くもの体を足したようなユニットが、校舎の壁かべや頭上を走る巨きよ大だい陸橋の裏を音もなく伝う。四角い人工的な校庭の下に流れる暗い水面では、四本の脚を突つき刺さしたアメンボのようなユニットが滑すべる。五〇人から六〇人もの異形の人間達が行く手を阻んでいた。

　あれはレプリグラス。……従来の兵器と違い、珪けい素その細さい胞ぼうを加工して作られた、骨格、筋肉、血液を持つ装そう甲こうだ。歩兵とも戦車とも違う『操兵』という新たな兵科まで新設させた、『時代』そのものをねじ曲げた世紀の発明である。

　だが。

　そこまでやって。

　彼らはまだ、主格とは呼べない。

　大勢の異形に取り囲まれるようにして、彼ひ岸がんにも見覚えのある世界の住人がいた。召喚師と、依より代しろ。エイリアンとの戦争にも勝てそうな装備に身を包んだ人間達は、あくまでも目や耳に過ぎないのだ。兵士が見つけて、召しよう喚かん師しと依より代しろがとどめを刺さす。そういう風にできているのだろう。

　一組だけではない。

　ここから見るだけでも、都合四組ものペアがあちこちをぶらつきながら報告を待っている。

　たまたま、別の事件に巻き込まれたとは思わない。

　彼らが誰だれだか知らないが、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんにとって有益な対象とは思えない。

（……私が『ここを通る』と分かって道を塞ふさいでいるんなら、きっと、その、お姉ちゃんもこの先にいるはず……）

　歯を食いしばり、鼓こ動どうを抑おさえ付けて、無理矢理にそう考える。

　戦う力はない。

　召喚師がいない限り、依代はただの少女と何も変わらない。

　見つかった瞬しゆん間かんに、その死が確定される。

（なら、これはチャンスなんだ。お姉ちゃんに繫つながる道。離はなれ離ばなれになった港こう湾わん地帯まで戻もどる事ができれば、その、お姉ちゃんを助ける事ができる。だから……!!）

　だから。

　だから。

　だから。

　そこから先を繫げるのに、具体的な行動を思い浮うかべるのに、たっぷり三〇秒もかかった。

　いいや、三〇秒が経過しても、彼女は答えを導き出す事ができなかった。

　ただ、硬こう直ちよくしていた。

　それはつまり、何もしなかったのだと気づいた時、冥乃河彼岸は悟さとってしまった。




　怖こわい、と。




　どうしようもない震ふるえが、少女の瘦そう身しんを駆かけ巡めぐった。

　動けない。一歩も動けない。前へ進むのはもちろん、後ろへ下がる事さえできない。

　今の自分がどれだけ無力なのかは、分かっている。

　召喚師と依代に見つかり、被召物マテリアルからの一いち撃げきを叩たたき込まれれば、生肉の塊かたまりなど一撃で粉々にされてしまうだろう。それが最弱の被召物マテリアルであってもだ。この世界の住人は、異世界の住人には勝てない。絶対のルールだ。

　目や耳として軽んじられている『異形レプリグラス』に見つかっただけでも、命の保障はない。依代は依代単体では何もできない。彼らの持つありきたりな銃じゆう器きで蜂はちの巣にされればそれまでだし、巨きよ体たいを利用した蹴けりや体当たりをもらえば、それだけで骨格ごとひしゃげる。

　弱い。

　自分はどうしようもなく弱い。

　しかし、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが『怖こわい』と思っているのは、そんな事ではない。

　次々と浮うかぶ『理由』。

　それに身を委ゆだねる事を免めん罪ざい符ふにして、大好きな姉の命を諦あきらめそうになる心が『怖い』のだ。

（……やだ）

　姉の、蓮れん華げの、身を挺ていして自分の命を守ってくれた家族の顔を思い浮かべて、なけなしの勇気を必死になって取り戻もどそうとする。

　だけど、そうするたびに倍以上の『理由』が全すべてを埋うめ尽つくす。

　姉の蓮華の笑顔が、言葉が、匂においが……その全てが、あっという間に失われていく。

（こんなのやだ!!　おねえっ、お姉ちゃんが消えるなんて絶対に嫌いやだ。私が助けるしかないんだ。無理でも何でも、お姉ちゃんのために動けるのは私しかいないんだ!!　分かってる、そんなの分かっているのに……）

　たとえ心の中でどれだけ叫さけんでも、現実の肉体は一歩たりとも動かない。

　その口から言葉が溢あふれる事もない。

　前にも後ろにも進めないまま。ただ、自分だけが助かりたいがために、物もの陰かげで震ふるえている事しかできない。

　どうしようもなく惨みじめで、どうしようもなく情けなくて……だけど、それが冥乃河彼岸の隠かくしようもない本音だった。

　進めない。

　勝てない。

　……死にたくない……。

　あの港こう湾わん地帯で目の当たりにした怪かい物ぶつ達が脳裏に浮かぶ。まざまざと。ファフニール、ヤマタノオロチ……そして『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』。あれは神格級や未み踏とう級と呼ばれる特とく殊しゆなものだったが、本質は同じだ。人間が被召物マテリアルとかち合うとは、ああいう事だ。万全の準備をしてなお死ぬ時は死ぬというのに、それを怠おこたれば何が待っているかなど目に見えている。

　極限の状じよう況きように立たされた事で、自分自身の中から浮かび上がってきた本性。それを目の当たりにして、しかし彼岸はどうする事もできずに、ただ物陰で俯うつむくしかない。

（『白き女王』よ、『白き女王』よ、『白き女王』よ！　わっ、わたっ、私に勇気を与えたまえ。この身を犠ぎ牲せいにしてでも、お姉ちゃんを助けるための勇気を……!!）

　心を落ち着けるために、何度も何度も願いを捧ささげる。

　そうするたびに、全て裏腹になる。頭の中が真っ白に埋め尽くされていく。

　震えが止まらない。

　どうしても止まらない。

　こうして身を隠しているだけで、莫ばく大だいな重圧にさらされてそのまま気を失ってしまいそうだった。そして、それが破は滅めつ的てきだが楽な道でもある事に、彼女の本心は気づいていた。

　この上なく惨みじめで、この上なく辛つらい。

　そして空白となった意識の中で、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんはどうでも良い事を思い出す。

　あの日、あの時。

　姉の蓮れん華げと離はなれ離ばなれになった瞬しゆん間かん、水上ボートの群れの上で、自分は一体何を願ったか。同じように最強の未み踏とう級である『白き女王』に願いを捧ささげて、それでも何も起きなくて、ボロボロになった彼女の心は何を求めたのか。

「……、て……」

　嗚お咽えつのように、口の中で何かが洩もれる。

　それは他力本願の極み。その上、現実逃とう避ひの一言さえも、レプリグラス操兵や召しよう喚かん師し達に聞かれる訳にはいかなかった。

「……だれか、たすけ、て……」




　そんな彼女の。

　背後から、ゆっくりと、人の形をした影かげが迫せまる。




「!?」

　その気配を感じ取り、驚おどろいて振ふり返った冥乃河彼岸だったが、

「むぐっ!?」

　振り返った直後に、その口を片手で塞ふさがれた。強い力で押おされ、自分が今まで身を寄せていた花か壇だんの陰かげへ改めて引きずり込まれる。

　至近距きよ離りに見知った顔があった。

　唇くちびるに人差し指を当てた城しろ山やま恭きよう介すけだった。

「しっ」

「ぷはっ。な、なに、何なの？　その、ど、どうしてあなたがここに……痛っ!?」

　軽く頭をチョップされ、言葉を途と中ちゆうで断たれる冥乃河彼岸。

　恭介は小声で言った。

「……そういうあなたこそどうするつもりだったのか。例の港こう湾わん地帯は『ガードオブオナー』の拠きよ点てんで、多くの召喚師が周辺を警けい戒かいしている。お姉さんがまだ逃にげていると仮定して辺りを調べるにしても、捕つかまっていると仮定して内部を洗うにしても、とにかく広大過ぎるだろう。倉庫の数やサイズは？　積み上げられたコンテナは全部で一〇〇〇個以上はなかったかな？　個人の手で闇やみ雲くもに探しても、一週間二週間じゃ終わらない。それまでの間、『ガードオブオナー』が黙だまって調べ物を見み逃のがしてくれるはずもない。だろう？」

「だ、だったら……」

「いつかは調べないといけないにしても、『目星』をつけてからピンポイントで突とつ撃げきする。そうでもしないと助かるものも助からないね」

　恭きよう介すけは花か壇だんの陰かげから、中庭のあちこちにいる複数の影かげに目をやり、その先にある出口までの最短コースを見み据すえて、

「……さて、当座の問題は正義の味方、か。ここから見えるペアは四組。本命の『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』はいないみたいだね。辺りを飛び交っているスズメバチの中にでも収まっているのか……」

「えっ、えっ？　その、それって、『ガバメント』の上位アワードの……？　や、やっぱり『ガードオブオナー』じゃなかったの？？？」

「どっちみち、僕ぼく達の敵であるのは変わらないよ。物量にものを言わせる人海戦術を好み、珪けい素そ性遺伝子でデザインされたレプリグラスを纏まとう部隊を展開させるような連中なんて『ガバメント』くらいしかいない訳だが……まあ良いだろう。優先度の低い説明は後にしても良いかな」

　早口で恭介は言った。

「ここは余計な寄り道。お姉さんを見つけるためには、まずここを安全に離はなれる必要がある。単なる理想論やヒロイックな悲観論に浸ひたるのではなく、本気で現実的にお姉さんを救出したいのなら、僕に協力してほしい。召しよう喚かん師しは一人では何もできないのだし」

「……お」

　呆あつ気けに取られたような声で、彼ひ岸がんは尋たずねた。

「お姉ちゃんを、たすけて、くれるの？」

「その台詞は禁句だ。迂闊に口に出さないように」

　そこだけ、いやに冷たい声で恭介は答えた。

　彼はスポーツブランドのジャージのポケットから、小さな剃刀かみそりの刃はを取り出しながら、

「召喚師と依より代しろの間で再さい契けい約やくを結ばせてもらうよ。契約は『上書き』されるから、お姉さんとの線は失われる事になる。それでも構わなければ」

「……契約を結ぶって事は、アレと戦うって、事……？　で、でも……」

「『怖こわい』のかな？」

　端たん的てきに言われて、冥乃河彼岸の心臓が跳はねた。見み透すかされた気がした。

　だが、至近距きよ離りにいる城しろ山やま恭介の顔に失望の色はなかった。

　彼は小さく笑ってこう告げた。

「依代には才能が必要だけど、召喚師には才能は不要だね。どんな召喚師も必ず最弱の『始祖シリーズ』から始めて、次々と強力な被召物マテリアルへ錬れん成せいさせていくしかないんだしさ。そこには血筋とか、受け継つがれてきたアイテムとか、特別な修行を積んだとか、そんな都合の良いシード権はないんだ。どういう事か分かるかな」

「……？」

「どんなプロでも最弱から始めなくてはならず、どんなルーキーでも最強を使役できるチャンスがある。あなたが見てきた恐きよう怖ふは全すべて、あなたが使役する強力な武器になる。……だから恐おそれるな、ではない。正しく恐れた上で、そんな方法もあったのかと笑うのが、僕ぼく達の流りゆう儀ぎだね」

　心の中にある黒いものを、安あん易いに否ひ定ていするような奇き麗れいごとではなかった。

「召しよう喚かん師しが無制限に被召物マテリアルを呼び出せるのは、千変万化に切り替かえられるのは、別に武器がたくさんほしいからではない。まず目的の道筋が一つあって、その他全ては神々さえも踏ふみ台にするためだ。万能の道具であって最大の冒ぼう瀆とく。この『三つ巴どもえ』の反則ジャンケンは、人によって最さい適てい解かいが変わるし、状じよう況きようによって切り札も捨て札も全まつたく違ちがったものになる。だから、勝ちたければ自分だけの道を見つけるんだ。たとえ、それが恐怖から始まるものであったとしても」

　恐怖を覚える弱い心すらも受け入れて肯こう定ていすると、彼は言った。

　その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、不思議と冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの全身の震ふるえが、ピタリと止まっていた。

　彼女は知ったからだ。

　醜みにくいのは一人だけではない。

　目の前の少年もまた、かつては同じように恐怖し、そして乗り越こえたのだと。

　乗り越える方法が、あるのだと。

　ただの言葉だった。空気を震わせる音の波に過ぎなかった。それでも、そこにあったのは、あらゆる理想の形を結集させた信しん仰こうの対象とも呼ぶべき『白き女王』とは違う。一いつ滴てきの汚お濁だくすら認めない聖なる極みとは異なる、人の手でもたらされる救いの形がそこにあった。

「始めるよ」

　ピッ、と恭介は右手の人差し指の腹を、剃刀かみそりの刃はで薄うすく切った。ぷくりと浮うかび上がる血の珠たま。それを間近の彼岸へと、より正確にはその唇くちびるへと突つき付ける。

　告げる。




「召喚儀ぎ礼れいを束ね導く『大三角』の一、『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介かいし血の盟約を結ぶ。汝なんじは確かな心と魂たましいを持つ人の身でありながら、今この時より万象を受け入れる有限の器うつわとなる者なり」




　ぼんやりとした瞳ひとみで、彼岸は口元に突き付けられた指先と、赤い液体を眺ながめていた。言葉の一つ一つが彼女の心を強引に押おし開き、新たな契けい約やくを刻み付けるための見えないコネクタを露ろ出しゆつさせていく。




「汝は器を満たすその力を用いて、時に世界の理ことわりさえも曲げる空くう虚きよな王となる者なり」




　ザザザザザ!!　と空気が一気に禍まが々まがしく尖とがる。身を隠かくす事にもう意味はない。『ガバメント』側の召しよう喚かん師し達はすでに場の異変を感知している。

　だが構わない。契けい約やくさえ済んでしまえば。




「ならばその器うつわを仕上げてみせよう。我われは召しよう喚かん師し、人の世を飛び出す事もできず、しかし人の世を超こえた力を使役して人の世を次なる時代へ導く傲ごう岸がんなる叡えい智ちの象しよう徴ちようなり!!」




　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが、血の珠たまの浮うかぶ人差し指を舐なめ、それを唇くちびるで挟はさんで、口に含ふくんだ。

　飲み干す。

　美しくも扇せん情じよう的てきな響ひびきを持った、契約の儀ぎ礼れいだった。

　たった一いつ滴てきの鮮せん血けつが、呪じゆの力を用いて彼女の全身を爆ばく発はつ的てきに組み替かえていく。五感の全すべてが撹かく拌はんされ、束つかの間ま、彼女の精神は極ごく彩さい色しきの世界へと放り出される。

　立ち眩くらみのようによろめく少女の細い体を、城しろ山やま恭きよう介すけは受け止めた。

　契約は『上書き』された。

　ならば物もの陰かげに隠れる必要もない。恭介は新しく調達した依より代しろの少女と共に、眩まばゆい街がい灯とうの下へと自ら一歩踏ふみ出す。

　ジャコン!!　と。

　少年は背中へ手を伸のばし、パーカーの首の後ろから何かを取り出す。それは一八〇センチもの長大な棒だ。レプリグラス。普ふ段だんはとぐろを巻く蛇へびのように背中へ隠していたものが、本来の形と大きさを取り戻もどしたのだ。

　ブラッドサイン。召喚師の象徴。

　応じるように、全員の注目があった。

　そんな中で、城山恭介はこう告げた。

「……さっきはああは言ったけど、今夜についてはもう怖こわがる必要はないさ。あなたは一人なんかではない訳だ。そして」

　ただ、怯おびえて殺されるのを待つだけの哀あわれな少女ではない。

　ただ、強大な戦力に守られるだけのお荷物でもない。

　彼は少女をこう扱あつかった。




「今ここにいるあなたはもう、『案内人を従えた女王アリス（ウイズ）ラビツト』なのだから」




『フリーダム』アワード９０２。

　今なお数々の伝説を残す召喚師達の開戦。その瞬しゆん間かんだった。
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『ガバメント』アワード９３０、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』。

　本名はアザリア＝マゼンタレイン。一四歳さいという年ねん齢れいを考こう慮りよしても華きや奢しや過ぎる印象を持つ少女は、艶つややかな白い肌はだ、透すき通る青い瞳ひとみ、そして極めて長い赤みを帯びた金きん髪ぱつを備えていた。縦たてロール状の巻き髪がみにしてなお腰こしまで届くほどだ。

　服装はタイトスカートを軸じくにしたビジネススーツのように見えて、要所にフリルやレースをあしらったもの。オーダーメイドかどうかなど問うまでもない。どんな化学薬品が染み込んでいるかも分からない既き製せい品ひんなど触ふれる事も許されない。

　彼女は『スズメバチ』なる中型振しん動どう翼よく機きのカーゴスペースの中で、優ゆう雅がに足を組んでいた。

『スズメバチ』はヘリコプターに代わる地上攻こう撃げき・人員輸送を旨むねとした装そう甲こう兵器だ。全長一五メートル。珪けい素そ性せい外がい殻かくで形作られたそのフォルムが何を模しているかは言うに及およばずだろう。もちろんただの道楽では終わらない。各種の欺ぎ瞞まん兵装と高速振動する四枚の羽を用いた『生き物のように独特な』挙動を組み合わせ、実証試験時には大型地対空ミサイルなら一対四九、空対空ミサイルなら〇対五〇という圧あつ倒とう的てき回かい避ひ率りつを証明している。

　……最近では、こうしたレプリグラスは軍事用や土木用の他に、一〇〇メートル規模の巨きよ大だいな珪素性心筋の塊かたまりをコンクリートの箱に閉じ込めた発電所などでも話題を集めている。消費するのは水と土（あるいはガラスやシリコンなど、珪素性の廃はい棄き物ぶつ）だけなので、環境にも優しいエネルギー源だとか。このトイドリーム35の夜を彩いろどる夜景の群れも、広義で見ればレプリグラスの『心臓』から得た大電力によるものだ。

　そんな最新兵器の中で、彼女は幅はば二センチ、直径一〇センチ程度のカラフルな円えん盤ばんをいくつも手にしていた。

　シルク製のリボンをまとめたリールだ。

「どう思いあそばせ？　ハイスピードの取り回しを要求され、かつ長期戦を想定するとなると、ブラッドサインの重心は基準位置より多少前へ、太さも少し細めなくらいでちょうど良い。私は六番が好ましいように考えているのですけれど」

　凜りんと響ひびく声は不ふ浄じようをかき消す僧そう侶りよの鈴すずに似て、可か憐れんでありつつ確実に場の空気を上書きする。

　聞く者は一人。

　生物的な挙動を組み込んだ弊へい害がいとして、それなりに揺ゆれる『スズメバチ』の中にあって、なおピシリと直立不動を保つ礼服の老人だ。

　彼女の依より代しろ。名はフラクタル＝レスキンス。

　一いつ般ぱん的てきに依代は手て枷かせや首輪など、自らを戒いましめる道具を身に着ける事で、召しよう喚かん師しからの指示以外の『余計なもの』を呼び込んでしまうのを避さけるが、老人にはそれがない。というより、礼服そのものがその身を戒いましめる従じゆう僕ぼくの証あかしなのだ。そういう風に、長い時を掛かけて成せい熟じゆくしている。

「速そつ攻こうの手数の多さで封ふう殺さつするのであれば太く短く、かつ重量もある五番。スピンで障害物を迂う回かいする事で標的の視界外から切り込む搦からめ手であれば一二番などもいかがですか？」

「いいえ。アレとかち合うとすれば超ちよう至し近きん距きよ離りでの乱戦、あっさり決着とはいかないでしょうに。対するこちらは、後ごの先せんを狙ねらう理想形を整え待ち構えるのが最良とは思いませんこと？」

「はっは。この老いぼれの節穴では、お嬢じよう様さまのご慧けい眼がんにはとても敵かないません。であればやはり六番が最良でしょう」

　アザリア達は基本的にどんな環境でも一定以上の戦果をあげるが、それでも向き不向きはある。市街地での高速戦せん闘とうなら望むところであった。そこは彼女達の領域だ。

　足を組みながらそんな風に思う少女は、恭うやうやしく頭こうべを垂たれる老人の方を見ようともしない。それは特別な事ではない。アザリア＝マゼンタレインの人生において、水を飲んで空気を吸う事となんら変わらない。意識はしないが、なくては困る。そういう存在なのだ。

「それにしても、『フリーダム』アワード９０２、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』……ですか」

「部下からの口頭報告だけでは紛まがい物の可能性もありますが、用心するに越こした事はありません。そして本物なら、これほど嬉うれしい事もない。久しぶりに歯は応ごたえのある戦いになりそうです」

　六番。ピンク色のリールを摑つかみながら、アザリアは言った。

　励起手榴弾インセンスグレネード使用中の召しよう喚かん師しや依より代しろは、肉眼以外の機械的なカメラやセンサーには映うつらない。ＧＰＳ精せい密みつ爆ばく撃げきや巡じゆん航こうミサイルなどの奇き襲しゆうも使えない。召喚師の目や耳となる配下に無人機を用いないのもそのためだ。いつでも画面から消えられてしまう事を想定し、この辺りは『部下からのまた聞き』を普ふ段だんから頼たよる羽目になる。

　ちなみに『ガバメント』の歩兵達は一いつ般ぱん兵へいではない。彼らは皆みな、依代の補ほ充じゆうの遅おくれた新参者の召喚師達だ。のし上がれる前に死ぬ者も少なくないが、依代抜ぬきで本物の戦場を切り抜けた者はメキメキと力をつけていくのも事実だった。恐きよう怖ふを知り、なおかつ克こく服ふくした者は強い。

　そうした『血の洗礼』の真まっ只ただ中なかにいるヒヨコ達からの報告は全すべて正しいと仮定し、アザリアは無線のマイクを口に寄せた。

『スズメバチ』のパイロットに告げる。

「遅おそいです。いつになったら報告のあった箇か所しよに着くのでありましょう？」

『一〇分ほどを想定しています』

「五分で向かってくださいな。さもなくばＲ区画で展開中の五個小隊は全ぜん滅めつあそばせますよ」

『お、お言葉ですが……』

　返事を待たずにアザリアは無線のスイッチを切る。

　傍かたわらに立つ老人へ声を掛かける。

「どういう事ですか？　この私が自らの手でデザインした『スズメバチ』は快速、高機動を売りとしていたはず。整備不良でもあそばせたのですか」

「恐おそれながら、機内で揺ゆさぶられるお嬢じよう様さまの身を案じての事ではないかと思われますが」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい……」

　吐はき捨てるようにアザリア＝マゼンタレインは呟つぶやく。

　老人はそっと置くように言葉を紡つむぐ。

「アワード５０１から７８０まで、『ガバメント』の精せい鋭えい四組が配備されています。彼らにも己の役目を果たす程度の矜きよう持じはあるのではないでしょうか？」

「そう言うあなたも、彼らでアレに勝てるとは考えていないでしょうに。そういう事です」

　アザリアとフラクタルの二人は、単純に上から目線で部下達を見下している訳ではない。彼らの目は大だい富ふ豪ごうの系けい譜ふとも高アワードの召しよう喚かん師しとも違ちがう、さらにもう一つの視点を備えている。

　クアッドモータース。

『四つの動力』を冠かんするこの単一企き業ぎようは、米国四軍その全すべてに最新兵器を納入する軍ぐん需じゆ産業の世界最大手だ。その中ちゆう核かくに彼女達は深く食い込んでいる。自動車産業がそのノウハウを生かして戦車を設計するのではなく、最初の最初から兵器を製造するために設立された企業である。

　ちなみに『一族』の大半はアワード50程度へ作さく為い的てきに自身を留とどめ、一いつ般ぱん社会から消え去る事なく召喚師を正しく認識できる距きよ離りを維い持じしている。アザリアのような高アワードの召喚師は、『一族』にとっても例外中の例外である。

　その上、『一族』は正確には米系勢力ではない。競争力を失った国内自動車・航こう空くう産業大手と入れ替かわるように軍需産業を席せつ巻けんするクアッドモータースの正体は、『世界の警察という役割を新大陸しんざんものに任せる事をよしとはしない、欧州貴族連盟ラウンドテーブルから送り込まれたトロイの木馬』である。

　極限まで研とがれた軍事知識、開発技術、金きん融ゆうノウハウを持ち、かつ名門貴族の名を捨ててでも移民として米国籍せきを獲かく得とくする事でその国防分野や政権内部へ潜もぐり込んで目的を達成しようとする鋼はがねの意思を内包した、『未み帰き還かん紋もん章しようの金こん色じきの猛もう禽きん』の一族と、そのお目付け役。

　であればこそ、彼女達の意見は驚おどろくほど冷れい酷こくで、かつ正確だ。

「アワード５０１『完全勝利パーフエクトゲーム』、アワード５９０『ピーキーＡＡＡ』、アワード７１９『慈愛の悪魔デイアボロス』、アワード７８０『血祭ラプソディー』。……駄だ目めですね。特に５０１とか舐なめていませんこと？　こいつ他の召喚師が見み逃のがしてあげた敗北者を横からトドメ刺さす事ばっかりしているからレコードが奇き麗れいなままなんでしょう。こいつだけはここで死んでくださりませんこと」

「到とう着ちやくに一〇分かかる、だがそれでは展開中の部隊は全ぜん滅めつする。では、いかがなさいましょう？」

「あれを」

　少女が一言告げただけで老人は滑なめらかに応じた。それが端たん的てきに二人の付き合いの長さを示す。

　礼服の執しつ事じが差し出したものは積層プラスチックでできた巨きよ大だいな筒つつだった。長さは一三〇センチはあり、下面には肩かたに合わせるためのクッションが備えられている。

　躊ちゆう躇ちよなくアザリアが肩に担かついで構えると、フラクタルは『スズメバチ』側面のカーゴドアを力強くスライドさせる。

　途と端たんに冷たい夜風が華きや奢しやな少女の全身を叩たたくが、その表情に怯ひるむ色はない。むしろ、挑いどみかかるような獰どう猛もうな愉ゆ悦えつが混じっている。

　アザリアは夜景の一点を睨にらみながら、無線越ごしにパイロットに向けて告げた。

「ごめんあそばせ。後の事は、こちらで帳ちよう尻じりを合わせなくてはなりませんので」

　巨大な筒の正体は八〇ミリのグレネード投とう射しや砲ほうだった。

　そして召しよう喚かん師しが全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せて取り扱あつかう弾だん体たいと言えば、思い当たるものは一つしかない。

　発射筒とうを肩で担ぎながら、彼女は口の中で滑らかに囁ささやいた。

「……尋じん常じようならざる戦いくさを勝利に導く『白き女王』よ、脆もろき人の子の魂たましいを救いたまえ」




　　　　２




　Ｒ区画、平日は城しろ山やま恭きよう介すけも通っている高校の中庭。

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんにとって、そこに展開された全すべてが『死』に見えた。

　昆虫や動物を部分的、あるいは全体的に模も倣ほうした兵器群はレプリグラス。新時代の装そう甲こう兵器であるこれらは、既き存そんの兵器開発とは一線を画する技術が用いられている。再生医い療りようを極限まで応用し、まず『珪素ガラスの万能細さい胞ぼう』を完成させてから、各種の筋肉・骨格・神経・血管・臓器・感覚器官などを必要なだけデザインして組み合わせる。平たく言えば、彼らは装甲を身に纏まとう事で地球のどこにもいない、知性を持った猛もう獣じゆうへと役割を変えるのだ。

　そして、それらを指し揮きする四組の召喚師と依より代しろ。この世ならざる生命体である被召物マテリアルを限定的に呼び出す彼らの召喚儀ぎ礼れいは物理法則すら無視して、条件次第でレプリグラスの大軍にもできない戦果をあげる。……時には、通常兵力では絶対に倒たおせない超ちよう常じよう絡がらみの案件さえ。




　なのに。




　だんっ!!　という派手な音が響ひびいた。

　長大なブラッドサインを手にした城しろ山やま恭きよう介すけが、呆ほうけたままの冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんを置いて一人大きく敵てき陣じんへ踏ふみ込んだのだ。

　応じるように、近くにいた召しよう喚かん師しの一人が缶コーヒーのような金属缶を彼に向けて放り投げてきた。言うまでもない、励起手榴弾インセンスグレネードだ。同時にレプリグラス操兵達は一歩後ろへ退く。召喚師同士の戦いが始まってしまえば、普ふ通つうの銃じゆう弾だんは通じない。勝負を預けるのがセオリーで、そのための役割分担だ。

　いよいよ超ちよう常じようを自在に振ふるう召喚師同士の戦いが始まる。

　しかし、その瞬しゆん間かん、彼岸はありえないものを見た。

『フリーダム』アワード９０２、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は野球のバットでも構えるように両手でブラッドサインを摑つかみ直したのだ。

　ゴッキィィィィィィィィン!!　と。

　金属を叩たたく快音と共に、フルスイングされたブラッドサインによって励起手榴弾インセンスグレネードが勢い良くホームランされてしまう。ものの一瞬で四角く巨きよ大だいな高校の敷しき地ちの先、海と闇やみが広がるその向こうへと完全に消えてしまった。

　そして。

「あ」

　ようやく思い出したのだろう。思わず行方を見送った召喚師が何かを呟つぶやいた。




　励起手榴弾炸裂時、使用者の召喚師と依代は展開された人工霊場の中心点に移動させられる。
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　まるで旅客機と生身の体をゴム紐ひもで繫つなげて引っ張られたかのように、召喚師と依代のペアが夜空の星になってしまった。

　さらに走り込みながらも、少年は涼すずしく告げる。

「アワード５０１、撃げき破はだ」

「こいつ……!!」

　次の標的として真正面から見み据すえられた女の召喚師が、自分の足元に励起手榴弾インセンスグレネードを落とす。今度は距きよ離り的てきに考えて場外ホームランは狙ねらえない。炸裂までの猶ゆう予よは三秒から五秒。

　だがその時にはすでに城山恭介は次の標的の懐ふところに潜もぐり込んでいた。

　相手は女の召喚師、ではない。

　突とつ然ぜん矛ほこ先さきを変えて恭介が懐へ飛び込んだのは、人のシルエットの腰こしの辺りからバッタのような跳ちよう躍やく用ようの脚あしを追加させた、異い形ぎようのレプリグラス操兵だった。相手が頑がん強きような装そう甲こう兵器だろうが、手にしたカービン銃は市し販はん品ひん（？）と同じものだ。恭介は一八〇センチもの長大な棒……召喚儀ぎ礼れいに使うブラッドサインの先せん端たんで槍やりのような強きよう烈れつな突つきを放ち、銃身下部にマウントされていた高出力の軍用ライトを金具ごと引き千切る。

　同時に。

　ボッ!!　と。

　反はん撃げきがあった。複数の急所から顔面を選せん択たくし、珪けい素その脚あしが恐おそるべき蹴けりで応じたのだ。兵士自身を一〇～二〇メートルほど飛ひ翔しようさせ、純じゆん粋すいな攻こう撃げき力りよくに転化すれば旧来の装そう甲こう車しやを潰つぶれた饅まん頭じゆうのように破は壊かいするほどの脚きやく力りよくを秘ひめた『後ろ脚』の反撃。

　それを城しろ山やま恭きよう介すけは上半身を振ふり回して、薄うす皮かわ一枚のところで回かい避ひしていく。

　髪かみが数本ほど宙を舞まう。

　極めて高こう密みつ度どの緊きん張ちようが、その全身から放たれているのが分かる。

　ビリビリと頰ほおを震ふるわせながら、恭介のブラッドサインが動く。珪素性の筋肉や装甲に覆おおわれたレプリグラスには金かな槌づちを振ふり下ろしたって内部の操兵に傷をつける事はできない。生身の手足で装甲兵器を破壊しようと考えるほど彼は愚おろかではない。

　だから、彼の狙ねらいはそこではない。

　異い形ぎようの兵器が手にしていた、射撃の反動をひたすら無視して小型に切り詰つめたカービン銃じゆう。その銃身下部から固定用の金具ごと引き剝はがした、照明器具というより目潰し用に近い、高こう輝き度どＬＥＤを蜂はちの巣のように束ねた極めて強きよう烈れつな軍用ライト。

　宙で回転していたライトをブラッドサインの先せん端たんで絡からめ取り、手元へ手た繰ぐり寄せて摑つかみ取る。そのスイッチを押す。

「……しまっ……」

　自身のブラッドサインを槍やりのように構え、開戦に備えた女の召しよう喚かん師しが思わず呟つぶやいた。




　励起手榴弾は肉眼で標的を正確に捉えて使用しなければ効果を発揮できない。




　ぼん!!　というくぐもった炸さく裂れつ音おんが響ひびいたにも拘かかわらず、人工霊れい場じようは生み出されない。ストロボに匹ひつ敵てきする光量が視力を奪うばったのだ。これでは依より代しろと被召物マテリアルを使った召喚術は使えない。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきがあれば良かった。

　城山恭介は軍用ライトを放り捨て、その手をポケットに突つっ込む。取り出したのはずしりと重たいヘアスプレーほどの金属缶、励起手榴弾インセンスグレネードだ。それをサイドスローで勢い良く投げ放つ。手順を踏ふんで戦うためではない。その三〇〇グラムほどの重量でもって、女の召喚師の鼻っ柱をへし折るためだ。

　虚きよを突かれていた相手の召喚師には回避や防ぼう御ぎよに転じる余よ裕ゆうはなかった。

　ゴンッ!!　と。

　金属質な轟ごう音おんと共に顔の真ん中へ一撃を受けた女の召喚師が、そのまま仰あお向むけに転がる。

　死神の囁ささやきが響く。

「アワード７１９、撃げき破はだ」

（まずい……）

　ここにきて、ようやく周囲のレプリグラス操兵達の意識が切り替かわった。

（普ふ段だんの『役割分担』は通じない。召しよう喚かん師し達に任せきりではただやられるだけだ!!）

　専門家に勝負を預けるだけでは自分達も餌え食じきにされる。幸い、この標的はまだ召喚儀ぎ礼れいを使っていない。被召物マテリアルの力を利用した防護円が展開されない限り、生身の人間となんら変わらない。普通の銃じゆう弾だんで普通に蜂はちの巣にできる。

　勝利の図式を崩された衝撃アクシデントから、混乱を押さえ込みクツシヨン、思考を切り替えスイツチオーバー、実際に行動に移すアクシヨンまで、実時間にして四・〇秒。

　その場の全員が正確に銃口を突つき付け、引き金にかかる指を引く。

　戦場の兵士が行うリカバリーとしては破格の反応速度。

　だが失念していた。

　召喚師の鼻っ柱を叩たたき折った投とう擲てき物ぶつの正体はただの鈍どん器きではない。励起手榴弾インセンスグレネードだった事を。

　ささやかな爆ばく発はつ音おんと共に、全すべてが塗ぬり潰つぶされる。

　実質、レプリグラス操兵達が一いつ斉せいに銃声を響ひびかせたのと、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の少年がブラッドサインを使って手持ちの白い球形の光……『白しろ棘とげ』を打ち出したのはほぼ同時だった。

　パパン!!　パパパパパンパンパパンパパパン!!　という音の洪こう水ずいがいつまでも続いたが、たったの一発も恭きよう介すけの体を抉えぐる事はなかった。

　すでに恭介と彼ひ岸がんの体は、励起手榴弾インセンスグレネード炸さく裂れつ地点へ自動的に移動している。

　そして、レプリグラスの銃口が慌あわてて狙ねらいを修正しても、もう遅おそい。

　空中に浮うかび上がる『薔薇ばら』の塊かたまりがバラバラに弾はじき飛ばされ、正確に中音の『花弁』がスポットへ吸い込まれ、依より代しろたる彼岸の肉体はビュルン!!　と粘ねん質しつな音と共に形を変えていた。全長三メートル程度の、半はん透とう明めいの緑色をした粘液の塊。その中央に少女の体を内包した被召物マテリアル。

　中音のコスト１、最弱グループの一つ『始祖の緑ｋ』。

　だが最弱だろうが何だろうが被召物マテリアルは被召物マテリアルだ。展開と同時に召喚師の周囲には一切の攻こう撃げきを排はい除じよする防護円が構築される。無数の銃弾を防いだのはこれだった。

　そして同時に、もちろん、

「彼岸！　レプリグラス操兵を一いつ掃そう!!　今なら彼らは敵ではない!!」

《すごい……》

　巨きよ大だいな粘液状の被召物マテリアルに肉体を変えた彼岸が動く。

　サンドバッグを滅めつ多た打うちにするような轟ごう音おんと共に、兵士達が簡単に薙なぎ倒たおされていく。総体積七〇〇リットル、その全てを自在に操る彼岸の一撃一撃は、液状でありながら人間の拳こぶしのように柔じゆう軟なんに、なおかつ自動車事故に匹ひつ敵てきする衝しよう撃げきを連続で標的へ叩き込む。……分かっているのだが、分かってなお、冥めい乃の河かわ彼岸はこれを自分自身の行いだという自覚を忘れかけていた。

《召しよう喚かん儀ぎ礼れいなんて、より効果的な相性の『音域』で、より強力な被召物マテリアルを呼び出した方が勝ちなんだと思ってた……。最弱のコスト１、その、始祖シリーズなんて通過点の一つで、だ、誰だれにも使い道はないものなんだって》

　オカルトの力を最大限に使える人工霊れい場じようのフィールド内で暴れ回り、異い形ぎようの最新装備で身を固めた兵士達の意識を正確に刈かり取りながら、彼ひ岸がんは『自分のものではない』全身に異様な感覚が走り抜ぬけるのを感じていたのだ。

《でも違ちがう。この人は、その、最弱の被召物マテリアルの戦い方さえくまなく熟じゆく知ちしている。ううん、この人の戦いは、さ、最初の被召物マテリアルを呼び出す『前』からすでに始まっている……!?》

　そう。そうだ。

　あの港こう湾わん地帯で姉の蓮れん華げと離はなれ離ばなれになった彼岸は、恭きよう介すけの手で『ガードオブオナー』の追っ手から助けてもらっている。

　だけど、あの時、恭介の隣となりには依より代しろはいなかったはずだ。なら、本職の召喚師の組織を相手に、どうやって恭介は彼岸を守り切ったのだ？

《その答えが……き、きっと、これなんだ》

　召喚儀礼の世界に取り込まれながら、被召物マテリアルを呼び出さずに生せい還かんする。最低でも人を一人抱えて生き残る。しかもそれは、猛もう獣じゆうのような筋力がある訳ではない、山やま奥おくに住んでいる格かく闘とう技ぎのお師し匠しよう様さまだの、赤の他人からもらった世界に一つの試作兵器スペシヤルウエポンを見せびらかす訳でもないのだ。

　そもそも彼は別に、『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』の名で畏い怖ふされる緑リユウ娘ニヤン藍ランのように、被召物マテリアルに頼たよらず生身の体と隠かくし武器だけで歴戦の召喚師を屠ほふる『使わない専門家』ではない。

　だが窮きゆう地ちに立たされたその時に、頼たよりになる被召物マテリアルがなくても戦えるくらいに、とっさの判断で具体的な戦術を構築できるくらいに、この狭せまい業界を知り尽つくしている。

　アドリブの連続と言えばそれまでだが、最適な結果をもたらすのは幸運任せギヤンブルではなく、それだけ有用な経験を膨ぼう大だいに積み、頭の中から即そく座ざに検けん索さく活用する術すべが構築されているからだろう。たとえ手足を振ふり回していても、その武器は召喚師としての知性だ。

　それが、あの地じ獄ごくの港湾地帯から一人の少女を救い出すに至るほどに。

　だから、負けない。

　ハンデありの状態でさえ『ガードオブオナー』を手玉に取った城しろ山やま恭介は、冥めい乃の河かわ彼岸という依代を得て万全の力を振るう今、負ける理由がどこにもない。

「彼岸、速さよりも重さを重視するんだ！　レプリグラスは珪けい素そ性せいの筋きん線せん維いの塊かたまりだから、のしかかるように高い負ふ荷かをかけて断だん裂れつさせてしまえば身動きは取れなくなる。相手の意識を刈り取る必要さえないんだ、外がい殻かくを破は壊かいしてしまえば彼らは鎧よろいの中に閉じ込められるのだから!!」

　人工霊場の中を城山恭介が縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ、その指示を受けた彼岸が被召物マテリアルの巨きよ体たいを振るう。現代戦の主役であり、掃そう討とう戦せんにおいて世界中のゲリラやテロリストにとって恐きよう怖ふの象しよう徴ちようたるレプリグラス操兵達がひとたまりもなく薙なぎ払はらわれていく。

　あっという間に全すべてを喰くらい尽つくす。あまりにもスムーズ過ぎる。

　まるで、お手本の動画を眺ながめているような他人ひと事ごとの勝利。

「くそっ!!!!!!」

　残りの召しよう喚かん師しは二人。出で遅おくれたというには致ち命めい的てきな対応速度の誰だれかさんが、慌あわてたようにブラッドサインを構えて『白しろ棘とげ』を打つ。彼ひ岸がんの目には、それが水の中で手足を動かしているよりももたついているように見えていた。

　そして恭きよう介すけも黙だまって見ていない。

　ドン!!　と、凄すさまじい踏ふみ込みで敵の召喚師の一人へ突とつ撃げきする。ようやくここにきて、彼岸はその一歩にさえ意味があるのだと気づいた。あの包囲の中でただ闇やみ雲くもにブラッドサインを振ふるうだけでは、励起手榴弾インセンスグレネードが炸さく裂れつする前にレプリグラス操兵達の手で蜂はちの巣にされていただろう。城しろ山やま恭介の動きは、その『間』を、『タイミング』を潰つぶす心理効果もあったのだ。

　傍はた目めには左右に避さければ助かると分かっていても、実際に突然大型トラックが目の前に突つっ込んできたら、誰だって金かな縛しばりのように身を竦すくめてしまう。

　野球の守備で、簡単に取れるはずのボールが内野手達の間をすり抜ぬける事もあるだろう。

　それと一いつ緒しよ。

　理性では抗あらがえない刺し激げきで敵の肉体を縛しばるその技術は、それ自体が呪じゆ術じゆつ的てきとさえ思えた。

　短い呼吸と共に弾だん丸がんのように直進した恭介が、敵の召喚師と比ひ喩ゆ表現抜きで衝しよう突とつする。

　両者は被召物マテリアルの力を利用した防護円に守られているため、実際には接せつ触しよくできない。

　ガッギィ!!　という硬こう質しつな音と共に、恭介の突撃は超ちよう至し近きん距きよ離りで阻はばまれる。こいつを圏けん内ないに入れるのは死を招くと、互たがいの防護円が判断して。

　だが、

「くっ……!?　な、なん……その体のせいで……」

「僕ぼくの後ろに広がる世界は見えないだろう？　ついでに、こうも密みつ着ちやくされると一八〇センチ近くあるブラッドサインを満足に振るう事もできない。違ちがうかい？」

　広大な人工霊れい場じようを精せい密みつに空間把は握あくし、手持ちの白い球形の光『白棘』でもって子音の低、中、高音と母音の極低音の『花弁』を弾はじいてスポットへぶち込む事で、被召物マテリアルは自在に錬れん成せいできる。城山恭介が自らの肉体を使って行ったプレッシャー戦術は、単純だが致ち命めい的てきな効果をもたらす。

「だ、だが、それでは貴様も……!?」

　言いかけて、その召喚師はようやく気づいたようだった。

　ヒゥン、という風を切る音を。

　城山恭介が、背中に回した両手を使ってバトンのようにブラッドサインを回していた事を。

　一流の召喚師の空間把握能力があれば、もはや常時視力に頼たよる必要さえない。彼らは後ろに回した手で、背中越ごしにブラッドサインを操るだけで精密極まる召喚儀ぎ礼れいを成なし遂とげる。

　その切っ先が、確実な自信に裏付けされた恐おそるべき速度でもって『白しろ棘とげ』を打ち出す。

　ドカカカカカッ!!　と、硬かたい反射音がいくつも響ひびいた。数々の『花弁』が激げき突とつし、スポットへと叩たたき込まれ、真しん紅くの光の軌き跡せきと壊こわし歌の乱らん舞ぶが小さな世界を埋うめ尽つくす。

　城しろ山やま恭きよう介すけは結果の確認さえしなかった。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　哀あわれな召しよう喚かん師しは、呆ぼう然ぜんとした瞳ひとみで何かを見上げていた。

　城山恭介の背後に、巨きよ大だいに膨ふくれ上がった被召物マテリアルがそびえていた。黄金色の瞳に一〇本の太い鎖くさりを備えた、戦車でも搾しぼれそうな巨大烏賊いかの怪かい物ぶつ『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』だ。

　今、自分が従えている人間大で碧みどり色の瞳を持つ被召物マテリアル『鋭利な人魚nal・cb・a・pl』とはコスト差が開き過ぎていて、かつ三つ巴どもえの『音域』の相性も最悪と言って良い。

　一いち撃げきで死ぬ。

　人魚の心臓部分に収まる依より代しろの意識を収める器うつわ『人じん郭かく』を破は壊かいされる。

　全身から嫌いやな汗を噴ふき出す召喚師に、死神の声が静かに滑すべり込んできた。

「アワード７８０、撃げき破はだ」
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『スズメバチ』の巨体が夜景で埋め尽くされた夜空を引き裂さいていく。

　サイドのカーゴドアを全開にし、八〇ミリのグレネード投とう射しや砲ほうを肩かたに担かついだアザリア＝マゼンタレインはようやく光学照準器越ごしに『肉眼』で標的を確認した。

　距きよ離りは数キロ。複数のレンズを通してなお、豆まめ粒つぶのような点。

「『フリーダム』アワード９０２、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。確認しました」

　夜の学校は戦場と化していた。

　想定はしていたが、それでも最悪を超こえる惨さん状じようだった。すでに四組の召喚師達は薙なぎ倒たおされ、クアッドモータース提供のレプリグラスを纏まとう装兵達も全ぜん滅めつしている。かつ、その全てに出血がなく、全員行動不能に陥らされていた。

　敵方に慈じ悲ひを与えられたという現実に、少女は軽い眩暈めまいさえ覚える。その華きや奢しやな体に流れる貴族の血がざわつくのを感じる。

「『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』……。雑兵相手とはいえ、決死の覚かく悟ごをそこまで愚ぐ弄ろうしますか!!」

「お嬢じよう様さま、こちらの準備は整っています。いつでもどうぞ」

　アザリアを最も深く知る老ろう執しつ事じの言葉によって、瞬しゆん間かん的てきに沸ふつ騰とうしかけた少女の頭が冷えた。いいや、厳げん密みつには激しい燃焼から静かな燃焼に切り替かわったとでも言うべきか。

　実質的にどちらが主と従で、どちらがコントロールしているかなど、彼女達は気にしない。

　躊ちゆう躇ちよなく、少女は自社製品の引き金を引く。

　バッフォ!!　という燃焼ガスの噴ふき出す太い音と共に、大型の爆ばく発はつ物ぶつがＲ区画の一点、高校の中庭へと吸い込まれていく。

　彼らのルールにはこうある。

　励起手榴弾炸裂時、使用者の召喚師と依代は展開された人工霊場の中心点に移動させられる。
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　その存在に、城しろ山やま恭きよう介すけも気づいていた。

　ひりつくような緊きん張ちよう。肉体制せい御ぎよすら見失いそうになる濃のう密みつな死の予感。それでいて、いつまでも身を委ゆだねていたいと闘とう争そう本能を呼び起こす、相反する感覚。五感のどれとも違ちがう、戦場に長く身を置く者にしか会得のできない、『大物の気配』というヤツを存分に嗅かぎ分けていた。

　だからこそ、恭介は全力で中庭を走る。

　三〇〇メートル四方の人工平地の縁ふちまで。

　そして即そく座ざに指示を飛ばした。

「彼ひ岸がん!!　今すぐ足場を破は壊かいするんだ！　早く!!」

《えっ？　えっ!?》

「疑問を挟むな!!」

　時計の秒針が動くか否いなかの、わずかなロス。

　そこで恭介は現状の勝算を見失った。確実な勝利から、五分五分へと引きずり下ろされる。

　ようやく、巨きよ大だい烏賊いかの『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』の太い鎖くさりが凄すさまじい勢いで振ふり下ろされ、人工の巨大な平地───四角い敷しき地ちの端はしを含ふくむ中庭───の半分ほどが、豆とう腐ふのように砕くだかれる。

　今は、標的を撃げき破はした直後に訪れる『チェイン』待機状態だった。

　場を自由に移動できる特権を利用し、彼らはそのまま真下へと落ちていく。ここはあらゆる娯ご楽らくの詰つまった巨大遊園地トイドリーム35、海の上の街。地面は意図的に水すい没ぼつしており、その上に何重にも巨大陸橋を重ねたような交通網もうを備えている。

　だから。

　その下に待っていたのは……。
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　その瞬しゆん間かん、撃うち込んだ励起手榴弾インセンスグレネードの到とう達たつと炸裂までのごく短い時間に焦じれていたアザリア＝マゼンタレインは、光学照準器のレンズ越ごしに『肉眼』で真実を見た。

「真下にあるのは……逆バンジーですって!?　まったく、これだから俗ぞく人じんの娯ご楽らく施し設せつは!!」

　逆バンジーは、バンジージャンプとは正反対に、『真上へ人間を飛ばす』遊具だ。二本の金属ポールの先せん端たんに繫つないだ太いゴムで中央の座席を固定し、その力を使って勢い良く発射する。イメージとしては、『シートベルトのついた巨きよ大だいなパチンコ』を思い浮うかべると分かりやすいかもしれない。……発射砲ほう台だいのように設置された金属ポールの側面に高校の名前が刻まれているところを見ると、学校のイベント用の可能性もあった。遊園地の街なら何でもありだ。

　当然、安全用の固定具ハーネスなしで使用すればどうなるかなど一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　アザリアが奥おく歯ばを嚙かむと同時にようやく励起手榴弾インセンスグレネードが広大で四角い敷しき地ちの、嚙み砕くだかれた場所からギリギリ外側の縁ふちへと着ちやく弾だんした。それは時間をおかず、即そく座ざに起き爆ばくする。

（間に合え）

　励起手榴弾インセンスグレネード使用者は、展開された人工霊れい場じようの中心点へ自動的に移動する。標的が離はなれる前に現場へ到とう着ちやくする事ができれば、後はアザリアの手で始末できる。

（間に合え!!）

　ぐんっ!!!!!!　と。

　はるか遠方に撃うち込んだ励起手榴弾インセンスグレネードが炸さく裂れつすると同時、アザリア＝マゼンタレイン、フラクタル＝レスキンスの二人組『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』は、凄すさまじい勢いで機外へ放り出され、宙を舞まった。落ちているというより、空気を切り裂さいていく。重力や空力を無視して、まるで精せい密みつ誘ゆう導どうミサイルのように彼女達はビルとビルの間を突つき抜ぬけていった。

　ようやくぐらつく視界が安定するが、そこでアザリアの眉まゆが不快に歪ゆがむ。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の方がわずかに早い。

　二人（いや一人と一体か）の体が、六人掛がけパーティシート仕様の大きな逆バンジー装置へと墜つい落らくした。『ＤＥＣテンタクルnu・o・re・a・btv・ag－y』の巨重で装置全体が歪み、一〇の鎖くさりの一本が生き物のようにうねり、安全装置のフックが弾はじけ飛ぶように破は壊かいされる。凄まじい力を蓄たくわえた分厚いゴムの力が解き放たれ、彼らの体が斜ななめ上方へと……より恐きよう怖ふを煽あおるため、下段の巨大陸橋から高低差のある海に向けて勢い良く射出される。

　彼らの体が、アザリアの展開させた人工霊場に囚とらわれる事もない。

　同時、巨大烏賊いかに似た被召物マテリアルの体が巫女みこ装束の少女のものへと切り替かわった。城しろ山やま恭きよう介すけは最大九〇秒の『チェイン』待機状態を自ら放ほう棄きし、人工霊場を霧む散さんさせたのだ。

　その理由は明白だった。




　束つかの間ま、まさに一いつ瞬しゆん。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』と『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』は空中、距きよ離り数センチの位置で交差したのだ。




　あのまま恭きよう介すけ側の人工霊れい場じようが維い持じされていれば、アザリアが恭介のフィールドに囚とらわれる形で戦せん闘とうが継けい続ぞくしたはずだ。少女としては望むところだったが、少年の方がこれを拒きよ否ひした。

「おのれ……」

　体感的には止まった時間の中で、互たがいの視線が交差する。

[image: ]

　城しろ山やま恭介の目はわずかだが確実に笑っていた。彼の目的は闘争による勝利ではなく、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんを確実に回収してこの場を立ち去る事だったからだ。

　手の届く距きよ離りに強敵がいるのに、このままでは戦う前に勝負が終わってしまう。

　だが、ここで終われば引き分けにはならない。状じよう況きようを鑑かんがみれば、勝ち逃にげを持っていかれる。

　一度も剣けんを交える事も許されずに土をつけられる、その屈くつ辱じよくと無念はいかばかりか。

　少女の中の貴族の血が一気に沸ふつ騰とうした。

「おのれェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　交差は終わる。

　時間の速度が戻もどる。アザリア＝マゼンタレインと老ろう執しつ事じは破は壊かいされた夜の学校、その破は砕さいされた人工平地の縁ふちへ滑すべるように着地し、城山恭介と冥乃河彼岸の二人組ははるか遠く……暗い海の中へと消えていった。

　ガン!!　と。

　ピンク色のリボンを束ねて作った長大なブラッドサインを足元に叩たたきつける少女に、礼服のフラクタル＝レスキンスは恭うやうやしく頭を下げながら進言する。

「海上には『アメンボ』が、海中には『バンドウイルカ』がおります。彼らに捜そう索さくを命じ……」

「無む駄だです。どうせ見つかりっこないとは思いませんこと？」

　勝負から逃にげた卑ひ怯きよう者ものへ吐はき捨てるように、暗い海を見ながらアザリアが答える。

　それから、獲え物ものを見失った金こん色じきの猛もう禽きんはこう付け足した。

「……狩かり場をうろつく野ウサギめ。次を楽しみにしていなさい」
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「あらまあ。そんな訳で寒さにガタガタ震ふるえているのねえ」

　Ｃ区画。大規模な中ちゆう華か街がいの中、甘い香こうの匂においが立ち込める古道具店のカウンターで、『イリーガル』所属の緑リユウ娘ニヤン藍ランは青い瞳ひとみに呆あきれ半分感心半分の光を乗せながら呟つぶやいていた。

　店内は薄うす暗ぐらく、壁かべも柱もとにかく赤い。……本当の中国の建物はこんな赤くないんじゃないかってくらい赤い。それもそのはず、ここは自然発生的に発展した中華街ではなく、トイドリーム社が配給しているカンフー映画の撮さつ影えい舞ぶ台たいとして築き上げた区画だからだ。つまり『欧おう米べい人じんが勝手に思い描えがいた、いい加減な中国』と考えれば良い。

　ちなみに、映画の中では上半身裸はだかのムキムキ主人公がショットガン二挺ちようを鎖くさりで繫つないでヌンチャクにし、全方位射しや撃げきで大暴れしていた。ひとまずはこれを基準に、どれくらいテキトーなのかを察してほしい。

「……、」

「……、」

　城しろ山やま恭きよう介すけ、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの二人は冷たく濡ぬれた髪かみを垂たらしたまま小刻みに震えていた。

　学校があるＲ区画で海中に没ぼつした後、彼らはあらかじめ近くにこっそり停てい泊はくさせていた住居代わりのクルーザーに乗り上げた。その後は水路を使ってＣ区画まで来た訳だ。途と中ちゆう、シャワーを浴あびたり着き替がえたりしたが、骨身にまで沁しみ渡わたる寒気を完全に拭ぬぐい去る事はできなかった。

　彼らがこの店に来た目的は二つ。

　一つ目は、励起手榴弾インセンスグレネードなどの物資補ほ給きゆう。励起手榴弾インセンスグレネードは個々の召しよう喚かん師しごとに繊せん細さいな調合を行う必要があるため、敵から奪うばっても使えない。自作するか、お得意様を頼たよるしかないのだ。

　二つ目は、情報収集だ。

「でも恭介ちゃん、濡れ髪の割に格好はいつも通りよね？」

「……同じ服ならいくらでもあるって訳だが」

「でも彼岸ちゃんはどうしてメイド服になってるの？　しかもミニスカタイプ」

「女物の衣服なんて酔よっ払ぱらったリューさんが以前押おし付けてきたそれしかなかったからだよ！　というか、男の僕ぼくにミニスカのメイド服を無理矢理手て渡わたして何がしたかった訳!?」

　一通りの生活用品が揃そろっているクルーザーでも、流石さすがに洗せん濯たく機きと乾かん燥そう機きはない。水と電力を使い過ぎるからだ。ずぶ濡ぬれになった彼女の巫女みこ装束は水の入ったたらいに浸つけ込んであるが、早い内にコインランドリーのお世話になる必要がある。さもなくば海水でガビガビだ。

　しかし改造チャイナドレスの美女はその言葉に、勢い良くカウンターから身を乗り出して、

「女物は他に何もない……？　となると！　今、まさに今!!」

「何がよ」

「神聖な巫女である彼ひ岸がんちゃんは『はいてない』って事でオッケーかしら!?」

「チィ!!　極力考えまいとしていた場所へ土足でズケズケと……!!」

　一目見れば誰だれでも分かるが、今の冥めい乃の河かわ彼岸は頰ほおを紅こう潮ちようさせ、メイド服のミニスカートを片手で押おさえて内うち股またでもぞもぞしている。事情を知らなければトイレを我が慢まんしているみたいだ。

「（し、『白き女王』よ、極限の屈くつ辱じよくに耐たえる高こう潔けつな心を私に与えたまっひゃ！　しっ、舌嚙かんだ……っ!!）」

　また何か口の中で呟つぶやく巫女さんを眺ながめ、グラマラスなオリエンタルビューティが滾たぎり出す。

「こ、高度だわ。命も人生も預けるしかない女の子にメイド服装備を命じるばかりか、下着の着用も許さずに真夜中の中ちゆう華か街がいをお散歩させるだなんて恭きよう介すけちゃん高度過ぎる!!」

「やめなってその笑い！　彼女に僕のトランクスを無理矢理穿はかせるのだって、それはそれで変態的だろう!?　し、仕方がないではないか、僕にはどうする事もできなかったんだー!!」

　大おお騒さわぎの二人を見ながら、冥乃河彼岸はろくに口を挟はさむ事もできなかった。

　これが先ほどまで戦場を支配していた『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』なのか……？

　落差が激し過ぎて、今後何を基準に接すれば良いのか軽くパニック状態である。

　見み透すかしたのか、緑リユウ娘ニヤン藍ランはにやにやと笑って彼岸にこう尋たずねた。

「恭介ちゃんのキャラが見えなくて不安になっているのかしら」

「えっ、あ……」

「答えは『そこにある全すべて』が恭介ちゃんよ。胸むねの谷間を見せると動どう揺ようし、涙なみだを浮うかべて上目使いで大たい抵ていの事は聞いてくれるわ。ここテストに出るから。あと殺し文句として『たす……」

「余計な事を吹ふき込むのやめなよマジで!!」

　大声と早口で城しろ山やま恭介が割り込んだ。

　改造チャイナドレスのお姉さんは多少クールダウンを自己に課しながら、

「……でもまあ、彼岸ちゃんも安心して。話を聞く限りでは一安心ってところかしらね」

「えっ？　あの、その、それって、どういう……？」

「彼岸ちゃんが恭介ちゃんと組んだって事は、二人は新生『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』として『フリーダム』アワード９０２に再登録されたのよ。だから今のあなたは、『ガバメント』が危き惧ぐするような『徘はい徊かい資産』扱あつかいからは脱だつした事になるの」

「で、でも、その、そんなにあっさりと納得してくれるもの……なの？」

「普ふ通つうは無理。でも、ガチで敵対している『イリーガル』とは違ちがって、『ガバメント』は『フリーダム』に依い頼らいを出して協力を求める事もあるの。……『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』はいつか殺せるけど、多大な犠ぎ牲せいを覚かく悟ごで始末するよりは手て懐なずけた方が効率的。今の『ガバメント』の総意としては、あなた達と無理に事を起こすメリットは少ないわ。『借り』もあるしね☆」

「とはいえ」

　注意を促うながすように、城しろ山やま恭きよう介すけが付け足した。

「あくまで希望的観測なので、あまり楽観はしないように。『ガバメント』の総意はそうでも、例の『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』が個人的に仕し掛かけてくる可能性は十分あるからさ。何しろ僕ぼく達は彼女にケンカを売った上で、顔に砂を掛けて逃にげ出した訳だし。……今いま頃ごろ、絶対キレているね」

　う、うええ……と彼ひ岸がんが震ふるえる声を出した。

　城山恭介でさえ『逃げた方が良い』と判断させる凄すご腕うでの召しよう喚かん師し。そんな化け物から顔と名前を覚えられる形で睨にらまれる事態に率直な恐きよう怖ふを抱いたのだ。

「そ、そもそも、得意な被召物マテリアルが『白き女王』って、あの『白き女王』って事、だよね……？」

　彼岸は青い顔で呟つぶやく。

　恭介は少しだけうんざりした調子で、

「そう。あなたが大好きなあの女王。……ヤツは単なる願掛けではなくて、実際にその力を凶きよう器きとして振ふり回すって訳だ」

　その言葉に、彼岸の顔がますます青くなっていく。

　頭の中を占しめる高こう潔けつな存在が、敵に回って牙きばを剝むく。その光景を想像するだけで卒そつ倒とうしそうになっているのだろう。だがそれが召喚師の世界だ。

「規定級、神格級、未み踏とう級ときて、さらにその未踏級の頂点に立つ被召物マテリアル……。そ、そんなの、うちの神社でも、その、『裏の祭神』として祀まつられていたくらいのヤツじゃない」

「ま、ぶっちゃけ一番人気よねえ」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはカウンターに肘ひじをついて、くすくすと笑いながら、

「うちの古道具でも『白き女王』の彫ちよう像ぞうとか絵皿とかが一番売れるもの。『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』はアワードもらうために『大三角』と契けい約やくを結ぶけど、実のところ、みーんな『白き女王』の方が強いって吞のん気きに思ってるだろうし」

「そ、そんなのを呼び出して戦う召喚師に目をつけられるだなんて」

「召喚儀ぎ礼れいの世界じゃ、どんなルーキーも凄腕も、あらゆる被召物マテリアルを平等に呼び出すチャンスがある。『何を呼び出せるか』だけじゃ強さを測る指標にはならないね」

　恭介や緑娘藍は気楽なものだった。

　場数の違ちがいとは、そこまで人を変えるものなのだろうか？

「でも、ようやく本題に入る事ができそうね。あなた達の話だと、『ガードオブオナー』なる新興組織に双ふた子ごの姉妹が襲おそわれて、離はなれ離ばなれになった。行方不明の姉が殺害される前に、何としても合流したい。期限は……日付変わってるし、あと二日？　それが最初の目的だったのよね」

「リューさん……。その『ガードオブオナー』って『イリーガル』の中で最近メキメキ力をつけているアブナイ新興組織って聞いているんだけどさ」

「うーん。でもお姉さんも知らないなあ」

　改造チャイナドレスの美女はあっけらかんと言う。そこには同じ『イリーガル』所属という事への負い目はない。ロシアンマフィアは南米の麻ま薬やくカルテルの悪行を見ても責任を感じる事はない。それと似た感覚なのだろう、彼女達にも『色々』あるのだ。

「双子ちゃんの情報源って、『ガバメント』からの資料提供でしょ、ほんとに信じられるのかしら？　……そうね。でも」

「でも？」

「もしも『イリーガル』じゃないモグリが勝手に『イリーガル』を名乗って事を進めているとしたら……本物の『イリーガル』であるお姉さんなら一目で違ちがいが分かるとは思わない？」
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　城しろ山やま恭きよう介すけは辟へき易えきしていた。

　原因は縦じゆう横おう五〇センチ程度、厚さ一五センチ程度の段ボール箱だ。業者が使うジュース用の箱のように、中には励起手榴弾インセンスグレネードがぎっしりと詰つめ込まれている。

「リューさん……。いくら何でも多過ぎるだろう。これじゃ逆にかさばるって！」

「余った分はクルーザーなりコインロッカーなりに小分けしておきなさいって。弾たま切ぎれになるたびにここまで戻もどってくるの面めん倒どうでしょう。それよりブラッドサインのタップ交こう換かんしたら？　不意に襲しゆう撃げきされてから手入れの不備を嘆なげいたって仕方がないんだし」

　古道具店のカウンターに載のせたノートパソコンをいじくりつつ、緑リユウ娘ニヤン藍ランはずずいとキット一式を勧すすめる。工作用の刃はの短いナイフに、耐たい水すい性せいの目の細かい紙やすり、そして瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざい。

　それを見て目を丸くしたのは、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんだ。どれもこれも日曜大工や夏休みの工作に使うものばかりで、とてもではないが、古いにしえの神々にさえ届く召しよう喚かん儀ぎ礼れいに適したものとは思えない。

「あ、あの、それ……」

「何か？」

　恭きよう介すけは背中からブラッドサインを取り出すと、先せん端たん数センチの所にナイフの刃はを当てて、一気に体重をかけた。バチン！　という鈍にぶい音と共に、先せん端たん部分が丸ごと落とされる。

　コロコロと床ゆかを転がっているのは、コルクのように柔やわらかい木材だ。多少は価値のある霊れい木ぼくのようだが、あの程度なら方法さえ分かっていれば温室の中でも育てられる。

「レプリグラス製のブラッドサイン。それ……実戦用じゃなくて、れ、練習用だよね？　その、『ガバメント』なんかで使われている……」

「正式にはクアッドモータース製『林檎の蛇フオスフオロス』だったかな？　まあ、初心者用っていうのは突とつ出しゆつした特とく徴ちようがない代わりに、基本的な性能では平均値を上回るように作られているからね。ここを基準にして、自分好みにカスタムするのが一番効率的なの。稀き少しような素材を使ったオーダーメイドは、破は損そんした時に再調達するのが難しいという事情もある訳だしさ」

　適てき当とうに答えながら、恭介はブラッドサイン断面に残った汚よごれをナイフで削けずり取ると、新しい木材の先端に瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいを塗ぬってから取り付けた。ブラッドサインの側面に沿うように刃をなぞり、はみ出て固まった接着剤と木材を薄うすく削り落としていく。

　作業はどれも手て馴なれていて、彼ひ岸がんは見ているだけで『長い付き合い』を漠ばく然ぜんと夢想していた。

　と、ノートパソコンを操作していた緑リユウ娘ニヤン藍ランがこんな事を言った。

「おっとっと。見つけた見つけた、この辺が怪あやしいかしら」

「リューさん、何か出てきたとか？」

　新しく取り付けた先端部分の表面を目の細かい紙やすりで薄く丸く削りつつ、恭介は尋たずねた。

　チャイナドレスの美女はノートパソコンの画面をバコッと外すと、モニタの方だけを突つき付けてくる。恭介が受け取り、横から彼岸が覗のぞき込む形になった。

「あ、あの、これ、オカルトサイト、なの？」

「都市伝説をまとめたサイトね。こういうのも意外と馬ば鹿かにできないのよ」

　緑娘藍にそう言われたが、彼岸は何やら難しい顔をしていた。

　恭介はこう尋ねた。

「ネットは馴な染じみがない方なのかな？」

「だって。まさに『これ』が、その、神様の居場所を奪うばったって、お姉ちゃんに聞いたから」

　彼岸の言い分は、厳げん密みつには間ま違ちがっているかもしれない。

「神様っていうのはどこでも好きに顕けん現げん・降臨するものかと思いきや、実は意外と限られた場所や条件じゃないと降りてこられなかった、っていうのが正しいと思ったけど？」

　城しろ山やま恭介達召しよう喚かん師しは、励起手榴弾インセンスグレネードを使って人工霊場を張ってから召喚儀ぎ礼れいを行う。という事は、だ。元々は『人工』と名のつかない、天然の霊場があるはずだったのだ。

　深しん山ざん幽ゆう谷こくや熱帯雨林といった前ぜん人じん未み到とうの秘ひ境きよう。あるいは、人の手でデザインされた神宮、聖堂、神しん殿でん。……単に人の目から隠かくれ、立入を禁じられれば良いという訳ではない。『覗こうと思えば覗けるけど、わざわざ覗きたいとは思わない』『あそこに深入りするくらいなら、知らずに一生を過ごした方が幸せだ』という自然な忌き避ひ感情を呼ぶ場所。そういう所に神々は降りる。

「ま、ネットって便利だけど、便利過ぎるものって弊へい害がいを生み出すものなのよねえ。今じゃ衛星写真なんて簡単に検けん索さくできちゃうし、ピラミッドの内部構造だって３Ｄでモデリングされて自由に探検できちゃうもの。そりゃあ、神様お好みのベッドは限られるわよね」

「そこが『僕ぼく達の業界でも語れるほどの神しん秘ぴ的てきな場所』であるなら、技術的には可能でも心理的にデータ化や閲えつ覧らん可能化を避さけたがるはずなんだけどね。だから、本当の意味での霊れい場じようっていうのは意外と少なかったのが露ろ呈ていしてしまった」

「中ちゆう途と半はん端ぱな聖域なら結構あるけど、そういうのに限って出口が詰つまって心霊スポットに化けちゃうのが考え物よねえ。まあ口くち裂さけ女みたいなバケモノが出てくれれば、私達のお仕事も増えるんだけど」

　人は闇やみを恐おそれなくなった。

　というより、闇がある事を忘れてしまった。

　それは弊へい害がいというにはあまりにも乾かわいた事実だが、今は使えるものは何でも使うしかない。

　改造チャイナドレスの美女は言う。

「召しよう喚かん師しとか依より代しろって、普ふ通つうの人には正しく認識されないし、条件次第でカメラやセンサーも誤ご魔ま化かせるでしょ。でも逆に、こういうトコに不完全な目もく撃げき情報として載のっちゃう事もあるの」

　城しろ山やま恭きよう介すけが画面をスクロールしていくと、有う象ぞう無む象ぞうの噂うわさ話ばなしが並べられているのが分かった。

　遊園地の地下にはオンラインカジノ用の巨きよ大だいサーバーがあって場所さえ特定できれば裏ＲＯＭを挿さし放題のチャンスがあるとか、公認キャラの着ぐるみに紛まぎれる形で人身売買組織が堂々と人混みの中を闊かつ歩ぽしているとか、まあありがちと言えばありがちな話も多い。

　その一つを見て、彼は眉まゆをひそめる。

『～肉食少女～

　Ｚ区画の動物園で起きた事故により、誤ってライオンの檻おりに落ちた少女がいた。彼女は死亡し、ライオンも職員の手で射殺されたが、彼女達は死後もこの世をさまよっているらしい。その理由は、少女の背中を押おした誰だれかをライオンの霊に食べさせるためだ』

「……あの、これ愛あい歌かの事ではないの？　あいつ、基本的にひきこもりだけど真夜中になると猛もう獣じゆうと一いつ緒しよに散歩とか月げつ光こう浴よくとかしているみたいだしさ」

「自力でコンビニ行けるならひきこもり名乗るのやめなさいよって話よねえ。でもま、そういう事。召喚師や依代の存在は一いつ般ぱん人じんには正しく認識されないけど、具体的にどうズレるのかまでは操れない。だから、こういう半端な形でひょっこり出てくる事もあるのよ」

　トントン、と緑リユウ娘ニヤン藍ランは人差し指で画面の中の一ヶ所を指した。

　そのテキストが拡大される。

「でもこいつは違ちがう、火消しのために情報をばら撒まいているヤツがいるわよ。それもかなり大規模に。感じとしては、『第五の軍サイバーフオース』の並列高速サーバーでも使ってそうなレベルのね」

「？？？　あの、その、ど、どういう……？」

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが尋たずねると、改造チャイナドレスの美女は笑って答えた。

「つまり、それだけヤバい真実を含ふくんだ噂うわさって事。もっとも、画面を見れば誰だれにでも分かるものでもないんだけどねー☆」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは（『ガバメント』の仲ちゆう介かい人にん・愛あい歌かが言うには）犯罪組織の寄り合い所帯である『イリーガル』の人間だ。だからこそ、彼女達はどんなものでも調達してくる。例えば何十億もの金を動かす広告代理店や検けん索さくビジネスそのものを管理するサイト運営企き業ぎようさえも完全には把は握あくのできない『ネットの流れ』を正確に分析するソフトウェアや専門集団なども、だ。

「『イリーガル』も株価を操ったり拳こぶしを使わない地上げの真似まね事ごとやったりする時に、ネットの噂を作さく為い的てきに撒くのよ。でも、これは私達とは関係ない。関係ないのに、『イリーガル』っぽい匂においがある。『ガードオブオナー』が私達を隠かくれ蓑みのにして、何かやっているかもしれないわね」

　城しろ山やま恭きよう介すけと冥乃河彼岸の二人は改めて画面に目をやる。

　問題の噂はこうあった。

『～バイト帝国の恐きよう怖ふ～

　子供達の夢と大人達の希望の街トイドリーム35では、アルバイトの教育にも相当の力を入れているらしい。接客態度が悪くて夢を壊こわすようなバイトは先せん輩ぱい係員に連れ去られる。ここ最近も、巫女みこ装束の黒くろ髪かみ少女が作業服の男達に追われているところが目もく撃げきされたらしい』

「あ、あの、これ、その……」

　オロオロとする彼岸に、恭介はこう言った。

「……ここは仮装や着ぐるみの街でもあるから、巫女装束ってだけでは微び妙みようなんだけどね。ただ、特とく徴ちように合う以上は追い駆かけてみても良いと思うよ」

「ちなみにこの噂、ここ数時間だけで三回も妨ぼう害がいされているのよね。夜の一一時からついさっきの一時過ぎまで……。『巫女装束のバイト少女』の出しゆつ没ぼつ位置は結構まちまちなんだけど」

「待てよ、それって……？」

「逆に言えば、目撃情報自体は増えているって事よね。まるで、わざわざ自分からひょっこり顔を出しているみたいに」

　ふむ……と恭介は少しだけ思し索さくにふける。

　どういうルートを使っているかは知らないが、冥乃河蓮れん華げは港こう湾わん地帯を無事に抜ぬけて、様々な区画を移動しているらしい。そんな秘ひ密みつの抜け道があるなら安全に潜せん伏ぷくしていられそうなものだが、彼女はわざわざ定期的に外へ顔を出している。

『ガードオブオナー』が情報の封ふう鎖さを行おうとしている以上、出現のたびに蓮華の位置情報は彼らに伝わってしまうはずだ。

　そこまでの危険を冒す理由は？

　考えて、恭きよう介すけはすぐ隣となりからノートパソコンの画面を覗のぞき込んでいる彼ひ岸がんの横顔を見た。

「……え？　え？　あの、何か……？？？」

「いや」

　恭介はそれだけ答えた。

　……冥めい乃の河かわ蓮れん華げは自らの身を危険にさらす事で、妹の彼岸に向けられる『ガードオブオナー』の追っ手を少しでも多く引きつけようとしている。

「リューさん。冥乃河蓮華がわざと人前に出しゆつ没ぼつするのは分かったんだけどさ。正確な時間と場所についての法則性は分からないかな。もっとストレートに言うと、次、どこに現れるか」

「次は朝の八時、Ｇ区画」

「え、ちょ……その、どうして分かる、の？」

「ま、事例が三回だけじゃサンプルとしては少な過ぎるんだけどね。ただ、この街ってＡからＺまで二六の区画に分かれている訳じゃない？　アルファベットを数字に分解してから、過去の出没時間と照らし合わせてちょーっと計算すると、簡単な法則性が見えてくるのよ」

「ブラッドサインで被召物マテリアルの名前を刻んで呼び出す……。まあ、召しよう喚かん師しらしいダイイングメッセージってところかな」

　とはいえ、と恭介は薄うす型がた画面の端はしを軽く叩たたく。

　そこにあるのは日付と時間の表示だ。

「……こっちから先回りするのは難しい……。となると、朝の八時まではどうする事もできない訳だね」

「それだけ時間があれば『ガードオブオナー』側も法則性に気づく可能性は低くないわね」

「あ、あの、その、それだと、どういう事になるの……？」

　ほとんど涙なみだ目めの彼岸に、恭介はシンプルに答えた。

「当然、ビーチフラッグみたいな争そう奪だつ戦せんになるのではないかな」
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　必要な物資を調達し、次の一手を打つための情報も得た。

　古道具店を出ようとする城しろ山やま恭介の背中に、カウンターにもたれながら緑リユウ娘ニヤン藍ランは声を掛かけた。

「そうそう、恭介ちゃん。サイドアームは持っていかないの？」

「ああ、そういうのは別に良いのではないかな。どうやら僕ぼくは『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』らしいしさ」

　素っ気なく言うと、恭介は扉とびらをくぐって外へ出てしまった。メイド服の短いスカートを気にする冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんはやり取りに疑問を覚えつつも、とりあえず恭きよう介すけについて行こうとして、

「なら良いや。彼岸ちゃん、念のためにこれ持っておいて。恭介ちゃんには内ない緒しよでね」

　ごろん、とカウンターに置かれたのは、刃は渡わたり二〇センチ程度の軍用ナイフだった。映画などに出てくる、背面がギザギザになっているヤツだ。ただしグリップが奇き妙みようで、包丁のように二枚の板で均等に挟はさみ込んだものではないらしい。片方に偏かたよっている。

「それ、鉄てつ砲ぽうにもなってる仕込みナイフだから。弾たまは二発入り。撃うつ時は相手の体の中心線に刃の切っ先を合わせて、グリップのボタンを押おせばオーケーよ。でも、一〇メートル離はなれたらもう当たらないって思ってね。基本的に『バネの力で飛ぶ刃の代わり』だし」

「えっ、えっ、ちょ、あの……!?」

　彼岸は戸と惑まどった。召しよう喚かん儀ぎ礼れいなんてイカれた殺し合いの世界に所属してはいるのだが、『鉄砲』というのは、どうもそれとはまた違ちがった忌き避ひ感かんがある。奇妙な話だが、彼女はまだ『自分がこの国の法律の枠わく内ないにいる存在』だと思っている部分があるのだ。

　だから、受け取らないための言い訳を無意識の内にひねり出していた。

「あの、その、被召物マテリアルとか防護円にいる召喚師には、普ふ通つうの武器なんて効かないんじゃあ……？」

「そうね。でも、これはすでにお姉さんの中で消化されている事だから彼岸ちゃんに話すけど」

「？」

「昔々、お姉さんはこれで召喚師を殺したの。当時の『ガバメント』アワード１０００をね」

　ぎょっとするには十分な言葉だった。

　召喚師。それも三大勢力の一角で、最大の力を持った『生きる伝説サウザンドイーター』。現世と異界で所属が逆転し、『向こう』の住人となって新たなる神話を紡つむぐとされる存在。彼岸と蓮れん華げの姉妹が全力で当たっても勝ち目の見えない相手を、ちっぽけな改造拳けん銃じゆうで仕留めた……？

　改造チャイナドレスの美女はくすくすと笑いながら、

「ぶっちゃけ、お姉さんはそいつの依より代しろをやらされていてね。まあひどいもんだったわ。冗じよう談だん抜ぬきに首輪をつけてケージの中で管理されるような生活に嫌いや気けが差したから、最後の最後で隙すきを突ついてそいつぶっ殺して逃にげ出したって訳」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランは『イリーガル』の所属だ。

『ガバメント』からすれば犯罪組織の寄り合い所帯と呼ばれる勢力。

「だからお姉さんは、召喚師は召喚師にしか殺せない、なんて定石は信じていないわ。方法次第でいくらでもチャンスはある。お姉さんは『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』なんて呼ばれる変わり種だけど、別にお姉さんだけの専売特許って訳でもないし、気をつけておくに越こした事はないはずよ」

「……、」

「特に、恭介ちゃんは高アワードの召喚師であるが故ゆえに、どうしてもそいつに頼たよりがちになる。だから、あなたが持っておいて。彼岸ちゃんはお客さんでもゲストでもなく、もう『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の五〇％なんだから。彼にできない事はあなたが補おぎなってあげてちょうだいね」

　薄うすく笑う改造チャイナドレスの美女。

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは一理あると思いながらも、その手はまだ宙をわたわたさまよう。

「ま、それに今夜の都合もあるんだし。単純な護身用としても必要じゃないかしら」

「？」

「ねえ。恭きよう介すけちゃんはムード満点のクルーザーで一人暮らししているんだけど、あなたは今夜どこで寝ねる事になるのかしら？　それも『はいてない』ミニスカのメイド服で。ねえ？」

　ガタガタン!!　と彼岸は力強く仕込みナイフを摑つかみ取り、危うくこの場で暴発させかけた。
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　トイドリーム35は海に面した大都市だ。その夜景は陸地はおろか暗い海にまで侵しん蝕しよくしている。原因は様々な船せん舶ぱくだ。小さなものは人員物資を輸送するための水上ボート、別べつ荘そう代わりのクルーザー、大きなものになればタンカーや地球を一周できる豪ごう華か客船なども珍めずらしくない。

　そんな中、一ひと際きわ巨きよ大だいな船があった。

　プリンセス・アザリア号。

　ＣＤの規格を決める時にベートーヴェンの名曲が全すべて収まるようにしよう、という理由で最終決定がなされたのは有名だが、この豪華客船にも似たような事が言える。ニューヨーク、上シヤン海ハイ、シドニー、コペンハーゲン、神こう戸べ、シンガポール……。世界の主要な港こう湾わん都市に架かかる橋は、この船がギリギリで通れる事を前提に設計されるか、改修されている。就しゆう航こうは一〇年前、たった一人の『幻まぼろしの少女』の社交界デビューを記念しての事ではあるが、この船の登場に合わせてパナマ運河の水門さえ再工事によってサイズを拡張させたという話はあまりにも有名だ。

　世界に名だたる米系軍ぐん需じゆ企き業ぎようクアッドモータースの影えい響きよう力りよくを端たん的てきに示した『伝説』である。

　……のだが。

「お嬢じよう様さま」

　老ろう執しつ事じの柔やわらかい声がしっとりと響ひびく。

　対するアザリア＝マゼンタレインは、コンビニのゴミ箱の横に座り込み、ホットスナックの人気商品『白身ナイトのフライドフィッシュ』をガジガジと嚙かんでいた。厚紙の外装にあるキャラクターイラスト以外のどこに創意工夫があるか全まつたく見えない一品である。豪華客船で待機するメイド達が目もく撃げきしたら、それだけで卒そつ倒とうしかねない光景だ。

「食事が必要でしたら、一度、船の方にお戻もどりになられるべきなのではないでしょうか」

「嫌いやです、堅かた苦くるしい」

　外装の厚紙をビニール袋ぶくろの中に放り込むと、彼女は続けて安っぽい春巻きを取り出す。

「一つ七八円、原材料不明。長ったらしいメニュー表示もシェフの自じ慢まん話もなし。……まったく、こんなの最高の贅沢スリルではありませんこと。『本家』に戻もどったら絶対に口にはできません」

「……しようのない方ですね、お嬢じよう様さまは」

「念を押おしますけれど、ほんとに内ない緒しよにしておいてくださらない？　こんなの『本家』に見つかったら、その日の内に全身精せい密みつ検査の刑にでも放り込まれそうですし」

　親指の腹についた油を小さな舌で舐なめ取りながら、アザリアはそんな事を言った。

「『フリーダム』のアワード９０２についてはいかがでした？」

「申し訳ありません。総力を挙げて情報収集を続けている最中ではありますが……」

「あなたを責めても彼らが顔を出す訳ではないでしょう」

　アザリアの細い手が地面へ直じか置おきしたペットボトルの炭酸飲料へ伸のびたのを見て、流石さすがの老ろう執しつ事じの目も鋭するどくなった。しかし、その反応を楽しむようにアザリアは喉のどを鳴らして飲んでいく。

「彼らの背を追うのではなく、彼らの求めるものを追うのが得策ではありませんこと。標的の冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんについては、『ガバメント』で保護した際の報告がありましたね」

「『ガードオブオナー』もまた、彼らを巡めぐって活発に動いているようですが……」

「なら、通常営業で行きましょう。どのみち、召しよう喚かん師しは闘とう争そうを軸じくとせねばその真価を発はつ揮きできない。敵と定めた者を、倒たおして、倒して、倒して、倒していく内に、いつかどこかで『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』とも巡めぐり合うでしょうから」

　シュワシュワと音を立てるボトルを目の前に掲かかげ、アザリアはその半はん透とう明めいの液体の中に、空想の面おも影かげを重ねていく。

「……あれは、久々に歯は応ごたえのある獲え物ものとは思いませんこと？」

　彼女は強い獲物を求めながらも、獲物そのものに思いを馳はせる事はない。

　彼女を高こう揚ようさせるものは別にある。

「かの未み踏とう級の頂点……『白き女王』。あれを呼び出す前に相手が潰れてしまう、なんて拍ひよう子し抜ぬけにならずに済みそうな、久しぶりの美味おいしい獲物です」

　規定級、神格級、さらに未踏級。

　その未踏級の中でも最強の力を持ち、それ故ゆえに信しん仰こうに近い人気を博す被召物マテリアルがいる。

　通つう称しようは『白き女王』。

　三つ巴どもえでいがみ合う『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の召喚師達が互たがいを潰すために技術を磨みがいた結果、皮肉にも低、中、高音の『大三角』すら放り出して、こぞって最強と認定してしまった個体である。

　つまるところ、アザリアにとって戦いとは一対一の闘争ではない。

　自分一人が輝かがやくための舞ぶ台たいに過ぎない。

　それでいて、最も素晴らしい演目は、美しき『白き女王』と共に踊おどる事なのである。

　人外の美。

　絵画や彫ちよう像ぞうの中に閉じ込める事のできない、一夜限りの芸術を完成させる事。それこそが『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』がこの世界に君臨する理由だ。

「まったく、悪い癖くせですね」

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいの本質と言いなさい。闘とう争そうを軸じくとするこの技術で何故なぜ神々や『その先』の未み踏とう級が呼び出されるのかは明白ではありませんこと。……闘争とは、『彼ら』が惹ひかれるほどに美しいから。違ちがいますかしら？」

　だから。

　彼女は多くの金と人材を使いながらも、決して結末を部下には任せない。チェスにおいてはキングであるはずの彼女が、率先して敵てき陣じんへと切り込んでいく。

　最も美しい戦いを演出するためなら。

　あらゆるリスクを享きよう受じゆしてでも、自らに匹ひつ敵てきする強敵の前へと立ち塞ふさがる。

「……あなた達が、『白き女王』到とう達たつまで保もってくれる事。本当に、本当に期待しているのですよ、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』」
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　翌朝。

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「何で寝ねてないのかな……。せっかくベッドを譲ゆずったっていうのにさ」

　簡かん易いキッチンにある食しよく卓たくの椅い子すを並べて無理矢理仮か眠みんを取った城しろ山やま恭きよう介すけは、背骨の辺りをバキバキ鳴らしながらそんな事を尋たずねたが、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんから答えは返ってこなかった。

　ぶすう……と憮ぶ然ぜんとした顔をしたまま、彼女は蛇じや口ぐちから流れる水を両手ですくって顔を洗っている。ここはクルーザーなので真水は割と貴重品だ。ぶっちゃけ、ミネラルウォーターをタンクの中に注ぎ込んでいると思えば良い。もっとも、ペットボトル詰づめの市し販はん品ひんより、レプリグラスのバクテリアプールを使って浄じよう水すいしたトイドリーム35の水道水の方が水質は良いのだ、とかいう調査報告もあるらしいのだが。

『続いては先せん端たん技術や最新商品をまとめた「話題きゃっちゃー!!」のコーナー。今回ご紹しよう介かいするのは巷ちまたで話題の「論理ケーブル」ダゾ。皆みな様さまは家電のコードがいつの間にか鳥の巣みたいに絡からまって困った事はないカネ？　しかしこの論理ケーブルはなんと！　たとえアフロ状態になったってひとりでにほどけるとんでもないもので……!!』

『でもトムキャットちゃん、これってレプリグラス製じゃないですか！　元が軍用品って事は相当値段が……あれ？　そんなにでもない？？？』

（……色々身近になったもんだね、いやまったくさ）

　恭介はテレビから流れる猫ねこの着ぐるみと女性アナウンサー（愛あい称しようは忘れた）の声を耳にしつつ、二人分の大皿にシリアルと牛乳を注ぎ、冷蔵庫にある惣そう菜ざいのサラダを並べる。

「期限は長くてもあと二日。これ食べたら、冥めい乃の河かわ蓮れん華げの動向と関わっているらしき『バイト少女』の噂うわさを追い駆かけようではないか」

「う、うん。早くお姉ちゃんを見つけてあげなくちゃね……」

　彼ひ岸がんはぎゅっと小さな手を握にぎり締しめて、

「あと、朝食と言ったらご飯とお味み噌そ汁しるだと思うの」

「うちにはシリアルと湿し気けたパンしかないね」

「……で、でも、トムキャットちゃんのシリアルとか買うんだね。その、伝説の召しよう喚かん師しなのに」

「ここはトイドリーム35なんだってば。トイレットペーパーだって痴ち漢かん撃げき退たいスプレーだってみんなキャラクター商品ばっかりだ。イラストがないの探す方が難しいよ」

　隠かくし味なのか、恭きよう介すけは自分の皿の中にプレーンなヨーグルトを一さじ入れていく。

「ふ、ふうん……」

「何でさっきから警けい戒かいしている訳？　一応、遺伝子組み換かえではないよこれ」

「うちの神社、人形供く養ようとか引き受けていたから、その、大量生産されては雑に捨てられていくキャラクターグッズを見ても無む邪じや気きに喜べないんだよね。泥どろに埋うもれる笑顔が一番怖こわい……」

　和食主義者の冥乃河彼岸だが、やはり空腹には勝てないらしい。彼女も彼女で用意されたシリアルの大皿に銀色のスプーンを差し込んでいく。

　一口含ふくむ前に、彼女はこんな事を囁ささやいていた。

「……『白き女王』よ、今日も無事に食しよく饌せんを得られた幸せを感謝いたします」

「また祈いのってるし……」

「み、巫女みこなんだから当然なの。うちの裏の祭神が『白き女王』だって、前に言ったでしょう？」

「最強一いつ択たくだから何かと頼たよりたい気持ちは分かるけどね。でも、召喚儀ぎ礼れいとしては一体限りの被召物マテリアルより、全体としての系を意識するべきだよ」

「そ、そんな事を言って……」

　彼岸はシリアルを一口含み、それからテーブル上にあった蜂はち蜜みつのボトルを摑つかみながら、

「この船だって、ホワイトクイーン号だって側面に書いてあったじゃない」

「これでもかなり後こう悔かいしているクチなんだ。一度船せん籍せき登録すると船名変へん更こうはかなり難しいなんて知っていたら、あんな名前はつけなかった」

　そこだけ吐はき捨てるような言い方で、彼岸はわずかに疑問を持った。

　だが答えを得る前に恭介は別の話題を持ち出してしまう。

「そうそう、これ食べたら『あれ』も早くどうにかしなくてはいけない訳だが」

「？」

「あれだよ」

　恭きよう介すけがシリアル用のスプーンで床ゆかの方を指す。そこには水を張ったたらいの中に沈しずむ、海水まみれの巫女みこ装束があった。







　夢と希望の巨きよ大だい遊園地トイドリーム35だが、もちろんお土産みやげ屋さんや公式ファンシーショップだけでなく、日々の生活に必要な店てん舗ぽも揃そろっている。

　だが、最も寄よりの駅に向かう道すがらで見つけたコインランドリーに入ると、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんがこんな事を言ってきた。

「あ、その、これはダメ」

「……何だって？」

　彼女が見ているのは洗せん濯たく機きではなく、それに使われる合成洗剤の方だ。

「私の緋ひの袴はかまは茜あかね染ぞめだから……。こ、こういうのを使うと、その、色落ちしちゃうってお姉ちゃんが言っていたの」

「なら、どんな洗剤なら大だい丈じよう夫ぶな訳よ？」

「基本的に『こういうの』は全部ダメ、かな」

　思わず恭介は頭を抱えた。

　となると、コインランドリーは使えそうもない。

「つまり、つまりだ。こいつを洗濯するためには、ただでさえ高いクリーニング店を利用しなくてはならない、と？　何でもかんでもホテル価格のこの街で？」

「そう、だね」

「挙げ句に、着物とかドレスとか、特別な手洗い指定のオプション込みで!?」

「……じゃないと、その、い、意味がなくなっちゃう」

「出費が多過ぎる。…………………………………………………………………………………………………………………………………………………すると、どうやらあれは諦あきらめるしかないね」

「？」

　きょとんとしたまま首を傾かしげる冥乃河彼岸に、恭介はこう言った。

　相変わらずミニスカートのメイド服の少女へ、ある意味で死刑宣告を。

「あなたのぱんつの話だが」







　一〇分後。

　早朝、開店直後のクリーニング店に本格仕様の巫女装束を預けて受取票をもらった城しろ山やま恭介をポカポカと叩たたく手があった。

　顔面をくまなく真っ赤にした冥乃河彼岸であった。

「なっ、何で!?　その、どういう理り屈くつでこんな展開になるの!?」

「一つ、僕ぼく達は『イリーガル』のリューさんの所で励起手榴弾インセンスグレネードや情報などを手に入れた。裏ビジネスなんだからあれは決して安くない。二つ、ここは遊園地の街で、基本的に何でもかんでも値段はお高い。三つ、和装の手洗いオプションは職人の手でやるからメチャ高い!!　言っておくけどね、僕だって貯金がほぼゼロなのよ、ゼロ！　冷蔵庫の中身がなくなったら釣つり竿ざお片手に食材探しを迫せまられる状じよう況きようだからね!?」

「だ、だって、その、『フリーダム』のアワード９０２で、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』のはずなのに……!!」

「ここ半年ほどは仕事しないで貯金を崩くずして生活していたけど何か？　そもそも人の蓄たくわえを気にする前に、ご自分のお財布と相談してはいかがなのかな！」

「うっ……。だ、だって、私達は借金のせいで神社も取り上げられる有り様だったし……」

「あの……素そ朴ぼくな疑問なんだけどね、あなた達姉妹はどうやってトイドリーム35までやってきたんだ。ホテルなりマンションなり、仮の拠きよ点てんに戻もどれば着き替がえもあるのでは……？」

「……………………………………………………………………………………そんなのないよ」

「ひょっとして、新聞紙と段ボール……。不ふ憫びんな……」

「そ、それ以上言ったら、その、私は制せい御ぎよが利かなくなるかもしれない」

　とはいえ、ない袖そでは振ふれず、ないパンツは穿はけぬのだ。

　一いつ瞬しゆん納得しかけた彼ひ岸がんは即そく座ざに気づいた。

「……あれ？　いや、あるよ!!　あ、あのクルーザーを売れば！」

「ふざけるな!!　まさか家を売ってパンツを買うようなイカれた選せん択たくがまかり通るなんて思っているのではないだろうね!?」

　という訳で、冥めい乃の河かわ彼岸のノーガード戦法は継けい続ぞくする運びとなった。

「全部終わったら、『ガバメント』か『イリーガル』に駆かけ込んで、小さな仕事をいくつか受けよう。このままじゃゴミ箱を漁あさるような生活が待っているしね」

「う、うう。さ、さりげなく、その、刺さしにきてない……？」

「当然だね！　何故なぜならこれペアを組んでいるのに支え合っている感じがしないからだ！」
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　午前七時五八分。

　Ｇ区画、モノレール駅前広場。この街は地面が意図的に水すい没ぼつしていて、道路は全すべて高速道路や巨きよ大だい陸橋のように宙に浮ういている。駅前広場はバスケットボールの試合ができるほど広かったが、やはりそれもまた、地面にはなかった。

　通勤通学のための人々と気の早い観光客とが交差する時間帯。平へい凡ぼんなＧ区画のモノレール駅前は、複数の召しよう喚かん師し達の思おも惑わくが真っ向から激げき突とつする、一いつ触しよく即そく発はつの『火薬庫』と化していた。

「そ、そろそろ、時間……だよね……？」

　短いスカートを両手で押おさえるような格好で気にしながら、メイド服の冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんがそう尋たずねてきた。彼女が目立つのは服装のせいではなくやたらモジモジしているからだろうが、言っても仕方がない事なので恭きよう介すけは黙だまっていた。

「で、でも、お姉ちゃん、その、どうやってあちこち移動しているんだろう……？　わ、私なんか、すぐに『ガバメント』に見つかっちゃったっていうのに」

「……おそらく、スタッフオンリーの業務用通路だろうね」

　恭介は冷静に答えた。

「資材やゴミの移動、それに有名人が周囲へパニックを起こさせず迅じん速そくに場所を移るために、街のあちこちには蜘蛛くもの巣のように大小様々な通路があるらしいし。海底トンネル、巨きよ大だい陸橋の内部、その他色々。僕ぼくだって詳くわしい全ぜん貌ぼうは分からない。夢の国の裏側の話だからね」

　ただ、蓮れん華げはそれを利用して、朝まで生き延びた。

　今後どうなるかまでは誰だれにも分からないが。

「『ガードオブオナー』が馬ば鹿かでなければ、同じようにどこかに潜ひそんでいるはずだね。……どこかにいる。お姉さんの蓮華も、それを狙ねらう輩やからも。だから集中して、気を引き締しめて」

　人間を使い、命を懸かけた。

　極限のビーチフラッグが、間もなく始まる。







　冥乃河蓮華。長い黒くろ髪かみにきめ細かな白い肌はだという、巫女みこ装束がこれ以上ないほど似合う少女。彼女はＧ区画の駅前広場のすぐ近くにいた。ただし駅前広場のすぐ上を交差する別の巨大陸橋だ。極めて近いが、恭介や彼岸達とは決して交差しない。

　ござるござる、と変な語ご尾びをつけた着ぐるみが吞のん気きに彼女の横を通り過ぎていく。

　蓮華がここにいる理由は極めてシンプルだ。

　わざと法則性のある動きをして、追っ手である『ガードオブオナー』側の注意を集める。そうする事で、妹の彼岸だけでも情報の網あみの外へと逃にがす。

（彼岸との『線』が切れたのが怖こわいけど……今さら捜さがしに行く訳にもいかない。私が彼岸を追い駆かけると、それが『ガードオブオナー』を彼岸の所に招くかもしれない。だから、あの子が生きているのを信じて、これまで通りにやるしかない……!!）

　妹のためなら何でもする。

　相手はやり手だ。こんな小手先の逃とう亡ぼう劇げきはいつか必ず露ろ見けんする。なら、ただ犬死にで終わるのではなく、せめて自分の命を役に立てる。家族を守るために。

　……そう決心していた蓮華だったが、

（何でっ、彼ひ岸がんがここに来ちゃっているのよ……!?）

　下から見上げられないよう、蓮れん華げは思わずコンクリ製の手すりの陰かげへとしゃがみ込んだ。

　これでは囮おとりの意味がない。蓮華を追ってやってくる『ガードオブオナー』は、遠からず彼ひ岸がんまでも包ほう囲い網もうの内側へ閉じ込めてしまう。

　その上、

（というか、何であの子ミニスカのメイド服なんか着ているの？？？）

　疑問が疑問を呼び、

（そもそもあの子の隣となりに立っているあの男は一体どこの誰だれなの？　えっ、まさか……新しい召しよう喚かん師し!?　私との『線』が切れたのってそういう……。再さい契けい約やくは脅きよう迫はくとか催さい眠みんとかで無理矢理やるのはダメって事だから、ええと……）

　疑問はさらなる混乱を招き、

（一〇〇％の同意がないとダメ。でも、それってホストの話術みたいなので騙だます分には問題ない……。ま、まさかあの野や郎ろう、私のかわいい彼岸に変な事してはいないでしょうね!!）

　思わず今の状じよう況きようを忘れてしまいそうなくらい、めらっとしていた。







「……見ィつけた☆」

　キィキィという金属の軋きしむ音が聞こえていた。

　道行く人々の波が自然と『彼女』を避さけるように左右へ開いていく。

　薄うすいピンク色のナース服を着た、妙みよう齢れいの女性だった。ただし、爪つめには毒々しいマニキュアがあり、束ねてもいない長い髪かみは一ひと房ふさだけ真っ赤に染められていた。共に、本職の看護師なら不衛生として絶対にやらない事だ。

　とはいえ、街全体が遊園地となっているトイドリーム35では、多少の仮装くらいでは周囲の目を集めない。注目に値するものは別にある。

　キィキィという音は続く。

　彼女が片手で摑つかんでいる点てん滴てきスタンドの車輪だ。透とう明めいなチューブの先に立つのは、紺こん色いろの地味な長なが袖そでのセーラー服を纏まとった少女だった。スカートは長く、そこから覗のぞく細い足も黒いタイツで完全に覆おおわれている。だが、その少女に華きや奢しやや繊せん細さいという印象を抱く者は少ないだろう。もっと脆ぜい弱じやくで、破は滅めつ的てきで、救いようのない言葉が浮うかぶはずだ。譬たとえるなら、中から腐くさり始めた老木を眺ながめた時に抱く感想のような。

　ふらふらと左右へ揺ゆれる少女は、自分の足で立ちつつも意思の力を全まつたく感じさせない。介かい護ごマニュアルに従い、第三者が背中を支え軽く手を引けば、地球の裏側まで誘ゆう導どうされそうだった。

　召喚師と依より代しろだった。

　召喚師の名は『ガードオブオナー』共通の銘めいである『唯ゆい一いつ無む私し』。港こう湾わん地帯において、クルーザーの上から未み踏とう級『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』を呼び出した凄すご腕うでだ。……ただし、今日この時に至るまで五〇人以上の依より代しろを使い潰つぶしてきた悪行あっての事ではあるが。

　依代の頭はぐらぐらと揺ゆれるばかりで、その口からは一言も発せられない。点てん滴てきの薬剤を使ってじわじわと、二四時間意識を混こん濁だくさせてあるので当然と言えば当然だった。名前のない少女は、おそらく自らの依代体質にさえ自覚はないだろう。

　厳げん密みつな効果は若じやつ干かん異なるが、『敗北者』が受ける『終末の災さい禍かを前に、薄うすら笑いを浮うかべるしかなくなった』絶望的忘ぼう我が状態を、薬学で再現するのに近いかもしれない。それも半永久的に。

「冥めい乃の河かわ蓮れん華げを目視で確認☆　目視で確認できちゃうって事は、こいつが使える間合いにあるって事なのよねえ☆☆☆」

　にたりと笑って、ナース服の『唯ゆい一いつ無む私し』は自らの太ふと股ももへと細い指を這はわせる。

　スカートの中から出てきたのは、缶コーヒーくらいのサイズの金属缶だった。

　励起手榴弾インセンスグレネード。

　現在、召しよう喚かん師しの冥乃河蓮華は、被召物マテリアルを呼び出すために必要な依代がいない。今なら最弱のコスト１でも嬲なぶり殺しにできる。

　必要以上に口くち紅べにを厚あつ塗ぬりした唇くちびるを己の舌で軽く舐なめながら、召喚師は点滴スタンドの少女の腕うでから点滴の針を引き抜ぬく。それもまた、戦せん闘とうの合図だった。長い人生の中、依代が自覚する世界は戦いの数分間の寄せ集めだけなのだ。……もっとも、『何も知らない』少女にとってその人生は極ごく彩さい色しきの悪夢の切り抜きと錯さつ覚かくしているかもしれないが。

「くすくす☆　ああ、やーっぱり☆　人の命を掌てのひらの上で転がしているこの瞬しゆん間かん☆☆☆　この感かん触しよくこそが至福の一ひと時ときよねえ☆ははは☆あは☆ハハ☆☆あははは☆アハ☆☆☆あは☆☆アハハ☆あははは☆☆☆☆あは☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆」

　その時だった。

　彼女は確かに聞いた。

　真後ろからひっそりと滑すべり込んでくる、鈴すずの音ねのように涼すずやかな少女の声を。




「あら。悪あく趣しゆ味みというのは、極める事によって裏を返し、もって社会に貢こう献けんする功績を作ってこそ、広くその価値を認められるものとは思いませんこと？　……例えば、こんな風に」







　ズズンッ……!!!!!!　という轟ごう音おんと震しん動どうが炸さく裂れつした。

　その決着まで、一五秒の猶ゆう予よさえなかった。
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　ヒゥン、ヒゥン……と。何かがゆっくりと回転しながら空気を引き裂さく音を城しろ山やま恭きよう介すけは耳にした。真上からの凄すさまじい爆ばく音おんに、訳も分からず駅前広場の人々が喚わめきながらあちこちへと逃にげ出していく中でも、その音は奇き妙みようなほどに強く彼の耳と心を叩たたく。

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは思わず頭上を見上げていた。

　駅前広場と交差する巨きよ大だい陸橋から、ナース服を着た女性が墜つい落らくしてきたのはその時だった。

　鈍にぶく、柔やわらかい音が炸さく裂れつする。

　その人影は背中から派手に落ちたのに咳せき込むのも忘れて、延々一つの行動を続けていた。ブラッドサインもないのに、倒たおれたまま何かを突つく動作をのろのろと繰くり返している。

「くっ……!!」

　恭介は突つっ立っている彼岸の手を取り、急いで走った。

　ほとんど飛び込むような格好で、真上を走る巨大陸橋の下へと身を隠かくす。

　疑問を発しようとした彼岸の口を片手で覆おおい、息を殺す。

　頭上から、やけに清きよらかな……清らか過ぎて細さい菌きんさえ殺しそうな少女の声が聞こえてくる。

　おそらく声の主は今、眼下に広がる駅前広場を見下ろしている。声の調子から察するに、電話か無線機を使っている最中のようだった。

『ええ、ええ。確かに撃げき破はいたしました。「ガードオブオナー」の……ええと、どれもこれも「唯ゆい一いつ無む私し」では分かりにくいですか。とにかくこれで八人目。簡単過ぎてあくびが出そうです』

（この声は……『ガバメント』アワード９３０、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』……!?）

　城山恭介は冥乃河彼岸の口を塞ふさいだまま、ごくりと喉のどを鳴らした。

　タイミングとしては最悪だ。

　正義の味方の『ガバメント』らしく、彼女達も独自の情報網もうで『ガードオブオナー』の動向を探り、その殲せん滅めつにあたっているのだろう。……だが、敵の敵は味方、となるとは限らない。恭介達はすでにアザリア＝マゼンタレイン達と『因いん縁ねん』を作ってしまっている。

　冥乃河蓮れん華げはすぐ近くにいる。

『ガードオブオナー』の追っ手も一人とは限らない。

　どこかと連れん絡らくを取り合っている『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』がこちらに気づけば、この人混みの中でさらに被召物マテリアルを使って暴れ回るだろう。被ひ害がいがどこまで拡大するかも分からない。

『ゴミの回収はそちらにお任せします。どこまでやれば洗いざらいしゃべるのか、強度テストでもあそばせてみてはいかがです？』

　……何にしても、こんな時、こんな所では安あん易いに戦えない。まずは無事に冥乃河蓮華と合流し、この場を安全に離はなれるところに焦しよう点てんを絞しぼるべきだ。

『これが必要な事かですって？　当然。私は「ガバメント」のアワード９３０です。そちらこそ、その価値を正しく測りかねているのではありませんこと？』

「（お、お姉ちゃんがいたの……）」

　腕うでの中で、メイド服の彼ひ岸がんが恭きよう介すけの顔を見上げるようにしながら、小声で訴うつたえた。

　切実に。

「（さっき見上げた時、その、確かにあそこにはお姉ちゃんがいた！　何とかしないと!!）」

「（待った。……様子がおかしい）」

　ジリジリと、首の後ろの辺りを炙あぶられるような感覚が襲おそう。

　真上からアザリアの声が続く。

『あなた達にはルーキーにはない地力が備わっています。ただ、その値にはバラつきがあり、必ずしも全員が及きゆう第だい点てんを満たしているとは限らないでしょうに。どこかでふるいをかける必要があるとは思いませんこと？　大きな計画とは、ほんの小さな足の引っ張り合いによって全すべてが瓦が解かいするリスクを孕はらむものなのですから』

　てっきり。

『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』が『ガバメント』の連れん絡らく係とでも電話をしているのかと思っていた。

　だが違ちがう。

『……アワード９３０の私でも追えないくらいやれば、他の「ガバメント」にも同じように追えなくなるという事を証明できます。私達は今、繊せん細さいな計画の最中にあります、それくらいでないと困るでしょうに。私の網あみにかかる者は、他の「ガバメント」に捕つかまって拷ごう問もんを受ける者です。今のが予行練習で済んでいる事に感謝しなさい。……これが実際の殺し合いであれば、無能なザコは撃げき破はあそばせて暗い部屋で計画の全ぜん貌ぼうを洗いざらい、ではありませんこと？』

　彼女が。

　アザリア＝マゼンタレインが携けい帯たい電話で会話をしていた相手は……。
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　崩ほう壊かいした港こう湾わん地帯で現場検証や復旧作業を行う作業員達の横をすり抜ぬけるように、携帯電話を手に『誰だれか』が歩いていた。関係者以外立入禁止などお構いなし。作業員が見み咎とがめて注意をしようとした時には、すでに一いつ般ぱん人じんは『誰か』の存在を不自然に忘れてしまっている。

　それが『誰か』など関係ない。

『唯ゆい一いつ無む私し』の名を冠かんしたその時より、個の概がい念ねんは消失している。

　ただ、そんな『誰か』はわずかに洩もらした。

「……お前が来てから、組織の形も随ずい分ぶん変わったな」

『あら、上下や新旧の話に興味はありません。私達は皆みなが等しく「唯ゆい一いつ無む私し」なのですから』

「なるほど、突とつ然ぜん変異が双そう方ほう向こうで起きているのが慰なぐさめか。お前は決して女王様ではない」

『誰だれか』は楽しくもなさそうな顔で無機質に笑いながら、

「お前の言う通り、我々『ガードオブオナー』にとって、全体の足を引っ張りかねない脆ぜい弱じやく因いん子しの『ふるい』も重要だ。それは正規の追跡方法を熟じゆく知ちした、世界の警察たる『ガバメント』のトップランカーが担になうに相応ふさわしい。だが逃とう亡ぼう因子への追つい撃げきを忘れてはいないだろうな。あれもあれで重大な案件だ」

『ええ、ええ。当然、問題となっていた冥めい乃の河かわ蓮れん華げについても拘こう束そくしています。一いち撃げきで殺してあそばせないよう気を配る必要はありましたが……』

　召しよう喚かん師し達は声を隠かくさない。

　どうせすぐに、人々の記き憶おくの中から消えていく。
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『……寄り道の最中に本命を見失うなんて愚おろかな真似まねを、この私がするとでも思います？　手て錠じようをかけて転がしてありますから、そちらについてもご勝手に回収あそばせ』

「（繫つながって……いた？）」

　恭きよう介すけは思わず眉まゆをひそめた。

　それから、少しずつその表情に深刻さが増していく。

「（いいや違ちがう。……『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』はかなり前から、通り名を『唯一無私』に変えていたのではないか、これ……!?）」

「ですから」

　不意に、少女の声が恭介の耳に突つき刺ささった。

　これまでとは違う。明らかに彼に向けて放たれた言葉。

「同どう胞ほうを討うってでも安全の確保に尽じん力りよくする『我々』が、あなたのような野ウサギを逃にがすとでも思いますか？　『フリーダム』アワード９０２、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』!!」

（何故なぜ今ある立場を捨ててまで『ガードオブオナー』などと合流した？　いいや、今は疑問を挟はさんでいる暇ひまはないか……!!）

　チッ、と恭介は舌打ちした。

　腕うでの中の彼ひ岸がんを解き放ち、こう告げた。

「これ以上は誤ご魔ま化かせない。彼岸、覚かく悟ごを決めて協力してくれないかな。ここで『ガバメント』のアワード９３０を……いいや、『ガードオブオナー』の『唯一無私』を撃破する!!」

「う、うん……!!」

　その金色の少女は老ろう練れんな執しつ事じを伴ともなって、天から舞まい降りてきた。

　着地の瞬しゆん間かん、膝ひざを使って衝しよう撃げきを殺すタイミングを狙ねらって城しろ山やま恭きよう介すけが弾だん丸がんのように駆かけた。その背から長大なブラッドサインを取り出し、大きく伸のばし、硝子ガラス細工よりも儚はかない少女の首の中心目がけて勢い良く先せん端たんを突つき出す。先端の平たい竹刀しないでも人間の喉のどは潰つぶせるものだ。軍用レプリグラス製ブラッドサインによる渾こん身しんの一いち撃げきは、明らかに殺しの技だった。

　ガッギィ!!　という鈍にぶい音が炸さく裂れつした。

　しかし少女に傷はない。アザリアの一歩前へと緩ゆるやかに出た礼服の執しつ事じが、両りよう腕うでを交差してブラッドサインの一撃を凌しのいでいたのだ。

　表情一つ変えずに老人は主人へ語りかけた。

「お嬢じよう様さま」

「ええ、始めましょう」

　言葉と共に、硬かたい音が響ひびいた。アザリアが自分の足元に、ピンを抜ぬいて指で摘つまんだ励起手榴弾インセンスグレネードを真まっ直すぐ落とした音だった。

「くっ!?」

　恭介は長大なブラッドサインの中ほどを両手で摑つかみ、前後の端はしを使って様々な角度から連続的に打撃を加える。爆ばく発はつ前に励起手榴弾インセンスグレネードを遠くへ弾はじき飛ばそうとするも、目の前にそびえる執事の壁かべがそれを許さない。さらに、アザリアはその細い指先を倒たおれた看護師の顔に突きつけ、誘ゆう導どうするように恭介へ向き直す。のろのろと動く影かげが邪じや魔まする前に、恭介がブラッドサインの先端を看護師の顔の近くで小さく振ふってナース服の敗北者をよそへ歩かせた。フラクタル＝レスキンスの腕が素早く動き、ついには逆にブラッドサインを摑み取られそうになったところで、恭介は舌打ちと共に大きく後ろへ下がった。

　この間、わずか数秒。だが最後のタイミングを逸いつした。

　軽い炸さく裂れつ音おんと共に、周囲一帯へ爆ばく発はつ的てきに人工霊れい場じようが展開されていく。

「共に９００番台同士」

　ビュルン！　と。大きなリールで束ねられていたピンク色のリボンが虚こ空くうで巻きつけられ、一五〇センチ程度の長大な棒になる。宙に浮うかぶブラッドサインを片手で摑み取った金こん色じきの猛もう禽きんと呼ばれる少女が、獰どう猛もうに笑う。

「……本当に優すぐれた果実は、下手へたな手を加えずにそのまま口にした方が美味おいしくいただけるものではありませんこと？　せっかくの大おお舞ぶ台たいです。無ぶ粋すいな真似まねはなしにして、今日は存分に楽しませてくださいな」

　効果時間はおよそ一〇分。

　一時間を六等分にした、本物の地じ獄ごくの扉とびらが開いていく。
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　ズズン……!!　と。

　両者が激げき突とつした直後、駅前広場の真上を走る巨きよ大だい陸橋が大きく崩くずれた。もちろん、防護円に守られた召しよう喚かん師しは瓦が礫れき程度で死ぬ事はない。大量の粉ふん塵じんによって恭きよう介すけの視界を遮さえぎり、ブラッドサインの操作を妨ぼう害がいするための布石に過ぎない。

　その間にも、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』は動く。




「アン」

　その戦場を支配するのは、声。




「ドゥ」

　僧そう侶りよの持つ鈴すずの音ねのような、聞くだけで場の邪じや気きを丸ごと払はらうような。




「トロワ」

　清きよらかなる、声。




　慄りつ然ぜんがあった。

『始祖の赤ｂ』……低音のコスト１、全長三メートル以上の巨大な赤い粘ねん液えきと化した冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは、可愛かわいらしい言葉と共に開示される現実を見て、思考が停止しかけていた。

「アン、ドゥ、トロワ」

　アザリア＝マゼンタレインが行っているのは、現象だけならシンプルなものだ。

　自らのブラッドサインを使い、手持ちの白い球形の光『白しろ棘とげ』を初期の三つ分全すべて放っただけ。壁かべや地面に当てて反射させているだけ。

　だが、その精度があまりにも高い。高過ぎる。

「アンドゥトロワ、アンドゥトロワ……アン・ドゥ・トロワ」

[image: ]

　ドカカカッ!!　と。

　軌き道どうだけ見ると、人工霊れい場じようをまたぐように大きな四角形を描えがく。放ったはずの『白棘』がアザリアの手元へ正確に戻もどる。わずかなスピンを経へてピタリと止まった『白棘』を、再び彼女のブラッドサインが鋭するどく突つく。

　結果、

《この人……『白棘』を消費しない!?　も、戻ってくる『白棘』を延々と打ち続ける事で、その、残りのストックを気にせず無限に攻せめの姿勢を貫つらぬき通す事ができるっていうの!?》

　人間を超こえる巨きよ体たいと異い形ぎようの芸術性に満たされた被召物マテリアルと統合しながら、依より代しろたる彼ひ岸がんの心の中は人間らしい恐きよう怖ふで満たされていた。

　真しん紅くの光の乱らん舞ぶと、ピアノの鍵けん盤ばんに両手を叩たたきつけるような、聞く者の精神を砕くだきにかかる壊こわし歌が小世界全体に炸さく裂れつしていく。それは途と切ぎれる事なく、永遠に続く。

　……動きを止めた『白しろ棘とげ』は自然消しよう滅めつする。

　ただし、消滅するまでの三秒の内に再びブラッドサインで突つく事で再利用できる、という例外がある。広大な人工霊れい場じようの中を走り回り、『白棘』の終着点に先回りを試みる召しよう喚かん師しもいる。

《でも、そ、そんなの必ずしも成功する訳じゃない。ふ、普ふ通つうは拾ひろえる範はん囲いにあるものは拾った方が得をするくらいの感覚でしかない。それを、その、こ、この人は、一〇〇％の精度で実現している……!?》

『白棘』の数が複数になっても、その精度は変わらない。

　そうしている間にも、一〇秒おきに虚こ空くうから追加のストックが補ほ充じゆうされていく。

『白棘』が当たるのは、何も壁かべや地面だけではない。

　子音の低、中、高音。母音の極低音。被召物マテリアルの名を刻んで錬れん成せいに導く『花弁』を次々と叩いていく。『花弁』同士の激げき突とつやスポットへ収まる際に音程の狂くるったリズムが生み出され、壊し歌はさらにエスカレートしていく。

《これじゃ、こんなのじゃ、ひ、一つ一つの『白棘』で一つ一つの『花弁』をスポットに入れていく普ふ通つうのやり方じゃ、その、こ、この人には絶対に勝てない！　速度が違ちがい過ぎる!!》

　彼ひ岸がんの意識はパートナーである召しよう喚かん師しの方へ向けられる。

　それは目が眩くらむ恐きよう怖ふの対象を全力で拒こばもうとする、現実逃とう避ひに近かったかもしれない。

　もちろん、こうしている間も、城しろ山やま恭きよう介すけはじっと待っていた訳ではない。

　常に最速、最短の動きで『白しろ棘とげ』を打ち出し、様々な『花弁』をスポットに落としている。時に二つ、三つと同時に『花弁』を落とす事もあり、それは依より代しろ側として……召喚師の技量を傍ぼう観かんするしかない冥めい乃の河かわ彼岸の目にも凄すさまじいものに見えた。

　彼岸は縁ふちにびっしりと牙きばのついた巨きよ大だいな傘かさに、老ろう執しつ事じは殺人ギミック満まん載さいの女神像に。複数の鎖くさりを束ねた大だい蛇じやに、人の皮を縫ぬい合わせたからくり人形に、無数の目玉が張り付いた古書に、側面に巨大な笑顔の張り付いた歯車に、図ず鑑かんには決して載のっていない恐きよう竜りゆうに。互たがいの被召物マテリアルは瞬またたく間に形を変えていく。

　だが追い着かない。

　一回で一つの『白棘』を扱あつかう恭介では、お手玉のように複数の『白棘』を立て続けに扱い続けるアザリアと同じ速度域に立てない。

「っ!!」

「あらあらどうなさいました？　泰たい然ぜん自じ若じやくの『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』はどちらへあそばせたのでしょう」

　結局のところ、召喚儀ぎ礼れいは被召物マテリアル同士の戦いだ。

　そしてその強さは低、中、高音の三つ巴どもえの『音域』と、スポットへ放り込んだ『花弁』の数……コストによって決定される。

　そのどちらもが、ブラッドサインによる白い球形の光『白棘』の操作がものを言う。

　狙ねらいは正確だが打ち込むまでに時間がかかるのなら、手数の多さで圧あつ倒とうできるかもしれない。

　手数が多いが狙いが甘あまければ、正確で無む駄だのない動きで追い抜ぬけるかもしれない。

　だが、両者の長所を併あわせ持ち、短所を全すべて切り捨てた相手に、どう立ち向かえば良い？

　そんな方法は存在するのか？

《きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???》

　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ!!　と。

　翼つばさの生えた鰐わにに、岩でできた巨大な顔に、腐ふ臭しゆうを漂ただよわせるクラゲに、いいやもう錬れん成せいが早過ぎて漠ばく然ぜんとした塊かたまりにしか見えなくなっている『それ』からの乱打を受けて、巨大な甲かつ冑ちゆうの被召物マテリアルとなった冥乃河彼岸の仮かり初そめの体が、次々に抉えぐり取られていく。内部に格納されている『人じん郭かく』……柔やわらかい彼岸のシルエットが、今にも剝むき出しになりそうになる。

　防戦どころか、反射的に両りよう腕うでで顔を庇かばう事すらままならない。三つ巴の『音域』こそ対応させて、可能な限り損傷は抑おさえているものの、コスト差も一回り……10以上離はなされつつある。普ふ通つうに考えれば一発二発で粉ふん砕さいされかねない状じよう況きようだ。

　にも拘かかわらず彼ひ岸がんが未いまだ敗北していないのは、やはり恭きよう介すけの技量によるものだ。彼は彼岸が撃げき破はされる限界を見極めてから次の被召物マテリアルへ錬れん成せいさせて新しい体を与える事で、そのダメージが核かくたる彼岸の意識を断ち切るのだけは避さけている。

　乱暴な話だが、たとえ一リットルの血液パックがあったとしても、当人が傷ついて血を流していなければ輸血はできない。恭介がやっているのは、ギリギリまで血を流しては輸血で補おぎない、またギリギリまで血を流しては輸血で補い、を延々繰くり返す事で、あらかじめ決まっている致ち死し量りよう以上の血を流しても死なないようにしているだけである。

「『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の城しろ山やま恭介。……あなたに手て袋ぶくろを投げつけられて以来、改めて色々と調べさせていただきました」

　優に一〇に届く『白しろ棘とげ』を一本のブラッドサインだけで正確に操りながら、彼女は薄うすく笑う。

「『たすけて』という言葉を耳にしたが最後、スイッチが入ったように何もかもを救ってしまう召しよう喚かん師し。定形の依より代しろは確保せず、素質ある者と行きずりで契けい約やくしては、陽ひの当たる世界へと送り返す奇き特とくな召喚師。……目につく者全すべてを救うあなたの欠点は、理想に対し結果が伴ともなわないからではありませんことよ。むしろ逆に、あまりにも完かん璧ぺき過ぎるから弊へい害がいが生じるのでしょう？」

「っ」

「だって、そうですものね。全てを救うなんて、結局、部屋の片づけができない、物を捨てられない人間と変わらないもの。だからあなたは世界を救うにしては余計なものまで助けてしまい、だからあなたの周りには山積みのカオスしかありません。個人としては好ましくても、全体としては害悪でしかないとは思いませんこと？」

「……そういう僕ぼくは、あなたの事をほとんど知らない訳だが」

　至近距きよ離りでの激げき突とつがあった。

　互たがいの防護円をギリギリと押おし付け合いながら、二人の召喚師は鋭するどく睨にらみ合う。

「『ガバメント』のアワード９３０、クアッドモータースの会長令れい嬢じよう。表にしても裏にしても、その立場には申し分がないはずではないか。全てを捨てて『ガードオブオナー』などに流れる理由が思い当たらない……!!」

「あらあら。本気で言っているのでしょうか。『普通』なんてものの見方が、私達の世界で通用するとでもお思いあそばせ？」

　くすくすと笑いながら、しかしアザリアは無数の『白棘』を正確に自分の手元へ呼び戻もどす。

「表おもて舞ぶ台たいの立場？　札束の数？　そんなもの、すぐにでも地球人類から忘れ去られる私達には何の価値もありません。欲しいものは店先で手て摑づかみし、気に喰くわない者は公衆の面前で殺害する。それが『普通』に成立してしまうのですから。……そして、同じように奪われても誰にも気にしてもらえないのですからね」

　何より、とアザリアは付け足し、

「召しよう喚かん師しのアワードになんて、何の意味もないでしょう。それは『フリーダム』で９０２まで上り詰つめたあなたにだって分かる事でしょうに」

「……っ」

「アワード１０００になれば現世と異界で所属が逆転し、生きたまま『向こう』で新たな神話を紡つむげる？　ハッ、まさか！　素人しろうと同然の連中は九〇〇番台まで獲とればあと少しと吞のん気きに言い放ちますが、そんな訳ないのはあなたもお分かりなのではありませんこと？　アワードは、残りが少なくなるほど獲かく得とくしづらくなる。その想像を絶する難度は、作さく為い的てきな到とう達たつ不能点を作って召喚師を設定された上限値で押おさえようとしているのでは？　かと言って、アワード欲しさに所属の鞍くら替がえを繰くり返せば、狭せま苦くるしい業界全体から裏切り者扱あつかいされる。これでは八方ふさがり、馬ば鹿か正直に達成しろと言うのは流石さすがに呆あきれます」

「……僕ぼくは、『ガバメント』のアワード１０００を知っているけど？　まあ、現世と異界で所属を逆転させようとする前に、ある女性の手で殺されている訳だが」

「ですから、それは三大勢力を自由に闊かつ歩ぽしても許される、内ない緒しよ話ばなしで全すべてを揉もみ消せる裏口を知った卑ひ怯きよう者ものだけでしょう。結局、人間の王と被召物マテリアルの『大三角』が、神になるのを良しとした者しか１０００は得られない仕組みができているのではありませんこと？」

　……あいつの凶きよう暴ぼう極まる強さはそんなに甘あまくなかった、と恭きよう介すけは口の中だけで呟つぶやいた。

　アザリアは、どろりとした瞳ひとみでこう続ける。

「召喚に際し薔薇ばらの象しよう徴ちようを用いるのに、基準となる言語がヘブライ二二字ではなく英語のアルファベット二六字である理由は？　薔薇、花弁、白しろ棘とげと記号を統一しているのに、スポットだけ名が浮ういているのは？　理論を構築し、ルールを押し付けあそばせる者の都合でしょう。そうした方が得をする人間がいるからでありましょう。そんなものに従うだけで１０００に到達し、一線を越こえようなどとは、考える方が間ま違ちがっています」

　吐はき捨てるように言うアザリアに、未練はない。

　本当に、彼女は『ガバメント』のエース、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』を捨てたようだった。

「挙げ句、実際に１０００を獲得した者サウザンドイーターがどこへ消えるか、客観的に確かめる術すべもない。……『向こう』はこの世ならざる天国なのか、そもそも『向こう』に行っているのか。それも分からずただ飛び込めと言われましても躊ちゆう躇ちよして当然ではありませんこと？」

　まずい、と城しろ山やま恭介は思った。

　この流れは、アザリアが口に出そうとしているモノは、なにか決定的にまずい、と。

「だから、『我々』はもっと確実で、もっと分かりやすく、もっと誰だれの目にも結果を確かめられる方法を模も索さくしました」

　くすり、という少女の柔やわらかい笑みがあった。

「だから、『我々』は『向こう』へ行くなどという不確実なものに頼たよらずに、神々と永遠に寄り添そう方法を模も索さくしました」

　そして、アザリア＝マゼンタレインははっきりとこう告げた。




「そう、かつて世界でただ一人、あなただけが成功させた『奇跡』と同じ方法論をです」




「───ッッッ!!!!!!」

　ゴギン、という鈍にぶい音が聞こえた。

　召しよう喚かん師しの一番の武装であるブラッドサインを、恭きよう介すけが思わず握にぎり潰つぶしそうになった音だった。

「くすくす。あはははははは!!　ストロークが乱れていませんこと？　『我々』はあなたほど天才ではありません。だけど、『我々』はかつての天才に届く程度の技術はかき集めた。だから、『我々』はもはや天才を必要とはしていない。人の手で『それ』ができる……そのお墨すみ付つきさえあれば十分とは思いませんこと？」

《な、なに……？》

　絶え間なく仮かり初そめの体を抉えぐり取られながらも、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは苦痛を忘れていた。

　もっと大きな疑問が首をもたげ始めていた。

《この人は……ううん、その、この人達は、な、何か私の知らない世界の事を話している。一体、さ、さっきから何を言って……？？？》

「……あなたは、何も分かっていないのさ」

　あれだけ泰たい然ぜん自じ若じやくとしていた恭介の口から、血の塊かたまりでも吐はくように凄せい絶ぜつな言葉が洩もれる。

　彼は今この世界を見ていない。彼岸の知らない世界に揺ゆさぶられている。

「『あれ』の向こうに理想や幸福は存在しない。その先にあるのは底なしの絶望だけだ!!」

「あはあ、良いですわあ☆　『我々』も早く、そのように超ちよう人じんぶった台詞せりふの一つも吐けるような場所に立ってみたいものです!!」

　さらにアザリアの扱あつかう白い球形の光『白しろ棘とげ』の動きが冴さえ渡わたる。

　扱う被召物マテリアルが次々と形を変えて冥乃河彼岸へと襲おそいかかっていく。

　このままでは勝てない。

　恭介は目も眩くらむ現実を直視した上で、かつ、それでも勝つ方法を高速で模も索さくしていく。

（『唯ゆい一いつ無む私し』……かつての『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』が得意とするのは、打ち出した『白棘』を規定回数反射させて自分の手元へ戻もどす事による、未消費・無制限の物量戦術）

「規定級を一〇〇体呼び出さなければ神格級は呼び出せない。神格級を五〇体呼び出さなければ未み踏とう級は呼び出せない。まったく、煩わずらわしい仕組みだとは思いませんこと？　おかげで、並なみ大たい抵ていの召喚師が相手では、未踏級に届く前に相手がご退場あそばせてしまいます」

（利用するものは地面、壁かべ、街がい灯とう、自じ販はん機き、人工霊れい場じようの中にあるものなら何でも。人工霊場を区切る縁ふちを使う事も多い）

「だから私、実はあなたにはとても期待しているんですの」

（扱う被召物マテリアルは必ずしも巨きよ大だいな体たい軀くとは限らない。個人の好みか、地形を不要に破は壊かいする事を嫌きらっているのか）

「あなたほどのしぶとさがあるなら、かの未み踏とう級の頂点『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』を呼ぶまで保もつかもしれないのですから……!!」

　たわ言は無視した。恭きよう介すけはブラッドサインを操りながら、ひゅう、と短く息を吸い込む。

　その目に宿る闘とう志しに鋭するどさが増す。

「……だとすると、『あれ』が使えるかな？」
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「……っ」

　一段上。

　モノレール駅前広場の真上を走り、今は被召物マテリアルに破は壊かいされてしまった巨大陸橋の縁ふちで、巫女みこ装束を着た少女、冥めい乃の河かわ蓮れん華げは呻うめき声をあげた。

　カキン、という硬かたい音と共に、後ろ手に戒いましめていた手て錠じようが外れる。

　家の玄げん関かんや金庫の鍵かぎと違ちがって、一いつ般ぱん的てきに手錠の鍵はかなり簡略化されているものだ。慣れてさえいればヘアピン一本で開けられる程度の構造でしかない。

「……こんなものつければ永遠に安心できるだなんて、映画の見過ぎなんじゃないかしら？」

　自由になった手首をさすりながら、蓮華は吐はき捨てるように言う。

　作業に要したのは数分程度だが、たったそれだけの時間がもどかしかった。

　すぐ近くで、たった一人の妹が文字通り命を削けずって戦っている。

　自分の命をなげうってでも助けようとしていた家族がだ。

（くそ……さっきから、防戦一方になっているじゃない……）

　上方から戦せん況きようを確認しつつ、蓮華は奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。

　妹の彼ひ岸がんと組んでいる男は決して弱くはない。というより、召しよう喚かん師しとしての蓮華を軽く二回りか三回りは上回る実力者だ。そもそも、あまりにも『花弁』の消費が激し過ぎて、頻ひん繁ぱんに新しい『薔薇ばら』の塊かたまりが再出現してはバラバラの『花弁』に分解されて……を繰くり返している。『二一六個ワンセットの「薔薇」の内、七つずつ三つ巴どもえの子音、またはａ、ｉ、ｕ、ｅ、ｏの母音の一種を全すべて消化すると新しい「薔薇」の塊が再登場する』……などというルールは知っていても、何度も『チェイン』を繫つなげる長期戦ではないとなかなかお目にかかる事はないというのに、だ。

　だが、そこまでやっても相手には届かない。赤みを帯びた金きん髪ぱつの縦たてロールの少女が扱あつかう無制限戦術はあまりにも高速で、操られる被召物マテリアルはどこまでも強きよう靭じんで……結果として、弱くはないはずの彼ひ岸がん達が弱く見えてしまうほど、ズタズタに引き裂さかれていく。頻ひん繁ぱんに怪かい物ぶつの体が砕くだかれ、たびたび『人じん郭かく』たる彼岸の柔やわらかいシルエットが見え隠かくれするほどに。

　その上、

（まずいな、そろそろ相手は神格級に届く。そうなったら三つ巴どもえの『音域』なんて関係ない。地形ごと彼岸が粉々に砕かれてしまう!!）

　さっきまでの話は聞いていた。

　あの巻き髪がみの少女は未み踏とう級『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』に執しゆう着ちやくしているらしい。その観点で人工霊れい場じよう全体を見み渡わたしてみると、ある面白い特とく徴ちようがあるのが分かる。

（……未踏級を呼び出す方法は二つ。一つ目は規定級を一〇〇体、神格級を五〇体立て続けに呼ぶ事で、未踏級の名を刻める環境を整える方法）

　現実には難しい方法だ。励起手榴弾インセンスグレネードによる人工霊場の効果時間は約一〇分。一回で複数の『花弁』を突つき、常に二、三秒おきに被召物マテリアルの錬れん成せいを続けても七分以上かかる。単なる模も擬ぎ戦せんならともかく、敵方の動向を見極めて命を預けながら行う実戦ではなかなかできる事ではない。

（もう一つは、一文字もズレる事なく既き定ていの順番通りに名前を刻む方法）

　こちらも簡単ではない。手に入れた『花弁』を並べ直して名前を作るのでは駄だ目めだ。始めたら最後、一文字も無駄があってはならないし、入れ替かえる事もできない。当然、未踏級を呼び出そうとしている事を敵方に気づかれて妨ぼう害がいされたら、そこで一巻の終わりである。

　ただ。

（……あいつは『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』に執着するあまり、複数の方法で呼び出せるように準備を固めている。今は一〇〇体の規定級と五〇体の神格級で進めているけど、あちこちに、ちょっと『白しろ棘とげ』で突いただけで順番通りに『花弁』をスポットに叩たたき込めるよう、別のパターンもこっそり準備を進めている）

　ドミノ倒たおしの列をあっちこっちに仕込んであるようなものだ。そして誰だれが指先でつつこうが、牌はいは平等に倒れていく。

　当然、今のままではドミノは完成していない。相手は本命の寄り道としてあちこちに部品を撒まいているだけだ。しかし、いくつかの不完全な『塊かたまり』を線で結ぶと、互たがいの不足を補おぎなうように召しよう喚かんの条件を満たせる。たった一回白い球形の光『白棘』を打ち込めば全すべて繫つながる。

（一〇〇年に一回の『良い目』がゴロゴロ転がってる。これを自分の意思で作れる敵方の実力はヤバいけど、別にあいつだけにしか利用できないって訳じゃあない……）

　……今なら勝てる、と蓮れん華げは思った。

　彼岸に牙きばを剝むく『ガードオブオナー』の召喚師は、もうすぐ規定級を超こえた神格級に届く。だがその前に、より強力な未踏級の頂点である『白き女王』を呼び出してしまえば、彼ひ我がの実力差など無視できる。

（今なら呼べる。あいつが『保険』として用意した材料を使えば、私の手でも、あの未み踏とう級の頂点、『白き女王』を……）

　問答無用で勝利をもぎ取れる。

　そのために必要なのは……、

「……遠えん隔かく共きよう振しん開始、内臓同期開始、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの生体信号を受領、同一化作業完了」

　これは本来、冥めい乃の河かわ蓮れん華げの機能ではない。

　非常事態と自己を正当化しつつも、蓮華は自分の妹に心の中で謝る。

「疑似共振した体内より異物反応を感知、契けい約やくの内容を閲えつ覧らん、一部を削さく除じよして上書き……」

　きりきりきりきりきりきり、という小さな軋きしむ音が蓮華の胸むねの辺りから響ひびいた。

　細い細い糸を両りよう端はしから少しずつ引っ張るような、ほんの些さ細さいな音の連続。

「人様の妹につばつけて、いっぱしの召しよう喚かん師しでも気取っているのかもしれないけど」

　ザザザザザザ!!　という木の葉が擦こすれるような音が響いた。いつの間にかその手は、大量の符ふを寄せ集めて作り上げたブラッドサインを摑つかんでいた。

　召喚師は、依より代しろがいなくては召喚儀ぎ礼れいを扱あつかえない。

　だが、




「姉妹の絆きずなを、甘く見るなァァああああああああああああああああああああああああ!!」
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　その瞬しゆん間かん。

　ブラッドサインを構え『白しろ棘とげ』の先にある『花弁』を狙ねらい定めていた城しろ山やま恭きよう介すけは、がくんっ!!　と自分の体の中心を走る『何か』が引っこ抜ぬかれるような感覚に襲おそわれていた。召喚師として様々な経験を積んだ彼でも、受けた事のない衝しよう撃げきだった。

『何か』が逃にげる。奪うばわれる。

「な、ん……ッ!?」

　手持ちの『白棘』が全すべて消しよう滅めつする。被召物マテリアルを体内に招く彼ひ岸がんとの繫つながりが失われる。

「……、チッ」

　アザリア＝マゼンタレインは正確にブラッドサインを操りながらも、その『変化』を察知したらしい。小さな顔に浮うかぶのは、困こん惑わくでも勝機でもない。大おお舞ぶ台たいに水を差された苛いら立だちだ。

　誰だれかが、破壊された巨きよ大だい陸橋から飛び降りてきた。

　ブラッドサインを摑むその巫女みこ装束の少女は、彼岸の姉の蓮華だ。その周囲に複数の『白棘』が漂ただよっているのを見て、ようやく恭介は事態の尻尾しつぽを摑む事ができた。

（……召喚師と依代の契約を、横から毟むしり取られた……!?　普ふ通つうならありえない。だけど、双ふた子ごの『血の繫つながり』でも影えい響きようしているとでもいうのか……!!）

　ドガッ!!!!!!　と。

　召しよう喚かん師しとしての権限を奪った冥めい乃の河かわ蓮れん華げは、迷わずブラッドサインで『白しろ棘とげ』を鋭するどく突つき出した。流星のように人工霊れい場じようを横切る白い光の尾おを目で追い駆かけて……恭介の背筋が凍る。

　未み踏とう級、その頂点。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』を呼び出すための流れだ。

「召喚儀ぎ礼れいはあらゆる被召物マテリアルを平等に呼び出せる技術よ。どんなルーキーもどんなベテランも関係ない!!　あなたが用意した『仕込み』だからって、私がスポットに叩たたき込めば未踏級は私のものになるのよ!!」

　条件は満たされた。

　直後に冥乃河彼ひ岸がんを中心とした、凄すさまじい純白の光が吹ふき荒あれた。

　それは生せい誕たんの繭まゆだ。

　両りよう腕うでで顔を庇かばっても網もう膜まくに突き刺ささるほどの強きよう烈れつな閃せん光こうの渦うずは、唐とう突とつに途と切ぎれる。まるで天使のそれであるかのように、無数の光り輝かがやく小さな羽が、桜さくら吹雪ふぶきにも似た動きで周囲一帯へと撒まき散らされていく。




　全すべての中心には、可か憐れんな少女が一人。




　ツインテールにしてなお、腰こしまで届く美しい銀ぎん髪ぱつ。全てを見通す、宝石のような黒い瞳ひとみ。身に纏まとう純白の衣装はウェディングドレスのようにも見えるが、しかしそれにしては露ろ出しゆつが多い。背後から強烈な光を浴びせれば、ボディラインが全て透すけてしまいそうだった。要所に銀の輝きもあるにはあるが、おそらくは刃はや矢を直接受けるような無ぶ粋すいな装そう甲こうではない。そもそもにおいて、その光り輝く肌はだを傷つけられるものなど何もないのだから。

　武装はない。

　数々の『伝説』の中では、その衣服が状じよう況きように合わせて千変万化し、億通りでも兆通りでも武具を切り替かえて敵を屠ほふるらしい。ただ、その武装さえ彼女の総力とは言い難がたい。破は壊かい力りよくで言うのならば、その二本の細腕こそが最大最強であるはずだ。

　規定級、神格級の先にある未踏級……中でも頂点に位置する究極の被召物マテリアル。

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

　たった一いつ滴てきの汚お濁だくも認めない存在。

　善ぜん性せいの塊かたまり、聖なる象しよう徴ちよう、光こう輝きの擬ぎ人じん化か。

（勝てる……）

　冥乃河蓮華は、ブラッドサインを強く握にぎり締しめた。

（これなら勝てる!!　相手がどれだけ正確に高速にブラッドサインを操ろうが、神格級や未踏級を自在に呼び出してけしかける事ができようが、もう何も怖こわくない。『白き女王』は最強の中の最強で、呼び出す事に成功できた時点でほぼ全すべての勝負は終わってしまう。これで、誰だれにも彼ひ岸がんを傷つける事はできない!!）

　そう、勝利を確信した。

　ルーキーも凄すご腕うでも、個人も組織も関係ない。つまるところ、召しよう喚かん師し達の戦いとは『呼び出されたモノ』が全てを決定させるのだから、と。

　しかし直後に、蓮れん華げは信じられないものを目の当たりにした。

「な……っ？」




　それは。

　思わず声を出してしまうほどの光景。




『ガバメント』アワード９３０『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』にして、『ガードオブオナー』の『唯ゆい一いつ無む私し』。赤みを帯びた金きん髪ぱつの縦たてロールの少女は自らが従えた被召物マテリアルを解かい除じよすると、人間の姿に戻もどった依より代しろの老人共々、その場で膝ひざをついて恭うやうやしく頭こうべを垂たれたのだ。

　束つかの間ま、時間が止まる。

　場を席巻していた召喚儀ぎ礼れいの壊こわし歌が途と切ぎれ、完全なるゼロの静せい寂じやくに包まれる。

　今が殺し合いの最中である事を忘れてしまう。

　そこにあるのは己の命すらも顧かえりみずに大いなる存在を一目見ようとする行こう為い……『謁えつ見けん』だ。

「ああ……何のご用意もなく陛へい下かのご尊顔を拝見つかまつる事をここにお許しください」

　まるで。

「ただ、我々『ガードオブオナー』は総力を挙げて、陛下に相応ふさわしい謁見の間の構築を急いでおります。あのような俗ぞく物ぶつの手ですら陛下を呼び出す事ができたのも、その合図の一いつ環かんであります。陛下を『向こう』から真にこちらへお招きするまで、何なに卒とぞ、今しばしのお待ちを……」

　主君たる女王の前で傅かしずく騎き士しのように。

　断じて、意思なき道具として扱あつかう被召物マテリアルへの態度ではない。

「どう、いう……？」

「まずい……。まずい!!　今すぐ被召物マテリアルを解除するんだ。あれを、あんなものを僕ぼくの前で呼び出すのだけは致ち命めい的てきにまずい……!!」

　彼岸と一いつ緒しよにいた男が何か喚わめいていたが、蓮華の耳には入っていなかった。

　その純白の女王は、ふわりと柔やわらかく微笑ほほえんだ。春の息い吹ぶきを受けて硬かたい蕾つぼみが可か憐れんな花を咲さき誇ほこらせるような、見ているだけで心が幸せに満たされていく笑みだった。

　だが。




　直後に破は壊かいがあった。

　礼服の老人はボールのように蹴け飛とばされ、金きん髪ぱつの少女は頭こうべを垂たれたまま上から踏ふみ潰つぶされる。




　バギゴクシャ!!!!!!　という鈍にぶい音が後から遅おくれて炸さく裂れつしたような気がした。

　もちろん音速の話ではない。

　心の方が、現実を認識するのを躊躇ためらったのだ。

「んっ、んーう……」

　呆ぼう然ぜんとする蓮れん華げの前で、『白き女王』は両りよう腕うでを大きく上へ伸のばして、背を軽く反そらした。そのたびに蠱こ惑わく的てきなボディラインが艶なまめかしく蠢うごめく。退たい屈くつな校長先生の話がやっと終わった。そんな挙きよ措そだった。区切られた人工霊れい場じようの中で人じん智ちを超こえた力を発はつ揮きする人外の怪かい物ぶつ。……そういった被召物マテリアルのイメージを丸ごと覆くつがえす仕草である。

　そして。

　その清きよらかな瞳ひとみが、ビタリと城しろ山やま恭きよう介すけを見み据すえる。

　足元で呻うめく少女を無視して、毒々しいほど爽さわやかな笑みで『白き女王』はこう挨あい拶さつしてくる。

「お久しぶりでございますわ、あにうえ。しばらくお顔を見ませんでしたけれど、お元気でございましたか？」

　グラマラスな肢し体たいに見合う妖よう艶えんな声色なのに、その呼び名にはどこか童女のような響ひびきも混ざっている。それがアンバランスで、非人間的で、聞く者の心を混乱に冒おかす。

「……っ」

　ギリ、と恭介は明確に奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　蓮華は目の前の全すべてが信じられない。凶きよう暴ぼう極まる被召物マテリアルが人間と同じように会話している事も、『二人』が旧知であるという事実も。

　だから、混乱のままに声を上げていた。

「えっ、ちょ、何が……あなた達、何を言って───」

　それが失敗だった。




「あァ？　何の権利でわたくしとあにうえの間に割って入ってんだテメェは!!!???」




　バギバギバギッッッ!!　と何かが折れ、割れるような異音が、蓮華の全方向から炸裂した。

「ご、ぶっ……？」

　口元から壮そう絶ぜつに血の塊かたまりを吐はき出してなお、蓮華は自分の身に何が起きたのかを理解できなかった。譬たとえるなら、安全な潜せん水すい艦かんの中から深度数千メートルの深海へいきなり放り出されたかのような、凄すさまじい圧力の衝しよう撃げきだった。

「がっ、ばァ!?　あぐゥゥゥああああああああああああああああああああ!?」

「外的、内的、あらゆる阻そ害がい要因を防ぐ防護円の中なら安全安心とでも思ったか？　なーに自分の手て柄がらですみたいな顔してんだよお、そいつはわたくし達被召物マテリアルが力を与えてやっているものだろうが!!　だーかーらー、ちょいと円の向きを曲げればご覧の通りって訳。おっわかりい？」

「……やめろ」

「あはは!!　全方向から均等に押おし潰つぶされて、何だかすっごくブサイクな顔になっちゃってますけどー☆　ストッキング被った強ごう盗とうだってもう少しまともでしょ？　はあん、どれどれ。もうちょっと搾しぼって口から何色の臓ぞう物もつがはみ出てくるか確かめ───」

「もうやめろ!!!!!!」

　城しろ山やま恭きよう介すけが腹の底から叫さけぶと、面白いほどあっさりと『白き女王』は蓮れん華げを解放した。

　ぐちゃりと粘ねん質しつな音を立てて崩くずれ落ちた巫女みこ装束の少女に目をやる恭介だったが、

「あん☆　あにうえからそんなに力強く『命令』されると、昔を思い出してしまうのでございますわ。ゾクゾク。ただまあ、わがままにも限度があるのでございますよ？　具体的には、このわたくしの前で……他の女に目をやるとか、だ」

　口から出る言葉の中に、流れるような温度差があった。それは人間的だがどこか不安定だ。頭を撫なでて可愛かわいがっていたペットを、一秒後には握にぎり潰しかねない、とでも言うべきか。

　アザリア＝マゼンタレインを倒たおせば、『ガードオブオナー』を何とかすれば、冥めい乃の河かわ姉妹を助けられると城山恭介は考えてきた。

　だが、こうなると事情は変わってくる。

『白き女王』は、冥乃河姉妹を目視した。城山恭介と共にある彼女達を、だ。これで、たったこれだけで、一番最初の命題の難易度は世界征せい服ふくより跳はね上がったに違ちがいない。

　彼女と敵対するというのは。

　彼女という一個体から誰だれかを守るというのは、それくらいに難しいのだ。

「……『ガードオブオナー』は、あなたを呼び出すための組織だったのかな？」

「さあ？　わたくし人気者でございますので、世界中からリクエストがございますし。誰がどんな目的で呼び出すかーなんていちいち気にするとでも？」

　確かに、実際には『白き女王』を呼び出したのは、『ガードオブオナー』ではなく冥乃河蓮華だった。その事実を一ミリでも考こう慮りよしている風には見えない。女王はアザリア達を蹴けり潰し、防護円の力をひっくり返して蓮華を圧あつ搾さくした。

　その順番に意味なんてないんだろう。

　組み替かえたって女王は同じように人を苦しめるのだろう。

「まあ、ブラッドサインだの励起手榴弾インセンスグレネードだの使って誰だれでもインスタントにわたくしを呼び出すのとは違う、もっと確実な方法でわたくしが欲しい、それを『統とう御ぎよ』によって成なし遂とげたい、みたいな欲望の塊かたまりだったと存じておりますけど、詳くわしい事までは。何しろわたくし、あにうえ以外の事象にまるで興味がないものでございまして☆」

　統とう御ぎよ。

　それは召しよう喚かん師しが持つ、ある種の歪ゆがんだ欲望だ。

　現代で確立された召喚儀ぎ礼れいは簡便でリスクも少ない。誰だれでも自由にブラッドサインを手にでき、一〇分間限定とはいえ、どんなルーキーでも手順を踏ふめば最強の被召物マテリアルを呼び出せる。

　逆に言えば、昨日は頼たのもしい味方だった神々が、明日には最悪の悪あく魔まとして立ち塞ふさがる。

「とはいえ、彼らの技術はあにうえには遠く及およばないようでございますけど」

「……冥めい乃の河かわ姉妹らが最初に受けた依い頼らいは、『ガードオブオナー』の蔓延はびこる港こう湾わん地帯に『白い女』が出るって怪かい談だんを受けたものだったね。ただのダミーの依頼と思っていたけど……」

「だ・か・ら、せっかくのデートの最中に他の女の話とかどういう了見だコラ？　……でもでも、そんな朴ぼく念ねん仁じん極まるあにうえが大好きだから許しちゃう！　あれは実験に失敗した別のわたくしだったようでございますよ？」

　怖こわい。

　許せない。

　だからもっと深く繫つながりたい。最も強く、最も美しく、最も恐おそろしい化け物の王を、錯さつ覚かくでも良いから自分だけのものと思っていたい。それでもって安心の根こん拠きよにしたい。

　トランプのように一度の勝負ごとにシャッフルして敵味方へ平等に配るのではない。間にディーラーを挟はさまず、自分の山札はこちらでキープしたい。自分で苦労して、自分で用意して、自分で並べて、その積み重ねが確実な勝利に繫がるようにしたい。

　複雑な様式を排はい除じよして、簡略化してしまいたい。呼び出せるのなんてワンパターンのデッキで良い。それが究極の切り札であれば、他はもう何もいらないのだから。

「もっとも、彼らの口くち振ぶりはわたくしを支配したいというより、わたくしの足元に傅かしずくのは『選ばれた従じゆう僕ぼく』のみ、だからその他大勢よりも優先させてもらう……といった服従精神満まん載さいな感じでございましたけど、さて。それが女神に仕える神官や女王に仕える儀ぎ仗じよう兵へいの本音なのか、首輪をつけて引きずり回したいという欲求から目を逸そらしているかまでは分かりかねます」

「……狂くるってるよ、何もかも」

　だから、『統御』する。

　自由に海を泳ぐ魚の口に釣つり針を掛かけて放し、手元で鑑かん賞しようしたい時だけ釣り竿ざおを引くように、制限付きの自由を与えて優ゆう越えつ感かんに浸ひたろうとする。そんなのが正しい事だと信じたがる。

　そもそもにおいて、呼び出すモノの名前を『尊厳なき物体マテリアル』などと名付けた時点で、召喚師が彼らをどう扱あつかいたいのか、根底にある願望や欲望は明白だ。

「ま、他にも色々試しておりましたかね。ほら、あの、レプリグラス？　あれだって、元々は依より代しろの代わりにわたくしへ人工的かつ恒こう久きゆう的てきな『肉体』を付与するための実験品だったようでございますし。見ての通りの失敗作でございますけどね☆」

「なんて事だ……」

　思わず、恭きよう介すけは自分のブラッドサインへ目をやった。

　珪けい素そでできた筋肉の束、神々を操る人造の蛇へび。自らが命を預けていた最大の武器の正体が、『女王』の肉体の出来損ないに過ぎなかった……？

「レプリグラスなんて、今時は軍用の他に発電所や浄じよう水すい設備にも使われるくらい広まっているものなのに。そんなにこの世界は歪ゆがみが加速しているっていうのか……」

『白き女王』は、ぱんっ、と顔の前で軽く両手を合わせて、

「ほら、昔々あにうえが完成させたものと同じ理り屈くつでございますわ。ただ、『ガードオブオナー』はあにうえに遠く及およびませんので、かなり不格好で大おお掛がかりなものだったように記き憶おくしておりますけど。……まったく、元は部屋に飾れる神かみ棚だな程度の、そう、ボトルシップのような精せい密みつで可愛かわいらしーいオモチャだったのに、どうしてこの街を中心に、全大陸の七分の二を一息に埋め尽くすような事になってしまうのでございましょうねえ……？」
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　ゾッ……と。恭介の背筋を冷たい指先がなぞった。

　彼女はどうでも良いのだ。だからこそ、その言葉には駆かけ引きがない。真実しかない。

「あなた達はこの世界で一体何をする気だ？　いや、まさか……僕ぼくに考えられうる最悪の通りに進んでいるっていうのか……!?」

「あはは、ようやく正しい勘かんを取り戻もどしたようで何よりでございますわ。そうですそうそう、わたくしを語るなら最低でもそれくらいのスケールでなければ。トイドリーム01から建設中の40まで、おおよそ全すべての街で様々な方式が採とられていました。結果、一番の成果を発はつ揮きしたのがこのトイドリーム35。以降は全ての計画を切り上げ、力と技術を結集させているようでございますが……」

　女王の口調は淡たん泊ぱくだった。トイドリーム35の成功は、『白き女王』を『統とう御ぎよ』する召しよう喚かん技術は、おそらく『ガードオブオナー』が導いた勝利とはかけ離はなれた理由によるものだろう。

　ある少年が、この街にいたから。

　気き紛まぐれに顔を見せるくらいの気持ちで、女王はこの場所を選んで現れた。

「……ただ、具体的に何をと申されましても、わたくしは特に何も。『ガードオブオナー』からは勝手に担かつがれておりますが、先ほども述べた通り、わたくしはあにうえ以外には一ミリも興味がないものでして。ぶっちゃけ、このちっぽけな街を中心に一国だの大陸だのが血の海に沈しずんでしまおうが、知った事ではございませんわ」

　しかしまあ、と『白き女王』は微笑ほほえみ、

「この流れについていけば、いつかはあにうえと再会できるのでは、くらいのかるーい期待はしておりました。無事に願いが叶かなったようで何よりでございますわ☆」

　……これが『白き女王』の本質なのだ。

『あにうえ』と呼こ称しようされる恭きよう介すけにかまってもらえるなら、戦争でも災害でも許容する。頭を撫なでてもらえないなら、地球人類を一人ずつ順番に殺していき、何億人目で頭を撫でてもらえるかを試してみる。そういう女なのだ。

「なら、もう良いだろう。あなたの用は済んだはずだ！　これ以上の破は壊かいに意味はない!!」

「わたくしはオールオッケーなのですが、どっちみち『ガードオブオナー』は行動を続けるのでは？　そもそも、わたくしを『統御』した上で、存分にわがままに振る舞えなどと命令したがっているのは彼らなのでございますから」

「だったら止めちまえよ!!　彼らに担がれているあなたの口からだ!!」

「やんやん☆　何だかこのまま破は滅めつ的てきな流れに乗っかった方が、面白くなるとは思いません？　べっつに、『ガードオブオナー』なんて放置しておけば良いのではございませんか」

「……本当に、何も考えてはいないのか……？」

「では、何のつもりだと思います？」

　にこやかに、極上の笑みで質問を返される。

「いろんな敵を焚たきつけて、あにうえをさっさとアワード１０００に昇しよう格かくさせ、『向こう』へ叩たたき込んで永遠にぴっとり寄り添そう？　人類も被召物マテリアルも絶滅させて、わたくしとあにうえしかいない新世界でも築いてみる？　わたくしがこちらの世界に留とどまり、あにうえの手で依より代しろと同じ契けい約やくを試してほしがっている？　あるいは頻ひん繁ぱんに通って感情移入を促うながす、魅み惑わくのぼでーを見せつけて誘ゆう惑わくしてみる、一〇分あれば口では言えないごにょごにょできちゃう？　さあさあわたくしは一体全体どういうつもりでございましょう」

「……、」

「考えるだけ無む駄だ、と思考を投げたのでございますね？　大・正・解！　このわたくしが、いちいち大おお仰ぎような計画や綿めん密みつな準備を重ねるとでも？　そんなものは負けるのが怖こわい、負けたら立ち上がれない、弱者の脅おびえが生み出す心性でございましょう。理由もなく強く、ストレートに勝利するわたくしが備えているとでもお考えでございますか？　いつどこで誰だれがどれだけ阿あ鼻び叫きよう喚かんに吞のみ込まれようが、わたくしはただあにうえとイチャイチャするのみでございますわ」

「『女王』ッッッ!!!!!!」

「……あにうえ。わたくしは先ほど、わがままには限度があると述べたはずでございますが。そんな他た人にん行ぎよう儀ぎな呼び方されると思わずぶっ殺して差し上げたくなってしまいますよ？　わたくしを呼ぶ時は、たくましくも愛らしい声でもって、昔のように呼びかけてくださいませ」

　ニィ……と。

　柔やわらかくもどこか狂きよう的てきな笑みと共に、『女王』は語る。




「そう。アリス（ウィズ）ラビット……異界からやってきた純白の主君を恭うやうやしくもてなす可愛かわいらしいウサギさん。わたくしが与えた『枠わく』の中で、一つとなってドロドロにあまぁーい蜜みつ月げつを過ごしたあの頃ころのように、ね？」













　　　シークレットステージ01







　無む邪じや気きな少年だった。

　助けを求められるままに助けてしまう少年だった。




『世界を渡わたるとは、まことに不便なものなのでございますね』

『最高位であるが故ゆえに、わたくしを呼ぶのは難しい。あにうえに多大な負担をかけてしまう』

『わたくしはただ、こうしてあにうえの傍そばに寄り添そっていたいだけでございますのに』




　理想と現実は違ちがうものだと思い知るには、少年はあまりに天才過ぎた。

　だから、挫ざ折せつを知らずに叶かなえてしまった。




　それはほんの小さな木箱の形をした装置。

　ブラッドサインや励起手榴弾インセンスグレネードを使う従来の召しよう喚かん儀ぎ礼れいを今一度くまなく紐ひも解とき、全まつたく別の方法として組み直した、新しいアプローチ。




『被召物マテリアルだからって、何も召喚師の命令に従うだけじゃなくても良いと思わないかな』

『もっともっと、いろんな声が聞きたい。純じゆん粋すいな姿で、自由な本音が聞きたい』

『僕ぼく達は命を預け合う、同じ仲間なんだからさ』




　そうして、少年は全すべてを成功させた。

　損失は何一つなく、代だい償しようを求められる事もなかった。

　少女アリスにとってはこちらが異世界で、少年ウサギはそんな世界に住む案内人だった。




『すごい、すごい！』

『一〇分間の制約も、対人戦の制約もない。本当に好きな時に好きな方に呼び出していただく』

『あはは、これであればいつでも遊びに行けます！　どんな事だってして差し上げられる!!』




　……そして少年は後こう悔かいした。何故なぜ、一〇分の制約ブラツドサインの中で彼らを管理するのかを知った。

　一見して不便に思えたシステムには、全て相応の理由があった。

　それを突つき付けられたのは、極大の地じ獄ごくの中での事だった。
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　ぱちっ、と。

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは瞼まぶたを開けた。そうしてから、彼女は自分がどこかに寝ねかされているという事に気づかされる。心地よい暖だん房ぼうの効いた空間、雲の上にでも横たわっているようなベッド、窓まど際ぎわのサイドテーブルや一人掛がけのソファなど、調度品はどこか高級なホテルを連想させる。

『はーい、スペース白ひげ船長の天気予報の時間だよ！　今日も民間宇宙ステーション・トイドリームｏｐ‐05からお届け!!　まずは夕方の気圧配置だけど……』

「……ここ……？」

　彼岸はベッドから上体を起こし、点つけっ放しのテレビを何となく見ながら疑問を呟つぶやく。

　と、辺りを見回す彼岸は視界の中に見知った顔を捉とらえた。

「あら」

「……起きたようなのです」

『イリーガル』の道具屋と『ガバメント』の仲ちゆう介かい人にん。共に城しろ山やま恭きよう介すけの知り合いだったはずだ。名前は何だったか。確か……アイカとリューだったか。

　となると、ここは最初に逃にげ込んだ、愛あい歌かのマンションなのだろう。

　生活感の全まつたくないこの空間は、数あるゲストルームの一つか。明日泊とまる場所、今日食べるものさえ保証のない彼岸からすれば、推測した後もスケールの見えない話だった。

　水着少女の愛歌は気だるそうに立ったまま体を壁かべへ預けながら、

「もう三時なのです……。おなかが減った……。お兄ちゃんお兄ちゃん、そんな訳で妹はおやつを所望しているのです」

「えっ、その、三時って……？」

「あなたがそれだけ寝ていたって事よ。あとおやつはごま団子があるから。ぐわははは、頭こうべを垂たれるのであれば分けてやろうー」

　彼岸が目を覚ました事で愛歌と緑リユウ娘ニヤン藍ランは何かに区切りをつけたのか、そのままドアから出て行ってしまう。

　だが彼岸だけが事情から取り残されている。

（……お姉ちゃんを捜さがしに行った時は、確か朝の八時ぐらいだった、よね？）

　それから七時間が経過している。一体何があったのだろうか。

　普ふ段だんなら、依より代しろとして被召物マテリアルに肉体を預け、尋じん常じようならざる意識と精神のせめぎ合いをしても、記き憶おくが飛ぶような事はない。今回は、何かが違ちがった。だが『何が』違ったのか、具体的なところを思い出せない。

　ベッドサイドのデジタル時計に目をやって首を傾かしげる彼女だったが、そこで重要な事を思い出した。

　そうだ。姉の蓮れん華げは一体どうなったのだ？

　結局見つかったのか。合流はできたのか。無事に帰ってくる事はできたのか。

　それとも……？

「ちょ、待っ……く、詳くわしい話を聞かせて。その、お姉ちゃんは……!?」

　慌あわてたようにベッドから降り、部屋の外へ消えた愛あい歌かと緑リユウ娘ニヤン藍ランを追い駆かけようとする彼ひ岸がん。途と中ちゆう、自分が相変わらず怪あやしげなメイド服のままだと気づいて絶句しかけたが、今は気にしている場合ではない。とにかく情報を集めなければ。

　と、勢い良くゲストルームのドアを開けた直後だった。




「つーか！　よくよく考えてみれば、よくも人様のかわいい妹にあんな不自然なメイド服着せて街を歩かせたものね!!　しかもスカートの下はいてないとか何考えているのよあなた……!?　あァん!?」




　……日本の古き良き清きよらかなる巫女みこが、殿との方がたの上へ馬乗りになって握にぎった拳こぶしを振ふり下ろしていた。やや汚きたない言葉を使えばフルボッコである。

「のふ、のっふ!?　だ、だから何度も説明している通り、あれ以外の選せん択たくはずぶ濡ぬれの巫女装束で濡れ透すけになるかマッパで夜の街を歩くくらいしか残っていなかった訳だが……!!」

「代わりの服が必要だった事は認めよう。だがそこで何故なぜメイド服へ至ったのか説明を!!」

「それでは冷静に話し合おうではないか。そもそもあれは過去、酔よっ払ぱらったリューさんが無理矢理押おし付けてきたものであって僕の意思はどこにもない。あのセットがイレギュラーだったのは下着が揃そろっていなかった事からも明白なはずではないか!!　カッ!!」

「はいてないのが正しかったみたいな口振りから察するに、この壊こわれたテレビはもうちょっと真しん剣けんにぶっ叩たたいてみた方が良いのかしら。ねえ、ほら、ねえ？」

　ガッコンガッコン鈍にぶい音を連続させる姉の蓮華を見つけて、彼岸はようやく安あん堵どの息を洩もらした。

　自分の姉が目の前にいる。

　当たり前といえば当たり前ではあるが、その当たり前を取り戻もどすためにどれだけ長い道のりが必要だったか。

　と、何やら一人ほっこりしている彼岸だったが、先ほどから耳にする破は壊かい音おんが素直に涙るい腺せんを刺し激げきするのを拒こばんでいる。

　あれは、止めた方が良いんだろうか？

　止めた方が良いんだろう。

「お、お姉ちゃ……。待って、あの、その人は確かにもう着るものはこれしかないとか言ってとんでもないのを押おし付けてきたけど、その、確かに私達を助け……」

「ちょ、馬ば鹿か!?　『その格好』で不用意にこっちに近づいてこないで彼ひ岸がん!!」

「？」

「あなた今、現在進行形ではいてないのよ!!　そんな状態で、仰あお向むけに転がってる男の傍そばにやってくるんじゃない!!」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　現状を正しく認識するまでに数秒。

　顔を隅すみから隅まで真っ赤にした妹の彼岸が城しろ山やま恭きよう介すけの顔の真ん中に踵かかとを落とし、姉の蓮れん華げがさらなる拳こぶしの乱打を加えるまでにはさらに数秒。
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「『ガードオブオナー』側について、分かってきた事があるのです……」

　どこかと連れん絡らくを取り合っていた愛あい歌かがそんな事を言った。

「例の港こう湾わん地帯での戦せん闘とう……ボロ負けに終わりましたが、何人かの召しよう喚かん師しが身に着けていた小型カメラの映像の分ぶん析せきが終わったのです。人工霊れい場じようの外にいた者だけですが……」

　励起手榴弾インセンスグレネード使用中の召喚師や依より代しろはあらゆるカメラやセンサーから消えてしまうが、逆に言えば戦闘の合間であれば普ふ通つうに撮さつ影えいできる。

　改造チャイナドレスの美女は呆あきれたように、

「たかが顔認識程度に、随ずい分ぶんと時間がかかったわねえ」

　時刻は午後二時半。先ほどまで情報なし行動なしで暇ひまだったのか、緑リユウ娘ニヤン藍ランはおやつのごま団子を（人の家の台所で、勝手に）揚あげていた。いわゆる『待ち』の姿勢だ。ずっとずっと、ひたすら眠ねむり続ける冥めい乃の河かわ彼岸を眺ながめていても、一定以上の成果は得られなかったのだ。

　そこに来ての朗ろう報ほうだった。

　みんな、情報に飢うえていた。

「……結果が結果なので仕方がないのです。厳げん密みつには、あらゆる召喚師や依代のデータと照合しても、一いつ致ちするものは一つもなかった事が分かった、という話なのですが」

「どういう意味？」

　城山恭介が眉まゆをひそめると、愛歌は腰こしに両手を当てて、

「つまり、三大勢力のいずれにも属さない存在、という事になるのですが」

「ちょっと待ってよ。今さらそんなのってあり!?」

　横よこ槍やりを入れたのは冥乃河蓮華だ。

「神格級に未み踏とう級まで平気で呼び出す凄すご腕うでが結構な数揃そろってるのよ？　そんなに派手派手に動いていたら、どこかでアンテナに引っかかっていないとおかしいでしょ」

「召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界とは関わりのない、一いつ般ぱん人じんとしての登録であればゴロゴロ出てきています。あくまでも予測ではありますが、『ガードオブオナー』の母体は、もしかしたら……」

　恭きよう介すけは、静かな声で後を引き継ついだ。

「……召喚師や依より代しろから始まった連中ではない。それ以外で召喚儀礼に関わった人物」

「そんなの、どこにいるっていうのよ？」

「一般人だ。僕達の戦闘を眺め、知らず知らずの内に記憶や認識を自動的に書き換えられているその他大勢。彼らの頭の中がどういう風に上書きされるかは、プロの僕達にも分からないではないか。いいや、プロだからこそ、かな。中には被召物マテリアルに惹ひかれていく因子が埋うめ込まれる可能性だって否ひ定ていはできない。ほら、ストックホルム症しよう候こう群ぐんみたいにさ」

　全員が、黙だまり込んだ。

　その仮説の恐おそろしさを、ゆっくりと浸しん透とうさせていくように。

　やがて、恭介はこう付け足した。

「最初から、彼らが『白き女王』の戦せん闘とうに直接巻き込まれたとは限らない。というか、その可能性は流石さすがに低すぎる訳だが。だけど、結局は同じ事だ。どんな端は役やくの被召物マテリアルから追い始めても、独学の果てに一番最後に行き着くのは、最も尖とがった『白き女王』になるだろう。だから、どこから始めたって、一線を越こえた者はいつか彼女に絡からめ取られる。アリジゴクとかブラックホールみたいなものではないかな。この辺りは、プロだろうが素人しろうとだろうが変わらない。……もっと早く気づくべきだった。召喚儀礼の端はしに触ふれた者は、大なり小なり、良くも悪くも、遅おそかれ早かれ、それだけで『白き女王』に吸引されていく。あれは、それだけ巨きよ大だいなんだ」

「待ってよ……」

　掠かすれた声を出したのは、やはり蓮れん華げだった。

　彼女は何かを否定したがるような口くち振ぶりで、

「そんなの、おかしい。だって、私達は実際に襲おそわれたのよ。神格級のヤマタノオロチだの、未踏級の『紫し電でんの淑しゆく女じよ』だのに！　あんなの、ただの民間人にできる事じゃない！　プロの世界にどっぷり浸つかった人間が一生努力したって手が届かないかもしれない領域なのに!?」

「……元々は、散発的に現れる草の根みたいに小さなコミュニティだったんだろうね。興味を保つ事もできずに、短期間で正気に戻もどった人もいるかもしれない」

　吐はき捨てるように、恭介は答える。

「だけど、そこへ具体的な手段を与えたヤツがいたのではないか。組織の構築、管理、運営方法、金策や人脈の作り方、そして何より極めて高度な召喚儀礼の戦術指南」

「アザリア＝マゼンタレイン。世界的軍ぐん需じゆ企き業ぎようクアッドモータースの重役にして、『ガバメント』のアワード９３０。彼女なら『突とつ然ぜん変へん異い』のトリガーとなりうる条件を揃えているのです……」

「だけとも限らないわね」

　付け足したのは、青い瞳ひとみを持つ緑リユウ娘ニヤン藍ランだ。

「最初、『ガードオブオナー』は『イリーガル』の新興組織と勘かん違ちがいされていたでしょう？　あれって、たまたま『イリーガル』出身の参加者が見つかってしまっただけだったんじゃないかしら。だとすると、『ガバメント』、『イリーガル』……そして超ちよう個人主義の『フリーダム』からも、一人か二人は指南役として協力しているかもしれないわよ」

「特異な召しよう喚かん儀ぎ礼れいとはいえ、技術であるのに変わりはない。薬物だの暗示だのを使ったよほど異常な学習法を確立したのか。あるいはきっかけとなった被召物マテリアルを目もく撃げきした時点で、記き憶おくや認識を自動的に書き換かえられた時点で、脳を焼き切るほどの壮絶な天才性に繫がるインスピレーションを植え付けられていたのか。いずれにしても、何かしら、エース級を促そく成せい栽さい培ばいするだけの『何か』があるのではないか」

「で、でも」

　信じられないのか、蓮れん華げはさらに反論した。

　プロの召喚師としての矜きよう持じも加わっているのかもしれない。

「召喚儀礼っていうのは殺し合いなのよ？　いくら座学で必要な知識を詰つめ込んだって、それだけじゃ神格級や未み踏とう級には届かない。私達、実戦経験者には勝てない！　港こう湾わん地帯のあの地じ獄ごくを作り上げるには、現場に出てかなりの経験を積まないといけないはずでしょう!?」

「だから、その経験も積んできたんだろうね」

「どうやって!?　派手な動きをすれば三大勢力のどれかが察知するんでしょ!?」

　自らの疑心をかなぐり捨てようとするように、蓮華は叫さけび続ける。

「仲良しこよしの演習なんてできないでしょ。いくら依より代しろでも、被召物マテリアルが元々持ってる凶きよう暴ぼう性せいを完全に御ぎよする事はできない。せいぜい、その矛ほこ先さきを整えるくらいしか。だから手加減なんて絶対無理。同じ仲間で模も擬ぎ戦せんをすれば相手を潰つぶしてしまう可能性だって低くない!!」

「だから」

　恭介は。

　能面みたいに冷静な顔で、滑なめらかに答えた。




「彼らはずっと前から、僕ぼく達の傍そばに寄り添そっていたのではないかな？　無害な民衆としてじっとりと張り付き、現場で僕達の技を盗ぬすみ続けてきたとかさ」




　冥めい乃の河かわ蓮華は、目め隠かくしをされた上で自分の背中の真ん中を太い舌で舐なめ回されるような、得体のしれない嫌けん悪お感かんに襲おそわれていた。

　その間にも、恭介の言葉は続く。

「目で追い駆かけて学べるものは全すべて学ぶ。時には誰が攻撃したのか判断がつかない乱戦に発展するのを待つか、そうなるように仕向けてから、自らも被召物マテリアルを呼び出して横よこ槍やりを入れて、実じつ践せんという名のさらなる経験値を稼かせぐ。当然、踏ふみ台にされた者全すべてを殺す形でね」

「でもお兄ちゃん、複数勢力が入り乱れる中で全員死亡の共とも倒だおれで終わってしまった交戦記録を精査しても、今まで『ガードオブオナー』の影かげなんて見当たらなかったのです。というか、そんなのが見つかればもっと早く大問題になっていたはずなのです……」

「別に、エラー件数〇は安心材料にはならないよ。つまり、それだけ巧こう妙みようかつ徹てつ底ていした証しよう拠こ隠いん滅めつが繰くり返されてきたという事なんだろうさ。……そもそも、間ま違ちがった結論を導いたにせよ、何かしらの断片的な情報がなければ、『ガバメント』は外部の召しよう喚かん師し達に港こう湾わん地帯を襲おそえとは依い頼らいしなかったのではないかな」

　成功すれば素知らぬ顔で群衆に紛まぎれ。

　失敗すれば一いつ般ぱんからの哀あわれな犠ぎ牲せい者しやで締しめくくられる。

　一体、どれだけを繰り返せば『外野の一般人』は『召喚儀ぎ礼れいのエース』に届くのか。

　そしてそれだけの数を、彼らは歴史の陰かげでひっそりと貪むさぼり続けてきた。

　確実に。

　たった一人のエースを育てるだけではない。組織単位の戦力を完成させるくらいに。

『ガードオブオナー』の持つ秘ひ匿とく性せいの高さは、それ自体が怪かい物ぶつの口のように思えてくる。あるいは、単純な戦力よりも、そちらの方が恐おそろしいと感じてしまうほどだ。

「……、」

　蓮れん華げは、悪お寒かんを拭ぬぐえない。

　そうやって膨ぼう張ちようしていった『ガードオブオナー』に対しても、それを冷静に看かん破ぱした城しろ山やま恭きよう介すけに対しても。

『白き女王』に深く関わった者は、一体どこまで歪ゆがめられる？

　芸術の発展には宗教的モチーフが常に寄り添そうという。また、生物の進化には過か酷こくな環境が必ひつ須すであるとも。『白き女王』の存在は、それらに匹ひつ敵てきする人類文化の大要因なのかもしれない。

　火を手にした動物が人間となったように。

　鉄を装備した軍勢が大国を築いたように。

「……例の港湾地帯での戦せん闘とうを鑑かんがみれば、『ガードオブオナー』にはアワード８００番台、９００番台相当の凄すご腕うでがゴロゴロいると想定しても不思議じゃないのです」

　愛あい歌かが、組織としての考えを口に出す。

「そして正確な構成人数は不明。数十人、数百人、数千人？　ケタさえ分かっていない状じよう況きようなのです。こうなってくると、正確な情報が集まるまでは『ガバメント』も動けないでしょう」

「そりゃあねえ。軽い掃そう討とう戦せんのつもりでうっかり『ガードオブオナー』をつついてみたら、思った以上の長期戦になっちゃって、にっちもさっちもいかなくなったトコで同じ三大勢力の一角から脇わき腹ばらなんて刺さされちゃったら大だい惨さん事じよ。冗じよう談だん抜ぬきに世界の勢力図が塗ぬり替かえられるかもしれない。だから組織としては絶対に動けない。むしろ、周囲の勇いさみ足を期待して互たがいに牽けん制せいし合っちゃう、なんて事さえありえるかも」

　改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランがそんな風に言う。

　相手もそうした混乱を最大限に利用しようと考えるはずだ。港こう湾わん地帯での戦せん闘とう、そして逃とう走そうした冥めい乃の河かわ姉妹。いずれも『ガードオブオナー』にとっては予想外の事態である以上、情報洩もれが実害を生む前に短期集中決着を狙ねらってくると見た方が良い。

「……『白き女王』、か」

　吐はき捨てるように、恭きよう介すけは呟つぶやく。

　その場の全員が思わず黙だまり込んだ。ルーキーから第一線の凄すご腕うでまで、おおよそあらゆる召しよう喚かん師しが思い浮うかべる通つう称しよう、ある種の憧あこがれとも呼べる名前。だがこの少年が口に出すと言葉の重さが変わってくる。

「元々、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力全すべてで、『大三角』さえ追い抜ぬいてほとんど信しん仰こうみたいな人気を博はくしていた未み踏とう級のトップよね。……うちの神社にも、『裏の祭神』として彼女の木像が祀まつられていたし」

『白き女王』が『ガードオブオナー』の中心に据すえられているのはほぼ間ま違ちがいない。

　一定以上の腕があれば、女王は単なる憧れでなく、現実に呼び出す目め途どが立つ。『伝説』に手が届く。そして、あらゆる召喚師や依より代しろが気づかされるのだ。

　その強さに。

　その美しさに。

　何より『正しさ』という概がい念ねんを、立場を、腕ずくで手にする事のできる、圧あつ倒とう的てきな象しよう徴ちように。

「『ガードオブオナー』……女王を守り、女王を飾り、女王のための儀ぎ式しきを行う『儀ぎ仗じよう兵へい』達の目的は、その存在を決定的な方法でもってこの場に留とどめて独どく占せんする、制限時間付きのブラッドサイン式とは全まつたく異なる特とく殊しゆな召喚法……『統とう御ぎよ』の一つ」

　吐き捨てるように、恭介は告げる。

「縫ほう界かい召喚。かつて僕が成功させてしまった方法論さ」

　励起手榴弾インセンスグレネードとブラッドサインを利用した現代の召喚儀礼は、最も確実で、最も簡略化され、最も準備のいらない召喚術だ。得体のしれない生いけ贄にえも、数百年単位で建設しなくてはならない神しん殿でんも必要なく、ありとあらゆる怪かい物ぶつや神々、そして『その先にいる者達』さえも自在に操り網もう羅らする、究極の技術と呼んでも良い。




　だけど、それはあまりにも便利過ぎた。

　誰だれもが平等にあらゆる被召物マテリアルを呼び出せる事で、敵や味方の概がい念ねんがグチャグチャになった。

　だから、『逆に』考えた。




「……くだらない欲望だ、まったくさ」

　何かを思い出すようにしながら、ぽつりと少年は言った。

「ようは、戦うたびに手元を離はなれてしまう被召物マテリアルを、カードの中に閉じ込めてコレクションしたいっていう感じではないかな。……余人の介かい入にゆうを一切許さない、完全に一対一の召しよう喚かん儀ぎ礼れい。怪かい物ぶつに首輪をつけて好きな瞬しゆん間かんに召喚して好きな瞬間に退去させられるとしたら、それはもう一〇分間の制限を無視して永遠に召喚し続けるのとさして変わらない。任意の時だけ呼び出せる分、被召物マテリアルから寝ね首くびをかかれる事もないんだし」

「ん？　でもお兄ちゃん、それって何かおかしいような……？？？」

「うん。この状態で『独どく占せん』と呼ぶには穴がある。この場合、召喚師は『白き女王』を任意の瞬間で、レバーを入れるように、二つの世界を行き来させる事ができるようになるんだけど……たとえ首輪で繫つながれていようが、『白き女王』が異世界で待機している間なら、ブラッドサイン式で他の召喚師に呼ばれてしまう事もある訳だから」

「……じゃあ何がしたいのよ、『ガードオブオナー』って。結局自分達も『白き女王』で襲おそわれるリスクがあるんでしょ？　条件がそう変わらないなら、今までの方式で構わないじゃない」

「でも、古式ゆかしい神官とはそういうものではないか」

　恭きよう介すけも呆あきれたように、

「神様には恭うやうやしく頭こうべを垂たれて、民衆には上から目線で命令する。奇き跡せきの門番を名乗り、神しん殿でんや聖堂を作って自分を特別視したがる。でも、神様自体は文明だったり世界だったり、全部ひっくるめて守っているんだ。教会や仏ぶつ閣かくの意思を超こえて、神様が庶しよ民みんを助ける伝説なんて色々ある。それでも神官達はこう思うよ。誰だれが何と言おうが、自分達がスタンダードなんだとね」

「恭介ちゃん。つまり、『白き女王』の力が横から洩もれていたとしても、それは自分達がお目こぼしをしてやっているんだ、一番深く繫がっているのは私達なんだ、調子に乗るんじゃねえぞ、って実用性から離れた言い訳を作りたいとでもいうの？」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランの声色に疑問や困こん惑わくの色が強いのは、超ちよう越えつ的てき存在に従う事で喜びを得る神官としての考え方が、それを道具や武器として振ふるう召喚師の考え方とは合がつ致ちしないせいかもしれない。たとえ、自身は全まつたく被召物マテリアルを呼ばずに敵を屠ほふる例外中の例外だったとしても、だ。

「知らないよ、僕ぼくは儀ぎ仗じよう兵へいではないんだから。ただ、アザリアや『白き女王』の口くち振ぶりでは、『ガードオブオナー』は『統とう御ぎよ』を完成した暁あかつきには、真の自由を命じて傅かしずくつもりみたいだが」

「何よそれ!?　さんざん暴れて『白き女王』に首輪をつけたがっているのに、それを自ら手放して足で踏ふんでもらうのが最終目標だとでもいうの!?」

「まあ、常人に理解しがたい欲望ほど、強く渇かつ望ぼうするものなのよねえ」

「脂し肪ぼうの塊かたまりが言うと不ふ穏おんな感じに聞こえるのです……」

「愛あい歌かが言ってもクリーンな印象はないからね。その華きや奢しやな体たい軀くだと余計に笑えない訳だが」

　恭きよう介すけは念を押おしておいた。

「もっとも、これが儀ぎ仗じよう兵へいの本音なのか、もっと安直で下げ衆すな欲望から目を逸そらすだけの建前なのかは、当の本人の心を覗のぞく以外に確かめようがないんだけどさ」

　未いまだに納得できないのは蓮れん華げだった。その心境の表れか、彼女はついつい城しろ山やま恭介の意見に対して重箱の隅すみをつつこうとしてしまう。

「完全な一対一……任意の召しよう喚かんと退去……」

　蓮華は呻うめくように口の中で呟つぶやいてから、

「そ、そもそも、縫ほう界かい召しよう喚かんとか『統とう御ぎよ』とか枠わく組ぐみは新しいけど、でもそれ、イメージとしては旧来に戻もどっていないかしら。絵本の中に出てくるような『魔ま法ほう陣じんの召喚術』じゃない？」

「そうだね。思想としては一番目、技術としては二番目の召喚に近い」

　恭介は頷うなずいた。

　その上で、

「だけど、それを実際に技術として成なし遂とげた人類はいないんだ。まったくさ」

「えっ？」

「そもそも神話の神々は部族、集落、国家、大陸、そして世界全人類。とにかく『種』そのものを守るために現れる。完全な個人との契けい約やくはほとんどありえない。受じゆ胎たい告こく知ちなんかの例外中の例外も一部あるけど、あれは人間の適てき合ごう者しやを神の側から選んでいる。人間側から神を選んで専属契約を結ぶ、なんて事例とは少し違ちがう訳だが」

「……言われて、みれば……」

「では逆に、羊皮紙の悪あく魔まはどうか。人の手で呼び出せるが、誰だれの手でも呼び出せる。悪魔は契約に失敗するか満了すれば次の人間を捜さがす。そこに唯ゆい一いつ性せいはない。真に個と個を結び、以降は子だろうが孫だろうが誰にも召喚できなくなるような、一代で終わってしまう『結けつ婚こん』に似た純じゆん粋すいな専属契約。……絵本にも描えがかれるほど純粋な夢で、でもだからこそ、その単純な美しさは誰の手にも届かない。そういうものなのさ」

「あの、恭介ちゃん。それって技術体系として確立できていないんじゃないかしら？　だって、当人以外に一切継けい承しようできないんじゃ広まりようがないんだし」

「そうだよ。こんなのが成功すれば、その召喚師の寿じゆ命みようと一いつ緒しよに人類は二度とその被召物マテリアルを呼べなくなる。その点では、ソロモンの七二種は良い所まで行っていたんだ。その秘ひ奥おうが技術として体系化されたおかげで、最後には一いつ般ぱんの占うらないやおまじないにまで広まってしまったけど」

　現に、かつて恭介の構築したオリジナルの縫界召喚も完全に『白き女王』を縛しばり付ける事はできず、枠からはみ出るように他の召喚師の手で『白き女王』を呼ばれるリスクは残っていた。まさしく『前ぜん人じん未み到とう』の壁かべは、彼にも越こえられなかったのだ。

「でも、『ガードオブオナー』が総力を結集しても、かつての恭きよう介すけちゃんが完成させた域には届かないんでしょう？」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランが、努めて明るくしたような声を放った。

　恭介はわずかに考え込み、

「ああ、失敗する。そして失敗したとしても間ま違ちがいなく甚じん大だいな被ひ害がいを生み出す訳だが……」

　そこまで言って、恭介は口を噤つぐんだ。

　あの『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』でさえ、ためらいの感情を生むほどの何か。『甚大な被害』とやらの具体的内容には、そんな威い圧あつが秘ひめられているのだろう。

　通れない道をひとまず迂う回かいするような調子で、愛あい歌かが話題を切り替かえる。

「『ガバメント』からの正式報告によれば、このトイドリーム35には『プリンセス・アザリア号』なる豪ごう華か客船が停てい泊はくしているそうです」

「あらあら。天下のクアッドモータースがよく資料提供に応じたわねえ」

「最初は拒こばんでいたけど、庇かばいきれないと判断したのです……。ベッド数一五〇〇、船体自体が巨きよ大だいなレプリグラスで、海水内に溶とけた珪けい素そ性せい物ぶつ質しつを取り込む事で、ほぼ無む補ほ給きゆうで世界を回る事ができるらしいですが……」

「それがヤツらの本ほん拠きよ地ちって事かしら？」

「恭介ちゃんに聞いた方が早そうね」

　緑娘藍がそんな風に言ってきた。

　全員の注目の中、城しろ山やま恭介はゆっくりと口を開く。

「僕ぼくと同じ道を通っている場合、おそらくイメージの源泉は『精せい霊れいの泉』だ。絵本にある金の斧おのと銀の斧とか、あのタイプになる訳だが。水辺という異界から超ちよう常じようの存在を自由に呼び出して願いを叶かなえさせる、極めて狭せまい範はん囲いで人間用の窓まど口ぐちを確保するって事さ。それでもって都合良く、このトイドリーム35はある種の海上都市で水辺には困らないし。自前の巨大船せん舶ぱくを持ち出せば、その内部に秘ひ密みつの仕し掛かけなんて作り放題だと思うけど……」

　そこで彼は切り返した。

　否ひ定ていのための言葉を。

「でも、船は多分違うと思うよ。移動可能な豪華客船が本拠地なら、トイドリーム35の中で事を起こす必要はないんだしさ。おそらく『プリンセス・アザリア号』は本命ではない」

「根拠が……ある訳じゃないのよね？」

「物証なんて何もないよ」

　恭介は短く答えた。

「ただ、儀ぎ仗じよう兵へいのトップは『白き女王』なんだからさ。迂遠で壮そう大だいで、分かる人にしか分からない暗号めいた事をいくら口走ったって、根本的にあいつは僕の事しか考えていないよ。大おお仰ぎような命令を出して『ガードオブオナー』の召しよう喚かん師し達を操っているのだって、本当は合理性なんかどこにもないって訳だが。……城しろ山やま恭きよう介すけにかまってもらいたい、城山恭介を誘さそい出すならどこが良いか。それくらいしか考えていないだろうさ」

「あの時も驚おどろかされたけど、何であなたそんなにモテモテな訳？　というか、『白き女王』があなたにぞっこんなら、あなたがお願いすれば全部丸く収まるんじゃあ……？」

「やめなって、その表現は適てき切せつではないね。『白き女王』は恋に恋しているだけだ。僕ぼくが選ばれているように見えるのは、他の人間よりは頑がん丈じようで壊こわれにくいからさ。いつ一いつ瞬しゆんで『醒さめる』か分かんないものを頼たよって、外から制せい御ぎよを試みるほど僕は馬ば鹿かではないよ」

　恭介と『白き女王』は旧知の間あいだ柄がらだ。

　であれば、お互たがいがお互いの考える事を、誰だれよりも理解できているのだろう。

　たとえ、それがどのような感情に基づくものであったとしても。

「で。その城山恭介からすると、どこの何が一番危険だって真っ先に考えるのよ？」

「スタッフオンリー」

　少年は間かん髪はつ入れず口に出した。

「このトイドリーム35は都市単位の巨きよ大だいな遊園地だよね。でもって、夢と希望のイメージを守るために様々なシステムを構築している訳だが。ゴミの回収、従業員の行き来、ライブにおける芸能人の移動でのパニック防止……。まあ色々な理由で一いつ般ぱんには公開していない裏道、抜ぬけ道が蜘蛛くもの巣のように張り巡めぐらされているはずではないか」

　クアッドモータースお得意のレプリグラスは様々な方面に恩恵を与えたが、その中でも大きいのが建築や地下掘くつ削さく技術の向上だ。ミミズやハサミムシなど地中で暮らす虫を模した機材の開発によって、トンネル一本ダム一つ建設するのに数十年もかかった時代は終わった。専門家の中には、温暖化や環かん境きよう汚お染せんで地球の生物環境がダメになった場合、月や火星に逃にげるより地面を掘ほった方が手っ取り早い、と提言する者まで出てくる始末である。

　水着少女の愛あい歌かは抑よく揚ようのない声で、

「……正確には、蜘蛛の巣状に展開されるバックヤードは一つの超高層都市の中を端はしから端まで多層かつ複雑に交差するため、総延長は三〇〇万キロ以上あるのです。純じゆん粋すいな住人が二〇万人程度であるのに対し、外部からの観光客は推定一五〇〇万人前後。一日に出るゴミの量はおよそ九〇〇〇トンで、搬はん入にゆうされる資材や商品は四〇フィートコンテナ五〇〇〇個分。地域活性化のために農業も工業も片っ端から外部頼だのみにした弊へい害がいなのです。そしてバイトから正社員まで合わせて常設スタッフは約二万人。これだけの人員物資が客の目に触ふれずスムーズに行き来したり、お食事休きゆう憩けいシャワーなんかのインフラまで整えているとなると……」

「つまり、それだけ広大なものが人の目から堂々と隠されているって訳だが。表面積だけで言ったら、トイドリーム35に重なるように、別の街がもう一個あるって考えたっておかしくないくらいではないか？」

　恭介達、現代の召しよう喚かん師しが励起手榴弾インセンスグレネードを使うのは、人工霊れい場じようを生み出すためだ。

　そもそもの天然の霊れい場じようとは、神話の存在が自然と降臨できる場所の事。

　だけどネットの海や民間衛星が蔓まん延えんしたせいで、そうした神話の存在が好む『普ふ通つうの人が自然と忌き避ひして足を遠ざける、神しん秘ぴの空間』は、実際には想像していたよりもずっと少なかった事が分かってしまった。

「巨きよ大だい遊園地の裏側は、そうした意味では現代の霊場と化している訳だが。こいつは検けん索さくエンジンに名前を打ち込んだって、地図アプリや民間衛星サービスを使ったって『中身』の一切見えない、そしてそれをみんなが納得して『むしろ見たくない』と思ってくれる希け有うな空間だよ」

「言われてみれば、確かに。……よくよく考えてみたら、それって得体のしれない格安物件だの幽ゆう霊れいトンネルだのより、よっぽど歪ゆがんだ立地よね」

「……誰だれもがその存在を知っているけど、誰もが神秘性ゆめを壊こわされたくないから自然と目を背ける。『実は非合法レートの巨大裏カジノがある』とか『赤ちゃんをさらう人身売買組織が隠かくし通路を使っている』とか無責任な噂うわさが蔓延はびこっているのも、普通の人達が自然と距きよ離りを置いているからこそではないかな？」

「そうか。私がやたらと『ガードオブオナー』に追われていたのもその辺が理由なのかもしれないのね……」

　巫女みこ装束の蓮れん華げは呻うめくように、

「本当にスタッフオンリーの通路群やらバックヤードやらが『ガードオブオナー』の本ほん拠きよ地ちだったとしたら、私は『それ』を見ているかもしれないもの。港こう湾わん地帯から身を隠すために、まさにスタッフオンリーの抜ぬけ道を利用してきた訳だし」

「バックヤードには二万近いスタッフ達が行き来しているけど、流石さすがに彼らが見ただけでは召しよう喚かん儀ぎ礼れいの記号は分からないのではないかな。……でも、プロの召喚師が覗のぞいてしまえば事情は変わってくる訳だが」

　蓮華は何か大きな仕し掛かけを見ているかもしれない。そういう風に『ガードオブオナー』側から恐おそれられているかもしれない。

　だから、彼女は執しつ拗ように追われていた。

　元『ガバメント』アワード９３０、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』が顔を出すほどに。

「……その広大なスタッフオンリーの空間に手を加えて、『白き女王』が降臨できる霊場に作り替かえるのが『ガードオブオナー』の目的、って訳ね。確かに、それなら人工霊場を張る励起手榴弾インセンスグレネードのくびきから離はなれる事ができるし」

「でも、それだけで終わるとは限らない」

　恭きよう介すけが言うと、水着少女の愛あい歌かがこんな事を言ってきた。

「そもそも、現代の召喚儀礼は安全に確実に迅じん速そくに『この世ならざる者』を呼び出して使役するための方策なのです……。つまり短歌や俳はい句くと一いつ緒しよで、徹てつ底てい的てきに無む駄だを削そぎ落とした結果、もはや余計なものを挟はさむ余地はありません。……無理にどこかを差し替かえれば、その分だけどこかが歪ゆがんでしまう……」

　改造チャイナドレスの緑リユウ娘ニヤン藍ランはため息をついて、

「結局、その霊れい場じようが一分保もつのか一〇〇〇年保つのかは分からずじまいだけど、さっきの恭きよう介すけちゃんの話じゃ、縫ほう界かい召しよう喚かんっていうのはブラッドサイン式のルールの縛しばりに囚とらわれないらしいのよね。しかもそこで暴れるのはあの規格外のバケモノ『白き女王』。恭介ちゃん、ぶっちゃけ普ふ通つうと比べてどんだけヤバいの？」

「……そうだね。さっきは止めたけど、やっぱり話した方が良いかな」

　恭介は慎しん重ちような口くち振ぶりで、

「連中の縫界召喚がどれくらいの精度のものかは分からない。ただ、何にしても連中はトイドリーム35に面した海を全部使って『泉』を構築しようとしている訳だが。だとすると、海水全体に『白き女王』の影えい響きようが出る。精霊の出る泉が『精霊の泉』と呼ばれてしまうようにさ」

「海水全体って……？　何なのよそれ、この街全体が魔まの海域になるっていうの？」

「全体は全体だよ。最悪、地球の海全部」

　恭介の言葉に、蓮れん華げどころか愛あい歌かや緑娘藍までもがわずかに固まった。

「『白き女王』は時間や空間を歪ゆがめるブラックホールみたいなものだからさ。あんなのが不正規な方法でこの世界に留とどめられたら、引きずられるように次々と大小無数の被召物マテリアルが湧わいて出てくる。僕ぼくの時は『局所的』だったからまだ何とか人の手で終息できたけど……もしもその影響範はん囲いが七つの海に拡大された場合、人類に取り得る対たい抗こう策さくがなくなるのは確実だ。たとえ湧き出てくるのが理論上の最低数であっても、おそらく霊れい長ちよう類るいの歴史はここで終わる」

「そこまでの……？」

　絶句したのは蓮華だった。

「だって、なんだかんだで『白き女王』でしょ？　一番頼たよりにされていて、重要な『戦争』では結構あちこちで召喚されているんでしょ？　それが、誰だれかが一回呼び出しただけで世界が終わるだなんて言われても……」

「もちろん、普通に『白き女王』を召喚したってこんな現象は起こらない訳だが」

　恭介はそう答えた。

「ブラッドサイン式は、励起手榴弾インセンスグレネード、依より代しろ、『花弁』に『白しろ棘とげ』、まるでスポーツみたいな手順を踏ふむなど……誰でも簡単に始められるけど、本気で勝ちを取ろうとしたらかなり煩はん雑ざつで、回りくどい。技術のない者には使える被召物マテリアルが運任せに見える事さえあると思う。でも、全すべての手順や装飾は複雑な安全策システムなんだ。ブラックボックスの意味も知らずに手を加えれば、後に残るのは重大な脆ぜい弱じやく性せいだけ。……それが、世界の破は滅めつに繫つながるほどのね」

「それ、『ガードオブオナー』の認識はどうなのですか……？」

「少なくとも、アザリアは把は握あくしていないようだった。何故なぜ、『薔薇ばら』なのに二二字でなく二六字なのかとか、疑問には思っていた訳だが、それ以上深く掘ほり下げている気配はなかったね」

　召しよう喚かん師しや依より代しろの手で制せい御ぎよされない被召物マテリアルが無む尽じん蔵ぞうに溢あふれ返ったらどうなるか。

　あるいはストレートに人類は捕ほ食しよくされ尽つくして絶ぜつ滅めつするかもしれない。あるいは被召物マテリアルは人間など放っておくか、あるいは現代の召喚儀ぎ礼れいとは違ちがう方法で友好でも結ぶのか。

　何にしたって言えるのは、既き存そんの国家が束ねる既存の平和なんてものは『海から這はい出るもの』によって瞬またたく間に駆く逐ちくされてしまう事だけだ。その混乱期には国境も貨か幣へいも崩ほう壊かいし、そこから生まれる凄すさまじい混乱や飢き餓がだけでも人類全体を％単位で削けずり取ってしまうだろう。

「……『ガードオブオナー』って、何がしたいの？」

　蓮れん華げは、感覚が麻ま痺ひしたような顔で呟つぶやいた。

「統とう御ぎよ？　誰だれが呼んでも構わないけど、『選ばれた従じゆう僕ぼく』が優先的にバケモノに傅かしずけるようにしたいだけですって？　そこまでして『白き女王』に近づいて、何が得られるっていうのよ……？」

「会った後の事なんて、おそらく何も考えていないのではないかな」

　恭きよう介すけは吐はき捨てるように、

「成なし遂とげる事が目的なのさ、天国に行った『後』の事なんて考えないように。女王の話だと、多少の穴を気にせず『選ばれた従僕』が優先して謁えつ見けんできる環かん境きようを整える、そのための統御って話だった訳だが。だけど、さっきも言ったがこれも別の欲望から目を背そむけているだけで、どこまで本気かは分からないって線もあるにはある。あるいは儀ぎ仗じよう兵へい自身、それに気づいていないって線も。ああいう手合いは、もう理解できないものとして扱あつかわないと吞み込まれるよ」

「……、」

　蓮華は思わず沈ちん黙もくした。

　気持ち悪いからではない。少しだけ、ほんの少しだけ、共感ができてしまうからだ。

　それは彼女が純じゆん粋すいな召喚師ではなく、神社の巫女みことしての顔もあるからかもしれない。

『白き女王』に対する熱ねつ狂きよう的てきな人気や、その強さに対する憧しよう憬けい『それだけ』なら、この業界に入った全ての召喚師に共通するものだ。蓮華自身、どこでインプットされたかはもう覚えていない。あれの延長線上にあるものが、知らずに踏ふみ込んでしまうかもしれないものが、たったそれだけのものが、『ガードオブオナー』を狂くるわせている原動力なのだ。

　特別なきっかけは必要ない。

　ただ当たり前のようにあるものの、先へ進むか否いなか。その違ちがいでしかない。

「それに、『白き女王』がいれば世界中の問題は全すべて解決すると信じているのではないかな。惑わく星せいに溢れた化け物をくまなく殲せん滅めつしてくれるとか何とか、都合の良い事を」

　しかし事実、『白き女王』ならそれもできるかもしれない、と恭介は思う。

『伝説』ではなく、その真の脅きよう威いを知る彼だからこそ。

　ただし、

（……あいつが世界や人類の行方なんて、いちいち気にする訳もないか）

　狂くるった家臣に狂った女王。

　敵の本質を覗のぞき込んだ気分になり、恭きよう介すけはわずかに顔をしかめる。

「あいつらの歪ゆがみは二つあるんだ」

『知ってしまう事』は、必ずしもポジティブには捉とらえられない。

「『白き女王』に狂わされ、彼女が喜ぶなら何でも良い『ガードオブオナー』と、そもそも自分が狂わせた『ガードオブオナー』の事なんて一ミリも考えていない『白き女王』。……歯車が嚙かみ合っていないからこそ、怖こわいのさ。交こう渉しようも説得も脅きよう迫はくも通じない。狂ったままにどこまでも突つき進む……」

　何にしても時間はない。

　そして現状、『白き女王』と『ガードオブオナー』を止められるのは、きっと城しろ山やま恭介を軸じくとしたここにある戦力だけだ。

　何故なぜなら全すべての暗号、記号、符ふ丁ちよう、命令、文書、その他思わせぶりな全ては『白き女王』の遊び心に過ぎず。

　城山恭介が真っ先に思い浮うかべるものが最重要になるように、あらゆる事象がセッティングされているのだから。




　　　　７




　アザリア＝マゼンタレインとフラクタル＝レスキンス。

『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』と呼ばれていた二人組は、『その場所』へと帰ってきた。

　朝八時の戦せん闘とうののち、戻もどってきたのは午後一時四〇分。それだけ『白き女王』に与えられた傷は深刻で、容態が落ち着くまで時間を要した事を端たん的てきに示している。

　トイドリーム35。スタッフオンリーの扉とびらに封ふうじられた、広大な立入禁止区画の一つ。海のさらに底にある、災さい害がい時じの非常用浄じよう水すい施し設せつだ。その正体は天井付近に吊つり下げられた直径一〇メートルもの透とう明めいな球体状容器で、中にはレプリグラスで作ったバクテリアが満たされている。

　あらゆる不純物を『食べて』浄化する施設だが、実際に設計に携たずさわったアザリアは、この浄水設備が何の役にも立たない事を知っている。まず第一に海水の飲料化は製油施設の蒸じよう留りゆう塔とうのような設備だけで十分賄まかなえるし、第二にこのバクテリアプールでは家庭用・業務用合わせて一日に四五〇トンもの真水を消費するトイドリーム35の需じゆ要ように応えられないし、第三に日本人は安全をブランド化して購入しようとする悪あく癖へきがある。……言ってしまえば、『この街にはそういう最さい先せん端たん技術があるんですよ』と宣伝するためだけの客寄せパンダなのだ。

　永久に使う事のない広大な地下空間。

　得体のしれない洋館の真下を掘ほり進めて儀ぎ式しき場じようを作るより、よっぽど効率的ではあるだろう。

　───結局のところ、彼らは城しろ山やま恭きよう介すけにはなれなかった。

　具体的には、都合の良い『泉』を作る事はできても、そこから高次生命体たる被召物マテリアルを引きずり上げる事はできなかったのだ。

　だから、彼らは不完全なまま目的を達しようとした。

『女王』を地上へ引きずり上げるのではなく、自らが『海面』という広大な泉よりもさらに下へ潜もぐる事で、異界の奥おくに潜ひそむ絶対君主との謁えつ見けんを果たそうとしたのだ。

　泉の精せい霊れいが出てこないのなら、自分達がほとりから飛び込めば良い。

　息が切れるまでのわずかな時間でも、一目見られれば、頭こうべを垂たれる事ができればそれで良い。

　その結果、本当に溺でき死ししてしまったとしても。

「もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　そう尋たずねたのは若い男だった。『唯ゆい一いつ無む私し』、その一人。敬愛すべき『白き女王』のためなら、それ以外の一切を捨て去って『選ばれた従じゆう僕ぼく』になると誓ちかった、個なき儀ぎ仗じよう兵へいの群れである。

　質問の理由は単純で、アザリア達の全身各所が包帯やガーゼで覆おおわれていたからだ。しかも、その色も真っ白ではなく、所々で痛々しい赤色を滲にじませている。特にアザリアの華きや奢しやな体たい軀くと合わせると、見る者に与える衝しよう撃げきはより大きくなる。

　が、当の本人はうっすらと笑っていた。

「……大丈夫に決まっているでしょう。かの『陛へい下か』を直接拝はい謁えつできる栄えい誉よを賜たまわった上、その御身に直接撫でてあそばせたのですよ。これ以上の幸運などこの矮わい小しような世に存在しないとは思いませんこと？」

「かもしれん。羨うらやましい限りだ」

　皮肉でも嘲ちよう弄ろうでもなく、心底本心から若い男もそう応じた。

　究極的には、彼らは『白き女王』の手によるものであれば、直接殺されても愉ゆ悦えつに浸ひたる。

『統とう御ぎよ』を目指しながらも女王に自由を与え、その足で踏ふみ潰つぶしてもらおうと願う者達。一番に叩たたき伏ふせてもらう事で、女王との距きよ離りの近さを世界中の召しよう喚かん師しに喧けん伝でんしようとする者達。

　そういう存在なのだ。

「それにしても、意外と遅おそかったな」

「ええ」

　声に、アザリアは頷うなずいた。

　彼女の拝謁にはもう一つ、大きな意味があった。

「……何故なぜか『陛下』を呼び出しやすい環かん境きようが自然と整う。せいぜいアワード１５０から２００……三流から二流になりかけた程度の雑魚ざこでも『陛下』を呼べるようになる。これこそ、『陛下』の影えい響きよう力りよくが如によ実じつに集約し始めた兆ちよう候こうですもの。タイミングとしてはギリギリとは思いませんこと？」

　現在、『女王』は純白の繭まゆの中にいる。

　ブラッドサインを振ふり回して限定的だが誰だれでも呼べる、気安い『搾しぼりかす』とは訳が違ちがう。全まつたく違う方式を使って強引に世界へ縫ぬい止めている、彼らが一番に拝はい謁えつを許される、その一番という数字にこそ意味のある、真に高貴なる『白き女王』だ。

　ただ、その繭を割って中身を確かめる訳にはいかないし、非ひ破は壊かい検査を行う技術力もない。

　彼女を『出して』も良いかどうか。それを測る方法は『ガードオブオナー』の中でもネックの一つだった。

「準備の方は？」

「問題ないよ。みーんな『唯ゆい一いつ無む私し』だが、実を言うと一人一人に純金のメダルをあげたいくらい活かつ躍やくしてる。さっきだって辺りを嗅かぎ回っていた『イリーガル』のアワード８８０だの『フリーダム』のアワード８５４だのを素知らぬ顔で撃げき破はしているんだよ。この身が言うのもなんだが、まったくとんでもない突とつ然ぜん変へん異いの集まりだ。何なら挨あい拶さつでもしていくか？」

「必要ありません。私達は等しく『唯一無私』なのですから」

　切り捨てるように、アザリアは告げた。

　元『ガバメント』のアザリアを含ふくめ、指南役として９００番台三人が合流している。だが愛まな弟で子しという概がい念ねんはない。目上、目下、先せん輩ぱい、後輩の考えさえも。彼らに中心はない。創始者が誰だれだろうが、突然変異の原因が誰だろうが関係ない。足元を這はいずろうが、自分達を追い抜ぬこうが、共に知った事ではない。全すべては平等な儀ぎ仗じよう兵へい『唯一無私』なのだ。

　若者の方も拘こう泥でいはしなかった。

「ここから先は短期決戦だ。予想以上に多くの戦力が無事合流できたが、その分、食料や生活物資はカツカツになるぞ。ハンバーガー以上のものを口に入れられるとは思わない事だ」

「あら。楽しみが増えたようで何よりですわ。一体どんな『贅沢スリル』が待っている事やら」

　ジャンクフードジャンキーのアザリアは小さく舌した舐なめずりし、傍かたわらに控ひかえる老ろう執しつ事じが軽く息を吐はいた。

『唯一無私』はこう続ける。

「儀式の方も問題ない。街の中だけでもプロジェクト01から55まで進めてきたが、各地で失敗から得られたデータを統合した。穴あな埋うめ問題だった方程式も、これで完成だ」

　港こう湾わん地帯に蔓延はびこる怪かい談だんの『白い女』。

　レプリグラスを利用して完全人工物の依より代しろを作り出そうとしたクアッドモータース極ごく秘ひ計画。

　それらに代表される過去の計画は全て、あらかじめ失敗する事をも織り込まれたものだった。彼女達はたった一つの方程式を導き出すために活動を続けてきたのだ。

　全てはこの本命のために。

　水底にて不完全な繭を作り、それを無事に羽化させるために。

「調度品の方は？　かの陛へい下かをお呼びするのです。埃ほこり臭くさい巣穴では許されません」

「例の『プリンセス・アザリア号』から全すべて運び出しているよ。……それにしても、とんでもない話だよな。ロシア辺りの金ピカ宮きゆう殿でんだってもう少し控ひかえ目なんじゃないのか？」

「あれでも最低限です。できれば豪ごう華か客船一〇〇隻せき分は欲しかったものを、我が慢まんして厳選したのですから」

　彼ら『ガードオブオナー』にも、最低限計画を隠かくそうとする心性くらいはある。実のところ、一番困ったのは『白き女王』の宮殿に相応ふさわしい家具や美術品の山を、いかに自然にこの街へ持ち込むか、といった点だった。普ふ通つうの運送業者には任せられない。一度に大量の品を移動させれば貴金属の相場や骨こつ董とう品ひんのオークションで利益を求めるハイエナ達の目に留まる。複雑な手段で隠そうとすれば、今度は脱だつ税ぜい目的かと睨にらまれる。そこで白羽の矢が立ったのが豪華客船だった。『目的を隠して運ぶ』のではなく『セレブの豪ごう邸ていごと移動している』のであれば目立ちはしても疑念は抱かれない。そして海に面した巨きよ大だい遊園地トイドリーム35なら、豪華客船が複数同時に停てい泊はくしても日常風景として許容される。

　そんな訳で、『プリンセス・アザリア号』を含ふくめ、合計五隻もの豪華客船が集結し、その内部に蓄たくわえた財宝の山をそっくりそのまま運び込んだのだ。

　全ては『白き女王』に相応ふさわしい、きらびやかな宮殿を築くために。

　計画そのものよりも装飾を重視する辺りに、彼らの本質が浮うき彫ぼりとなっているだろう。彼らは利害や合理性では動かない。全ては感情。『白き女王』の完全なる従じゆう僕ぼくとなる事で、彼女から愛めでられる事だけを望んでいるのだ。あるいは神官、あるいは儀ぎ仗じよう兵へいのように。

『白の寵ちよう愛あい』。

　世界で唯ゆい一いつ、ある少年だけが得られたアワードを、等しく平等に獲かく得とくするために。

「……これからが本番。忙いそがしくなるでしょう」

「そうだな」

　それだけあれば良い。

　そのためならば、彼らはこの惑わく星せいを鮮せん血けつの底に沈しずめる事すら辞さない。
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　午後一時前。できるだけ昼食時の人混みに紛まぎれるように、城しろ山やま恭きよう介すけは表に出ていた。

　パートナーとなる依より代しろはいない、『ガードオブオナー』のメンバーがどこで活動しているかも分からないでは危険極まりないが、どうしても自分のクルーザーに寄っておきたかったのだ。

　次が最後の戦いになる。

　ブラッドサインの整備用の工具や、励起手榴弾インセンスグレネードのストックなどをありったけかき集めておきたかった訳である。

　……のだが。




「あ・に・う・え。わたくし、待ちきれなくなって予定を大だい変へん更こうしちゃいました☆」




　不意打ちで人工霊れい場じようの中に取り込まれた直後の出来事だった。

　背筋を丸ごと凍こおりつかせるような、その甘あまい声。ぎょっとして振ふり返ると、背後から『白き女王』が接近してくるところだった。小走りに、片手を振るその姿は待ち合わせの相手を見つけたようにしか思えない。

（……励起手榴弾インセンスグレネードの起き爆ばくは確認できなかった。という事は、『チェイン』を使って人工霊場ごと引きずってきたのか……!?）

　そもそも、『白き女王』はいきなり呼び出せるものではない。そして召しよう喚かん儀ぎ礼れい自体、闘とう争そうを軸じくとした様式で、召喚師一人きりでは起動できない。常に、誰だれかと、戦い続けなくては被召物マテリアルを呼び出せないのだ。

　特定の、強大な被召物マテリアルを呼び出すため、味方同士で戦う事例もある。

　俗ぞくに言う共食い。

　被召物マテリアルはある程度は依より代しろの意思で操れるとはいえ、一〇〇％の精度とはいかない。つまり味方同士の戦いでも躊ちゆう躇ちよなく潰つぶされてしまう事もある。規定級、神格級、未み踏とう級と錬れん成せいを続けていく中で、一体どれほどの召喚師が共食いで倒たおれた事か。

「今も水底で淀むわたくしの『影えい響きよう力りよく』がこの街の全域に拡大してきたせいとはいえ、気軽にポンポン召喚されるのも癪しやくに障るのでございますが……でもあにうえに会えたから全部許しちゃう!!　でも、あら？　あのわたくしの影響でこのわたくしが出てきやすくなって、ではそのわたくしは？　あらら？？？」

　たった数分間の逢おう瀬せのために、そこまでを強しいるのか。

　純度一〇〇％の輝かがやく笑顔を見せる『白き女王』を前にすれば、質問など無意味だと思い知らされる。

「愛いとしのあにうえと巡めぐり合うためですもの。国の一つ二つは滅ほろぼしたって構わないのではございませんか？」

「愛しの……ね」

「何か気になるところでも？」

「気にならないところがない訳だが」

　あるいは、『白き女王』の恋こい心ごころが本物であればそれを利用する事もできただろう。

　だが彼女は本質的に恋に恋しているだけだ。

　女王自身がその事実に気づいているか否いなかは不明だが、少なくとも恭きよう介すけの方は信用していない。恋れん愛あい感情を軸に『白き女王』を操ろうとしても、いつかどこかで唐とう突とつに『醒さめる』可能性は決して低くない。自分の命と世界の行方、何を天てん秤びんに乗せるにしてもそれは危険すぎる。

「一体……何しに来たのさ」

「やん☆　乙女おとめの口から詳しよう細さいに説明するのは流石さすがにゲスイですので、ここは擬ぎ音おんで表現いたしますね。ずばりイチャイチャしに来たのでございますわ。文句がありまして？」

　世界の構造とは、なんて無価値なんだろう、と恭きよう介すけは本気で思う。

　何をどれだけ積み重ねても、命を懸かけて勇気を振ふり絞しぼって世の理り不ふ尽じんと戦う覚かく悟ごを決めても、結局は強大過ぎる存在の気ままな采さい配はい一つで全すべてが変へん更こうを余よ儀ぎなくされる。だが考えてみれば当然だった。彼女は神話の神々たる神格級のさらに先、秘ひ奥おうの中の秘奥たる未み踏とう級の頂点だ。

　彼女が世界に従うのではなく、世界が彼女に従うべきなのだ。

「あらあにうえ。乗り気でない？」

「……そもそも、その呼び方からしてうんざりなんだよ。人間と被召物マテリアルの間に血けつ縁えんなんて生まれる訳がないではないか」

「頼たよりになる殿との方がた、で検けん索さくするとこのワードがしっくりくるのでございますけどねえ」

　検索、というのが何を意味するのか、恭介には分からなかった。

　夜な夜な背中を丸めてネット喫きつ茶さで遊んでいるのかもしれないし、未踏級の蠢うごめく『向こう』の世界の奥にアカシックレコードみたいな情報の塊かたまりでもあるのかもしれない。彼女にしてみれば、どっちだって同じ程度の価値しかないのだ。

　……いいや。

　女王については分かる事がない、と言った方が正しいか。

　その発生や出自の段階からして、世界中の学者によって意見が大きく分かれる。かつて共に歩んだ城しろ山やま恭介さえ、彼女の実じつ年ねん齢れいも知らない。人類発はつ祥しようから人間社会に寄り添そっていた、今この瞬しゆん間かんに生まれてリアルタイムで過去の歴史を上書きしている、そんな珍ちん説せつ奇き説せつに振り回されるつもりは毛頭ないが、かと言って『では、お前は正しい答えを知っているのか』と問われれば首を横に振るしかない。その力の源や女性形の心身を備える理由など根本的な問題から、どういう理由であにうえなどという悪ふざけのような呼こ称しようを選んで使うのかすらも、何一つ。

「そもそも、兄妹どころか親子の概がい念ねんすらあるのか？　まともな交配機能があるのが信じられない、というか、真っ二つに分ぶん裂れつしながら増えたって納得するしかない訳だが」

「うふ、何でしたら試してご覧になりますか？」

　そう。

　根本的に、『白き女王』とは何なのだ？

「さあさ、あ・に・う・え。あっそびっましょー☆　……というか、拒きよ否ひするならここら一帯の人間をくまなく絶ぜつ滅めつして差し上げてよ？」

　軽い。

　なればこそ、余計に怖こわい。

『白き女王』の力からすれば、むしろ世界を壊こわさずにいる方が難しいくらいのはずだ。

　だから恭きよう介すけは迷わず主義もプライドも捨てた。

「そりゃあ残念だ」

「？」

「あなたがそうやって暴れると、せっかくの観覧車も営業停止になるから乗れない訳だが」

　ピタリ、と。

『白き女王』の笑顔が確実に停止した。

「そ、それはつまり、わたくしと、あにうえが、一いつ緒しよに観覧車に乗ると？　乗ってくださると!?」

「まあ、今この瞬しゆん間かんに未み踏とう級大暴れで世界の終わりがやってきて、支柱ごと観覧車がぼっきり折れたりしない限りは」

「待って、待ってくださいませ。あの、その、観覧車に乗るという事は、若い男女が狭せまい密みつ室しつで時間を共にするという事でございますよね？」

「あなたの実じつ年ねん齢れいなんて人類の誰だれにも解明できていないよ。歴史誕たん生じようから『向こう』でたゆたっていたって説が有力だけど、『第三の召しよう喚かん儀ぎ礼れい』が生まれた瞬間、今この瞬間に生まれて過去の方が後から上書きされている、世界創生の前からこっそり存在した、などなど。奇き説せつ珍ちん説せつで溢あふれ返っている。しかも、女王くらいの特異点っぷりならどれでも自由に当てはまりそうだし」

「あにうえ本筋から逸それています!!　何かわたくしを焦じらしているのでございますか!?」

「でも景色を眺ながめるために観覧車に乗るって人はあんまり見ない訳だが」
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　見れば、『白き女王』は自分のほっぺたを左右から小さな掌てのひらで押おさえつけ、顔全体を真っ赤にして小刻みに震ふるえていた。

「辛つらいのならやめようではないか」

「何をおっしゃいます!!　絶対分かっていて取り上げようとしましたわね、まったくいじらしいあにうえ!!　そうと分かれば列に並びましょうっ、何だったら列なんて薙なぎ払はらってでも乗り込みましょうっ」

「だからあなたが暴れると営業停止になっておあずけになるよ」

「わっ、わたくし、『軸じく』っていうか依より代しろに使っているのは中年のおっさんでございますが、それでもイチャイチャしてくださいます!?」

「ほら周りの迷めい惑わくだから」

　釘くぎを刺さすと、『白き女王』は列の最さい後こう尾びにちょこんと並んでしまった。

　シュール過ぎて困る。

「そこまで喜ぶような事かな？」

「まあまあ乙おと女め心ごころの分からないあにうえ。つーか、あにうえと一いつ緒しよなら大たい抵ていどこでも血の海の中だってハッピーな訳でございますが」

「僕ぼくにはそんなプレミアはついてないよ」

「……あらゆる人間はわたくしに『届く』だけで大なり小なり歯車が狂くるっていくのでございますわ。確かにそれは、あにうえとて例外ではない。わたくしと出会わなければ、あにうえは『そんな』にはならなかったでしょうね」

　くすり、と。

　蠱こ惑わくとも妖よう艶えんとも違ちがう、人の言葉では表せない笑みを浮うかべる『白き女王』。

「でも、あにうえの歯車は悪くない。他の連中が軒のき並なみ空回りを続ける中、あにうえの歯車だけがわたくしの心を刺し激げきし、わたくしの知らないわたくしを引き出してくれるのでございますわ。……ほら、これが恋こいと呼ばずしてなんと呼ぶのでございましょう？」

「錯さつ覚かくだろう」

　恭きよう介すけは一言で切り捨てた。

「今ここにいる城しろ山やま恭介と、あなたが思い描えがいている城山恭介には落差があり過ぎる。あなたの思い浮うかべる誰だれかはあなたの心の中にしかいないよ。僕に期待されても困る」

　その言葉を受けても、彼女はくすくすと微笑ほほえんでいるだけだった。

　恋は盲もう目もく、とでも呼ぶべきか。だがその根幹が空くう虚きよで信じ難がたい。

「それにしても、あにうえは相変わらずでございますのね。赤の他人を助けるために東とう奔ほん西せい走そうするくらいなら、わたくしの事だけを見ていればよろしいのに」

「何がどうよろしいのか分からないよ」

「あにうえがわたくしのものになれば、世の混こん沌とんの半分はなくなると申し上げているのでございますわ」

「……、」

「うふふ、そこで首を縦たてに振ふらないのが素晴らしいのでございますわ。あにうえはそうでなくては。簡単には手に入らないから渇かつ望ぼうする。世の恋愛とは、告白するまでが一番幸せらしいですしね？」

「そういうあなたは一体何をやっているんだか。『ガードオブオナー』なんて謎なぞの勢力が出てきたと思ったら、吞のん気きに担かつがれてしまって。そもそも『あの方式』に特別未練があるって訳でもないんだろう……」

「うーん。わたくしは、あにうえと一緒にいたいだけなのでございますが。それがたとえ一いつ瞬しゆんでも、永遠に続くものであっても。どちらにしても本質が変わる事はございませんわ」

「『あんなもの』のためにわざわざ世界を吹ふっ飛ばすような連中の手を借りる事に不満は？」

「あはは。あにうえが作ったオリジナルは『精せい霊れいの泉』でございますものねえ。あれは良いものでした。構造的、機能的に無む駄だがなくて、それでいて全体的に可か憐れんで……。あにうえが、わたくし達被召物マテリアルにどのようなイメージを抱いていたかが分かる素す敵てきな一品でございましたわ」

「……無む尽じん蔵ぞうに被召物マテリアルを呼び出して世界を埋うめ尽つくすような危険物のどこが素敵な一品なんだよ、まったくさ。あんなものはこの手で壊こわして正解だった」

「あらあら。救われないあにうえ」

　楽しそうに『白き女王』は笑う。

「あにうえはいっつもそう。一〇〇人しか救えない状じよう況きようで無理矢理二〇〇人を助け出し、結果として新たな争乱を生み出してしまう。酸素量、食しよく糧りようの残り、救命ボートの数。そうした事情を全まつたく考こう慮りよせず、ただあるがままに目の前の全すべてを救ってしまう。……完かん璧ぺきな世界は見つかりました？　世界の王となる事は？　そう呼ばれるに足る偉い業ぎようを成なし遂とげながらも、あにうえは相変わらずカオスな世界を渡わたり歩くウサギさんのままのような気がするのでございますわ」

　だって、と。

　愉ゆ悦えつのままに、彼女は付け足す。

「一時、世界に被召物マテリアルが溢あふれ返ってひっそりと人類が滅めつ亡ぼうしかけた『秘ひ匿とく大戦』だって、結局は同じでございますものね。あにうえは、ただ呼び出されて使役されるだけだった被召物マテリアルを、人と同じように扱いたかっただけでございますものねえ？」

「……僕ぼくは間ま違ちがえたのさ」

　吐はき捨てるように、恭きよう介すけは呟つぶやいた。

　きっと、『白き女王』の隣となりに立つ少年自体、並び立つに相応ふさわしい伝説の保有者だった。

「ずっとずっと間違えてきた。多分、今だって間違えている。分かっているさ、そんな事。分かっていても、泥どろ沼ぬまに沈しずんでいく者達の声を無視できなかった。こんなのは『強さ』から来る行動ではない訳だが。敗北を、悲劇を、苦痛を、絶望を、死別を、受け入れる事ができないから、その『弱さ』が僕を突つき動かしているに過ぎないってくらいはさ」

「かもしれないのでございますねえ」

『白き女王』は吞のん気きに言った。

「わたくし、世界を生かすも殺すも指先一つで自由自在でございますが、だからって別に全てを背負いたいだなんて微み塵じんも思いませんし。悲鳴が聞こえた、断だん末まつ魔まの叫さけびが響ひびいた、だから何？　って感じでございますわ。個の人生は個の責任で謳おう歌かすれば良いだけの話。自らの選せん択たくの結果生じた不幸や悲劇など、勝手に個が消化するのが世のならわしでしょう。わたくしが責任を感じるような事ではございませんわ」

　その言い分に、城しろ山やま恭介は思わず笑ってしまった。

　そうだ、それが一番『強い』。正しいかどうかはさておいて、やはり『白き女王』は世界の何よりも『強い』位置にいる。

「相あい容いれないね」

「相容れないのでございますか？」

「だけど、『弱さ』から生じる行動に妥だ協きようはない。あなたはそいつを覚えておいた方が良い。窮きゆう鼠そは猫ねこを嚙かむんだ。……言っておくけど、僕ぼくは今、相当追い詰つめられている訳だが。フェアで対等な勝負をしましょうなんて笑っていられないほどにね」

「よろしいのではないですか？　力を持つ者がその力を行使するのは個の自由でございますし」

「僕は冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんを助ける。そう約束した、だからそいつは必ず守る」

「……ここで他の女の名前を出したのも、ささやかなる抵てい抗こうの一いつ環かんでございますか？」

「いや、嫌いやがらせならもうちょっときちんと組み立てるよ」

　恭きよう介すけはパチンと指を鳴らして、

「ところでこの観覧車、ざっと三〇分待ちって書いてあるけど、あなたのタイムリミットは後どれくらいだったかね」

「あっ、このっ!?　おっ、乙女おとめの純情を弄もてあそぶ者にはガチの天てん罰ばつが下るのでございますわ、よ……ジジジザザザザザガガ!!!???」

　人工霊れい場じようと『白き女王』が消失した。

　その場に崩くずれ落ちた依より代しろらしき中年男性を放って、再び恭介は雑ざつ踏とうの中へと身を隠かくす。

　戦わずして彼女を退けた。

　では今度こそ、冥乃河彼岸を助けるための行動を再開しよう。
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　愛あい歌かのマンションのゲストルームは、重たい沈ちん黙もくが支配していた。

　そこにいるのは、冥乃河蓮れん華げ、愛歌、緑リユウ娘ニヤン藍ランの三人。……いいや、厳げん密みつにはもう一人、豪ごう奢しやなベッドで寝ねかされているメイド服の彼岸もいるか。彼女がどこか人間味のない、カウントから危うく外してしまいそうになってしまったのは、完全に意識が失われているからだろう。気配というものがなく、どこか調度品めいているのだ。

　あれから一度も目を覚まさない。それが、危機的状じよう況きようを端たん的てきに示す一言だった。

「……さっきは取り乱したけど」

　蓮華はゆっくりと息を吸ってから、何かを切り替かえるように言った。

「改めて、彼岸の様子を確認させてちょうだい。これからの事をちゃんと考えるために、この子の様子を正しく知っておきたいの」

「ま、さっきみたいな事にならなければ何でも構いませんが……」

　水着少女の愛歌がボソッと、しかし釘くぎを刺さすように応じる。

　うっ、と蓮華は思わず口くち籠ごもり、

「……わ、悪かったよ」

「まあまあ。それ以上搾しぼったって何にも出ないわよ。基本的に自殺だの復ふく讐しゆうだののスタンスって、根っこにあるのは現実逃とう避ひだからね。その子がヒロイックに死ぬのをやめるって言っているんだから、流れに乗った方がすんなりいくんじゃないかしら？」

　緑リユウ娘ニヤン藍ランが適てき当とうに助け舟を出すと、愛あい歌かはベッド近くのサイドテーブルに置いてあったハンドライトを摑つかんだ。電球やＬＥＤを使ったものではなく、本体側面に一五センチくらいの短い蛍けい光こう灯とうをはめたものだ。しかも、蛍光灯自体も普ふ通つうのものとは違ちがう。

「それ、紫外線ブラツクライトとは違うって話だったはずよね」

「……別に発がん性なんてありませんのでお気になさらず。科学的にどうこうなんて話ではなく……ようは、『いつもと違う視点で事象を眺ながめる』事が重要なのです。そのためには、波長の違う光を使うのが手っ取り早い……」

　そこで改造チャイナドレスの美女がこんな事を言った。

「妹さんの服、脱ぬがせないと容態は分からないんじゃないかしら？　私達でやって良いの？」

「っ！　私がやる!!　……というか、何これ、どうなっているの？　上着にボタンはないみたいだし……そ、そもそもメイド服の構造なんて分かる訳ないじゃない!!」

「背中にファスナーがあるのよ。エプロンドレスって、ようはワンピースの変種だしね」

「……何でそんなサラリと答えられるのよ？」

「Ｃ区画は映画とカンフーの街だからよ。キャンペーンだの何だのでどれだけコスプレさせられていると思っているのかしら」

　そんなこんなで、四苦八苦しながら蓮れん華げは妹のメイド服を脱がせていく。意思のない五体を外から動かすのは予想以上に腕わん力りよくが必要らしく、冗じよう談だん抜ぬきに肉体労働の苦しみを味わっているようだった。

　脱がしたら脱がしたで、今度は羞しゆう恥ち心しんと罪悪感を覚えたのか、腰こし回りと胸むな元もとに脱がした衣服を押おし付けていく。

「あんまり彼ひ岸がんをジロジロ見ないでくれないかしら」

「……私はお兄ちゃん以外の人類の裸はだかにまるで興味がないのでお気になさらず」

　パンパン！　と愛歌が手を叩たたくと、それだけでゆっくりと部屋の照明が落ちていく。分厚い遮しや光こうカーテンに窓まどを塞ふさがれた部屋の中は、ホームシアターのように真っ暗になる。

　そして、愛歌の持つハンドライトから、青っぽい不健康な光が溢あふれた。

　……そこに横たわっているのは、華きや奢しやな少女のはずだった。きめ細かい白い肌はだは陶とう器きのように光を照り返し、夜空に浮かぶ月のように輝かがやくものであるはずだった。

　なのに、




　ぐじゅり、と。

　そんな幻げん聴ちようを耳にしそうなほど、冥めい乃の河かわ彼岸の全身は青黒い痣あざに覆おおわれていた。




　全体としては、腐くさった果実にも似た色しき彩さい。

　それが、彼ひ岸がんの全身のおよそ半分ほどを斑まだらに埋うめている。白い肌はだはとことん白いからこそ、余計にその『腐ふ敗はい』は際立って蓮れん華げの目に飛び込んできた。

　視点を変えて事象を観察するだけでこの有り様。日常という光の裏に隠かくれていた『真実』は、到とう底てい美しいものとは呼べなかった。

　分かっていた。

　分かっていて、なお、その光景は蓮華の意識をくらりと揺ゆらすほどの衝しよう撃げきを与えた。

　ごくりと喉のどを鳴らして、蓮華は呟つぶやいた。

「……さっきよりも、増えてる」

「根本的な解決法を見み出いだせず、時間の経過に任せるままにしていたのだから当然なのです……」

「それにしても、今は一二時半だから……あれから四時間で、もうこんなに広がっているのね」

　こうしている今も、妹の彼岸の命は現在進行形で削けずり取られていく。

　青黒い侵しん蝕しよくの度合が、その命を視覚化している。
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「……これね」

　昼時。自作のスープチャーハンをすくうためのれんげを口に咥くわえつつ、改造チャイナドレスの美女、緑リユウ娘ニヤン藍ランは素っ気なく呟いた。

　空いた手はピンセットを摑つかんでいて、その金属製の先せん端たんが何か小さく鋭するどいものを捉とらえていた。ブルーの瞳ひとみが観察しているのは、長さ数ミリほどの、純白の針に似た異物だ。おそらく遠心分ぶん離り器きで素材を調べても、エラーが出てくるだけだろう。

「やっとサンプルが一つ……。まったく、ほとんど知恵の輪みたいに絡からみついているじゃない」

　地球上に存在する物質ではない。

　厳げん密みつには、『白き女王』の肉体から剝はく離りした一部分、とでも言うべきか。

「こんなものが生身の人間の全身各部に三〇〇〇個以上ちりばめられているだなんて、悪夢だわ。主要な血管や臓器が破れていないのも含ふくめて……。まるでアイアンメイデンじゃない」

　異物の出所は明白だった。

　ゲストルームのベッドで寝ねかされている少女、冥めい乃の河かわ彼岸である。

『白き女王』に身を預けた者が等しくあんな症しよう状じように見み舞まわれるという話は聞いた試しがない。だが相手はあの女王だ。召しよう喚かん師し達が命を賭かける理ことわりをあくび混じりに捻ねじ曲げ、その場限りの追加ルールを埋うめ込むくらいの反則は平気で使ってきてもおかしくない。

　それが許されるほどの絶対的な力を、『白き女王』は有しているのだから。

　緑リユウ娘ニヤン藍ランはスープチャーハンの器うつわの横に置かれた、小型のＩＣレコーダーを気にしつつ、

「まるでクリップで摘つまむように、大小無数の異物が冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの血管や臓器を圧あつ迫ぱくしているわ。制限時間内に全すべてを外科手術的に取り除のぞくのは不可能。……ま、これも『白き女王』は計算済みなんでしょうけど。焦あせって除じよ去きよしようとすれば、彼女の命を落とす事にも繫つながりかねない」

　ジャスミンティーを一口。

　唇くちびるを湿しめらせると、彼女はピンセットで摘んだ異物を小さな瓶びんの中に放り込む。

「これも予想通りだけど、冥乃河彼岸を救出するには、制限時間内に『白き女王』を倒たおすしかない。本体を倒す事で、末まつ端たんである三〇〇〇個以上の異物も同時にこの世界から消失するでしょうからね。何もかも最悪の想定通りでつまらないわ」

　確実に彼岸の命を蝕むしばみつつ、死の直前までは決して自覚症状……つまり痛みが現れないという徹てつ底ていした悪あく趣しゆ味みだった。『白き女王』は城しろ山やま恭きよう介すけに向けて、暗に言っているのだ。戦力としての依より代しろは残してやるから、私の元まで来いと。

　彼にチャンスを与えて楽しんでいる。

「……問題は、召しよう喚かん師しや依代の支えなしで自由に動き回る『白き女王』に、普ふ通つうの召喚儀ぎ礼れいで太刀たち打うちできるかどうか、よね。何しろあれはあらゆる被召物マテリアルの頂点。未み踏とう級の中でもさらに最強。三つ巴どもえの『音域』をいくら変えようが、どれだけ錬れん成せいを重ねてコストの面で強きよう靭じん化かしようが……『白き女王』の一ひと振ふりで全て終わってしまうかもしれないんだし」

　状じよう況きようは絶望的だ。

『白き女王』は狂くるった愛情（あるいはその錯さつ覚かく）で城山恭介を求め続けているが、狂っているが故ゆえに身の安全は保証できない。人ひと懐なつこい熊くまが人間にじゃれついて死なせてしまうのと同じように、おそらく『白き女王』は恭介を前にすれば制せい御ぎよが利かなくなる。

「こうなると、姉の冥乃河蓮れん華げが追い詰つめられるのも頷うなずけるわね」

　スープチャーハンをれんげですくいながら、改造チャイナドレスの美女はＩＣレコーダーへ自分自身の私見を吹ふき込んでいく。

「……とはいえ、闇やみ医い者しやを頼たよって自分自身の臓器を摘てき出しゆつして、異物に蝕まれた妹の全身をそっくり詰め替かえるなんていうのは、流石さすがにイカれているとは思うけど」
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　闇医者、という単語を聞いた途と端たん、城山恭介は愛あい歌かのマンションから飛び出していた。

　観覧車の車しや軸じくの辺りに取り付けられたデジタル時計は、午前一〇時半と表示している。

『まあ、自分の妹が手の施ほどこしようもない状態なんだもの。何にでもすがりたくなる気持ちは分からなくもないけど。紹しよう介かい状じようなしで難度ウルトラＣの依い頼らいなんか持ち込んだって、どうせ追い返されるのがオチでしょうね』

　その筋に（異常なほど）詳くわしい緑リユウ娘ニヤン藍ランはそんな事を言っていたが、恭きよう介すけの予想は違ちがった。

　蓮れん華げと彼ひ岸がんは双ふた子ごの姉妹だ。

　遺伝情報が酷こく似じしている以上、臓器移植の適てき合ごう率りつは他に比べて圧あつ倒とう的てきに高いはず。

　そして妹の彼岸が苦しめられているのは、全身の血管や臓器が『白き女王』の破片によって圧あつ迫ぱくされているため。

　平たく言えば。

　代わりの臓器を一人前フルセットで用意すれば、『白き女王』と激げき突とつせずに彼岸を助けられる。

　ただし、それが意味するところは……。

「くそっ!!」

　とにかく走る。時に複数交差する巨きよ大だい陸橋から飛び降りて道順をショートカットしてでも、一刻も早く目的地を目指す。

　幸い、闇やみ雲くもに捜さがさなくてはならない事態だけは避さけられた。

　緑娘藍が蓮華に洩もらした『業者』の名前を聞き出していたからだ。

　Ｃ区画。映画のセットの再現として作られた、外から見たチャイナタウンという勝手なイメージを具現化した街。こんな所に闇医者が潜もぐり込んでいるのは、やはり『実際とは違う』イメージに引き寄せられたのか。

　どこもかしこも極ごく彩さい色しきの仮装の中、群衆に紛まぎれるように特とく徴ちよう的てきな巫女みこ装束がチラリと見えた。

　その背に後ろから近づき、恭介は華きや奢しやな肩かたを摑つかむ。相手が驚おどろく暇ひまも与えずに近くの路地へ引きずり込み、そのまま建物の壁かべへ背中を叩たたきつけるようにして押おさえつける。

　至近で叫さけぶ。

「自分が何をしようとしているのか!!　本当に分かっているのか!?」

　ビクリと震ふるえた少女の体は、どこか小動物のように縮ちぢまった気がした。

　それでも、体を押さえつけられたまま、蓮華は少年を睨にらみつける。

「……だって、これしか道はないじゃない」

　搾しぼり出すような声だった。

　それが何を意味するか。自分の命を秤はかりにかけている彼女だって良く考えているのだろう。

　正しい答えが分からなくなるくらい、グチャグチャになるまで悩なやんでしまったのだろう。

「相手は最強の『白き女王』を掲かかげる凄すご腕うでの召しよう喚かん師し達で、どんな被召物マテリアルを持ち出したってあの化け物には勝てないでしょ!!　たった数時間のリミットの内に『白き女王』を撃げき破はして、彼ひ岸がんの体の中から三〇〇〇近い異物を全すべて取り除のぞくなんて絶対にできない。だったら、もう、正せい攻こう法ほうなんてかなぐり捨てるしかないじゃない!!」

「どっちみち、いくら双ふた子ごでも全ての検査をショートカットしていきなり手術を始める事なんかできないよ。適てき合ごう率りつ、感かん染せん症しようの有無、免めん疫えき抑よく制せい剤ざいのパッチテスト、その他色々。移植手術は時計の歯車の交こう換かんとは違ちがうではないか。まして、髪かみや目の色を見れば分かる通り、あなた達は二卵性だろう？　一卵性と違って遺伝子配列全体が別物である以上、初歩の初歩の血液型の検査から始めなくてはならない訳だが。どう考えたってリミットの数時間内に全ての手術を終わらせるなんて不可能に決まっている」

　そこまで聞いて、蓮れん華げは薄うすく笑った。

「……そうとも言い切れないの」

「何だって？」

「私と彼岸は、単なる双子じゃないもの」

　意味が分からなかった。

　虚きよを突つかれた恭きよう介すけの手を、蓮華は振ふり払はらう。逃とう亡ぼうのためではない。何かを見せるため、彼女は巫女みこ装束の襟えり元もとを大きく開いたのだ。

　眩まばゆい白の柔やわ肌はだが目に飛び込んでくるかと思った。

　それも間ま違ちがいではなかった。

　だが。




　がばり、と。

　次の瞬しゆん間かん、肋ろつ骨こつを中心に冥めい乃の河かわ蓮華の胸むな元もとが大きく『開いた』のだ。




「……あ？」

　思わず。

　極ごく彩さい色しきの世界をさんざん眺ながめてきたはずの城しろ山やま恭介の思考さえ、わずかに止まった。

　得体のしれない傘かさや花のように展開される肋骨は、飴あめ色いろに磨みがかれた木材で作られていた。中身も赤黒いぶよぶよした塊かたまりとは程遠い。確かに一つ一つは臓器に寄せた外がい殻かくを持っているものの、その質感は『生』というより、人の手で加工を施ほどこした『皮かわ袋ぶくろ』のようなものに近い。

　脈動はあった。だが鼓こ動どうも機械音もなかった。

　あまりにも滑なめらかな歯車は嚙かみ合う音さえも発しないという。まるでそれ自体が職人の銘めいのように、一つ一つを組み上げた者の技量が端たん的てきに示されていた。

　西洋の仕し掛かけ人形は時計職人の手で作られる、というどうでも良い雑学が脳裏をよぎる。

「それ、は……」
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「『浄じよう瑠る璃り方式』なんて呼ばれてた。ま、人と同じような格好で人と同じようにしゃべる相手にガラクタだのオモチャだのってストレートに名づけるのは抵てい抗こうがあったんでしょうけど」

　彼女はどこか自じ嘲ちようするように答えた。

　異い形ぎようの内部機構をさらしながら。

「おかしいとは思わなかった？」

　正しよう真しん正しよう銘めい、胸むな元もとを『開いた』まま、蓮れん華げは呟つぶやいた。

「依より代しろと離はなれ離ばなれになって孤こ立りつした召しよう喚かん師しが、『ガードオブオナー』なんていう組織単位の敵からそうそう簡単に逃にげ切れると思う？　ただの人間に戻もどった雑魚ざこに、そんなのできると思う？」

　できない、とは言い切れない。

　例えば『イリーガル』の緑リユウ娘ニヤン藍ラン……召喚儀ぎ礼れいを憎ぞう悪おし、徒と手しゆ空くう拳けんで凄すご腕うでの召喚師を絶ぜつ滅めつさせる『瘦身暗器パーフエクトドラゴン』だったら、そんな事もできるかもしれない。

　だけど、少なくとも城しろ山やま恭きよう介すけには不可能だ。

　短時間煙けむに巻く事はできても、最終的には依代と被召物マテリアルに頼たよらざるを得なくなる。

　あの『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』であっても、だ。

「……でも」

　恭介は目の前にあるものを、未いまだに信じられない口調で質問する。

「あなたはそもそも一体何なんだ？　完全人工物の召しよう喚かん師しなんて聞いた試しがない。そもそも、励起手榴弾インセンスグレネード使用中は、召喚師や被召物マテリアルの体はカメラやセンサーから完全に消えてしまうではないか。無人兵器やミサイルなんかに捕ほ捉そくされる事もなくなるはずなのに……」

　いわゆるレプリグラス操兵が、被召物マテリアルと直接戦う力を持たないのに『有人兵器』を保ち続けているのもそのためだ。メガネや双そう眼がん鏡きようなど原始的な光学機器を除のぞき、肉眼以外の方法に頼たよっては最低限の『目』や『耳』としての役割も負えなくなる。

　なのに……、

「私の家は、元々そういう系けい譜ふなのよ」

　サラリと、そういう常識の枠わくの外にいる蓮れん華げは簡単に答えた。

「動物や昆虫の構造を模したレプリグラスが、元々は『白き女王』の器うつわとして開発されてきた成なれの果てだった、って話があったじゃない？　あれと一いつ緒しよ。私達は、あんなものが蔓まん延えんする前から『浄じよう瑠る璃り方式』の依より代しろをひっそりと作り続けてきた。元は人形供養の専門家だったけど、ひとりでに動き回るガラクタに興味を持ってしまった結果、ミイラ取りがミイラになった、というのが正しいかしら。……理想形としては、人間の召喚師と『浄瑠璃方式』の依代を組み合わせる事で、一〇〇％ノイズなく完全に被召物マテリアルをコントロールするって感じかな」

　理想形としては。

　だが現実には、召喚師の蓮華が浄瑠璃方式で、依代の彼ひ岸がんが人間となっている。

　いや、あるいは冥めい乃の河かわ彼岸も人間ではなく……？

「あの子は人間よ。だから色々な理り不ふ尽じんを被こうむってきた」

「？」

「イレギュラーな方法を取っているとはいえ、冥乃河の家は基本的に安定して優すぐれた召喚師を輩はい出しゆつする事に社会的意義を見み出いだす系譜、って訳。私は後から作られたガラクタで、元々は彼岸一人しか後こう継けい者しやはいなかった。そう考えれば、あの子の抱える問題も分かってくるでしょう」

「……なるほど。召喚師に才能はいらないけど、依代にはある種の憑ひよう依い体質が必要になってくるよね。でもって、憑依体質を持つ者は召喚師にはなれないって訳か」

　励起手榴弾インセンスグレネードによって展開される人工霊れい場じようの中は、平たく言えば『お化けにちょっかいをされやすい場所』だ。『窓まど口ぐち』の開いている依代が召喚師を気取ったところで、被召物マテリアルに体の制せい御ぎよを乗っ取られる。そもそも、召喚儀ぎ礼れいが二人一組で行われる事自体、依代は第三者によるサポートがなければ自在に振ふる舞まえない事実を証明している。

　優れた依代は、一種の天才だ。

　だが冥乃河の小さな世界では、それを活用する機会を与えられなかった。

「金きん髪ぱつに、青い瞳ひとみ。双ふた子ごにしては大きく異なる特とく徴ちようだなとは思っていたけど……」

「ハーフかクォーターとでも思った？　あの子は純国産よ。依代としての特徴……憑依体質を医学的に取り除こうとあれこれ体をいじくる内に『ああなった』というのが正解ね」

　その試みも失敗したのだろう。

　失敗し、中ちゆう途と半はん端ぱに削そぎ落とされてなお、あそこまで優すぐれた依より代しろなのだろう。

　であれば、そもそもはどれほど強大な依代だったのだろう？　明めい治じ時代、有名な浮うき世よ絵えがクシャクシャに丸められて絵皿の緩かん衝しよう材ざいに使われた話を思い出す。冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの人生そのものだ。

「だから、私が作られた」

　巫女みこ装束の浄じよう瑠る璃り方式は、静かに告げた。

「冥乃河蓮れん華げ。彼岸の肉体……骨格や臓器配置を基幹設計に盛り込みつつ、一いち族ぞく郎ろう党とうが最も望んだ『本来こう生まれてくるべきだった、皆みなの理想の冥乃河彼岸』……それが私。だから私は後から組み上げられたくせに『立場が上あね』になった」

　だから、なのだろうか。

　召しよう喚かん師しと依代の間で結ばれた契けい約やくを無視して、横から第三者が制せい御ぎよを奪うばうなんて話は聞いた試しがない。だがそもそも蓮華と彼岸の関係は普ふ通つうのものではなかった。自然界には存在しない理由で生まれた極限まで強い結びつきが、そのようなイレギュラーを生んだのか。

「未いまだに……信じられない。彼岸はそんなのを隠かくしている様子はなかったではないか。そもそも、彼女はあなたを助けるためにわざわざ安全地帯を飛び出して死地へ向かった訳だが。頭を押おさえつけられたり、憎ぞう悪おがこびりついていたら、あんな行動は取れなかったはずだ」

「あの子は……」

　わずかに、蓮華は言いよどんだ。

　だが、続ける。

「……真実を知らない。というか、見えない。だって、私は『冥乃河彼岸という人体の理想形』なんだもの。目も髪かみも変わり果てたあの子がそれでも心の中に宿す『冥乃河彼岸とはこういう形』という雛ひな形がたそのものなんだもの。あの子にとっては、鏡に映うつる自分の顔よりも、姉である私の顔の方が『正しい冥乃河姉妹のデータ』と考えてしまうはず。……だから似ても似つかないのに、私達は『双ふた子ごの姉妹』という事になってしまう」

　召喚師と依代。

　理想と現実。

　姉と妹。

　全すべてがひっくり返ってきた中で、冥乃河蓮華は妹の彼岸の傍そばにいながら、何を思って生きてきたのだろうか。人工物で、人間を使役して、偽いつわりの認識で信しん頼らいを得て。笑顔を向けられれば向けられるほどに、素直に受け取る事はできなくなっていったのだろう。

　それでも、逃にげ出す事なく彼岸を守り続けてきたからこそ、彼女はここにいるのだろう。

　まさに今、その命を投げ出す決断をしてでも、なお。

「『これ』なら、普通の臓器移植のセオリーなんか関係ない」

　大きく開いた『内側』を覗のぞかせながら、蓮れん華げは言う。

「拒きよ絶ぜつ反応も免めん疫えき抑よく制せい剤ざいも無視できる。私が『理想の冥めい乃の河かわ彼ひ岸がん』として製作された以上、この人工物はあの子の体にこれ以上ないくらい馴な染じむはずよ。……この方法なら間に合う。『白き女王』の撃げき破はなんて現実離ばなれした方法じゃなくても、確実にあの子を助けられるはずよ」

　妹を守る。

　それだけを胸むねに生きてきた結果が、こんな選せん択たくに繫つながった。

　あるいは、彼女自身がそうして救われてきたのかもしれない。冥乃河蓮華が実質、製造されてから何年目なのかは知らないが、生まれた瞬しゆん間かんから明確な目的を背負わされ、それが自らを慕ってくれる誰だれかの夢が破れて誰からも期待されなくなったからこそ成立した、などという話になれば、平静ではいられなくなるだろう。

　だから、救うという行こう為いは、救われるという行為だったのかもしれない。

　だけど。

「……それでは駄だ目めだろう」

　その想おもいを、その覚かく悟ごを、その決断を、その献けん身しんを、その愛情を。

　こんな赤黒い結末に繫つなげる事が、本当に正しいなどと言えるのか。

「どうして？　私は『浄じよう瑠る璃り方式』のガラクタで、あの子は人間で、私がこうして駆く動どうを続けるのも、あの子を守るってくらいの理由しかなかった。最さい適てきの方法は目の前にあって、『白き女王』を倒たおすなんてムチャクチャな可能性に賭かける必要なんかなくて、私が決断するだけであの子はきちんと救われる！　だったら!!」

「確かに合理的かもしれない。命の価値で言えば人間の方を守るべきなのかもしれない。だけど、彼岸は言ったのさ。その口で言ったんだよ。港こう湾わん地帯での戦せん闘とうを経へてあなたと離はなれ離ばなれになった時、そのまま姉を見捨てていれば自分だけでも安全地帯に隠かくれていられたのに。それでも彼女はこう言ったんだ！」

「一体何を!?」




「私が『たすけて』って言ったのは、そういう意味じゃないって!!　そう言って、彼岸はたった一人でもう一度帰っていったんだよ、戦場に取り残されたあなたを連れ戻もどすために!!」




　蓮華の呼吸が止まった。

　絶望的な思考が途と切ぎれた。

　その隙すき間まにねじ込むように、至近から恭きよう介すけは叫さけぶ。

「あの時、あの場面で、彼岸はあなたと離れ離れになっていた。自身にも死は迫せまっていて、何に偽いつわる事もなく醜みにくい本音を口に出したって不思議ではない状じよう況きようだった訳だが。そこで！　最後の最後に!!　出てきた言葉が、あなたを助けるっていう『本音』だった!!　それでもあなたは自分の命を安あん易いに捨ててしまう事が、彼ひ岸がんにとっての救いになるとでも言うのか!?」

「……それはっ、そんなのは、あの子が真実を知らないから。正しいものが見えないから！　惑まどわされているに過ぎないのよ!!　だって、私は、ただの『浄じよう瑠る璃り方式』で、ただのガラクタなのに、あの子の全すべてを横取りして……!!」

「だったらどうした。たとえ彼岸が本当の世界を知らなくたって、僕ぼくは彼女の見ている夢に従う。滑こつ稽けいだろうが何だろうが、彼女の決断は彼女の心から生じたものだ。『呪のろいの言葉』を受けた。助けると決めた。全ては不本意で、何の得にもならないけど、引き受けた以上は半はん端ぱな形では終われないではないか!!　あなたはどうなんだ。ここまで来て、ここまで守って、最後の最後で不完全なまま終わらせてしまう事に納得できるのか!?」

「……っ……」

　詰つまる。

　蓮れん華げの言葉が、詰まる。

　本当は、彼女だって一番の理想がどこにあるか分かっているはずだ。ただソースコードに従うだけのガラクタでなく、召しよう喚かん儀ぎ礼れいで敗北して一つの行動を自らの意志でのろのろ繰くり返すだけの人ひと影かげでなく、冥めい乃の河かわ彼岸の姉を務めると決めたのならば。でも、『それ』を達成するのは困難だと理解できてしまったから、別の道へと逃にげている。

　彼女にはできない。冥乃河姉妹が力を合わせてもできない。

　でも。

「言えよ」

　短く、城しろ山やま恭きよう介すけは告げた。

「『白き女王』はこの手で倒たおす。それで冥乃河彼岸を蝕むしばむ全てを取り除のぞく。あらゆる手段を講じて、おおよそ反則の全てを網もう羅らして、誰だれも彼もを薙なぎ倒してでも目的を達成させる。この『フリーダム』アワード９０２、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』が必ずそうする。……だから言えよ、『呪いの言葉』を。それで全ては完成するんだからさ」

　しばらく。

　冥乃河蓮華は俯うつむいたまま、黙だまり込んでいた。

　やがて、彼女はわずかに唇くちびるを嚙かむ。グロテスクの欠けつ如じよした、かえって不自然な体の中身を閉ざす。ただの少女に戻もどった蓮華は、ゆっくりと、ありったけの勇気を振り絞しぼってこう告げる。

　決定的な。

　起き爆ばく剤ざいとなる一言を。

「……て……よ」

　最初は、声というよりも空気が漏もれるような音に近かった。

　それは徐じよ々じよに、確実に、人の心を揺ゆさぶる言葉へと変わっていく。

「そんなに言うなら、助けてみなさいよ……」

　掠かすれた言葉に声色が乗る。

　それは温度を持つ感情だ。安あん易いな喜き怒ど哀あい楽らくなどに分類できない、ぐちゃぐちゃに混ぜ合わされた生々しい感情の奔ほん流りゆうだ。

「彼ひ岸がんにはもう明日なんかない。私には方法を選んでいる余よ裕ゆうなんかない！　『白き女王』はどこまでも悪あく趣しゆ味みな最強で、そこらの召しよう喚かん師しなんか束になっても全然敵かなわないくらいどうしようもなく恐おそろしくて！　それどころか、周りに侍はべっている『ガードオブオナー』の守りさえ私なんかじゃ突とつ破ぱできない！　運になんか頼たよったって、神様に奇き跡せきを願ったって、そもそも『白き女王』は神格級なんかのさらに向こうに君臨してる！　だからっ！　手も足も出なくて失意の泥どろに沈しずんでいく中で、最後の最後に祈いのったって都合の良い事なんか何も起こらない、何一つ！」

　整いかけていた蓮れん華げの言葉が、乱れる。

　その声色がぶれていく、嗚お咽えつが混ざる。

「それでも」

　いつの間にか。

　彼女の涙るい腺せんが、壊こわれていた。

「不可能を可能にできるなんて大口を叩たたくんだったら……」

　涙なみだがあった。

　顔を真っ赤にして、頰ほおを伝う透とう明めいな滴しずくを拭ぬぐう事もせず、少女は至近から叩きつけるようにこう叫さけんだのだ。




「こんな『私達』を助けられるものなら、助けてみなさいよおっっっ!!!!!!」




　城しろ山やま恭きよう介すけはわずかに目を細めた。

　そこにいたのは一人の少女だった。浄じよう瑠る璃り方式だの人工的に造られた召喚師だの、そんなのは一切関係ない、ただ妹を助けたいと願う、どこまでもボロボロに追い詰つめられた一人の少女でしかなかった。

　それなら、深く考える必要はない。大おお仰ぎような言葉を重ねる必要もない。そんなものは全すべて、どうしようもない蛇だ足そくにしかなりはしない。

　ここで放つべきは、ほんの一言。

　涙を流す少女の目を見て、こう宣言すれば良い。




「仰おおせの通りに」




　契けい約やくは更こう新しんされた。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』を動かす巨きよ大だいな歯車が、重く静かに再起動していく。




　　　　２




　城しろ山やま恭きよう介すけは愛あい歌かのマンションの廊ろう下かで、丸めた背中を壁かべに押おし付けるような格好でうずくまっていた。リビングの方からは、点つけっ放しのテレビから女性アナウンサーの声で朝の九時の時報が聞こえてきている。

　ゲストルームでは愛歌や緑リユウ娘ニヤン藍ラン達が、昏こん睡すい状態の冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんの容態を調べている事だろう。

　しくじった。

　パートナーたる依より代しろを命の危険にさらした。

　───『白き女王』を召しよう喚かんしたのは自分ではなく、冥乃河蓮れん華げだった。

（……理由になってない）

　───召喚師と依代の契けい約やくを無視して、双ふた子ごの間で制せい御ぎよを奪うばえるなんて聞いた事もなかった。

（理由になってない）

　───あのまま『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』と決着をつけられたら、こんな事にはならなかった。

（そんなの理由になってないッッッ!!!!!!）

　そもそもにおいて、実戦の全すべてが予定通りに進む事はない。自分の知らない法則があったのは単なる勉強不足だ。リングの上のスポーツではない以上、一対一に終始するとも限らない。

　基本中の基本だった。

　些さ細さいな積み重ねだった。その結果生じた齟そ齬ごが、自分ではなく依代へと牙きばを剝むいた。

「……何が『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』だ……」

　ぐる……という低い唸うなりが聞こえた。

　うずくまったまま恭介がそちらへ目をやると、愛歌が普ふ段だんソファ代わりに使っている五メートル大の猛もう獣じゆう、ホワイトライガーがのっそりとした動きでこちらに近づいてくるところだった。

　恭介は身動き一つ取らなかった。

「やめなって、今はあなたに構っていられる余よ裕ゆうはないから」

　獣けものに人の言葉は分からない。

　鼻先まで、生温かい息がかかる距きよ離りまで、その巨きよ大だいな顔が近づいてくる。

　そして恭介はもう一度だけ、短く告げた。




「やめろ」




　ゾン……と。

　静かに刺さすような一言だった。

　口に出してから、恭きよう介すけはようやく事態に気づいた。

　ライオンとホワイトタイガーを掛かけ合わせた、自然界には存在しない猛もう獣じゆうの王が、フローリングの床ゆかの上にお腹なかを押おし付け、怒おこられた子供のように小さくなっていた。

　その巨きよ体たいが小刻みに震ふるえているのを見て、城しろ山やま恭介はわずかに息を吐はく。

「……悪かった。あなたに当たっても何にもならないのなんて、すぐに分かる事だったのにさ」

　ゆっくりと手を差し伸のべると、ホワイトライガーの大きなざらついた舌がその指先を舐なめた。恭介は改めて、恐おそる恐る寄ってきた猛獣の首へ両りよう腕うでを回して抱き締しめる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、大丈夫。うん、心配してくれてありがとう」

　すぐ近くのドアが開いた。ゲストルームのドアだ。そこから出てきた水着少女の愛あい歌かは、ぼんやりとした目つきのまま、

「お兄ちゃん。妹の匂においがほしければ直接抱き締めてくれれば良いのに。それとも染みついた残り香でなければ満足できない天才肌はだなのですか……？」

「彼ひ岸がんは？」

　短く、抑よく揚ようなく尋たずねると、愛歌は軽く肩かたをすくめて、

「例のチャイナドレスが鍼はりを使って『進行』を遅おくらせていますけど、実質、時間稼かせぎ程度なのです。数時間程度引き延ばせれば御おんの字ではないかと……」

　そうか、とだけ恭介は答えた。

　だが、そのやり取りだけでは納得できない者がいた。

「何なのよ、一体」

　彼岸の双ふた子ごの姉、冥めい乃の河かわ蓮れん華げだ。

「『白き女王』って、あの『白き女王』でしょ!?　『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』、三大勢力でこぞって信しん仰こうめいた人気を集めている未み踏とう級のトップ。ルーキーから凄すご腕うでまで誰だれでも知ってる憧あこがれの被召物マテリアル!!　あの子だって毎日毎日何かにつけてお祈いのりしていた善ぜん性せいの塊かたまり、聖なる象しよう徴ちよう、光こう輝きの擬ぎ人じん化か!!　それが、どうして……あんな、彼岸の体を蝕むしばむ結果に繫つながるの。あんな事例は聞いた事がない!!」

　現在、昏こん睡すい状態の冥乃河彼岸の全身の半分近くは青黒い痣あざに覆おおわれている。

　それが一〇〇％完全に彼女を染めれば、彼岸は死ぬ。

　そうなった理由は単純で、『白き女王』をその身に宿した弊へい害がいだ。

　しかし一方で。

「『白き女王』はある意味、世界で一番有名な被召物マテリアルでしょ。確かに実戦で呼び出して使うチャンスは滅めつ多たにないけど、でも、過去にトップランカー達が何度も呼び出しているはずじゃない。そのたびに依より代しろが内側から侵しん蝕しよくされて死ぬなんて事になったら、絶対噂うわさにならないとおかしいでしょ!?　それなのに……!!」

「……意味なんてないさ」

　短く、吐はき捨てるように恭きよう介すけは答えた。

「『白き女王』を普ふ通つうに呼び出したって、あんな侵しん蝕しよくは起こらない訳だが。あの時は、あなたが僕ぼくから無理矢理契けい約やくを奪うばった特異な状じよう況きよう下かだったけど、多分、それも原因ではないと思うよ」

「だったら!!」

「あいつは、恋に恋しているんだよ。それ以外には何にもないのではないかな」

　恭介は、断ち切るように言った。

「ゴールをどこに定めているか、自分でも分かっていないくせにどこまでも突つっ走る。その場で思いついた欲を満たすためなら、国家だろうが世界だろうが問答無用でぶっ壊こわす。……冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんにタイムリミットを設もうける事で、僕は『白き女王』から逃にげる事が許されなくなった訳だが。それだけさ。大おお仰ぎような理由も特異な法則もない。本当に、それだけなんだよ」

「冗じよう談だん、でしょ……」

　口くち籠ごもりそうになり、しかし蓮れん華げの言葉は止まらない。

　低く、呻うめくような声だけが続く。

「信じられない。そんなの、自分の目で見たって信じられない。だって、『白き女王』って世界中の召しよう喚かん師しが掲かかげる正義の象しよう徴ちようじゃない。あれを振りかざす事で、あれを使える自分達は正しいんだって見せつける免めん罪ざい符ふそのものじゃない。だっていうのに……あんなにベラベラしゃべったり、気に喰くわないってだけで猛もう威いを振るったり、あんな、あんなの……」

『白き女王』。全すべての召喚師が憧あこがれる伝説の被召物マテリアル。神格級の先にいる未み踏とう級の中でも、最大の力を持つ個体。

　その正体を目の当たりにしても、未いまだにイメージとのギャップを埋うめられないのだろう。

「『白き女王』の正式な名前は知っているかな？」

「……『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。こんなの、召喚師にとっては子供の数え歌と同じようなものでしょ。間ま違ちがえるヤツの方が珍めずらしいじゃない」

「なら、その対極。あらゆる召喚師に嫌きらわれる被召物マテリアルの名前は？」

「？」

「禁きん忌きの一、禁忌の三。召喚師が致ち命めい的てきなミスをした時、召喚師を直接食い殺す『漆しつ黒こくの顎あご』」

「ああ、『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』でしょう。自分で呼び出す必要はないから、文字列を覚える必要はあんまりないけど」

　ジロリと横目で蓮華の顔を見み据すえ、そして恭介はこう続けた。

「じゃあ、お互たがいの被召物マテリアルの名前をバラバラにして、もう一度見比べてご覧」

「……あれ？　ちょっと、待ってよ……」

　何気なく頭の中で作業をして、そこで蓮れん華げの顔が凍こおりついた。

　恭きよう介すけは答え合わせをする。

「共に二一文字。アルファベットも同じ。低、中、高音、全すべて同数の特異な個体。……つまり、最も人気の高い『白き女王』と最も低い『漆しつ黒こくの顎あご』は、実は同一存在だったって訳だが」

　そう考えれば、あの真っ白な笑顔の奥おくに何が隠かくれているかが窺うかがえるだろう。

　あれは本質的に、人に従うようなモノではない。

　従うふりをしながら数多あまたの召しよう喚かん師しを貪むさぼり、気ままに信しん仰こうを集めては人を惑まどわせるモノ。

　そこまでの邪じや悪あくを、笑顔の向こうへ完かん璧ぺきに封ふうじ込めるモノ。

　人が神を従えるのではない。

　神が人を従える。

　……そもそもにおいてはそちらの方が正しいはずなのに、どこまでも歪ゆがんで見えるのは、根底にあるのが邪悪だからだろうか。

「何なの……？」

　冥めい乃の河かわ蓮華は、そう質問した。

　改めて。今度こそ本質を抉えぐり出すように。

「『白き女王』って、一体何なのよ……？」

　対する恭介の回答はシンプルだった。

「それが分かれば、僕ぼくだって苦労しないさ」
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「あ・に・う・え」

　朝八時過ぎ。崩ほう落らくした巨きよ大だい陸橋の瓦が礫れきを散乱させる駅前広場。励起手榴弾インセンスグレネードによる人工霊れい場じようの中で、『白き女王』はうっすらと笑いながらこう告げた。

「せっかくの再会ですけど、本日はこの辺でお暇いとまさせていただきますね。あにうえがこの座標にいる。それが分かっただけでも十二分な収しゆう穫かくでございますもの」

「……何を、考えている？」

「わたくしは年中無休であにうえの事しか考えておりませんが何か？」

「あなたは僕の事なんか考えていないよ。恋こいに恋しているだけなんだから」

「その二つは同じものではないのでございますか？」

「ただの錯さつ覚かくだ」

「うーむ、一ひと晩ばん中じゆうお付き合いしたいコイバナが始まりそうな感じでございますが……そろそろ人工霊場の方も限界のようですし、これ以上ゴネても興が冷めますので」

「……、」

「そう睨にらんだところで、依より代しろのいない召しよう喚かん師しでは被召物マテリアルに対たい抗こうできないのでは？　くすくす、というか、未み踏とう級の頂点たるわたくしが相手では、万全の状態でも勝ち目は薄うすそうですけど」

　事実だった。

　依代たる冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは『白き女王』を形作っている。それ以前に、『白き女王』が呼び出される直前、横から契けい約やくをもぎ取られた。今の恭きよう介すけには力がない。最低限の防護円すらも。彼女が気き紛まぐれに指で軽く弾はじいただけで、恭介の頭は千切れ飛んでしまうだろう。

「……あなたはいつまでこんな事を続けるつもりなんだ？」

「いつまでも、あにうえが手に入るその日まで。ああ、できれば本当でしたら今すぐここで引っこ抜いて差し上げたいほどお慕したい申し上げているのでございますよ？　でも、ほら、依代の器うつわとは脆ぜい弱じやくなものですからね。人工霊れい場じようを無視して、あまり時間を引き延ばすと、今度こそ取り返しのつかない事になってしまいそうですし」

「何を……？」

「後で、詳くわしく調べてみれば嫌いやでも分かるでしょうね。わたくしとしては、あまり他の女の肌はだなど見てもらいたくない訳ですが、発破をかけるためなら仕方がないでしょう。……一いつ瞬しゆんでも欲情なんてしやがりましたらこの依代を物理的に雑ぞう巾きん搾しぼりでございますが」

　ザザザジジ!!　とノイズが走るような音が周囲から響ひびき渡わたった。

　一〇分間。人工霊場のタイムリミットだ。

「そうそう。ちなみにわたくしを殺して誰だれかさんを助けたければ、まず『ガードオブオナー』の野望（笑）を砕くだくところから始めるのをオススメしておきましょうか。実のところ、今のわたくしはブラッドサイン式の召喚儀ぎ礼れいから離はなれた位置にいる。彼らの縫ほう界かい召喚が半はん端ぱなために、こうして二重に存在してしまう訳でございますが。ただし元凶は縫界召喚側にあるため、それを支えるシステムとあのわたくし、この二点を破は壊かいしない限り『異変』は解かい除じよされませんよ？」

　同じように細部の輪りん郭かくがブレてきた『白き女王』は、それでも笑いながら言う。

「時間でございますわ。ではあにうえ、またのちほど。世界の果てでお待ちしております」

「僕ぼくが、あなたの期待に応こたえるとでも？」

「来るでしょうね。一〇〇％、必ず」

　笑顔だった。

　それだけ見れば可か憐れんなはずの、しかしどこまでも毒々しい華はなが告げる。

「何故なぜならあにうえは『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』……一〇〇人しか助けられないところを二〇〇人助けてしまう英えい雄ゆう様ですもの。人の持つ技術では、引き延ばしても本日夜七時が限界でしょう。仕し掛かけに気づけば、失われる命があると知れば、月の裏側にだって出かけるはずでございますわ」

　そこまでだった。

　一〇分間が経過した。神しん秘ぴに満ちる人工霊場は霧む散さんし、『白き女王』もまた消失する。

　あるのはいくつかの破は壊かいの痕こん跡せきと、彼女が気ままに薙なぎ倒たおした召しよう喚かん師しや依より代しろ達。

　そして。

　長時間の『チェイン』も使っていないのに、不自然なくらいにぐったりと崩くずれ落ちる一人の少女、冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんだけだった。




　彼女は七時に死ぬ。

『白き女王』がそう言った以上、そこに噓うそはないだろう。
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「……これが『問題の品』か」

　修道院、と呼ぶにはケバケバしい黄金や宝石などで彩いろどられた、きらびやかな応接室。声を出したのはひどく大おお柄がらな男だった。名門貴族の血を引いているなどと言われても誰だれも信じないだろう。この時代にまだカットラス片手に海かい賊ぞく船せんを率いていますと紹しよう介かいした方が信しん憑ぴよう性せいはある。背後にそっと控ひかえる執しつ事じの存在がこれまた大男の粗そ野やな印象を逆に際立たせていた。

　向かい合っているのは小さな男だった。

　リトルグレイがリアルな人の着ぐるみを被かぶるとこんな感じになるのでは？　といった印象だ。顔には笑みがあるが、ビニール人形を火で炙あぶったような、感情を感じさせないものだった。

　宇宙人は言う。

「我々『血統庇ひ護ご委員会』は、諸もろ々もろの事情により野に放たれたマゼンタレイン家の血筋を、等しく正しく取り戻もどし、その血に見合う正当な待たい遇ぐうにてお迎むかえする事を旨むねとしておりますゆえ」

「ふん」

　宇宙人の隣となりに佇たたずんでいるのは、赤みを帯びた金きん髪ぱつに色白の肌はだをした幼い少女だった。お人形のような、という形容は、この場合は蔑べつ称しようにしかならないだろう。豪ごう奢しやなドレスも、髪かみから漂ただよう甘あまい匂においも、全すべてはこれまでの生活や人生を根こそぎ奪うばわれた証明だ。質素なりに温かい、彼女を形作っていたものは全て消去され、マゼンタレインの名の下に上書きされている。

　手て錠じようや首輪が出てこないのが不思議なぐらいの『厚待遇』だった。

「何が正当な待遇か。どっちみち、『本家』の継けい承しよう権けんからは爪つま弾はじきだろうがよ。ある日突とつ然ぜん現れた隠かくし子なんて、あの潔けつ癖ぺき症しようどもが人間扱あつかいするはずもねえし」

「ですが、マゼンタレインの者であるのは変わりませぬ。基本スペックに申し分はなく、どの分野においても活かつ躍やくするでしょう。……無論、若様のいる召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界においても」

「俺おれはチームを組むつもりはねえんだがな」

「それでしたら、若様の都合に合わせた使い方をすればよろしいのではないかと」

　宇宙人はニタリと笑って、

「敵を炙り出すための囮おとり、子供という立場を使った情報収集、単純な肉の盾たて……。何でしたらストレス解消用のサンドバッグにしてしまっても、誰だれも咎とがめはしませぬ」

「……結局は、使い捨てるのを前提に『救った』訳か」

　マゼンタレイン家が決して安くはない金をばら撒まき、世界中に情報員を送って『隠れた血』を捜さがしている真相はこれだ。同族を助けたいのではない。嫉しつ妬とに狂くるった奥おく様さまが、浮うわ気き相手の家系が壊かい滅めつする様を見たがる。数百年単位で続いている『貴族の遊び』というヤツだった。

　大男は一度コキリと首を鳴らすと、『商品』をジロリと見み据すえて、

「名前は？」

「トイでもドールでもデバイスでも。若様の決めた言葉が『それ』の呼び名でございます」

「テメェにゃ聞いてねえよ」

　軽い調子で大男は告げた。

　直後の出来事だった。




　グゴギィ!!!!!!　と。

　凄すさまじい破は壊かい音おんが炸さく裂れつしたかと思ったら、宇宙人の体が軽く五メートルは吹ふき飛ばされた。




　椅い子すやテーブルなど豪ごう華かな調度品を巻き込んで転がる宇宙人の方など見向きもしない。思わず額ひたいに手を当てた執しつ事じを従えた大男はもう一度、少女に向けて低い声でこう尋たずねた。

「名前だ」

「あ、アザリア……」

「そうか。おいジジィ、お前は俺おれとの契けい約やくを解かい除じよして、今日からこいつにつけ。このガキ、召しよう喚かん師しとしての素質があるらしい。依より代しろをつけておいて損はねえだろ」

「これは異な事を仰おつしやられるのですね。従じゆう僕ぼくに主君から離はなれよと命じるなどとは。よもや、その一言にどれほどの痛みを伴ともなうかがお分かりではないのですか」

「痛みを受けるのは当然だ。これは俺達の罪だからな。俺だけじゃない、俺達のだ」

「……まったく、仕方がありませんね」

　やれやれと執事は首を横に振ふる。

　ただ一人、幼い少女だけが状じよう況きようについていけない。自分自身を中心として事態が回っているはずなのに、そこに立つ彼女だけがどこまでも置いていかれている。

「済まなかったな」

　大男はそう言った。

「お前の人生はお前のものだ。どんな道を進んでどんな世界に飛び込んでも良い。通り一いつ遍ぺんの事を任せられるジジィをつけておくが、別にこいつに頼たよる必要もねえ。ただ、自分で納得できる一生を貫つらぬけ。マゼンタレイン家は関係ねえ、アザリアの名に恥はじないような幸せを、だ」




　それだけだった。

　ある名門貴族の令れい嬢じようはそれきり大男と再会する事はなく。

　未いまだ、胸むねを張って納得できる人生にも巡めぐり合ってはいない。
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「召しよう喚かん儀ぎ礼れいを束ね導く『大三角』の一、『「黄」の鰓はためきし天空を統べる精霊s・a・so・voz・tix・ei・yw・za』を介かいし血の盟約を結ぶ。汝なんじは確かな心と魂たましいを持つ人の身でありながら、今この時より万象を受け入れる有限の器うつわとなる者なり」




「汝は器を満たすその力を用いて、時に世界の理ことわりさえも曲げる空くう虚きよな王となる者なり」




「ならばその器を仕上げてみせよう。我われは召喚師、人の世を飛び出す事もできず、しかし人の世を超こえた力を使役して人の世を次なる時代へ導く傲ごう岸がんなる叡えい智ちの象しよう徴ちようなり!!」




　城しろ山やま恭きよう介すけは、イレギュラーな方法で奪うばわれた彼ひ岸がんとの契けい約やくを正しい形に戻もどした。

　姉の蓮れん華げとはすでに話を済ませてある。

『彼女を助けるためなら取り得る選せん択たく肢し全すべてを検けん討とうする、という点では僕ぼくもあなたも概おおむねは一いつ致ちしているはずだと思うんだけど』

『要点を言ってちょうだい』

『依より代しろとしての冥めい乃の河かわ彼岸を、どちらが上手うまく使えるかっていう事さ。少しでも彼女の生せい還かん率りつを高めたいのなら、僕に譲ゆずってほしいと言っている訳だが』

　人間味のない意見だったとは思う。

　ようは、親類の今わの際きわに顔を出すなと言っているようなものなのだから。

　それでも押おし通した。

　だから彼は『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』と呼ばれていた。

「ふわあ……。や、やっと緋ひの袴はかまが返ってきた……」

　夕暮れのトイドリーム35、無数に交差する巨きよ大だい陸橋のさらに下、クルーザーやボートの係留所で、当の彼岸は自分の袴の腰こしの辺りを軽くパンパン叩たたきながら、そんな事を言っていた。

　きっと彼女にとって、世界の命運と天てん秤びんにかけられるくらい重要だったのだろう。

「で、でも、どこから潜もぐるの？　その、『ガードオブオナー』の本ほん拠きよ地ちって、蜘蛛くもの巣みたいに広がるスタッフオンリーの通路やバックヤードなんでしょう？　それって、つまり、候補は三〇キロ四方もあるトイドリーム35の全部って事になるんじゃあ……？」

　愛あい歌かの話では総延長三〇〇万キロ。闇やみ雲くもに歩いて探したら一生が終わりそうなスケールだ。

「入口ならどこにでもある訳だが」

　ところが、恭介は適てき当とうな調子で呟つぶやいた。

「……そして大おお仰ぎように見える仕し掛かけも複雑に見える儀式手順も、所しよ詮せんは恋こいに恋する『あいつ』の遊び、宝探しゲームに過ぎないんだからさ。意味なんてないんだ。だったら、多分、僕が真っ先に思い浮かべる場所がことごとく本命だ。そういう風に組み上げられている」

　分かりやすい物証なんて何もない。

　ただその確信には、過ごした時の長さが感じられた。

「が、頑がん張ばらないとね……」

　彼ひ岸がんはそんな事を言っていた。

「あと三時間で全すべて完成して、そうなっちゃったら未み制せい御ぎよの被召物マテリアルが溢あふれ返って、この街の人達がみんな吞のみ込まれて、世界が全部おかしくなっちゃうだなんて。絶対に何とかしないと」

「そうだね。でも正直、『白き女王』と戦うってだけで十分以上の脅きよう威いではないかな。有う象ぞう無む象ぞうを操る一〇〇万の召しよう喚かん師しと戦えっていうより、万全の女王とかち合う方が恐おそろしいくらいだし」

「『白き女王』……か」

「まだショックが？」

「あるよ。あるに決まってる。だけど、何とかしなくちゃ……。本当に『白き女王』がそんな災さい厄やくを生み出す存在なら、その、やっぱり放っておけないよ」

　恐きよう怖ふではなく、どこか寂さびしげなのは、彼岸は『白き女王』の猛もう威いを直接覚えていないからか。

　それでも依い存そんを振ふり切ったのは、きっと自分ではなく姉の体に残る痛々しい傷を見たからだ。

「幸い、『ガードオブオナー』が用意した縫ほう界かい召喚は穴だらけらしい。『白き女王』の完全性も不安定で、余計な脆ぜい弱じやく性せいがいくつもあるかも。つけ入る隙すきが全まつたくないって訳でもなさそうだね」

　そこに噓うそはなかった。

　ただ、城しろ山やま恭きよう介すけは彼岸に語っていない事がある。

『……だって、これしか道はないじゃない』

　文字通りにその身を切り売りしてでも、『家族』を守ろうとした少女がいた。

『「これ」なら、普ふ通つうの臓器移植のセオリーなんか関係ない』

　その気になれば逃にげられたはずだ。たった一つを諦あきらめれば、自由に全く別の人生を歩む事だって。それでも、無限の可能性の中から妹を守るために死ぬ事を選び取った少女がいた。

『どうして？　私は「浄じよう瑠る璃り方式」のガラクタで、あの子は人間で、私がこうして駆く動どうを続けるのも、あの子を守るってくらいの理由しかなかった。最さい適てきの方法は目の前にあって、「白き女王」を倒たおすなんてムチャクチャな可能性に賭かける必要なんかなくて、私が決断するだけであの子はきちんと救われる！　だったら!!』

　それは美しいけど、きっと間ま違ちがっていただろう。見た目の美しさを極めるために敢あえて骨格を無視した彫ちよう像ぞうのように、褒ほめられるが正しくはないのだろう。

　だから、城しろ山やま恭きよう介すけは自分の都合で彼女の心を折った。そんな彼女からある一言を引き出した。




『こんな「私達」を助けられるものなら、助けてみなさいよおっっっ!!!!!!』




「……、」

　恭介はコキリと小さく首を鳴らした。

　思考を、内界から外界へと向け直す。

「それでは、手早く始めようではないか」

「ぐ、具体的にはどうするの？　『ガードオブオナー』って、その、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力のエース達と真っ向から戦えるほどの召しよう喚かん師し達が結集しているんでしょう。それにレプリグラス操兵の大軍も……。正面から激げき突とつしようなんて考えたら、それこそ本物の戦争になるんじゃあ……？」

「一応考えはあるよ」

　ゴン、という音が聞こえた。夕暮れの往来で、恭介の爪つま先さきが何かを軽く蹴け飛とばした音だった。

　彼ひ岸がんは恐おそる恐る視線を下げる。




　カブトガニ。

　半球状の巨きよ大だい装そう甲こうを背負った最さい新しん鋭えいの水陸両用レプリグラス操兵が転がっていた。




　尾おまで含ふくめて四メートル程度の塊かたまり。恭介が威い力りよく偵てい察さつがてらに釣つり上げてきた獲え物ものの一つだった。珪けい素そ性せいの人工筋肉や外がい殻かくに覆おおわれた最新兵器は生身の体では倒たおせない。かといって馬ば鹿か正直に敵てき陣じんの真ん中へ励起手榴弾インセンスグレネードを投げ込めば、多くの警備兵を巻き込んで大きな騒さわぎになる。

　ただ、そこで諦あきらめるような城山恭介でもないらしい。

　彼はまず警備範はん囲いの一番外側を回るレプリグラス操兵の中から、不用意に突とつ出しゆつした一人に目をつけた。その上で真正面から接近し、召喚儀ぎ礼れいに使う励起手榴弾インセンスグレネードを真後ろに投げたのだ。

　結果、展開された人工霊れい場じようは恭介の立ち位置のわずか二メートル先を外がい縁えんとした。他の見張りの警備兵を一切吞のみ込まず、正確に至近のカブトガニだけを取り込む。驚おどろいた標的が慌あわてたように近接兵装で迎げい撃げきを狙ねらっても、その時には恭介は人工霊場の中心点……つまり後方へと自動的に引き寄せられている。後は、人間にはありえない動きで回かい避ひされ、目を白黒させるカブトガニの混乱が収まるまでにブラッドサインを操り、最弱、一番単純な被召物マテリアルを召喚して最速で撃げき破はすれば良い。倒したカブトガニはひとまず陸橋から真下の海へ放り捨て、逃とう走そう用を兼かねて待機させておいたクルーザーを使って回収、牽けん引いんした。

　実質、人工霊場が展開されていたのは五秒もない。

　流石さすがに一辺二〇メートルの青く輝かがやく立方体は外から見れば気づかれる。だが五秒という極めて少ない時間、侵しん入にゆうや交戦などの報告がない、現場を調べても何も見つからない。となると、多数の召しよう喚かん師しを擁ようする集団がまず考えるのは励起手榴弾インセンスグレネードの誤ご爆ばくだ。もちろん、『ガードオブオナー』に属する召喚師達の報告をまとめれば、いつかは誤爆の線ではないのはバレる。ただし、それが露ろ見けんするまでには、多少の時間が必要なはずだ。

　明確な穴を見つけるのは簡単だ。しかし『やっぱり誰だれも何もしていない』事を確かめるには、上がってくる全すべての意見を精査し、虚きよと実じつを選より分けなくてはならないのだから。

「どっちみち、このカブトガニから定時の連れん絡らくが途と絶だえれば、時間の経過と共に怪あやしまれる。だったら早いか遅おそいかはあんまり重要ではないね。……その前に突とつ入にゆうすれば問題ない」

　不安を覚える彼ひ岸がんに、恭きよう介すけは顔色を変えずに答えた。

　彼女は恐おそる恐る、といった感じで動かないカブトガニを覗のぞき込む。

「この甲こう羅らの裏側、その、なんか色々ぎっしり詰つまってるね……。詳くわしい名前は知らないけど」

　確かに、水すい中ちゆう銃じゆう仕様のガトリング銃や、水中でも燃焼可能なプラズマジェットを使った五〇〇〇～六〇〇〇度に達する超ちよう高温サーブル、水陸両用の誘ゆう導どう兵器なんてかなりの変わり種だ。その筋の専門家なら涎よだれでも垂たらしそうな先せん端たん技術の塊かたまりだが、恭介が注目するのはそこではない。

「夜戦装備は着ちやく脱だつ式しきのバイザーに頼たより切りか。赤外線、紫し外がい線せん、超音波画像化、光量増ぞう幅ふく……色々組み合わせて灰一色グレースケールの視界を確保するタイプ。クアッドモータース製『三〇式複眼CE－30』をベースに、各所に手を加えたって感じかな」

　励起手榴弾インセンスグレネード使用中の召喚師や被召物マテリアルは、機械的なセンサーには映うつらない。『着脱式』となっているのは、肉眼と機械式を交こう互ごに使い分ける必要があるからだ。

　一通りの装備を調べ終えた恭介は、そこでニヤリと笑った。

「これなら行けそうではないか」

「ど、どうやって？」

「一つ、砂さ漠ばくだの大平原だの広大な戦場でなければ、召喚師の戦いで数の優位性はあまり考こう慮りよされない。『チェイン』で高位の被召物マテリアルを錬れん成せいすれば、一から始める有う象ぞう無む象ぞうは蹴け散ちらせるしね」

　指を折りながら彼は続ける。

「二つ、物理法則をねじ曲げる召喚師でも、いくつかの手順を踏ふまなければ被召物マテリアルは呼び出せない。逆に言えば、ここさえ封ふうじれば彼らはただのでくのぼうと大差ない訳だが」

　そこまで言うと、恭介はふとこんな質問をした。

「ところで、今さら確認するんだけど、緑りよく内ない障しようとかにはかかっていないよね？」

「？」




　　　　２




　まるで紀元前の巨きよ大だいな遺い跡せきのようだ。

　雨水を一極集中で束ねる減げん災さい用の放水路、地下鉄のトンネル群、埋まい設せつされた高圧線や高速回線の共同溝こう……。いずれも最さい先せん端たん技術の結けつ晶しようである大都市の地下は、しばしばそう譬たとえられる。

　結局のところ、一個人の認識、理解を超こえた巨大構造物に対する畏い怖ふは、いつの時代のものであっても変わらないのかもしれない。

『唯ゆい一いつ無む私し』が佇たたずむのもそんな、見る者全てを圧倒する閉へい鎖さ空間の一つだった。

『フリーダム』アワード９５４、『L.D.250』という名はすでに捨てた。ついでに言えば『彼女』は『ガバメント』や『イリーガル』をも渡わたり歩いてきた過去を持っているが、そのたびに過去を捨てるだけ捨てて、前へ、先へとひたすら歩き続けてきた。

　すでに『捨てた』という考えすら消失していた。

　だから『彼女』には何もなかった。

「ポイント13、異常なし」

　歳としの頃ころは二〇代半ば、長い髪かみは後ろで束ねただけ、服装は上下共に安物のジャージという適てき当とうな格好だった。化け粧しようらしい化粧もない。人と触ふれ合う事を忘れたひきこもりが、部屋着と外着の考えをなくして年中パジャマでいるのと同じだ。自己に固こ執しつする機能を失ってなお、他を惹ひきつける素地を保っているのはある意味で流石さすがではあるのだが。

「こんな定時連れん絡らく、本当に必要あるの、『唯一無私』？」

『それだと誰だれに向けたものか分かりません。末まつ尾びに番号くらいつけるべきだったかしら』

「何でも良いよ、誰に話しかけているかなんて問題ないわ。正しい答えが返って来れば」

『それもそうですね』

　四方八方全てを分厚いコンクリートに阻はばまれた、巨大な石せき棺かん。積み上げられた建設資材の山に腰こしを掛かけ、『唯一無私』は同じ名を持つ『唯一無私』と携けい帯たい電話で話を続ける。

　足元で蠢うごめくのは巨大な虫の群れ。無数のレプリグラス操兵達を睥へい睨げいしながら、

『定時連絡は警備体制の基本ではありませんこと。励起手榴弾インセンスグレネード使用中は機械式のカメラやセンサーには頼たよれない。肉声による報告しか使えないのですから』

「ははっ、この携帯電話だって機械式なのに？　人工霊れい場じように吞のまれれば通じなくなるわ」

『ですから、その場合は定時が途と絶ぜつしたと判断します。火急の時だけ連絡を入れる、では召しよう喚かん師しからの襲しゆう撃げきを察知する事はできませんからね』

　教科書通りの受け答えに、『唯一無私』は束つかの間ま、思い出の中の誰かを浮うかべようとした。

　だがそれが三大勢力のどこの誰だったかさえ、もう思い出せない。

　過去は過去でくくられている。生者も死者もいっしょくたに。

「……ねえ、一番乗りは誰だれだと思う？」

『誰でも構いませんが』

「『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』……。機能不全に陥おちいった各勢力はもはや私達の敵にはならない。私達が指南した四五〇名の内、最低でも七〇名は八〇〇番台後半としてきちんと羽化を遂とげた。これだけあれば正面切っての戦争だって生き残れる」

　戦争、という言葉はあながち冗じよう談だんにならない。

　木材やガラスで励起手榴弾インセンスグレネードを作って隠かくし持てば持ち物検査や金属探知機をすり抜ぬけられる、ちょっと目を離はなしただけで簡単に忘れ去られる、人工霊れい場じよう展開中なら防ぼう犯はん網もうや誘ゆう導どう兵器などあらゆるカメラやセンサーを無効化できる、防護円があればあらゆる迎げい撃げき火器も問題にならない、延々と『チェイン』を繫つなげる限り補ほ給きゆうなしで超ちよう常じようの戦せん闘とうを続行できる。

　……端たん的てきに言えば、これだけ揃そろえばパーティに出かけた大統領くらいは手が届く。いわゆる業界ルールができる前は、『最高司令官をピンポイントで自由に殺す戦争』が流行はやったものだ。

　だから。

『唯ゆい一いつ無む私し』にとって、敵対者とは過去の中に消えていく誰か、でしかなかった。

　誰が一番乗りでここに来ようが、それは顔も名前も思い出せなくなる誰か、でしかなかった。

　なのに。




　ブツン!!　と。直後に、全すべての照明機材の光が一いつ斉せいに消失した。




　太古の遺い跡せきのような巨きよ大だい構造体には窓まどがない。ここが分厚いコンクリートの石せき棺かんであるのを思い出させるように、空間全てが隙すき間まのない闇やみ一色で埋うめ尽つくされる。

　同時。

　パキンと硬かたい音が響ひびいた。『唯一無私』が耳に当てた携けい帯たい電話が、より正確には液えき晶しようのバックライトが潰つぶされた音だった。そう、鈍どん器きで叩たたくのではなく、その先端で鋭するどく突ついて潰すような。

　唯一の光源が消え、真の闇が襲おそう。

　間近で何者かの吐と息いきが聞こえる。

　思わず、反射的に励起手榴弾インセンスグレネードへと手を伸のばし、『唯一無私』は今さらながら思い出す。

　肉眼で対象を捕ほ捉そくしなければ、励起手榴弾インセンスグレネードを放っても人工霊場は展開されない。

　鼻先に『誰か』がいても、目を潰された状態では何もできない……!!

「待っ……」

　彼女は考えていなかった。

　自分自身が、過去の中に埋まい没ぼつしていく可能性を。







　ズンッ!!　という鈍にぶい音の炸さく裂れつが、闇やみに包まれた空間全域を一気に殺気立たせた。

　恭きよう介すけは槍やりのように鋭するどく突つき込んだブラッドサイン越ごしに、撃げき破はの感かん触しよくを摑つかみ取る。

　召しよう喚かん師しは潰つぶした。

　だがここには依より代しろも、そして無数のレプリグラス操兵達も残っている。

「（急げ!!）」

　恭介は身み振ぶりで彼ひ岸がんに合図を出し、闇の中を走る。

　そう、身振りで。

　全すべての兵力を潰す必要はない。目的地、『白き女王』の縫ほう界かい召喚が行われる最深部まで到とう達たつするのが最優先だ。恭介と彼岸は二人してレプリグラス操兵達の間をすり抜ぬけるように走る。

　最新兵器に身を固めた兵士達は視界が黒一色に埋うめ尽つくされた瞬しゆん間かんにバイザーを下ろして暗視機能を確保し、足音に反応して即そく座ざに首を振った。

　だが『見えない』だろう。

　そしてこんな小手先がいつまでも通用するとは思えない。

「（混乱が通じている内にできるだけ潜もぐる!!　余計な戦せん闘とうは時間の浪ろう費ひにしかならない!!）」

　広大な石せき棺かんから細い通路に入り、鉄パイプの手すりを無理矢理つけた階段を駆かけ下りる。途と中ちゆうで何体かの、カマキリやダンゴムシに似た二メートル大のレプリグラス操兵達と遭そう遇ぐうした。まともにかち合えば装そう甲こう車しやを圧あつ搾さくし、コンクリートの壁かべを掘ほり進む怪かい物ぶつ達に苦戦させられただろう。だが恭介達はその横をすり抜けて一気に走り続ける。不自然なほどスムーズに。

　下って下って下って下って。

　元から窓まどはなく、陽ひの光も入らない。それも手伝ってか、徐じよ々じよに恭介達は今いる場所が地上なのか地下なのかが分からなくなってくる。

　メビウスの輪のような。クラインの壺つぼのような。

　現実離ばなれした異界に飛び込んでいくような錯さつ覚かくが、じわりと頭を苛さいなんでいく。







　混乱があった。

　だがその広大な変電施し設せつに新たな足音が響ひびいた瞬間、召喚師『唯ゆい一いつ無む私し』は迷わず叫さけんだ。

「音源へ撃うて!!」

　ドガガガガガガガガガガガガッ!!!!!!　という銃じゆう声せいの洪こう水ずいは、壁や天井からも炸さく裂れつした。音の反はん響きようではない。巨きよ大だいな虫の形をしたレプリグラス操兵達が本当に張り付いているのだ。

　猛もう烈れつなストロボを連射するような狂くるった視界の中、何かがひらりと舞まった。

　それは毛布サイズの、灰色のビニールシートだった。

（……『蟲むし』の暗視バイザーはグレースケール基準だったか。つまり、赤いライトの中では赤い色が埋うまってしまうのと同じように、あの視界は調整された灰色に弱い。レプリグラスが反応を捉とらえながらもすり抜ぬけられていた理由はこれだな）

　そしてカモフラージュの手段は失われた。

　改めて『唯ゆい一いつ無む私し』は叫さけぶ。

「召しよう喚かん封ふうじの暗くら闇やみは、ヤツ自身も召喚儀ぎ礼れいが使えない事を意味する！　今なら弾たまが届くぞ!!」

　無数の銃じゆう声せいと爆ばく発はつが連続した。

　だから、『唯一無私』は気づくのが遅おくれた。それらの洪こう水ずいの中に、ひっそりと小さな炸さく裂れつ音が混じっていた事に。何者かが励起手榴弾を放り投げた事に。

「……待てよ、おい……」

　その『唯一無私』は暗闇の中、震ふるえる声で言った。

　防護円が銃じゆう弾だんの雨を弾はじく特とく徴ちよう的てきな音おん響きよう、そして自分を何が包み込んだのかを肌はだで知ったのだ。

「何故なぜここで被召物マテリアルを呼び出せる……？　これはお前が作った闇だ！　機械的な暗視装備ではなく、肉眼で標的を見み据すえなければ人工霊れい場じようを展開できないのは同じはずなのに!!」

　答えは返ってこない。

　真の暗闇を引き裂さくように、召喚儀礼の『花弁』が織おり成なす真しん紅くの軌き跡せきと壊こわし歌が爆発する。

　使える者と、使えない者。その差が何を意味するか、圧あつ倒とう的てきな破は壊かいの形で示される。







　そして。

　各地で相次ぐ戦線崩ほう壊かいの報告と、伝でん播ぱするようなパニックの連続を耳にしながら、老ろう執しつ事じを侍はべらせたアザリア＝マゼンタレインは軽く息を吐はいた。

「……なるほど。そういう仕し掛かけですか」

　トリックは分かったが、今から伝えても遅おそい。敵はとっくに切り込んでいる。挙げ句に、襲しゆう撃げき者しやは本気ではない。トリックが使える内に距きよ離りを稼かせいでおこう、程度の考えのはずだ。

　となると、

「お嬢じよう様さま」

「ええ。準備の方を進めあそばせ」

　ごぼん、と。巨きよ大だいな太たい鼓このような、耳よりも腹に響ひびく低い音があった。

　トイドリーム35直下二〇〇メートル地点。レプリグラス浄じよう水すいに使われる、珪けい素そで作られた巨大な球形バクテリアプールの内側がごぼごぼと真っ白に泡あわ立だっているのだ。

「この調子なら、ヤツは必ずここに届く。結局、召喚師の戦いに数の優位性など存在しません」

　リール状に束ねたリボンをいくつか手に取り、彼女はこう告げる。

「やはり、私達の手で潰つぶすしかないのですね」




　　　　３




　膨ぼう大だいな銃じゆう火かの乱らん舞ぶが、間近でストロボの連続を浴あびたように城しろ山やま恭きよう介すけの視界を晦くらませる。被召物マテリアルを呼び出した時点で超ちよう常じよう、物理現象問わずあらゆる攻こう撃げきから防護円によって保護されるが、逆に言えば『命に関わりのないもの』については防護円のフィルタ任せで透とう過かする。こればかりはどうしようもない。

「（くそっ、小手先もここまでか。彼ひ岸がん、ここから先は『チェイン』を繫つなげて一気に押おし切る!!）」

　肉眼では鼻先の物体も見る事ができない深い闇やみ。

　かと言って、機械的な暗視装備に頼たよっては召しよう喚かん儀ぎ礼れいが使えない。

　では恭介や彼岸は、どうやって暗闇を克こく服ふくし、闇の中で被召物マテリアルを呼び出したのか。

　答えを言ってしまえば単純ではある。

『えっと……それって、目薬？』

『副交感神経遮しや断だん剤ざい、ホマトロピンが入っているものだね。駅前のドラッグストアでも買える市し販はん薬やくを、リューさんの手を借りてちょっと煮に詰つめたっていうのが正しい。こいつには散さん瞳どう効果っていう……分かりやすく言えば、瞳どう孔こうを不自然に大きく開く効能がある訳だが』

『？』

『つまり人より夜目が利くって事さ。逆に言うと、カメラのフラッシュとかの影えい響きようも受けやすくなる訳だが。それより、緑りよく内ない障しようとか目の病気は大だい丈じよう夫ぶだよね？　こいつはそういう人には使えない薬効成分が凝ぎよう縮しゆくされているからさ』

　特注の目薬は、片目にしか差していない。

　銃声の乱舞に吞のみ込まれた途と端たんに片方の瞼まぶたをきつく閉じて『目を切り替かえた』が、それでも影響を完全に取り除のぞく事はできなかった。

　だが無視する。

　頭の芯しんを襲おそう鋭するどい頭痛を振ふり切り、恭介達は普ふ段だんなら撃破不能な大戦力を次々と薙なぎ払はらう。

『チェイン』を維い持じしたまま、最深部へ繫がる分厚い扉とびらを蹴け破やぶる。

　途端、

「……うっ!?」




　意識が、飛んだ。




　束つかの間ま。ほんの一いつ瞬しゆんだけ、城しろ山やま恭介の『認識』が歪ゆがんだ。

　第一には、圧あつ倒とう的てきな光があっただろう。配電の落ちた工事現場のような地下構造体と違ちがい、その広大な空間はガス灯とうや蠟ろう燭そく、シャンデリアなど、旧来の火を使った照明器具で満たされていたのだ。そのため、目薬を使った瞳ひとみがダイレクトに攪かく乱らんされた。

　第二には、そこは贅ぜいを尽つくした宮きゆう殿でんだった。

　これまでの剝むき出しのコンクリートとは訳が違う。縦じゆう横おう五〇メートル以上の地下とは思えない空間全すべてが黄金に包まれ、古今東西の美術品で埋うめ尽くされ、まさしく景色が一変していた。元が同じ空間だった事を忘れさせるような、扉とびら一枚隔へだてた異世界。それが白昼夢のように恭きよう介すけの脳を混乱させ、自分がどこに立っているのか、何のためにここまで来たかを忘れさせたのだ。

　そして、巨きよ大だいな球形容器。

　星の散らばるような宮殿の天井近くで泡あわ立だつ、一〇メートル規模の巨大な球形容器。内部をごぼごぼと白い気き泡ほうで埋め尽くしたその異い形ぎようの設備が、元はレプリグラス技術を用いた浄じよう水すい用ようバクテリアプールであった名残なごりをかろうじて残している。

「あらあら」

　そして。

　そのわずかな時間は、一流の召しよう喚かん師し達にとっては致ち命めい的てきなラグと言えた。

「結局、最後はこうなるのですね。まあ、『陛へい下か』を中心に因いん果がが回る世界というのなら、これもまた妥だ当とうな組み合わせではあるでしょうけど」

　黙だまっていても『チェイン』状態の人工霊れい場じように取り込まれるというのに、相手はわざわざ自前の励起手榴弾インセンスグレネードを放り投げてきた。おそらくは手て袋ぶくろを投げるようなものなのだろう。彼女の中に流れる貴族の血が、殺し合いの一つにもサインを送る事を求めたのだ。

　そしてアザリアは『チェイン』状態による被召物マテリアルのコスト差、ハンデなどもろともしない。

　彼女には高速、高精度で『白しろ棘とげ』をループさせる、未消費戦術がある。

　そのような差は即そく座ざに追い着き、そして即座に突つき放す。

　ビュルン!!　と、きらびやかなリボンが宙で巻きつき、一本の長大な棒と化す。

　ブラッドサインを手にした令れい嬢じようは、まるで巨大な水すい晶しよう球きゆうにも似た特異なバクテリアプールの真下でこう告げる。

「ではこの辺りで決めましょう？　私とあなた、新旧どちらの従じゆう僕ぼくが『陛下』へ最も近く寄り添そい、どちらが『陛下』からより深い寵ちよう愛あいを賜たまわるに相応ふさわしいかを!!」




　　　　４




「アン」

　清きよらかな声が響ひびく。

　ブラッドサインから解き放たれた『白しろ棘とげ』が壁かべ、床ゆか、調度品、人工霊れい場じようの端はし、そして低、中、高、極低音の『花弁』へ正確に三回ずつ激げき突とつし、様々な長方形を描えがき彼女の手元へ精せい密みつに戻もどる。

「ドゥ」

　ダンスのような、とは言わない。

　サーカスのような、とも言わない。

　複数の『白棘』を次々と解き放ち、異なる長方形、異なるループを描えがきながら正確に被召物マテリアルの高速錬れん成せいを促うながすプロセスに、アザリアはガトリング銃じゆうをイメージする。

　機構は単調。故ゆえに、誤作動の恐おそれがなく。

　物量は膨ぼう大だい。故に、あらゆる障しよう壁へきをくまなく嚙かみ砕くだく。

「トロワ」

　ドガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガッッッ!!!!!!　と。

　凄すさまじい音の洪こう水ずいがあった。真っ赤な光の乱らん舞ぶと乱雑極まる音の洪水……戦いくさと流血を望む狂きよう神しんの歌唱だ。本来なら彼ひ我がのコスト差によってあっさり潰つぶされるはずだったアザリアの被召物マテリアルが、向かってくる巨きよ大だいな爪つめを受ける。耐たえる。持ち堪こたえる。そうこうしている内にさらに錬成されていく。強きよう靭じんに、強大に、すぐにでも追い着いていく。

　アザリアは『無数の獣の頭束ねし紅蓮の災厄nic・a・zx・a・c・ei・tf・b・qux・wzb・a・hatl』。

　無数の紅あかい瞳ひとみを輝かがやかせているのは、一つ一つが一メートル以上ある竜りゆうや猛もう獣じゆうの頭を数十束ねた、醜しゆう悪あくなボールのような被召物マテリアルだ。全すべての口から放たれる衝しよう撃げき波はじみた咆ほう哮こうは領域内の異物を均等にすり潰つぶす効果を持つ。

　城しろ山やま恭きよう介すけは『ＳＳＣｆｏｒパペット＃２０００yi・a・ns・ou・wh・ia・iu・seb・e・hig・o・sd－c・li・dr・oq』。

　ほとんど透とう明めいな糸によって全身各部を操られる、まるで瞳のような紅い光を兜かぶとの隙すき間まから洩もらすだけの、中身のない巨大な鎧よろい。二〇メートル大の無機物でありながら獣けもののような臭しゆう気きを発し、爪や牙きばに似た鋭するどい突とつ起きで獲え物ものの内部組織をズタズタに引き裂さく怪かい物ぶつだ。単純だが効果は絶大、『実際に近づく事さえできれば』空母の飛行甲かん板ぱんを缶かん詰づめのように切り開く事も可能なはずだ。

　だが。

　今さら各おの々おのの被召物マテリアルの詳しよう細さいを語る事に、おそらく意味はないだろう。

　それらが完全な形を取る前に、アザリア側の被召物マテリアルは形を変えている。一つとして安定した体たい軀くを得る事なく、ぐずぐずに蕩とろけた不定形のシチューのようにしか見えなくなっている。

（常人なら、ちんたらショットしてはその結果を眺ながめるだけで脅きよう威いを提供できたかもしれない）

　これがアザリア＝マゼンタレイン。

　かつて『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』と呼ばれていたモノ。

（だけど私のガトリングは数の概がい念ねんなど容易たやすく崩ほう壊かいさせる。安価、大量、確実。『個』を押おし流す『軍』の前に、所しよ詮せんは一召しよう喚かん師しとしての技量や作戦など無意味ではありませんこと）

　勝利を確信する。令れい嬢じようは小さく舌なめずりすらしつつブラッドサインを操る。

　彼ひ我がのコスト差は消えた。

　ちっぽけな貯ちよ蓄ちくやハンデなど、所詮アザリアを止める手立てにはならない。

　ここから先は。

　アザリアの方が城しろ山やま恭きよう介すけを突つき放す番だ。




　しかし、そこで奇き妙みような事が起きた。

　シュカッ!!　と。小気味の良い音と共に、『白しろ棘とげ』が見当違ちがいの方向へ飛んだのだ。




「……な？」

　全すべての『白棘』は長方形の軌き道どうを描えがき、正確にアザリアの手元に戻もどってくるはずだった。永久に消費されない手球と、自然にストックの溜たまっていく追加の『白棘』。それによって、アザリア＝マゼンタレインは時間の経過と共に猛もう攻こうを倍増させていくはずだったのに。

　些さ細さいな綻ほころびは、全てを瓦が解かいさせる。

　展開させていた『白棘』の軌き道どうが狂くるっていく。手元に返る数が減る。被召物マテリアルの錬れん成せい速度も落ちていき、それがガトリング銃じゆうのような物量戦術のメリットを崩ほう壊かいさせていく。

（何が……）

　呆ぼう然ぜんとしながらも、しかしアザリアの頭の奥おくでは猛もう烈れつな速度で検証が進められていた。弾だん道どう予測プログラムに匹ひつ敵てきする高速演算を繰くり返し、結果、あらゆる条件を重ねてもミスショットの原因が自分にない事を導き出す。

　だが、現にこうしてガトリング体制は破は綻たんしている。

　だとすると、

「一体、どんな手を……？　あなた、私に一体何をあそばせましたの!?」

　激げつ昂こうし、しかし精せい密みつにブラッドサインを操り形勢を立て直そうとするアザリア。『白棘』のループの輪が完成する事もあれば、あらぬ方向へ飛び散る場合もあった。全体として『何か』に足を引っ張られているが、その『何か』の尻尾しつぽを摑つかめない。そんな状態が続く。

　対する城山恭介は、自分のブラッドサインを握にぎり直しながら、静かに応じる。

「無敵の高速ループ戦術は、確かに真っ向からの撃うち合いじゃ押おし流されるだろう。一つ一つ狙ねらいを定めて『白棘』を打ち込んでも、まあ被召物マテリアルのコスト差は埋うめられないのではないか？」

　そうだ。

　そのはずだ。

　今こうして恭介が平静な顔をしているのがおかしい。本来であれば脂あぶら汗あせにまみれた絶望の表情で、自らの被召物マテリアルが圧あつ倒とう的てきコスト差によって嚙かみ砕くだかれる様さまを眺ながめていなければ。そういう公式なのだ。一と一を足せば二になるように、そんな結末以外は起こらないはずなのに……!!

「だけど、その正確な長方形の輪スクエアループの構造自体はシンプルな訳だが。壁かべ、床ゆか、天井、装飾品、調度品、『花弁』、『白しろ棘とげ』、人工霊れい場じようの端はし。とにかくどこかに三回当てて、長方形の軌き道どうを描えがくように操り続ければ良い。本当に、ただそれだけなんだからね」

　簡単な事、単純な構造は、だからと言って陳ちん腐ぷと同義になるとは限らない。

　結局のところ、信しん頼らい性せいの高い兵器とはいかに内部機構を簡略化し誤作動が起こる要因を取り除のぞけるか、という点に絞しぼられるのだから。

　ところが。

　一方で。

「構造が単純という事は、外から手を加えやすいという事も意味しているのさ。大量の『白棘』が放たれ、圧倒的速度で次々に被召物マテリアルのコスト差が開いていく。そんなパニックから脱だつしさえすれば、無敗神話を断ち切る策を考えるのはそう難しい事ではないんだけどね」

「だから!!　具体的に何を!?」

「……まだ分からないのかな？　おそらくヒントは僕ぼくとあなたが出会う前から、『ガードオブオナー』が勝手に起こした乱らん痴ち気き騒さわぎの中にさえあったというのに」

　思考に空白を生じさせてはならない、とアザリアは強く思う。

　相手の言葉は、それを促うながすための情報戦の一いつ環かんではないかとも疑い始める。

　だが。

「四月一四日、午後一〇時三〇分。Ｒ区画港こう湾わん地帯はあなた達が放った神格級の被召物マテリアルが溢あふれ返っていたはずではないか。ファフニール、ヤマタノオロチ……。数十メートル規模、ガントリークレーンの二倍に匹ひつ敵てきする巨きよ体たいが織おり成なす猛もう威いはさぞかし地じ獄ごくの様相を作り出していたんだろうね。だけどさ、同時にここはちょっとした疑問を抱いたって良いポイントだった」

「……、」

「大き過ぎるんだよ、それでは。通常、初期状態で人工霊場は一辺二〇メートル程度の四角い箱状として展開されるが、ファフニールやヤマタノオロチの巨体を詰つめたらパンパンになる。とてもではないが戦えない。なのに現実として、それら神格級が万全の腕を振るえたのは何故？」

「……まさ、か……」

「人工霊場は条件によって拡縮する。おそらくは領域内にある最も大きな被召物マテリアルの体たい軀くに合わせて、ね。そしてあなたは領域内のあらゆる障しよう壁へきを利用してループ体制を作っていた。だとしたら、妨ぼう害がいするのは簡単ではないか。被召物マテリアルのサイズを次々と切り替かえ、人工霊場のサイズをその都度変えていけば良い。……たったそれだけで、『動く壁』があなたの正確な計算を覆くつがえす」

　たった。

　それだけ。

「有名人の情報はこちらでも少し集めているよ。『ガバメント』アワード９３０、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』。得意なのは市街戦や屋内戦など複雑な立地での高速戦せん闘とう。だからあまり意識していなかったのではないのかな？　人工霊れい場じようの端はしに頼たよらず、ビルの壁かべや天井ばかり利用してきたからこそ、だ」

　だが簡単な事、単純な構造を侮あなどれないのは、優すぐれた兵器開発者であるアザリア自身が身に染みている。対たい抗こう策さくに対抗策を重ねる。全身全霊をもって『アレ』を潰つぶす方法を考えつかなくては、このまま追い込まれるだけだ。

　アザリアはブラッドサインを摑つかみ直す。指先に伝わる硬こう質しつな感かん触しよくでもって、戦せん闘とう用のマインドマニュアルを構築し直す。困こん惑わくの中から、闘争心を取り戻もどす。

「チッ!!　なら人工霊場拡縮の権限をこちらで奪うばうまで。より大きな、より巨きよ大だいな体たい軀くの被召物マテリアルを呼び出し続ければこちらの手で掌しよう握あくできるとは思いませんこと!!」

「かもしれない。だけど属性もコストも無視して『見た目このみ』だけで被召物マテリアルを選ぶのがどれだけリスキーかは、プロなら分かっているはずだろう。安あん易いにそんな手を使えば即そく座ざに嚙かみ付く。すでにそういう布ふ陣じんを敷しいているよ」

「……ッ!!　なら人工霊場の端を使わずにループ構造を閉じて完成させれば!!」

「かもしれない。だけど自由度が減れば、確実に高速戦術の足を引っ張る。対処不能な速度でなくなれば、いくらでも打つ手はあるではないか」

「───ッッッ!!!!!!」

　口先の挑ちよう発はつは、実際の戦闘という形でもって証明されていく。

　双そう方ほうの『白しろ棘とげ』が放たれるが、アザリア側にかつての精せい彩さいはない。恭きよう介すけ側に圧あつ倒とう的てきな脅きよう威いがある訳ではないが、ゆっくりと足元から嚙み付かれようとしているのが分かる。その有り様に、彼女の中を流れる血は凋ちよう落らくする王を民衆が引き摺ずり下ろす革かく命めいの光景を浮うかばせた。

　誤りだった。




　直後。

　ドガガガガガッ!!　と。凄すさまじい音と共に、恭介の速度がアザリアのそれを上回った。




「あ……？」

　劣おとったとはいえ、長方形の輪スクエアループ、ガトリング体制は未いまだに維い持じしている。自分が劣れつ勢せいにいるのは卑ひ怯きような小細工の結果であり、純じゆん粋すいな実力であれば雲うん泥でいの差だと、アザリアはそう信じていた。

　信じようとしていた。信じていたかった。

　だが、

「対たい抗こう策さくが一つだけだなんて、誰だれが言った？」

　言葉と共に、再び恭きよう介すけの手から『白しろ棘とげ』が放たれる。ドガガガガガッ!!　という硬こう質しつな音の連続が続く。アザリアのそれがガトリング銃じゆうなら、恭介のそれはショットガンに近い。そのたびに、ピアノの鍵けん盤ばんに両手を叩たたきつけるような、身をすくませる音の洪こう水ずいが続く。

「正確にスクエアを描えがき、打った『白棘』を必ず手元に返さなくてはならないあなたのシステムでは、一度に大量の『花弁』を動かす事はできない訳だが。長方形を描くために必要なのは三点だから、最大でも三つかな。ただそのループの速度があまりにも速過ぎたから、結果としては一いつ気き呵か成せいにスポットへ『花弁』を叩き込んでいるように見えただけだろう」

　そう。

　城しろ山やま恭介が第二のアザリア対策として持ち出したのは、

「なら、こちらはその逆を突つきつめれば良いではないか。一回の『白棘』で、五個でも一〇個でも『花弁』をスポットへ打ち込めば差を埋うめられるのさ」

　言葉で言うのは簡単だ。

　だが一回二回のまぐれならともかく、常に安定して複数の『花弁』を同時に打ち込むのは至難を極めるはずだ。率直に言って、単純な技量以外に運の要素も絡からむ。目的の『花弁』が都合良く固まって配置されていない限りできないのだ。それは自然と『安定供給』されるものではない。不確定要素を組み込めば、兵装システムは必ず誤作動を起こすはずなのに……。

（いや）

　そこまで考えて。

　アザリア＝マゼンタレインの背筋を、ゾッと何かが這はった。

（現在、このトイドリーム35に展開される『花弁』は全すべて、少なからず陛へい下かの影えい響きようを受けます。でも……まさか……こいつは、その影響すら全て跳はねのけあそばせ、ここにある『花弁』全てを……本命以外の、偶ぐう発はつ的てきに散らばったように見えた配置もみんな……）

　膨ぼう大だいな数の眼球に見み据すえられているような気がした。

　人工霊れい場じようの中に撒まき散らされた、真っ赤な球体。命を預けるに足る兵器やチャンスそのものに見えていた大量の『花弁』。それらがアザリアを囲んで睥へい睨げいするような。

　対照的に。

　全ての中心に立つ少年の形をした王が、アザリアに向けて声を放つ。

「この策もまた、全力のあなたを想定しての一つだった。まして、今はそちらの実力は削そがれている状態ではないか。このまま続けても結果は見えていると思うけど」

「何を馬ば鹿かな……。こんな、この程度で『唯ゆい一いつ無む私し』となった私が負ける事などありえません！　私のガトリングはあらゆる障しよう壁へきをただ嚙かみ砕くだく。現にあなただって死の淵ふちまで……!!」

「測っていたんだよ」

　静かな声だった。

　だがそれは、確実にアザリアの呼吸を詰まらせていた。

「あなたが数ある戦術の中から高速ループを選んで使っていたのか、あるいはそれしかできなかったのか。ギリギリまで待ってみたけど、手の内は一つしかなかったようで何より」

　だから、と恭介は言った。

「僕達にとっては、すでに一度見たあなたが最深部で待っていて、既知の切り札をまた使ってくれるかどうかが最大の鍵だった訳だが」

　それはもう、悪夢じみた脅威に向ける言葉ではなかった。

　では何に対するものかと考え、アザリアの中の貴族の血が回答を拒んだ。

「あなたが世界の頂点だなんて誰が決めた？」

　だが聞こえる。耳に滑り込んでくる。

　改めて。肩を震わせながら真正面の天敵を見据えたアザリアに、恭介はただ言葉を放つ。




「僕達にとっては他の召喚師同様……あなたもまた、通過点の一つに過ぎないのさ」




　カッ!!　という硬質な音が続いた。

『白棘』と『花弁』がぶつかり、『花弁』がスポットに吸い込まれ、被召物マテリアルは次々と形を変える。

　アザリアの頭上では、一五メートルもの漆黒の竜と燃える魔剣を手にした一〇メートル近い巨人とが勢い良く激突していた。

　すでに怪物達は規定級を超え、神格級の域に達していた。

　共に紅い瞳を瞬かせる極大の被召物マテリアルが、召喚師達の頭上で衝突を続ける。

　だが、

（呼吸が、乱れる）

　アザリア＝マゼンタレインは自己の制御に失敗していた。

　戦闘用のマインドマニュアルが瓦解してしまっている。

　原因は明白だった。どちらが押されているかを考えれば誰でも分かる。

（指先の震えが止まらない。これは、この感触は……っ!?）

　幸せになれと、誰かに言われた。

　言われた時にはその価値は分からなかったけど、憧れから後を追う内に、こんな世界の中でその一言を言うのがどれだけ困難な事かを、ようやく思い知らされた。

　だから彼女は幸せを追求した。

　同じ血を引く跡あと取とり候補を薙なぎ払はらい、外から群がってくる利権目当ての害虫を踏ふみ潰つぶし、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界においても最強ランクの力を手に入れた。

　それでも、満たされる事はなかった。

　だから。

「……私は、最高の金きん字じ塔とうを求めます」

　己の口を使って言葉に出す事で、彼女は思い出す。

『恐きよう怖ふ』という名のこの震ふるえ。その一色に染め上げられていた時代と、そこから理り不ふ尽じんなほど圧あつ倒とう的てきに救い出してくれた、粗そ野やで横暴な男の事を。

「かつて失われたものと天秤にかけて！　釣り合いが取れると思えるものと出会うためにも!!　こんな所で下がる訳にはいかないのです!!!!!!」

「……、」

　その言葉に、城しろ山やま恭きよう介すけはわずかに目を細めた。

　そうしながらも、精せい密みつにブラッドサインを操り、巨きよ大だいに膨ふくれ上がった神格級の黒い竜りゆうを用いてアザリア達を明確に追い詰つめていた。

　おそらく、あの少年には何も分からないだろう。

　断片的にこぼれた言葉から、詳しよう細さいな情景を思い浮うかべる事などできないだろう。

　だけど。

「……ああ。あなたに一体何があったのかは知らない訳だが」

　彼は言った。

　もしもの話を。




「ちょっと何かの順番が違ちがっていれば、僕ぼくはあなたを助ける側に立っていたかもしれないのに」




　声に。

　完かん璧ぺきで冷れい徹てつな令れい嬢じようの表情が、壊こわれた。

　仮定の話、奇き麗れいごとを現実にする実力は『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の名と共に思い知らされている。

　アザリア＝マゼンタレインは何かを叫さけびながらブラッドサインを思い切り突ついたが、対する城しろ山やま恭きよう介すけはもはや一部の隙すきも甘あまえも見せなかった。

[image: ]

　敵と味方。

　二つに分かたれたその片方が、巨きよ大だいな竜りゆうの顎あごを操って、確実な勝利をもぎ取った。




　　　　５




　燃える魔ま剣けんを摑つかんだ巨人の首元へと、漆しつ黒こくの竜の鋭するどい牙きばが喰くらいつく。食い破る。ゼロ距きよ離りで墨すみのように黒い閃せん光こうを傷口へ放つ。目も覆おおう原始的な惨さん劇げきと共に敵方の被召物マテリアルが消失し、今の今まで防護円に守られていたアザリアが、依より代しろたるフラクタルが、神を殺された衝しよう撃げきを受けて床ゆかの上を転がる。本来の意味でのゾンビに近い状態。使役者が誰だれの身み振ぶり手振りにも従うだけの皮肉めいた敗北の形。不要なケガを防ぐため、恭介はのろのろと四つん這ばいでどこかへ移動しようとするアザリアの首の後ろをブラッドサインの先せん端たんで軽く押おさえ、その場で潰つぶれているよう誘ゆう導どうする。

　勝った。

　勝利した。

（……いいや）

『チェイン』待機中の数十秒の間に、恭介はスマートフォンを取り出した。画面を見てみれば、リミットまではもう一時間もない。

《あ、あの……その、どうかしたの？》

　彼ひ岸がんの方から声がかかったが、恭介には答えられなかった。

（『ガードオブオナー』が信しん仰こうする『白き女王』を倒たおさない限り、彼岸の全身に埋うめ込まれた三〇〇〇以上の棘とげは抜ぬけない。それは時間と共に確実に彼女の命を奪うばう訳だが。……この場合はどうすれば良い？　『白き女王』に出てこられるのは致ち命めい的てきだけど、『白き女王』を誰かが呼び出さないと彼ひ岸がんを助けられないではないか……!!）

　その時だった。

　ごぼん!!　という、腹を直接叩たたくような凄すさまじい気き泡ほう音おんが炸さく裂れつした。

　恭きよう介すけは頭上を見上げる。

　レプリグラス製浄じよう水すい施し設せつ。その中心核かくたる『珪けい素そで作られた人工バクテリアプール』。一〇メートル大の透とう明めいな球形容器の中が先ほどにも増して凄まじい勢いで泡あわ立だつのを目の当たりにし、恭介は自分の全身から嫌いやな汗が噴ふき出すのを感じていた。

　海水を真水に変える設備、真水を量産するもの。

　清きよらかな水を湧わき立たせる、『泉』の記号を持つもの。

　アザリアは、いいや『ガードオブオナー』達は、既き存そんの召しよう喚かん儀ぎ礼れいを一から見直し、目的となる被召物マテリアルを永久に支配する新方式を組み上げようとしていた。

　そう。

　だとすれば、これまでの過程は必要ない。一〇〇の規定級と五〇の神格級を呼ぶか、完全に決まった手順で『花弁』を正確にスポットに入れなくては未み踏とう級を召喚する事はできない、という部分も書き換かえられている可能性がある。

「……まさか」

　ある意味では最も望んでいたもの。

　ある意味では最も恐おそれていたもの。

「『あれ』が……？　まずい!!　彼岸、今すぐ構えるんだ。いいや、いっそ不完全なままあのバクテリアプールを食い破った方が良いかもしれない!!」

《えっ、えっ……？》

「ヤツが来る!!」

　警告は意味を為なさなかった。その前に、結果の方からやってきた。




　ぼんっっっ!!!!!!　と。

　球形容器が内側から弾はじけ飛び、黄金の宮きゆう殿でんの全すべてが生命のスープによって染め上げられる。




　まるで白い豪ごう雨う。

　プランクトンの大発生によって海水が赤あか錆さびた色に濁にごる赤あか潮しおにも似た現象。赤の代わりに白に染められる世界。それが、『瀟洒なる魔王ゴールデンラグジユアリー』の色を瞬またたく間に塗ぬり替かえていく。あらゆる調度品や芸術品を徹てつ底てい的てきに汚よごし、主の色を存分に提示していく。

　白。

　殺さつ伐ばつとした鉄てつ錆さび臭くさい世界を統すべる、女王の色。

「お久しぶりでございますわ、あにうえ」

　かつて巨きよ大だいな水すい晶しよう球きゆうのような球形容器のあった場所に、『彼女』は静かに浮うかんでいた。

　必然性などない。同じ場所に立つ、という好みの問題だけで、『彼女』は重力を感じさせない速度でゆったりと宮きゆう殿でんの床ゆかへ降り立つ。

　新たな敵を見てしまう。

『チェイン』待機状態が別のものに切り替かわり、人工霊れい場じようはその敵を取り込んでいく。

「んー。何だか先ほども別のわたくしがフライング気味に遭そう遇ぐうしていたような気もしますが、わたくしにとっては一いち日じつ千せん秋しゆう、つーか一秒兆秋くらいの勢いでございますので。……思おも惑わく通りに事が進んで何よりでございますわ。わたくし、これ以上待たされたら怒いかり心頭で地球の一つ二つなど真っ二つにしてしまいそうでございましたし☆」

　ゆったりとした純白の衣装に、銀の彩いろどり。

　銀というより白に近い、腰こしまで届くツインテール。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　城しろ山やま恭きよう介すけは、押おし黙だまっていた。

『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』のエース達と正面から戦争ができるほどの力を持った『ガードオブオナー』の召しよう喚かん師し達を翻ほん弄ろうし、君臨するアザリア＝マゼンタレインさえ冷れい徹てつに撃げき破はした腕うでを持つというのに、女王の笑顔を見ただけで恭介は封ふう殺さつされかかっていた。

　それほどの相手、と見るのが正しい。

　召喚師の手で制せい御ぎよされる事も、依より代しろの手で縛しばられる事もない。人工霊場の範はん囲いに留とどまる事を知らず、一〇分前後という制限時間もない。

『白き女王』は、自由な世界へ放たれた。

　かつて、幼い恭介が無知では済まされない過ちを犯した時と同じように。

「そうガクガクする必要はございませんわ。ふふ、小動物系のあにうえも悪くありませんけど」

　くすくすと、柔にゆう和わに、しかし狂きよう的てきな何かを含ふくむ笑みと共に、『白き女王』は告げる。

「やはり『ガードオブオナー』なる寄り合い所帯では、あにうえの頭脳には遠く及およばないようでございますね。縫ほう界かい召喚に伴ともなう『統とう御ぎよ』には失敗、辺りは無数の脆ぜい弱じやく性せいに溢あふれているものの、わたくし自身は大したスペックの変化もございませんわ。あにうえが普ふ段だん使っている、ブラッドサイン式と同程度に留まってしまったようでございますね」

「……」

「心配なさらずとも。『海から這はい出る者』に関しては、今回の場合はわたくしが一八〇秒ほど連続的に露ろ出しゆつしない限りは発生いたしません。ほら、今はあにうえの人工霊場に縛られていますし、制限時間が過ぎたら、また新しい励起手榴弾インセンスグレネードを投げればよろしいのでは？　まあ当然、あにうえの被召物マテリアルはゼロから仕切り直しでございますが」

　取り越こし苦労。骨折り損のくたびれ儲もうけ。今『白き女王』はこの世界に降臨しているが、結局はブラッドサイン式とそう変わらない形で、小さな枠わくに収まってしまった。

　だが、そこに悔くやしさや憤いきどおりの感情はない。

　それは『ガードオブオナー』の悲願であって『白き女王』の願望ではない。そしてそもそも、『白き女王』は根本的に最強だ。状じよう況きようの枝葉に多少の変化はあったとしても、純度一〇〇％だろうが搾しぼりかすだろうがその地位が揺ゆるぐ事などありえない。

「さあ、あにうえ」

　大おお舞ぶ台たいの歌姫が観客へ語りかけるように、彼女はゆったりと言う。

「わたくしは無事に失敗いたしました。あにうえにとって千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスでございますわ。ここまでお膳ぜん立だてされて喰くいつかないなら殿との方がたの風かざ上かみにも置けませんよ？　さあさ、いつでもどうぞ。何でしたら逃にげ回ってわたくし側の時間切れを狙ねらってみても構いませんが」

（……できるか、そんな事）

　これは口に出さず、心の中だけで吐はき捨てる。

　今回の『白き女王』は励起手榴弾インセンスグレネードに頼たよっていない。およそ一〇分間、という制約は存在しない。実際には一分かもしれないし、一時間かもしれない。『ガードオブオナー』が用意した『精せい霊れいの泉』型の縫ほう界かい召しよう喚かんが失敗したのは分かるが、どこがどう失敗したのか分ぶん析せきしきれていないのだ。そんな中での長期戦は、持久走でゴールがどこにあるか教えられないまま全力疾しつ走そうを強しいられるのと同じだ。ペース配分を考えられなくなる。

（いや、そもそも規格外の超ちよう高火力を誇ほこる『白き女王』相手に防戦一方になるっていうのがすでに間ま違ちがい。一分だろうが三〇秒だろうが、受けているだけでは削けずり殺される。危険を承しよう知ちで、速そつ攻こうに活路を見み出いだすしかないか。女王の言う通り、『ガードオブオナー』の方式が失敗したこの状況は、確かにチャンスと言えばチャンスでもあるんだ）

　致ち死し量りようの一〇〇倍の猛もう毒どくを一〇〇倍に薄うすめたようなものかもしれない。

　時速三〇〇キロの新幹線を三〇〇倍減速してからゆっくり轢ひかれるようなものかもしれない。

　いずれにしても脅きよう威い。どちらにしても致命的。

　だけど、

《やろう》

　心の中に、依より代しろの声が滑すべり込んできた。

《こんなの放っておけないよ。理想を押おし付けたのは私達の落ち度かもしれない。本質なんて全まつたく違ったものかもしれない。だけど、人の努力を嘲あざ笑わらい、背中を押すだけ押して崖がけ下したに落ちていく様子を眺ながめるだけの女神なんて邪じや悪あくでしかないもの。……『白き女王』はここでやっつける。やっつけないといけないんだ!!》

　その稚ち拙せつとも呼べる声に、しかし凍こおった心が後押しされた。

　ゆっくりと息を吸い、そして召喚師は叫さけぶ。

「彼ひ岸がん、一気に畳たたみ掛かける！　敵が本調子でない内に、普ふ段だんは絶対できない大物を倒たお───!!」

　言葉は最後まで出なかった。




　ゴッ!!!!!!　と。

　凄すさまじい白い光の帯が、一いつ瞬しゆんで巨きよ大だいな漆しつ黒こくの竜りゆうと化した彼岸を壁かべまで吹ふき飛ばした。




「な……ん」

　胴どう体たいを貫つらぬくような一いち撃げき。依より代しろたる彼岸の意識を収めた『人じん郭かく』がどこに格納されているかを知れば、喉のどが干上がるほどの衝しよう撃げきを受けるべき光景だった。

　だが、恭きよう介すけはずるずると崩くずれ落ちていく被召物マテリアルの巨体を眺ながめる事さえ許されなかった。

　一いつ閃せん。

　純白のレーザービームのような攻こう撃げきは、いつまでも残像を空間に焼き付ける。いいや、

（世界の組成が……真っ白に削けずり取られている!?）

　セオリーなどない。普ふ通つうは誰だれにも触ふれられない『花弁』やスポットさえ吞のみ込まれて消失する。あれは、この世界と向こう側、双そう方ほうあらゆる組成をゴリゴリとデリートするものなのだ。

　数秒のラグをあけて、純白の残留は引っ込む。ノイズと共に世界は戻もどる。

　それは、召しよう喚かん師しや被召物マテリアルを殺すために凝ぎよう縮しゆくされた『力』。

　世界の滅めつ亡ぼうに大おお仰ぎような計画なんていらない。もしも彼女の『力』が制せい御ぎよを離はなれて外向きに拡散すれば、たったの一撃で惑わく星せいなんてビスケットのように砕くだけてしまうかもしれない。

「あン、あにうえ。……せっかくの逢おう瀬せに他の女の名前出すとか何考えてんだテメェ？」

『白き女王』は時空間を、世界の組成を限定的にデリートした事など気にも留めない。

　自然に修復されていく世界の溝みぞ程度は驚おどろきにも値しないのか。

　彼女はいちいち駆かけ出したり間合いを詰つめたりなどしない。女王の全身を包むゆったりとした白の装束の一部が音もなく変化していた。それは槌つちの形を取るとひとりでに宙を舞まい、真上から恭介へと流星のように振ふり下ろされる。

　召喚師は防護円によって守られ、物理現象と被召物マテリアルの攻撃を共に完全に防ぐ。

　ズズン……ッッッ!!　という脳を直接揺ゆさぶる衝撃が、そんなセオリーを軽々と覆くつがえす。

　単なる傷の問題ではない。明確に『死の気配』が迫せまる。

　呼吸が詰まり、意識が混こん濁だくし、ぐにゃりと歪ゆがんだ視界の中、恭介は必死で現状把は握あくに努める。

「ばっ、がう……!?　そんなっ、馬ば鹿かな……」

　ぱたたっ、と額ひたいから溢あふれた鮮せん血けつが床ゆかに落ちていく。

　混乱が収まるより早く次が迫る。ビニール風船のような防護円を挟んで盾たての角で顎あごを突つき上げられ、爪つま先さきが宙に浮うきそうになったところで棍こん棒ぼうで叩たたき落とされる。ぐらぐらと意識を揺さぶられながらも、恭介は景色に焼き付いた光から転がるように離れる。

　あのダメージは、世界を襲おそう白の蹂じゆう躙りんは、明らかに防護円の中にまで襲ってきた。防護円は外から来る攻こう撃げき、内から来る大病、あらゆる阻そ害がい要因から召しよう喚かん師しというより『儀ぎ式しき』を守る。……そんな大前提が、這はい寄る死の悪寒によって否定される。

「あはーはー!!　これでもわたくし、被召物マテリアルでは最強カテゴリの未み踏とう級、その中でも頂点に位置する規格外の女王でございますから☆　召喚師を、というか儀式の進行を守る防護円は、基本的に被召物マテリアルの余よ剰じようエネルギーを回して展開されるもの。全力を出して向かってきても足元にも及およばない雑魚ざこの、さらに残りカスで作った生存補助環境などにこのわたくしの致ち死し性せいを阻はばめると思いまして？」

　狂くるっている。

　完全に世界の法則を無視して動いている。

　他のどんな被召物マテリアルを持ち出したって、こんな現象は起こせない。

　女王の衣装は物理的に存在するのか？　それとも光を操ってそう見せているだけか。戦力を測る前に、すでにそこから疑ってしまう。いや、それを言うなら女王自身は何だ？　あんなものが存在して良いのか、と。

（……間ま違ちがって、いた？）

　激痛よりも、それを起こした理り不ふ尽じんさによって、城しろ山やま恭介は前後不覚に陥おちいりかける。自分が何をすべきなのかを忘れ、一番最初の大前提を見失いかける。

　ぐらつく。ぶれる。

　極大の混乱が、常に冷静沈ちん着ちやくな彼を一人の人間に戻もどしかける。

（たとえどんな理由があっても、召喚師のルールであんな怪かい物ぶつと向き合うべきではなかった。冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんを彼女の前に立たせるべきではなかった……？）

　その時だった。

　多数の美術品を踏ふみ潰つぶし、壁際で崩くずれていた巨きよ体たいが、もぞりと動き出した。

　漆しつ黒こくの竜りゆう。そこに宿る意思が、契けい約やくを結んだ恭介の方に流れ込んでくる。

《大だい丈じよう夫ぶ……。私はまだやれる。『白き女王』をやっつけなくちゃ、こ、この街が危ないんだもの。いいや、影えい響きようはトイドリーム35に留とどまるとは限らない。だったら、やれる。必ずやる》

　それは見当違いな叱しつ咤ただったのかもしれない。

《『今の』私達には、あなたが思い描えがいた通りの力はないかもしれない。いいや、『白き女王』の力に敵かなう召喚師なんて、この世にはいないのかもしれない。それでも》

　意図的に情報を封ふう鎖さされた彼女の、誤った目的だったのかもしれない。

《『たすけて』と言われて、救いを求められたその時に、損をすると分かっていても思わず手を差し伸のべようと考えてしまうのは、絶対に間違ってなんかいない！　そして今のあなたは一人じゃない。召喚師の傍かたわらに依より代しろがいる以上、現実的に差し伸べる手だってちゃんとある!!》

　でも。だけど。




《今の私達は、その、二人揃そろって『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』だから！　私だってあなたを支えられる!!》




　その言葉に。

　ほんの少しだけ救われた。

　実際にはそんな異名さえも目の前の天敵から与えられたものに過ぎなかったけど。

　のちのち思い返せば、トラウマになってしまうような間ま違ちがいかもしれないけど。

　それでも、この時。投げかけられた言葉に、城しろ山やま恭きよう介すけは確かに救われたのだ。

　屈くつ辱じよくと敗北にまみれた、上から目線で与えられたこの異名。

　そこに、新しい意味を認められたような気がした。

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは、何も知らない。

　起点となった港こう湾わん地帯では依い頼らいの真意に気づけず、夜の学校では『ガバメント』と『ガードオブオナー』を勘かん違ちがいし、『白き女王』に命を握にぎられている事も、そこから解き放つために蓮れん華げや恭介達が死地へと飛び込んだ事も。最初から最後まで、何一つとして。

　だけど。

　そんな状態でも、誰だれよりも正しい『答え』を出したのは、間違いなく彼女だった。

「彼岸」

　改めて、名を呼ぶ。

『白き女王』の瞼まぶたが片方だけピクリと動いたが、気にせずに恭介はこう続ける。

「これから未み踏とう級の頂点、『白き女王』を撃げき破はする。こんな茶番は一刻も早く終わらせて、歪ゆがめられた全すべてを元に戻もどす！　だからあなたの力を貸してくれ、冥乃河彼岸!!」




　　　　６




　実際のところ、できる事はどれだけ残っていただろうか。

「やん☆」

　女王のために作られ、女王の手で破は壊かいされた小さな王国。その中心に立つ『白き女王』は、ゆったりとした白い布と長いツインテールを揺ゆらすように、その場でくるくると回っていた。

　瞬しゆん時じに背中側の布地が形を変え、巨きよ大だいな翼つばさにも剣けん山ざんにも似た何かが勢い良く噴ふき出した。

　総数二五六本。ズドッ!!　と、それらは対面の壁かべを丸ごと抉えぐり取っていく。

　漆しつ黒こくの竜りゆうの片かた翼よくがもぎ取られ、その残ざん骸がいが無残に縫ぬい止められる。

　その一本は恭介の方にも飛んできた。防護円が簡単に貫つらぬかれ、少年自身が全力で上半身を振ふり回す事でかろうじて回かい避ひする。

　右の頰ほおに、一筋の傷が生じる。

　避さけられた、などと恭きよう介すけは自分の実力を過信しない。神格級の被召物マテリアルさえ回避も防ぼう御ぎよもできなかった攻こう撃げきを、ただの人間に対処できるはずがない。

『白き女王』は、明らかに遊んでいる。

「あらあら。あにうえ、いかがなさったのでございますか？」

　じりじり、と。

　攻撃通過後も焼き付くように残る白い光が、世界の組成そのものを損傷させた事を証明する。

「無む駄だな抵てい抗こうにしても、もう少し大きく跳とぶ事くらいできたでしょうに。あら、まるで防護円を利用して、床ゆかに転がっている敵を庇かばおうとしたようにも見えますけど」

　恭介は舌打ちした。

　彼の背後では、アザリアと老ろう執しつ事じが這はいつくばったままだった。わざと防護円を貫つらぬかせて白い杭くいの軌き道どうをわずかに逸そらさなければ、彼らのどちらかは死亡していたはずだ。

「『たすけて』と、『呪のろいの言葉』でも吐はきましたっけ？」

「それ以前の問題なんだけどさ。倒たおした敵の行く末は僕ぼくが決めるよ。今の『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』はさ、味方にだけ適用するものではない訳だが。時代は変わったんだよ、女王」

「けど残念」

　くすくすと、一〇〇点満点の答えを褒ほめるようにツインテールの女王は微笑ほほえみながら、

「すると、あにうえはもうそこを動けないのでございますわ」

《くっ、何これ……》

　その時、彼ひ岸がんの思考が割り込んできた。

《この子、攻撃の起点を全まつたく生み出さない……。怯おびえている、の？　元となる攻撃のアクションがないから、何を操ったってコマンドが実際の攻撃に結びつかない……!?》

　依より代しろは被召物マテリアルの全すべてをコントロールできる訳ではない。

　いつどんな攻撃をする、は被召物マテリアル自身の欲望に任せ、『誰だれに』という照準だけ無理矢理割り込ませる形で帳ちよう尻じりを合わせているのに近い。

　つまり、被召物マテリアルそのものが攻撃の意思を失ってしまえば戦せん闘とうを続行できない。漆しつ黒こくの竜りゆうの紅あかい瞳ひとみは、まるで小動物のような怯えの光に満たされていた。

　もっとも、これもまた通常のセオリーを軽く無視しているが。普ふ段だんであれば、被召物マテリアルはどんなものであれ目につくもの全てを破は壊かいする暴ぼう虐ぎやくの塊かたまりのはずなのだ。

「だから言ったでしょう、あにうえ」

　金属の翼つばさが消え、再び『白き女王』の背中が上品な生地に覆おおわれる。

　今度は片手を軽く振ふるった。

　右半身の布の大半が巨きよ大だいな拳こぶしとなって真横から漆黒の竜を叩たたき飛ばす。

「わたくしはあらゆる被召物マテリアルの頂点。刃は向むかうなど論外。『向こう』の世界の全てがわたくしに傅かしずくのでございますわ。もしもあにうえがわたくしのものになるというのなら、ざっと半分くらいは分けてあげてもよろしいがな☆」

　ドゴッ!!!!!!　と、猛もうスピードの新幹線が踏ふみ切きりで立ち往生したトラックに突つっ込むような大だい音おん響きようが炸さく裂れつした。さらに女王の装束が形を変える。鉄球、金棒、手斧。一いつ斉せいに飛び出した純白の武具が様々な角度から巨きよ大だいな黒い竜りゆうを滅めつ多た打うちに嬲なぶっていく。世界の組成さえ白く削けずりながら。

「くっ!!」

　恭きよう介すけはブラッドサインを操り、『白しろ棘とげ』を放つ。数々の『花弁』に当て、スポットに落とし、被召物マテリアル自体の形を変える。真しん紅くの光の乱らん舞ぶと壊こわし歌が小さな世界を席巻していく。

　今はもう神格級。仮にも神話の神々に位置する存在だ。少しでも、わずかでも、『白き女王』に立ち向かう心性の持ち主をひたすら探す。

「だから」

　───金こん剛ごう杵しよでもって雷らい撃げきを落とす黄金色の瞳ひとみの巨漢が純白の槍やりに貫つらぬかれる。

「無む駄だだと」

　───復ふく讐しゆうの女神として知られる紅あかい瞳の三姉妹が順に巨大な顎あごに砕くだかれる。

「申し上げていますのに☆」

　───煙けむる鏡と呼ばれた黄金色の瞳の死神が豪ごう雨うのような白い矢の乱舞を浴あびせられる。

　その都度凄すさまじい破は壊かいが一方的に巻き起こり、世界の組成を突つき崩くずして景色の一部を真っ白に埋うめ、『ガードオブオナー』達が用意した古今東西の財宝に彩いろどられた宮きゆう殿でんごと全すべてを崩していく。どれくらいの歴史的価値があるかも測れない調度品や美術品の群れが無残に砕かれていく。暴ぼう虐ぎやくの主による、究極の味わい方。それだけで、見た目可か憐れんな『白き女王』の本質、その一いつ端たんが浮うかび上がっていた。

　頭の中に、彼ひ岸がんの絶ぜつ叫きようが直接響ひびく。

　かろうじて消しよう滅めつ寸前に別の被召物マテリアルへ切り替かえていくが、どれもこれもが女王との戦せん闘とうを拒こばむ。実際に刃は向むかう前に舞ぶ台たいを降りてしまう。

「神格級と未み踏とう級では、そもそもカテゴリが異なるのでございますわ。ロケットエンジンを無理矢理搭とう載さいして地上で音速の半分くらい叩たたき出すカスタムカー専門のドラッグレースに一いつ般ぱん販はん売ばいされる高級車で挑いどむようなもの。あん☆　これでもわたくし、あにうえと話を合わせるためにこの世界について勉強していますのよ。頭の一つくらい撫なでてくれても良いと思いますけど」

「……、」

『白き女王』の悪ふざけのような言葉が正しければ、最低でもこちらの被召物マテリアルを未踏級まで押おし上げなくてはならない。

「という訳で、あにうえにチャンスを与えましょう」

　ぱんっ、と胸むねの前で両手を合わせ、満面の笑みで『白き女王』は言った。

「とっとと被召物マテリアルを未み踏とう級まで育ててくださいませ。あにうえの腕うででしたら、そう難しい問題ではございませんわよね？　……わたくしからの妨ぼう害がいさえなければ☆」

　ゆっくりと、美術館で一つ一つの作品を眺ながめて回るような速度でもって、楽しみながら歩を進める『白き女王』。だがその道はまさしく王道だ。誰だれにも歩みを止める事は叶かなわない。

　歯は嚙がみするが、恭きよう介すけには提案に乗るしか道はない。そもそも次々に被召物マテリアルを切り替かえて戦う召しよう喚かん儀ぎ礼れいの戦いにおいて、一度も切り替えを使わずに『音域』も『コスト』も無視して戦い続ける『白き女王』はまともではない。

「くそっ!!」

　ガガガガガガッ!!　と硬こう質しつな音を連続させ、恭介は彼ひ岸がんに宿る被召物マテリアルを次々と錬れん成せいしていく。真しん紅くの光の乱らん舞ぶや壊こわし歌が遅おくれて知覚されるほどの高速高精度。それは世界中の風を起こす巨きよ大だいな鳥になり、南洋の島を釣つり上げた英えい雄ゆうになった。一つ一つが戦争の行方さえ左右する大戦力だった。それさえも通過点とし、恭介はひたすらにブラッドサインを操り続けていく。

　それが、ある一定のラインを超こえた。

　凄すさまじい光と共に、被召物マテリアルのデザインが大きく変わる。

　ボロボロの車くるま椅い子すに腰こしを掛かけ、紫むらさき色いろの布で踊おどり子のように最低限体を覆おおったショートカットの少女だった。しかしあまりにも細いためか、蠱こ惑わく的てきよりも病的な印象が目立つ。ぐらりと力なく頭や手足を垂たらした中、唯ゆい一いつその右手だけが持ち上がり、彼女の意思を示していた。

　未踏級、その一角。

『善悪分かつ「紫電」の淑女iu・ao・eu・ei・kub・miq・a・ci・pl』。

《……うん、いける》

　彼岸は率直に思った。車椅子の上で、碧みどり色に輝かがやく瞳ひとみにかかる前まえ髪がみも気にせずに項うな垂だれたままの『紫し電でんの淑しゆく女じよ』は、唯一生物的に蠢うごめく細い手を伸のばし、その人差し指の先を『白き女王』に向ける。紫色の光が灯ともる。臆おくさない。彼女は敵対する相手が『白き女王』だと理解していながら、なお闘とう争そうの意思を示している。

《これなら戦える。同じ土ど俵ひように立てる。少なくとも、その、戦う前から諦あきらめなくちゃならないような事態だけは抜ぬけ出せた……!!》

　かつて、あの港こう湾わん地帯での戦闘の最後に、この未踏級が巨大な鉄橋と人工的な運河をまとめて切断したのを彼岸は覚えている。その恐きよう怖ふは今も骨身に沁しみている。

　そして恭介は言っていた。

　どんなルーキーもどんな凄すご腕うでも関係ない。あらゆる戦術とあらゆる被召物マテリアルは等しく全員にチャンスを与えてくれる、と。

　だから。




　初めて反はん撃げきをしようと思った直後だった。

　ゴキゴキゴキィ!!!!!!　と。『紫し電でんの淑しゆく女じよ』の体から凄まじい破は砕さい音おんが炸さく裂れつした。




《……な……》

　冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんは、正しく絶句していた。

『白き女王』のスカートがはためいた直後だった。

　大きな布地がまとめて変化したと思った直後。そこには無数の太い鎖くさりがあり、その全すべての先せん端たんには錨いかりに似た三みつ又また鉤かぎがあった。そして女王がくるりと回った途と端たん、辺り一面に数十メートル規模の鋼はがねの竜たつ巻まきが生じた。この世界の組成を塗ぬり潰つぶし、その膨ぼう大だいな白の光もろとも標的を狙ねらう。

『紫電の淑女』の左ひだり肩かたから食い込んだ鉤が、そのまま胸むな元もとまで一気に抉えぐり取る。幸か不幸か、高速回転する鉤が途と中ちゆうから『紫電の淑女』の体を弾はじき飛ばし、心臓を完全に抉られる事なく床ゆかの上をゴロゴロと転がしていく。そこには彼岸の意識を格納する『人じん郭かく』があったはずだ。

《あ、があ!?　あぐがばっ!!　げごえ……っ!!  !? ??》

　一いち撃げき。

　ここまでやって、なお一撃。

「神格級を超こえた未み踏とう級まで被召物マテリアルを錬れん成せいすれば、確かに刃は向むかう程度は可能でございますわ」

　自らのスカートを元に戻もどしながら、くすくすと『白き女王』は笑っていた。

　変わらず。

「ですが、刃向かう事ができたから何だと言うのです？　たとえ相手が未踏級の二番手だろうが三番手だろうが、『ガバメント』だの『イリーガル』だのに肩入れしている『大三角』だろうが……たった一つの頂点に君臨するわたくしには遠く及およばない。一番とは、他に対する者がいないから一番と呼ばれるのでございますわ。お分かりになりました？」

「……ちくしょう……」

「まあでも、これはあくまで一対一の理論でございましたね」

　顎あごに人差し指を当て、視線はやや上向きに。何かを思い出す仕草で、『白き女王』は微笑ほほえむ。

「あるいは、今のわたくしは不完全でございますし、未踏級を数十規模で使役して一いつ斉せい飽ほう和わ攻こう撃げきを仕し掛かければチャンスがあるかもしれませんけど。そう、かつて一度あにうえが理論構築に成功したものの、結局は強度不足でわたくしの手た綱づなを摑つかむのに失敗し、『異世界へ退去できなくなってしまった』あの時。その尻しり拭ぬぐいとして数多あまたの召しよう喚かん師しや依より代しろが倒たおれていった……本当の実力者達しか知らない、あの泥どろ沼ぬまの戦争のほんの一割ほどの戦力があれば、ね？」

「ちくしょうがァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　ついに全てをかなぐり捨てて、恭きよう介すけは叫さけんだ。

　歴戦の召喚師でも『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』でもない。彼の中に残っていた年相応の子供の部分が、どうしようもない理り不ふ尽じんを前にして癇かん癪しやくを起こす。

　相手が油断している内ならチャンスはあると思っていた。弄もてあそぶようにこちらを封ふう殺さつする手の内から滑すべり落ちる事ができれば、脇わき腹ばらを刺さすくらいできると考えていた。

　だけど結果はこれだ。

　チャンスを与えたのは、それを取り上げる事でより強い絶望を与えるためだ。しかも全すべて彼女の思おも惑わく通りに進み、一ミリも狙ねらいの外へ逃のがれる事ができなかった。挙げ句、その苦しみは冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが負っている。そもそも彼女の命が脅おびやかされている事自体、恭きよう介すけに遠因がある。

「さあ、あにうえ」

『白き女王』は笑っていた。

　強い者は変わらない。揺ゆるがない。それを極めた果てがいた。

「さあさあ、あにうえ！　これから先はいかがいたしましょう。愉ゆ快かいな命いのち乞ごいの時間でございますか？　人命を盾たてに取ってあにうえを隷れい属ぞくさせるのも良いかもしれません。……でも、やっぱりそうでございますわね。世界で一番大好きなあにうえを、心行くまで蹂じゆう躙りんして全力の泣なき顔を楽しむというのも素す敵てきな愛の形ではと思うのでございますわ。うふ、うふふふふふ」

　荒あらい息を吐はきながら、城しろ山やま恭介は必死に思考する。
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　───本当に打つ手はないのか？




　ない。規定級、神格級ではそもそも戦せん闘とう行動を取れない。未み踏とう級まで達すれば『白き女王』に抗あらがう選せん択たく肢しを得られるが、どのみち、実力差は圧あつ倒とう的てきだ。二番手、三番手の未踏級……三大勢力を守護する『大三角』さえも、頂点に君臨する『白き女王』には勝てない。

　数十規模の未踏級を使った一いつ斉せい飽ほう和わ攻こう撃げきも使えない。召しよう喚かん師しは被召物マテリアルを切り替かえる事はできるが、同時に複数呼び出して戦う事はできないからだ。




　───それで諦あきらめる事ができるのか？




　諦められない。そう言ったところで、現実問題としてどんな行動に繫つなげられる？　低、中、高音。大おお雑ざつ把ぱに三つ巴どもえの音域に分けられる被召物マテリアルのどれを対応させたとしても、『白き女王』は絶対に倒たおせない。あれは召喚儀ぎ礼れいのルールの外にいるものだ。故ゆえに、ルールを利用して戦うだけの召喚師では倒す事はできない。




　───では、何をどこまで覚かく悟ごして、ここへ来た？




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　そこまで考えて、城しろ山やま恭きよう介すけは微かすかに笑った。

　自分がまだ本気を出し切れていなかった事、いや心の中に楔があった事を思い知らされた。

　あの夜の学校で、追い詰つめられた冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんに言った事を思い出せ。




　恐きよう怖ふを否ひ定ていするな。

　正しく恐怖した上で、そんな方法もあったのかと笑ってみせろ。




「あら、素す敵てきなお顔……。まあ、あにうえは基本どのような表情でも完かん璧ぺきでございますが。ちなみにベストショットなあにうえは今何をお考えでございますか？」

「……なぁに。ちょっとした約束事を思い出しただけだよ」

　恭介は両手を使って、軽くブラッドサインを回した。

「僕ぼくはさ、女王。約束をしたんだ。別に金銭が絡からむ訳でも、得体のしれない羊皮紙の契けい約やく書しよにサインをした訳でもないけど。それでも約束をしたんだよ」

『白き女王』は笑顔のまま、わずかに首を傾かしげた。

　そこには『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』がいた。ただし彼女が名を授けた頃ころとは違ちがう意味での。

「冥乃河蓮れん華げと冥乃河彼岸。ちょっと変わった双ふた子ごを助けるって。そのためなら、どんな手でも使うって事をだ。ああ、はは、こいつは基本中の基本だったね。まさか最後の最後の土ど壇たん場ばでこんな事に気づかされるだなんて。契けい約やくの内容を忘れて戦うなんていうのは、確かに気が抜ぬけていたのではないか。だからここから先は思い出すよ、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』を」

「……わたくしの前で、あにうえの口から、違ちがう女の名前が二つも。これは軽めの万死に値するのでございますわ。そう、現実的にはちょっと一〇回くらい死んでいただきましょうか……」

「聞き逃したか？」

　すう……と。

　両手でブラッドサインを構え直し、改めて城しろ山やま恭きよう介すけは告げる。

「僕は、何でもすると言ったではないか。冥乃河姉妹を助けるためならどんな汚い手でも使うと宣言した訳だが。それは味方を脅威にさらすという意味でも、あなたを完膚なきまで撃破するという意味でもだ」

「……あらあら。あらあらあらあら」

『白き女王』の笑みに、不ふ穏おんな影かげが差す。

　最愛の彼の浮うわ気き現場を目もく撃げきした、とかではない。そこまで対等な怒いかりとは違う。留守中に愛犬がソファやクッションを食い破るのを何度か目撃したのち、今すぐバットで叩たたき殺してゴミ袋ぶくろに詰つめ込むべきかな？　などと魔まが差した時のような表情だ。

「怒りのあまり少年力でも開花したのでございますか？　それとも命の危機に立たされると潜せん在ざい的てき才能（笑）が開花するタイプ？　髪かみの毛が金色になろうが全身タイツの救世主になろうが知った事ではございませんが、現実問題としてあにうえに一体何ができるというのでしょう」

「見れば分かるよ」

「では間に合わないかもしれないのでございますわ」

『白き女王』の両りよう腕うでの布地が光の粒りゆう子しに変わった。それは左右から標的を挟はさみ込んで圧あつ搾さくする、クワガタに似た原始的で巨きよ大だいなハサミへと変じていく。

　最も強く苦痛を与え。

　それでいて、簡単には絶命できない方法の一つとして。




「だって、あにうえ。わたくし、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おというヤツが軽めに切れてしまいましたもの」




　城山恭介がブラッドサインで無む駄だな一打を放った直後。

　返す刀のように暴ぼう虐ぎやくが襲おそいかかった。

　母はは猫ねこは外敵から子猫を守ろうと興こう奮ふんするあまり、当の子猫を殺してしまう事もあるという。




　　　　７




　少年の命運は尽つきた。

　低、中、高音。規定級、神格級、未み踏とう級。全すべてのカテゴリを軽く無視した『白き女王』が、冗じよう談だん抜ぬきに城しろ山やま恭きよう介すけを殺しに来た。召しよう喚かん師しを、というより儀ぎ式しきの進行を守る防護円は彼女の猛もう攻こうに対して何の役にも立たないのは実証済み。まして、人間如ごときの反射神経や動体視力で回かい避ひする事などまず不可能。

　であれば、少年の命運は尽きなくてはおかしい。

　物理法則を超こえた召喚儀礼、被召物マテリアルの力を借りても『白き女王』は止まらない。彼女は世界の運命や法則を曲げてでも個人の目的を満たすために邁まい進しんする。その女王が、城山恭介を殺すと設定した。それはただ叶かなえられるために入力される情報だ。

　なのに。

　なのに。

　なのに!!!!!!




　ガッギィィィィィン!!!!!!　と。

　次の瞬しゆん間かん、クワガタのような大バサミを弾はじく『何か』があった。




「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………は？」

　束つかの間ま。

　初めて、と表現しても構わないだろう。『白き女王』の笑顔が固まった。常に余よ裕ゆうに満たされていた彼女の思考が、ほんのわずかに途と切ぎれていた。

　彼女を止められる被召物マテリアルは存在しない。

　それはつまり、この世界にも『向こう』にも『白き女王』と並び立つ者はいない、という単純な事実を意味しているはずだ。

　しかし、現に城山恭介は生存している。

　黒く変色した『紫電の淑女』の両腕が、クワガタ状の大バサミを内から強引に押おさえている!!

「……それは……？」

「言ったはずではないか、どんな汚きたない手でも使うって!!　あるだろう、召喚師達の基本的なセオリーの中に、あなたを倒たおせる可能性のある、たった一つの下策中の下策が!!」

　禁きん忌きの一。低、中、高音は同数入れてはならない。

　禁忌の三。白しろ棘とげのストックがない時、場に残る白棘をスポットに入れてはならない。

「禁きん忌きを犯した召しよう喚かん師しの前に、一体どんなイレギュラーな被召物マテリアルが現れるのか。分からないとは言わせない。他ならぬあなたの口からだけは!!」

『白き女王』はようやく気づいた。

　激げき突とつの直前、恭きよう介すけはブラッドサインで無む駄だな一打を放っていた。それが全すべてを決めた。低、中、高音。スポットに叩たたき入れ、自身の被召物マテリアルを呼び出す材料としてかき集めた『花弁』の数と種類を完全に同一にしてしまっていた。

「それはわたくしそのものの悪性でございますわ!!　あっ、あに、あにうえは、よりにもよってなんてものを頼たよったのですか!?」

『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。

『清濁万象を吞み干す「漆黒」の顎nu・lp・eu・bf・zuh・ei・jkv・iu・a・xw』。

　……共に低、中、高音、全て同数の異質な被召物マテリアル。本来であれば禁忌に触ふれる構成。なおかつ、実は両者共に使う文字は全まつたく同じ。言ってみれば、『白き女王』と『漆しつ黒こくの顎あご』は表裏一体とも言える例外的な被召物マテリアルだった。それは彼女と共に時を過ごし、その本質を理解できたからこそ辿たどり着けた、城しろ山やま恭介の一つの答えである。

　ならば、

「未み踏とう級、その二番手や三番手を持ち出しても頂点には敵かなわない。たとえ『大三角』であっても。でも、同じ一番手同士だとしたら？　勝負の行方は分からなくなってくるのではないか」

　ずずずずずずずずずずずずずずず……!!　という不定形の黒い泥どろのようなものが、竜たつ巻まきのように伸のび上がった。そのてっぺん、ラッパの口のように広がった先せん端たんには、有機物とも無機物とも取れない不気味で鋭するどい乱らん杭ぐい歯ばのような牙きばがびっしりと備わっているはずだ。

　処刑の象しよう徴ちよう。

　あらゆる召喚師が第一に恐おそれる者。

「そして被召物マテリアル同士の戦いは厳げん密みつな数値がものを言う。たとえかすり傷程度の差でも、ほんの些さ細さいな疲ひ労ろうでも、全く同じ被召物が激突した場合は先に召喚されていた方が不利になるはずだ!!　普ふ通つうなら召喚師がブラッドサインを使って別の被召物マテリアルに切り替かえて仕切り直すけど、今の女王はそれもできないだろう!!」

「ばか、な……。あにうえ、本当に分かっているのでございますの？　その『漆黒』は、敵対者ではなく呼び出した者の方こそを積極的に攻こう撃げきする神々の罰ばつ則そく。つまり、真っ先に襲おそわれるのはあにうえの方でございますよ!!」

「かもしれない」

　城山恭介は率直に認めた。

「でも、あなたは助けてくれるのではないか？　何しろ僕ぼくを愛しているんだから。たとえ自分自身とはいえ、自分とは違ちがう自分の手で殺されるところを、目の前で全て奪うばわれるところを、指を咥くわえて見ているなど許せるのかな？」

「……ッッッ!!!!!!」

　ぞわりと、『白き女王』の髪かみが逆立ちそうになった。

　怒いかりを覚えたのではない。彼女の『欲』が刺し激げきされたシグナルだ。

「は、はあは……。ほ、本当に覚かく悟ごはおありでございますか、あにうえ？　その『漆しつ黒こく』は、吞のみ込んだ依より代しろの意識を丸ごと喰くい尽つくすのでございますわ。つまり、わたくしに勝とうが負けようが、どっちみち依代は殺害される。あにうえの望む結末は放ほう棄きされたというのに……」

「かもしれない」

　やはり、率直な肯こう定ていがあった。

「でも、精神の捕ほ食しよくは時間の経過と共に進行する。『白き女王』と『漆黒の顎あご』なんて有史以来最高のビッグカードになると思うけど、どう考えたって火力過か剰じようだ。……決着までに時間はかからない。おそらくは冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんが食い殺されるより前に、ほんの数秒単位で全すべてが終わるさ」

「ふ、ふふ。ふへへ。あっ、あにっ、あにうっ、あにうえ。そんな、そん、そんな都合の良い、神様を超こえたわたくし達未み踏とう級をも掌てのひらで踊おどらせるようなご都合主義が、ほんっ、ほんとうに叶かなうとでも思っていらっしゃる。それは、そんなのは、絵本の中の王子様がいつか自分の所に来てくれると信じる子供と同じくらいの……」

「良いから、我が慢まんするなよ」

　無視して告げた。

「僕ぼくと一いつ緒しよに戦って、僕から頼たよりにしてほしかったんだろう？　そういう意味では、相手は世界で唯ゆい一いつあなたに苦戦を強しいてあなたを引き立てる事のできる最高のライバルではないか。こんな機会、次はどれだけ待たされるか分かったものではないよ」

『白き女王』の顔はほとんど蕩とろけていた。その意味を、恭きよう介すけは戦せん慄りつと共に正しく理解していた。




「〝わたくしはあにうえ以外には一ミリも興味がないものでして〟……誰だれの言葉だ？」




　ぷつん、と。

　その瞬しゆん間かん、莫ばく大だいな歓かん喜きによって『白き女王』の頭の中で細い線が切れる音が響ひびいた。

「ふっ、ふはっ。ふは─────はははははははははははははははははあはアハハあははははははあはははははあははははははははははははアハははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!!!!!」

　同時。

　ばづんっ!!　と鈍にぶい音の炸さく裂れつと共に、竜たつ巻まき状の巨きよ大だいな漆黒の顎が、内側から砕くだけ散った。粘ねん質しつな音を立てて散らばる残ざん骸がいの中心で、何かが蠢うごめいている。漆黒の肌はだに、漆黒の衣に、漆黒の腰こしまで伸のびたツインテール。そしてただ一点だけ浮うかび上がるような、不気味な純白の瞳ひとみ。

　本性が、出た。

　触しよく発はつされたように、表裏一体の誰だれかがいきなり自らの表情をぶっ壊こわした。

『あにうえ、ああ、あにうえ!!　ふふふへへへへはは!!　よ、よもや、愛いとしきあにうえの身を頭の先から足の端はしまでくまなく咀そ嚼しやくできる日がやってきてくださるだなんて。ふふふ。あはは、いひはははははははははははははははははははははははははははは!!!!!!』

　二つの哄こう笑しようが渦うず巻まいた。

　二つの視線が絡からみついた。

　二つの顔から表情が消えた。

　二つの思考が総合的に判断した。




「『こいつは邪じや魔まだな。こいつがいるとあにうえを独どく占せんできない』」




　ゴッ!!　と。直後に、城しろ山やま恭きよう介すけの目の前に世界の終わりが広がった。

　これ以上の破は壊かいを彼は見た事がなかった。

　少年はこう言った。

　どんなに汚きたない手を使ってでも、必ず助ける、と。
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　切り裂さき、嚙かみ砕くだき、叩たたき潰つぶし、突つき刺さし、撃うち抜ぬき、締しめ上げ、すり潰し、跳はね返し、染め上げ、焼き払はらい、断ち切り、引き抜き、凍こおり付き、打ち出し、押おし潰し、搾しぼり取り、かち割り、へし折り、跳ね上げ、捻ねじ曲げ、抉えぐり取り、挽ひき潰し、吸い込み、叩き折り。

　時間にして数秒。

　だが、光と闇やみが世界の組成を突つき崩くずした破壊と災さい禍かの果てに、立っていたのは白と黒の片方だけだった。

『ふ、ふは』

　わずかな疲ひ労ろう、些さ細さいな傷。

　それが『全まつたく同じ』スペックを持つ被召物マテリアル同士の戦いを制した。

　恭介の思おも惑わく通りに。

『あは、あはは……。あにうえ、ああ、あにうえ……』

　ほとんど共食いだった。ほとんど同士討うちだった。黒に染まる『女王』もまた立っていられるのが不思議なくらい、というか、そもそも四し肢しが全すべて揃そろってすらいなかった。

　立っているんだか浮ういているんだか分からない状態で、それでも、ゆっくりと彼女は迫せまる。

『さあ、これで、邪じや魔ま者ものは、消え……。世界の何者にも、わたくしを止める事は叶かなわないのでございますわ。あは、あはは。頭のてっぺんから、足の先まで、思う存分……咀そ嚼しやく……』

「……それも、ありかもしれない訳だが」

　恭きよう介すけは、薄うすく笑いながら言った。

『漆しつ黒こくの顎あご』は禁きん忌きの象しよう徴ちようだ。それを犯した召しよう喚かん師しを喰くらい尽つくせば、後は勝手に消失する。冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんを助けるためには、迅じん速そくに『漆黒の顎』を退去させる必要がある。『漆黒の顎』は明確な目的や法則性によって行動が制限されている分、先ほどまであった『泉』の力を借りて無む秩ちつ序じよに暴れ続ける『白き女王』と比べれば、随ずい分ぶんと希望はある。

　ずず……という粘ねん質しつな音が広がる。

　間近に、美しい『女王』の成なれの果てが迫せまる。

　喰くわれれば、終わる。

　城しろ山やま恭介の命と引き換かえに、冥乃河彼岸の命は救われる。

「ああ」

　だけど、と彼は思った。思ってしまう事が、できてしまった。

　その意味を考える。生きてこの先を見たいと思った自分が、『何を』見たいと思ったのかを。

「きっと、それでは」

『？』

「彼女達を助けた事には、ならないんだろうなあ……」

　冥乃河蓮れん華げにはこう言った。

　誰だれかを犠ぎ牲せいにするような助け方をしても、妹の彼岸を助けた事にはならないと。

　冥乃河彼岸からこう言われた。

　今は二人揃そろって『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』で、私もあなたを支える事ができると。




　だから。




　その瞬しゆん間かん。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　城山恭介は抗あらがった。レプリグラス製のブラッドサインを構え直し、ただ一度だけのチャンスを活いかして『白しろ棘とげ』を勢い良く解き放つ。

　漆黒の『女王』はそちらを見向きもしなかった。

　ただ目の前にあるご馳ち走そうへと喰らいついた。防護円などお構いなし。肩かた口ぐちからガリガリゴリゴリと響ひびく異音も激痛も無視して、恭介の目はただ『白棘』の行方を追い駆かけていた。

　杓しやく子し定じよう規ぎな『ガバメント』の教本にでも載のっていそうな、単純な一打だった。

『白しろ棘とげ』はただ真まっ直すぐ進んで低音の『花弁』にぶつかると、低音の『花弁』は近くにあったスポットに吸い込まれる。純じゆん粋すいな一音だけがただ響ひびく。

　そう。

　低、中、高音。全すべて同数だからこそ発生する異質な被召物マテリアルに対し、バランスを崩くずす一いち撃げきを。

『あ』

「……じ、人類初ではないかな。普ふ通つうであれば、『漆しつ黒こくの顎あご』が出てきた直後に召しよう喚かん師しは殺害される。だからこんな事を試す猶ゆう予よなんてないんだけど」

『あうう、あ』

「さようなら、『漆黒の顎』。……特異点はんそくなんかいらない、ルールの中で敗北しろ。あなたが被召物マテリアルであるのは変わらない。そして暴走しようが禁きん忌きに対するペナルティだろうが、あなたはまだ僕ぼくが制せい御ぎよする被召物マテリアルであるのも同じなんだ!!」

　バランスが崩れる。

　他の被召物マテリアルへと移行していく。

『あにうえ。ああ、あにうえの味がァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　変化の渦うずに吞のみ込まれ、災さい厄やくの愛情はこの世界から消失した。

　未み踏とう級の一つに形を変えた被召物マテリアルだが、『チェイン』待機状態の九〇秒が過ぎると、それもすぐに解き放たれる。敵は消えた。闘とう争そう状態が続けられなければ、召喚儀ぎ礼れいは維い持じできない。

　城しろ山やま恭きよう介すけは血まみれのまま、得体のしれない化け物が一人の少女へと変じるのを見届けた。

「……う……？」

　極限の疲ひ労ろうから崩れた少女が呻うめきを発し、その心が完全に蝕むしばまれる前に解放されたのを知り。

　お姉ちゃんを助けてという妹の願いと、妹を助けてという姉の願いを両方守れたと判断し。

「さて」

　城山恭介は、ゆっくりと息を吐はいた。

　ほぼ千切れかけてボロボロになった手でブラッドサインを摑つかみ、無事な方の手で冥めい乃の河かわ彼ひ岸がんを肩かたに担かつぎ、彼はゆっくりと天井を見上げた。

　いくつもの足音がバタバタと響いてくる。ここへは最短距きよ離りで、できるだけ戦闘を避さけて突とつ破ぱした。核かくたる『白き女王』は撃げき破はしたが、『ガードオブオナー』の精せい鋭えい達はまだ生きている。

　そして、城山恭介の目的は世界の救済でも、女王の撃破でもない。

　冥乃河彼岸。

　彼女を無事に姉の蓮れん華げの元まで届ける事、だ。




「おうちに帰るまでが遠せん足そうだ」




　バン!!　と扉とびらが外から大きく開かれた。

　恭きよう介すけはそちらへ目をやる。

　今度はもう、ブラッドサインを使った召しよう喚かん儀ぎ礼れいは使えない。

　目薬と暗くら闇やみを使った奇き襲しゆう作戦も、いい加減に対たい抗こう策さくが練られている頃ころだろう。

　それでも諦あきらめる訳にはいかない。

　彼は、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』なのだから。
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　命の危機を脱だつした冥めい乃の河かわ蓮れん華げと彼ひ岸がんの二人の下に届いたのは、超ちよう高額の口止め料だった。

『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力のいずれか、あるいはクアッドモータースやトイドリーム社など表おもて舞ぶ台たいの大だい企き業ぎようか。出所さえ分からない莫ばく大だいな金は、『詮せん索さくをせずただ口を噤つぐんでいられるかどうか』というテストも兼かねているのかもしれなかった。

「冥乃河姉妹は素直に受け取る事にしたようなのです……」

『それは何より。彼女達に渡わたした以上、愛あい歌かはその出所を知っているんだろう。なら大だい丈じよう夫ぶだよ。せっかく助けたっていうのにここで変な波風を立てられても困る訳だが』

　電話をしているのは水着少女の愛歌だった。高級マンションのリビングで、寝ねそべったホワイトライガーをソファ代わりにしながらコードレスの受話器を耳に当てている。

　ぼんやりとした瞳ひとみを宙にさまよわせながら、愛歌はペットの毛皮にさらに深く体を沈しずめる。

「アタッシェケースに詰つめた札束とかではなく、ネット銀行のＩＤとパスワードを書いたメモだけだったので、当の本人達に実感はなさそうだったのですが……」

『どっちでも良いよ。借金を返して神社を取り戻もどせれば彼女達の問題は丸く収まるしさ。両親のギャンブル依い存そん症しようはそれほど根が深くなさそうだし、普ふ通つうの世界に帰ればやり直せるよ』

「……それで、冥乃河彼岸が目を覚ます前に召しよう喚かん師しと依より代しろの契けい約やくを断ち切ったのですか？」

『そうだよ』

「また？」

『何度でもだ』

　会話は流れるようで、今までも似たようなやり取りが延々繰くり返された事を暗に示していた。

『僕ぼくはアワードを獲かく得とくし過ぎたんだよ。「フリーダム」の９０２……いや、今はもう９０３か。ここまで来ると、呼び込みたくもないモノを色々と呼び込む。これ以上、冥乃河彼岸を「不殺王アリス（ウイズ）ラビツト」の枠わくに入れておくのは酷こくではないか。目的を果たし、戦う理由をなくした者を留とどめておけるほど優しい業界でもないんだしさ』

「確かに、それはそうなのですけど」

　愛歌はため息をついた。

　実際問題、城しろ山やま恭きよう介すけは『白き女王』との強きよう烈れつな繫つながりを持つに至った。彼と共に生きる、彼の隣となりを歩くというのは、三六五日、年中無休であのレベルの危機と立ち向かい続けなくてはならない事を意味している。

　それはもう、単に実力だけで生き残れる領域ではない。運を味方につけてなお、命の保障が得られるような環かん境きようでもない。

「冥乃河姉妹は怒おこっていたのです」

『だろうね。……ん？　姉の蓮華の方も？？？』

「……この私が彼女達に塩を送るのもあれですが、お兄ちゃんは人を救った結果得られるものについてもう少し考えてみた方が良いのです」

　ホワイトライガーがぴくりと耳を動かした。

　受話器の向こうから海鳥の鳴き声が聞こえてきた。ソファ代わりの肉食動物が食欲を刺し激げきされたのかもしれない。

「お兄ちゃんは今どこなのです？」

『やめなって、言うと思う？』

「まさか、クルーザーでこのトイドリーム35を離はなれるのですか……？　そんな事になったら私の水着は誰だれが洗うのです!?」

『だから僕ぼくが引退したら自分で身の回りの世話をしなくてはならないんだから、一つ一つ学びなよ。……クルーザーは移動させるけど、しばらくはこの街にいる。いつまでいられるかは話さない。会いに行く時はこちらから顔を出すよ。これで良いかな？』

「どっちみち、ひきこもりはここから出る気はないのです。お兄ちゃんがなんだかんだでずるずると私の世話をしてくれるなら別に何でも構わないのですが……」

　愛あい歌かは一度だけ、コードレスの受話器をくるりと回してから、

「冥めい乃の河かわ姉妹はお兄ちゃんを捜さがし回ると思うのです。あちこちを必死に走り回ってでも」

『かもしれない。でも、もう慣れた』

「時にお兄ちゃん。お兄ちゃんは奇き跡せきというものを信じているクチなのですか……？」

『あるにはあるんだろうね。でも、僕達の領分ではないよ。だからそれを扱あつかう被召物マテリアルを自由に操る術すべを欲しがった』

「そうではなく、人の手で起こす奇跡の話なのです」

『？』

「お兄ちゃんは最さい善ぜんの手を尽つくしたのです。『後始末』まで含ふくめて全部がパーフェクトで、誰にも介かい入にゆうのチャンスなんてなくて、後は奇き麗れいに収まるくらいしか余地はなかった……」

　愛歌は口の中で飴あめ玉だまを転がすような、どこか楽しそうな声色で続ける。

「……でも、もしも、それでも冥乃河姉妹がお兄ちゃんを見つけ出せたとしたら……それはもう、人の手で成なし遂とげた立派な奇跡とは呼べないのですか、お兄ちゃん？」







　そして。

　街のどこかで、スマートフォンを手にした城しろ山やま恭きよう介すけはふと背後を振ふり返った。

　その先。

　行き交う雑ざつ踏とうの奥おく。

　溢あふれる光の中に見えたのは……。
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　誰だれも、いなかった。

　当然と言えば当然だった。

　城しろ山やま恭きよう介すけは巨きよ大だい陸橋の一つで、振ふり返ったまま微かすかに笑う。通話を切ったスマートフォンをポケットに突つっ込む。片かた腕うでをギプスで固めて吊つっているため、その動きはどこかぎこちない。

（何を、期待していたのやら）

　この結果を得るために、全すべての状じよう況きようを重ねてきたのだから。

　それでもわずかな痛みを伴ともなって、彼は先へ進む。

　もしも人の手で成なし遂とげる奇き跡せきがあるとすれば、愛あい歌かの言う通りに冥めい乃の河かわ姉妹と再び出会う事になる。それが本当に幸福に繫つながるものかは不明だが、引き寄せられてしまうのだろう。

　望むのか、望まないのか。

　恭介は何故なぜか結論を出さなかった。

「……さて」

　ともあれ、今回の仕事は終わった。冥乃河姉妹の動きには若じやつ干かん予想外の部分もあったが、彼女達が簡単に恭介を見つけられるとも思えない。

　だから、これで終わり。そのはずだった。




「あ・に・う・え☆」




　ゾッと。

　その甘あまい声が耳に届いた途と端たん、恭介の全身から嫌いやな汗が噴ふき出した。

　以前にも一度あった。励起手榴弾インセンスグレネードを行使せず、『チェイン』を使っていきなり召しよう喚かん師しが接近してきたのだろう。気がつけば人工霊れい場じように取り込まれ、気がつけば間近に『彼女』が迫せまっていた。

『白き女王』。

　最高位の未み踏とう級。

　善ぜん性せいの塊かたまり、聖なる象しよう徴ちよう、光こう輝きの擬ぎ人じん化か。

　たった一いつ滴てきの汚お濁だくすら認めない純白の女神様。

　……こうしている今も、世界中の召喚師や依より代しろの間ではそう信じられているモノ。

　巨大遊園地の街では、その現実離ばなれした出いで立たちも仮装の一つとしか捉とらえられていないのだろう。その美び貌ぼうによって注目を集めている節もあるが、当の本人に気にする様子はない。

　恐おそる恐る、恭介は致ち命めい的てき距きよ離りにいる『女王』に声を掛かける。

「……あなたは、死んでいないといけないだろう？」

「ええまあ。ただあのわたくしは通常の召しよう喚かん儀ぎ礼れいとは別べつ枠わくの方法で呼ばれたイレギュラーなわたくしで、しかもこちらの世界の人間の魂たましいへ縫い止める技術に手が届かなかった未完成品のわたくしでございますよ？」

「存在が……二重に分化していた、だって……？」

「なまじ、縫ほう界かい召喚がきちんと成功していればあんな乱反射ゴーストイメージは生まれなかったのでございますわ。つまり、トカゲの尻尾しつぽほどの端は役やくでなく、うーん、ドッペルゲンガーみたいなものですかね。何にしたって、このわたくしとは関係ないのではございませんか？」

　城しろ山やま恭きよう介すけは思わず額ひたいを手すりに押おし付けた。

　そのまま意味不明な叫さけびを放つ。言われてみれば『秘ひ匿とく大戦』なんて大おお仰ぎような名前の過去を経へて一度滅ほろぼされても、この化け物はニコニコ笑顔で目の前に立っているではないか。

『白き女王』はくすくすと笑ったままだった。

「ああ、一応あのわたくしが弄もてあそんでいた人質はあのわたくしが消しよう滅めつした時点で解放されていますのでご安心を。あれもまた、このわたくしとの因いん果がはございませんので」

「せめてそうではないと困るよ僕ぼくは」

「そ・れ・か・ら、一応は感謝してほしいのでございますわ。わたくしがあにうえに会いたいとわがままを言ったために『ガードオブオナー』の残党達は地下に潜もぐらず『共食い』状態で壊かい滅めつしたのですから。ふふふ『素』でわたくしを呼び出すのはそう簡単な事じゃないのだぜ的な」

「そこまでして、一体何を？」

「別に何も。あのわたくしが前にも言ったじゃないですか。『ガードオブオナー』は勝手にわたくしを担かついでいるだけで、わたくし個人としては興味ゼロ。自分の持ち物という感覚もございませんわ。やーだなー☆　組織潰つぶされた恨うらみでリベンジでも仕し掛かけてくると思ったんですか？」

　そんな風には思っていなかった。

『白き女王』には、そういう分かりやすい陰いん謀ぼうは似合わない。

　恋こいに恋し、自身もまた振ふり回されるだけ。単純すぎて、かえって全体像が把は握あくできないのだ。

「となると、彼女達にも干かん渉しようはしないって事かな？」

「ふふふ。女の名前を出さなかったのは褒ほめてあげます。ええ、わたくしが興味を持っているのはあにうえだけですからね。そこから離はなれた人間を追う理由も特にございませんわ」

「……、」

「そう睨にらまなくても。ちゃんと、ここはめでたしめでたしの一言で済む場面でございますわ。『ガードオブオナー』が潰れた事で、あの人間達の親おや御ごさんの方も憂うれいを断てたでしょうし」

「……どういう意味かな」

「神社の神職さんがギャンブル依い存そん症しようなんておかしいとは思いませんでした？　それに、双ふた子ごの片割れにあった『ある秘ひ密みつ』。『ガードオブオナー』ではレプリグラスの等身大フィギュアを作ってわたくしの人工的な依より代しろにしようとしたものの、失敗続きという経けい緯いがございましたわ」

「まさか、彼女達の『発ほつ端たん』も仕組まれていたって……？」

「金の力を使って取り上げるための作戦でございますわね。皆みな殺ごろしにして浄じよう瑠る璃り教典を奪うばう、よりは穏おん便びんで救いがあったと思いますけど？」

　確かに、終わってしまえば救いがあったと語れるかもしれない。

　冥めい乃の河かわ姉妹の両親は家庭を顧かえりみないギャンブル狂ぐるいではなく、家庭の生活を守るべく、仕組まれた勝負に挑いどんでしまった哀あわれな被ひ害がい者しやなのだから。全すべての元げん凶きようたる『ガードオブオナー』が崩ほう壊かいし、借金を帳消しにした娘むすめ達が帰ってくれば、何もかも丸く収まるのかもしれない。

　だけど、それを許せるか否いなかは事情が違ちがう。

「では何をしに来た？」

「理由がなければいけませんか？」

　くすくすと『白き女王』は笑い、

「世界中からこの街に結集した『ガードオブオナー』は壊かい滅めつしましたが、わたくしを勝手に信しん仰こうする組織は有う象ぞう無む象ぞうまだまだございますわ。その内、またどこかで芽め吹ぶくでしょうね。いつかどこかで出会うかもしれませんが、その時とその場合ではどうぞよしなに」

「冗じよう談だんに聞こえないよ、まったくさあ……。『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』はどこも事後処理でガタガタで、そんな彼らは未いまだにあなたを女神様扱あつかいときた。心の弱った連中は超ちよう常じようにすがるものだから、『白き女王』を巡めぐるタガが外れる可能性だって低くないだろうし……」

　どうせ今回の件も元凶は儀ぎ仗じよう兵へい達で『白き女王』は無実、などと結論付けられる。聖典なき個人の信仰はいくらでも融ゆう通ずうが利く。当の本人が、自分を不利にする事にも気づかずに。

「あはは。刺し激げき的てきなデートスポットには困らないようで何よりでございますわ。でも正直、あにうえがわたくしのものになれば、世界の混乱の半分は奇き麗れいサッパリ消えると思いますけどね」

「……それはまあ、世界の混乱の半分はあなたが直接間接問わずに作ってきたものだけどさ」

　恭きよう介すけは吐はき捨てるような調子で、

「もう半分には、少なからず僕ぼくが関わっていると思うよ。より正確には、あの『秘ひ匿とく大戦』で真の実力者たる召しよう喚かん師しや依より代しろがごっそり減ったせいで、種々の問題が一いつ斉せいに浮ふ上じようした訳だが。今回の『ガードオブオナー』だって、真の実力者が生き残っていれば三大勢力は変な膠こう着ちやく状態なんて作らず、あんな風に拡大される前に大部隊を投入していたはずではないか。……あれを放って、引き金を引いた自分だけ幸せになるのが正しいとでも？」

　だから城山恭介は戦い続ける。

『たすけて』という『呪のろいの言葉』を振ふり切れない彼は、決して正義のヒーローとは呼べない。

　その対極。元げん凶きようを作った。責任を感じるから、逃にげられないから、弱い彼は戦い続ける。

「では、わたくしとあにうえが手を取り合ったのち、あにうえがわたくしを操って地球の裏側もくまなく救ってしまえばよろしいのでは？」

「やだよ、それこそ世界の終わりだ。地球の半分がぶっ壊こわれて半球形になってしまうよ」

「そんな風に捉とらえるあにうえ超ちよう愛しているのでございますわ☆」

「そもそも、あなたは恋に恋しているだけで、本当は僕の事なんてどうだって良いんだろう？　僕が降参すれば一週間も保もたずに『醒さめる』だろうね、同どう棲せい始めた途と端たんに相手の嫌いやな所が見えるというか。今はまだ僕を求めるって方向性があるから良いけど、それが消えたら正しよう真しん正しよう銘めい、世界を滅ほろぼす力がいつどこに現れるか予測がつかなくなる訳だが。そんなのはゴメンだね僕は」

「ふふふ。それはつまり、とりあえずキープしておきたい程度の脈はあると乙女おとめ補正をかけてしまっても構わない、という事でございましょうか？」

　城しろ山やま恭きよう介すけは短く息を吐はいた。

「僕はね。……確かに昔、私欲からあなたをこっちの世界へ呼び出して縫ぬい止めたけどさ」

「ええ、それが？」

「それはさ、絶対に殺せないあなたを僕の手でこちらの世界へ縛しばり付けた上で、逃にげ場をなくしてから『みんな』の手を借りて一〇〇％確実に殺すつもりだったからだよ。あまりにも強過ぎるあなたの存在は二つの世界において、全すべてを狂くるわせる害悪にしかならなかったから。……結局、特異点あなたに引きずられる形でこの惑わく星せいに膨ぼう大だいな量の被召物マテリアルが溢あふれそうになったせいで連れん携けいはガタガタになり、それがあの目も当てられない『秘ひ匿とく大戦』へと繫つながっていった訳だが」

　かつての恋人関係は何だったのか。

　いかに神童とはいえ、あれだけの装置を組み上げられたバックボーンは。

『白き女王』はそれらに思いを馳はせ。

　しかし、

「かもしれません」

　ずいっと顔を近づけて。

　唇くちびると唇を数センチの距きよ離りまで近づけて。

「ですが」

　彼女は言う。当たり前の事のように。




「きっとあにうえは、最後にはこんなわたくしさえ『助けて』しまうのでございましょうね」




[image: ]

　そこでリミットが来た。

　人工霊れい場じようが解け、『白き女王』の輪りん郭かくが消え、足元には気を失った哀あわれな依より代しろの少女が転がる。

「……、」

　ほんのわずかに、城しろ山やま恭きよう介すけは己おのが天敵の放った言葉を反はん芻すうしていた。

　やがて彼はきびすを返し、雑ざつ踏とうの中へと消えていく。




　そして両者は分かたれた。

　二人の道は、互たがいの道を認めはしない。
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　新シリーズ!!

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回のテーマは召しよう喚かん術じゆつ！　まあ、古今東西の魔ま術じゆつ呪じゆ術じゆつ関係を調べてみると、大体はある一定のラインを超こえた辺りで高次知性体系のモノと接せつ触しよくしたり力を借りたり（そして最終的には同一化したり新入りとして『向こう』に飛び込んだり。……実はＵＦＯ騒そう動どうも根っこは大して変わんないなあ）って話になるのですが、今回はそっち系を『特に』強く出してみました。




　ブラッドサイン式の召喚儀ぎ礼れいの基となる薔薇ばらやシジルについて、興味がある方は調べてみても面白いかもしれません。棒、杯はい、剣けん、盤ばんなどの魔術武器についても言える事ですが、（聖別などの精神的作業はひとまず置いておいて）実際の手順を見てみるとこれらの道具には磁じ石しやくやセロファンなどが使われており、学校の図工じみていて（そう、美術よりも図工の方が近い印象なのです）なかなか興味深いです。そうか、『身近にあるものだけで』『人の手に届かないものを』呼び出すとはこういう事なのかー、とか。




　召喚をテーマにしますので、今回の作品は徹てつ頭とう徹てつ尾び、良くも悪くも（間ま違ちがった用法での）他力本願を軸じくとしています。主人公の城しろ山やま恭きよう介すけからして、伝説的な人物のくせにパートナーがいないと実力を発はつ揮きできなかったり、敵方であるクアッドモータースの製品を愛用していたり、決めの台詞せりふすら『〝〇〇〇〇〟……誰だれの言葉だ？』と他者の揚あげ足を取るようなものだったり、とか。

　この他力本願をどれだけ格好良く描びよう写しやできるかどうかが、この召喚という作品テーマの鍵かぎなのかな、などと思っております。




　また、個人的に召喚って『人の手に負えない大きな力』の他に、『ねじれた関係』が強調されているんじゃないかな（羊皮紙の契けい約やく書しよで縛しばったり、主と認めさせた者の力になったり）、という想おもいもあって、それらも作品の中に盛り込んでみました。お兄ちゃんあにうえお姉ちゃん妹とあれこれ家族関係の呼び名が出てくる割に、よくよく考えてみるとまともな血けつ縁えんは回想の一組だけだったり、ラスボスの『彼女』がああだったりするのもその一いつ環かんです。

　召喚師を極めた結果、何だか被召物マテリアル臭くさくなってしまった主人公。

　被召物マテリアルを極めた結果、極めて人間らしい思考を前面に出してしまったラスボス。

　この二つを絡からませる事で、召喚する者と召喚される者の位置関係とは何なのかを表現してみたかった訳なのです。例えば『凄すさまじい技術さえなければ、余計なものを見なくても良かったのに』とか『化け物を垣かい間ま見みた人間が影えい響きようを受ける（＝発はつ狂きようする？）だけでなく、その逆もありえるのでは？』など、まあ色々ですな。この辺については地上から冥めい界かいに向かったオルフェウス、天界から地上に向かったシェムハザなど『世界をまたぐ神話』が色々参考になりました。個人的な感想としては、『過ぎたるは及およばざるがごとし』でしたが……。




　あと、今回は全身タイツの戦せん闘とう員いんな立場だったレプリグラス操兵についても、『異なる動植物の機構を、人の知恵や技術を使って効率良く取り込もうとする』という意味においては、召しよう喚かん術じゆつとさして変わらないのかな、などと考えながら設定を組んでいきました。これもいろんな角度から作品テーマの本質に迫せまる試策の一つでしたが、いかがでしたでしょうか？




　……ちなみに内部事情として、今回の実験的テーマは、シリーズ通してのラスボスをしょっぱなから大だい活かつ躍やくさせる、常に主人公の隣となりに寄り添そわせる、といったものです。主人公と拮きつ抗こうするライバル系黒幕ではなく、絶望的力量差のラスボスですね。あらゆるバトルを涼すずしい顔でいなす主人公が、最強（……凶きよう？）の元カノが出てくるたびにガクガク震ふるえる辺りに人間らしい可愛かわいらしさを見み出いだしていただけると。

　この巻ではラスボス自身の力を借りてラスボスを倒たおす、という離はなれ業わざで決着をつけましたが、さて、一見して（すでにトップランカーであるが故ゆえに）スペック的には頭打ちに近い主人公城しろ山やま恭きよう介すけは、最終的に『彼女』を上回るほど成長できるのか。見守っていただけると嬉うれしいです。




　イラストの依い河かわ和わ希きさん、そして担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回もまたクリーチャー系の被召物マテリアルとメカ系のレプリグラス操兵がケンカするような、しかも人間とクリーチャーでサイズ感が違ちがって一枚の中に収めるのが大変そうな、イラスト的には非常に面めん倒どう臭くさい本になってしまいました。ご迷めい惑わくをおかけしてしまい申し訳ありません。これからもお付き合いいただけると。

　そして読者の皆みなさんにも感謝を。こうして新しいシリーズが始まりましたが、楽しんでいただけましたでしょうか。肩かたの力を抜ぬいて、のんびりとお付き合いいただければ幸いです。




　それでは今回はこの辺りで。




　……今回は召喚用オリジナル言語のために、別べつ枠わくで辞書作ったのだぜ？


鎌池和馬　
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